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　青森・岩手・新潟・千葉

　静岡・長野・愛知・福井

国立国語研究所

1983



刊行のことば

　国立国語研究所では，昭和49年度から同51年度にかけて，「『各地方書資料の収集および文字化s

のための研究」という題目の下に，金国各地で方書による談話の録音と，その文字化（標準語訳

・注つき）を行ってきました。この研究は，急速に失われつつある方讐を現時点で録音・文字化

し，国語概究の基本的資料とすることを目的としており，当研究所地方観究翼の協力を得てこれ

を実施しました。

　その成果は，機を得て，順次刊行する予定であり，昭和56年度までに，老年層話者による談話

としてy方言談話資料（1＞s～『方言談話資料⑥調を刊行しました。本年度は，老年層話者と若年

層話者との談話として，その第七集を刊行します。

　本書に収めた資料の録音・文字化は，もっぱら，佐々木隆次（収録崇時青森漿担当地方研究員

・現県立青森北高等学校教諭），本堂寛（当時岩手県播当地方概縦貫・現文部省初中局教科調査宮），

剣持隼一郎（当時新潟県撫当地方研：究員・現柏崎実践学園講師），加藤信昭（当時千葉累担当地方

研究員・現千葉大学教育学部教授），臼田資純（当時静岡県担当地方研究員・現静岡大学人文学部

教授），馬瀬良雄（当時長野県耳当地方研究貫・現信州大学人文学部教授〉，山口幸洋（当時愛知県

撫当地方研究貝），佐藤茂（当時福井県担当地方研究員・現ノートルダム清心女子大学教授）・加

藤和夫（隅協力者・現東京都立大学人文学部助手γの各氏に本当していただきました。また話考

もしくは司会者として，露髄幸一一・桜田鉄彌（以上青森県），小沢ゆき子・菊地邦男・佐藤金六・

若松林平（以上岩手県），高橋真・高橋道明（以上新潟累〉，坂本勇・武田金市郎・武田政子・武田

由蔵（以上千葉県），海野溜男・海野：重信・大門康男（以上静岡県），井沢賢一・下平正司（以上長

野県），鈴木清光・堤邦房（以上愛知県），谷口松樹（福井県）の各氏の協力を得たほか，有志の助

力がありました。記して深く感謝の意を表します。

口召希058年9月

国立国諦跣所長　野元菊雄
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ま　え　が　き

　研究の経過

　この研究は，昭和49年度から同51年度にがけて行った。

　昭和49年度は準備期間とし，金国47都遂府県で各種の実験的録音・文字化を行い，その結果に

基づいて，次年度以降の計画を立案した。

　50年度は，全国的視野のもとに重点地域を定め，23の府梁から各1地点を選定して，老年層の

男性と同女性との対話，もしくは，男女を含む老年層謡者3人の会話を録音し，文字化すること

とした。

　51年度は収録地点を4地点滅らし，19の府県について，原則として50年度と同一の地点で，（a）

囲上・臼下の関係にある老年層の男性2人による対話，（b）老年層の男性と若年層の男性との

対話，もしくは，両者を含む3人の話者の会話，（c）場衝設定の会話，の3項目についての録

音・文字化を行い，収録可能な地域では，付録として，民話の収録・文字化も実施することとし

た。（c＞については，「品物を借りる」「（旅行などに）誘う」「新築の祝いを述べる」「隣家の

主人の所在をたずねる」「けんかをする」「道で知入に会う」「道で冒上の二三に会う！fうわさ話

をする」の八場面を，全地点共通の場面として設定した。

　以上の録音・文寧化資料は，すべて国立国語概究所で整理し，保管しているが，当研究所では，

このうち，50年度分についてはすべて刊行した。51年度分は本巻をはじめとして順次刊行してい

く予定である。今回は，51年度に収録・文字化を行った老年層話者と落年層話者とによる談話資

料のうち，「青森県青森市大字牛館」「岩手購江刺市男石1丁目」「新潟県二三市大字折居字三二」

「千葉県館山市相浜」「静岡県静岡市北」「長野県上伊那郡中川村南i角」「愛知県北設楽郡竈山村中

の甲」「福井県武生市下中津原町」の8地点分について，オフセットにより複製印行する。

　三者の条件

　話者には次の条件の人を選ぶこととした。

　1．老年層話者による談話（50年度）

　その土地で生まれ育ち，よその土地に住んだことのない，あるいは，その期闘が比較的短い人

で，田常の生活ではもっぱら方言を用い，また，録音機を前にしても方言色豊かなおしゃべりが

可能な人。したがって，よその土地から嫁入り，婿入りした入は採らない。ただし，女性につい

ては，他に適当な入が得られないときには，近隣地から嫁入りした人でも，収録地点との聞に大

きな方言の違いが認められない場合は可とする。話者の年齢は，原則として収録時において60歳

以上とし，やむをえないときは，55歳以上も可とする。発音その他の障害がなければ，高齢者で

も差し支えないが，話者相互の年齢が離れすぎるのは好ましくない。また，話者網互の地位・身

分関係も，ほぼ対等であることを原則とする。
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　2，目上・目下の関係にある老年層の男性2人による対話（51年度）

　話者の年齢は上記1に準ずる。この項は，改まった表現や種々の敬語形式などを得ることをね

らって設定したものであり，対話の具体的な人物像として，たとえば，旧地主階層の人物対自小

作階層の人物，僧侶対その壇家にあたる人物，その土地出身の教員（校長など）対その土地の一

般的職業（農業・漁業など）に従事している人物などを傑補として示したが，地域の事情もある

と思われるので，この点は各地の担当者（地方研究員〉に一任した。なお，目上にあたる人物と

して，在外二二の比較的長い人物を登場させなくてはならない場合もあると考えられるので，在

外歴に厳しい条件はつけないことにした。

　3．老年層男性と著年厨男性との談話（51年度）

　老年層については原則として60歳以上，着年層については原則として20～30歳台とする。話者

摺互の地位・身分関係は，ほぼ対等であることが望ましい。職業は老若ともにその土地における

一般的なものであること。在外歴については1に準ずる。

　4．場面設定の会話（51年度）

　上記1に準ずる条件を備えた老年層の男女に，場面に膳じて，種々の演技的対話をしてもらっ

た。

　5．民話

　特に条件はつけず，その土地で生まれ育った民話の語り手があれば可とした。

　司会者

　主たる話者のほかに，話の引き出し役としての司会者が同席することとした。司会考はこの研

究の主旨を理解し，かつ，司会役としての能力を有する地元方書の話し手が望ましい。司会者の

年齢・居住歴等に，特に条件はつけなかった。

　録畜量・文字化鷺

　50年度・5！年度ともに二二60分程度の録音量（51年度については，各項冒平均20分，合計60分

程度）について文字化を行うこととした。また，内容の豊かな文字化資料を得るために，文字化

すべき録音量の数倍を録音し，その中から適切な部分（話がとぎれず，しかも発言が特定の話者

にかたよっていないこと。話の流れ，話題の農開が自然であること，など）を選択して文字化す

ることとした。

　文字化原稿の作成・表記

1．将来のオフセットによる複製印行に備えて，一定の様式の文字化用紙を作成し，損当地二二

　二尉に配布した。

2．文字化は原則として表音的カタカナ表記によることとした。これは，利用者の便宜，文字化

　作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方書の性格によって，カナ表記

　では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，国際音声字母によ

　る旧記も可とした。なお，それぞれのカナで表わす具体的音声の範囲・内容については，各担
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　当者が解説の中で説明することとした。

3　アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含めて5当者の判断にま

　かせた。

4　聴き取りが困難な筒所や，言いよどみ，言い重なり，書い直し，笑い声などについては，こ

れらを一一定の符号で表わすことにした（凡例参照）。

　文字化には，標準語訳，および，場面，文脈，特徴的音声，方言形の意味・用法などについ

ての注をつけることとした。なお，標準語訳はあくまでも内容理解のための手がかりの一つと

考え，訳が問題となるような箇所については，できるだけ詳しい注をつけることを担当者に求

　めた。

　収録方誉・蓑記・収録内容についての解説

　文字化原稿とは別に，取録方書・衰記・収録内容についての解説を担当者に求めた。解説には，

原則として次の事項を記すこととした。

　1．地点名

　2．タイトル

　3．録音年月田

　4．録音場所

　5．話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・書語的特徴など

　6．録音環境（同席者・話の進行状況・場の雰囲気など）

　なお，収録地点の概観と収録した方言の特色等については，原則として，50年度分の文字化資

料（既刊）にゆずった。
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凡 種伊

1．場衝，文脈，特徴的音声，方雷形の意味・用法などについての注は各章の末昆にまとめて記

　し，該当箇所を本文のそれぞれの位置に番母（かっこつき）で示した。

2．発言や録音が不明瞭なため聴き取りが困難な箇所には　　線をつけた。

例　ノセデ　モラッテ　イッタラ（34ページ7段）

3．最終的に聴き取り不能の箇所には　　　線のみを記した。

4．書いよどみは，その末尾に………線をつけた。

5．複数の発言が重複した場合には，重複部分に　　　線をつけた。

例　A　アノ　ヤマゲス（Dオノウエ，アー）（23ページ1段）

6．轡いかけて，それを書いなおした場合には，雷いかけた部分に。戴xx。をつけた。

例　ヘバ　エマ　エマダラ　ログサ　ログ　ムッツデ（16ページ9段）

　　　　　xxxx　xxxxxx　xxxx
7．笑い声，咳ばらいなどは，（笑），（咳）のように示した。

8．同席者の短い発言や突然の訪問者のことばなどは文字化していない場合がある。その際や，

録音テープを編集して談話内容の一部を削除した際には，該当箇所に＊の符号をつけた。
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　　　　　あおもり　　　　　　　うしたて
1。青森県青森市大字牛館

収録・文字化担当者佐々木　隆　次



ユ、　地点名 青森県・斉森布大字牛館

2，タイトル 思し咄話

　￥の1
　￥　di　2

　その3

その4

新町野分校

鳶足

先生のこと・幼児を背負っτ通学する

生徒のこヒ

金車

3、　　金衆音年月　日　　　　　ff召家ロ34ム手∠ト月2E；日

4，金莱音場所 斉森二夫字牛館学松枝ワ3　桜田敏光氏1宅

9s誌し手
　　　A　桜田野州　　（男）　明冶36年生まれ　　農業（自営）

　　　　　この収録地に生育し，まだ一度も他所に居住したことがなの。

　　　　ほんの少し耳かぐ遽くなったらしくネ二二器をつけてのる斌ノ言詰

　　　動作は常人ヒ何ら変りなの。話婦きで・二三斌豊富丁“ある。闇授：

　　　詞的に使うことば’「こんど（コンド，コソドア、コンダ）。ほ

　　　　ら（ボラ，ホラー，ポロ．ロー）」　カぐ多く回せられる。

　　　D　桜田幸一　　（男）　HB＊u26年生ま旋　　会社員

　　　　収録場所の桜田敏光氏の長男。新制高校卒業後会社員として

　　　イ山台布に約4～9年間勤務。蝿在は転勤して斉森市内に勤務。

　　　現代の1若看らしく明瞭にnチ・ソシスジズ」等を区別して発音す

　　　　るが・　この仔又金莱にあ・いてtま同言回してノ》遺ずしも区．別ヵぐ明石雀でな

　　　　t｝o

6．協力着

　　。桜田敏光　農業　ぢ3歳。収録：・文字化担当危の叔父にあたり、こ

　　の家刻又録場所とした。麦た，文字化ノ標華語訳遠行う際に不明の
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箇所壼判断しマもらった。

o佐々木繁野　主婦　6gKs。青森市（収録・文字化担当老ヒ同居）

在住。担当潅の避。桜田敏光の輿姉。収録地の牛館の出身のため，

文字イ乙・標i準語訳E行う際に不明の箇前を判断してもらった。

。高山　　う台　　県：立．青森南高等学＄交教諭（圓吉盈余斗）　　33歳。金衆音をキ旦

当．・

7，録音環境

　　　　ほとんど三三の通らなの，騒音のなの場所である。撰繍ば
　　　なごやカ＼な雰囲気で，　予定どあ・りに：3薄ることなく言会した。

8、　　興言己｛でつし）て

　　　　長音，イ足，音．才発音はネ票華書吾に〉ヒして半分禾呈の・長さで発音するこ

　　　ヒ斌多い。ここではひとつひとつ表Scraせず1標準語と同様の長

　　　さに聞き取った場合のみ文字化するこヒにした。

9、記録地点の慨観四丁録した方言の＃絶などにつのマは，ll：方言談語

賓料（3）託参照．
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思い出話

帯し与

（函各暑♪　　　（氏一，名）

　A　　回田畝覇

　D、　按・、9’一ケー

（性）　　　（～圭　辱♪

．男　　、ヲf］挨3S身笈ま瀧

男　　躍髄λ〆薯塗まれ

A

んの1　まケ町野イ今、挺

誓ご磁疑認（A孟2蕩｛添え∵ノ詔∫寛

　　　　もし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るコ　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤヒ　　　　　　　　　　　　　レ

／シチャ　八タ　コロ　タエア　ナ　モー　｝コノジュ～デングラェ
　　　　　　　　　　　　　　くスへ吻鰻んくが♪入．・A　レ飢殉ん’・・認　　 IS　　一と　ナ　身　ぐグい

　マェ＝　わレンダガ，シ。が。コエハ2タ　コ。テ　ヘバ。

　．荊久　なうつ乃・い，ホ・蓼皮へ　入・広　　頭ヒ　い〉ヒ．

ンー @ ンタ｝プ’一、　万ラ　カ＼ソコー　　。

うん　るうぢ㍗あ、麓（が♪ゼ茨．．＿＿．．

シ”一力㌧コテ　　シャベネカ“モ　　　スンネケドモ　　　ムカ“スダラ

心、学才交　ヒ　　　　　　：き｝お：なも）カ＼も　　　　　しらなの’ナ震ヒ”ら　　　昔　なら

ナング、　：ジンジョ　ーダガ、ナンダグ、　コーみ一シ導　ゲ・ンコダガ㌧テ。

阿ヒ（亥・んφソ、考牽◇｝～鍛）o・、5つtが、　（ち署　∂・　孝　茨t　ti’言・て。

　　　　　　　　　　　　　　　　る才ラー、クー、ニショ　ンヵe．ンコ1プ　ノ＼ニテカラーダンぐ　ノ八ラ　｝コ，グニジ’．z

イ奄‘が’）、5ん　．　　ノハ　4ノ気へ　 入・マガ∫　な∫　　縁9　　煮　ナ
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D

A

　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
才ラ　ハタ　トギグンぐヨー．スンマズノーズ亀ン：ジ笹～シ・一・プッコ

屹（の入っA　励va　sl、　紡・町　貯　 号！≠　　・1・　ξ　疲し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ししここ！㌘㌃，㌘∵下平ノ（DF・i　S
　　ぐユラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　（3）

3砿∵昇二罵∵∫鼠諭（0『，r　7烈即

1∵∵㍍！壼粂∴㌘望ス蘇，∵ζ

ッコブハタ　でギ／スンママいノーシ、カ㌧コデアッタマズ。

　涙N　入・・あ　纏の　　勧’、巧野　小　蒙ノ之　ズ　・Aのzべ。

（D薪／鉱∵堅気∵父∵汀裂1二〇

ヘバ　エマ　エマノラ　ログツ　ログ　ムッツデ　ハル．ダ援プ汽、
　　　スんス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　ヘ　ヘメ　　　　　　メノくム

じゃ　　　　　／斜な∫　　　　　　　　　　一～（っで　　ノ＼ろ∠ズ／なあ，

ションガ・ソコサナー。アソ，ズギ’ナンボデ’ハイ・ソ　ヤ・ソバリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズズズ　メ
　小学校へ．　あの時　何歳で・　　　や。ぱリ

ム・ソツデ　八）レンダガー　ジ’ンジョーショカ．、ソコーテ。

六つで　入るのカ・し）．尋常・1、学校ヒ（・・うのは）。

アノ　　1ごギワー　　遡マッハ。ツ　・ナ・レー・・　マ～　ヤ・竺ツデ亀　ハーニッT。

あa）　t3尋は　　）ぐ・フve’シ　tヲダ　　サあ　 ノ＼》フで冒入）て。

■　ンメ　ダ’ズ’1　ハエ・ンタ　　ズ’　｝t’ダノく亀　ヨゴウズ’ウ㌧Z’伽ダ’べ’一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベへペへ
あ勃ミ絶．（がノ入っA　　鱒　fa　　護・　　1ズ9ひ勃り筑唆努。
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p

A

D

A

A

義忽∴（P∵／㌃蕩をズご㌃タ匠＼

ンブー。ウーン　ヘバし　アラガワダンぐ　ツカフプー

OPなみ9づ一ん　　し隔　　荒，り　な写　　亀くて

オナー、カヨウネプ・一，

」‘ @Xj＝あ　 、　　三逗董L う（〃））’くノ渉’あ。

ウー　ムM’ヌ　ナンダガ　タンダ，デ　宇ガタプァ’　シャベテ

5k　者　　弼・・　Aズ（暑）で　樋・・1・t　硬やて

エブー一、　フ・ユ，タブ’ン」デナー。

よなあ、ノ影　ア2んh’なあ。

7ラダ守ヤー　　オラダ’ズヨー　　スンマズソーマ　ンデ
su2LuatL　’
　　　　　　　’掩蓬（n♪ノ　　家ラ協ア跨　 dで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
才ラダズノ＼エッタ　ズキいサー　アラ』グワニジョンガッコサノ、エン

麓建（がノ入・A　　峻暮仰）e　．玖．、ワ　11・　誉　茨lft　入・

タンダ’エプー．

竣ん荒協’々ノ）り

㌃爾ざ以τ・（『㌃ク∵㌘ζ：’影忽1τも

（P㌃り宅デ・

　　　　　　　　　　　鰐才ラダズヨソ　　ナンネン　　ゴログネンマェカ“ラ　ホし「

俺達．より　　　何耳　　 去・六年前ヵ、ら　　ぼら

アノ㌘∵∴㌃；儲㍍／戸銑ン／k　p’

ウヌ1∵；グラ　 ウン。

内　力馬り　　うん

　い　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　、，　tt　，1　　　　　　・口　　　・t

アラPワタオ
荒，’1　fiガ’t

■、フフ幽アタ

張ヵ・・　1，

タ
ろ

ア
’
－

　
、

伽エグデアバー

　多テくヒ“づt
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　　　嘉嘉凱ド撚憲寝、漏1蕊（∵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t6）
　　篇商客ン蒸猷蕩ご；．（Dl緩象轟㌫）嘉

　　（D∵『誌ノごη篇後鷺ノぐ菰諺ρ1｛（D

　　㌃／∵ご1∵ど；，g／i一∵あ露㌢跨ゑぐ（　’P

　　始ヤ∵1歪ζ漏ζ∵『。箔払二・

　　　　　　　　　（ケ）
01エ．デマ・レベー　（均．
　　渡いて　　しゴsづえ”うラ　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

A　栃∵眠し㌃∴i三国5ズρ∵？∵
　　　　　　　　　　　　　（9＞
　　　　　　ヘバ’　タエズタ　　ズ7クヘダ字　一一。

D

A

ウン。㌣一

うん。

メダズ’

砺遭㈹影れ旋　 入麦　　　・ずせズぜ．
　　　ゴノの

嘉㍍（ハ論）鶏盛㍗窒蒜冨ぎ三三寡

㍉1、を，顧ご鷺．鵠∵・（Aえ∴ク㌃鴬ン蕨碇

　モ／　ハエデ’並．
　　　　　げ　切（旬噸・，て　行くつかい。

1蒸∵9，スlr∵砿∵ζ2∵ノ㌃

麓，歌扇斌）謡え，（P㌃♪ハ”紫蕃歪ぬ事∫
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

∵冨まごζ7二て。∵貌㌃ご1∴∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　り㌘婁7グB“・V一回「アグけマンダ窺ノ＼ク？K
　　　　　　薩　取　　あ脚、　鐘　奴　　号λ　　　　履く　・セ・つ

　マンダ7ルモンダンダ．ンエデ爪レタンご・げネンデ
が）＃A　　あ9　tんなんズ。危れで　1躬　 、足裂cO履かないで

　　　　　　　　　　　α2）
　クズサ　コンダ’アグド　コンダクズンぐリダンぐアグド鼓　アノ　スソ

　沓に　　こんビ’　鐘　，　こんビ　沓ば〉ハりなら　星董（｛＃）　あうの　っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σN
一・ 塔Gデ　 ：コンダ’・　ガ㌧コブ　，エグ’ノぐ　ノπヲー　 コンダ　 ミンナ

あ．紬τ　し眺　　7kへ　e〈t
　スンノぐス’鵬　，下口ノ：“タハ〉デナー　エマデ●

　　　　　　　　　　　　　　　　ノく　入ノく入　ソ（、ゼ漆（を）置・，てい入ガ・∫なあ

　へ　　　　　り　　　　い

　　　　　　　　　　　ももス／ノ＼ス　アッグァ、ンコブ　ブン：ジャダ

／x　鋒（s・bあ・て

ス、ノぐズブ　ス、ミ

　　　　　）〈　K〈
太磐in一

ソノ　ガワソツ

んの　　馴　κ

、　冗）P　　 ニ　メぐ　Pt

スミ　 オ＝ゴ’ヌζニヲ＝ヨー

　リタ
灰俸♪　プうこして　ぜ

　　　　　　σ勺
ミンナ　　≡1コ。£f”ラノ＼／フー

みんな㈲回田勧ぢ（マ・ト事）？多1かて

偉）　　　　ンん’ヒ　　　〃uんな

　エマダ’ケァニ　又1・フ

　全eわk　ヌ片グ

ウーン。コー　才ッキ

ゴんづ　）∫　　人宅・・

＝　サンジャググレァノ

　　乏　 ノく　　ぐダいの

（ρ覧つ凱ぞ

”n　t一 @力・グデー・　エプ

　　　　　　　　5g　i＝
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Il）

A

藁疹てゾξ4隔り尺団平∵（Plsノ∵

（D貌つ募∵亥∵∵ンぐ勾∵窃ζご∴、

？ア」lmナー。

ない。t’なあ。

濃厩（A笑）峯蘇）繰てぜ国辱，麓嘉（A嘉）

ス　ンクウ　ソノぐノ．Z、ノζしア。

ヲぐ　　逆：くん’し’、縁｛　e

；∵ノ護三三∴∵愁1∴）以㌃（り2

i？一　1　，”

笈の■　逮足

　　　　　　　　　　　　　　（16）
オ’レダス”ノ　　ショ．カ。フコ／　　ズ’ギ／ブ　　7ノ　　エンングテハ“ツ　ノ＼

三豊め　　！♪・馨メ交の　　助φ・～　　鴻の5　遂　＞qい・λげさ　春

、二1捻∵∵ニマぞ∵∴脇乳じy（ツ2

　　　　　　　け

　　　　　　　　　　　　　（！ケ）

オ勃㌃こつ∵穿孟ノ獄ど藁）肥ノ
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A

D

A

（ノ3）

鑛1みメ砿』2競二連ぴ（t¢）～∵㌶：∵

べ、　アノ　 スキタノ＼一．t一一．L一一．9

あ、　あめ　　汐な縁　
．、．＿＿＿ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ弓）
才ラタズー、ンダナー、才ラタズ　ホし　ガ㌧コプ　アガッテラ

メ’奄芝皇（レの、》拐ズなあ、　屹建（づ・り／鶴　k”，没甲に　在そしてuA

ズギダパ　タエデー　モー　ア『　シaがッコノ　Bギヨツモオ

纏k　　渥いてい　 彰ラ　ああ　∂・奪使e　　～乃X）x巴　　撹，

熱気∵愉（Dウン　　）ん）　i談と順

鉱｝∴弘∵鶴（o㍍／㌃覧獄ごぞζ

影㍍マ轟∵1鷺ノ夢彦∵か（∵∫

凱；ゐ∵つ∵予熱，潔嘉誌乙ζを楚緒

1う1趨∵篤∵溶㌃（Dアー　ああ）㍍

ドコ“エラヘンサ　エグモンダベ，

づ可処のらへんへ　行く　きんだろう。

観，∵∵禁二瀦痴『三三ζ端（D
　　　　　　　ゴ　の

1∵2突影；！㌢：誇二∵（D；i）
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A
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　　アラガワガラコンダマ／プガマワ。テナン滑かツ

（雁ね沃凶・・ら　し・んビ　豆♪灸南日・て　濃周へ
　　　　　　　　　｛29）
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p

A

鳥｝乳磁軌（D㌫／湾｛ご嶺姦、留｝yl三

国ナグノレマブ　ヌヘデ1一、ビ冶一＝ンバ、（笑）　　フハ。ナ　　アンタ

金隼u7g　秦：せて、　病ノ〈、　ilr　　　　M，　n．・て歩いム

　モ．ンダ’ジ｝ヤ　一。

　ψんズ／。
　　　　　　　　で64，
ムガス　ヘバ　マツサ　つ一　ナンガ　モノ　ハゴブテノぐ　ヤッパ

者Cta＞磯　窃へ　昌　39・m　物㈲奮，srい・5t聖・ぱ

ソ　ソノ　カプグノしマガ　ナンカ“　ツカク　モーンダガー。

シ　影つ　　塗｝卑か　何力・　メ乏う　／双（Xつ勾かい。

翁弱力ざ㌻レ認∴（o二s）1．．Ni

ノぐ：シャ・ンテバ　 ナガッタンダカ“。ノぐシ雫モ　：ア・ンタケンドモ

馬車t・うz　重1・・下めがい・（係吻・島勃あ・Agd”vビ！一・…

ウー　バシマ　コンダサー　ンノゴネ　コ〉ダ’パシャ　マ／ダ、

うん島軸・鼠ビ回訓伽誌・’し属隼げ・蘇

　　　　　　　　　　（6S）
ゼベ　　フツー　ミナ　バ　　ド’ゴノ　エサモ　カナグルマッテノぐ　へ

し“・〈零逸　汗し葱ど・・　S・帰　今季Z・う・　一

トツグレァフ　アッタ　フグダ。エマ

つぐらいは　　あ・A　 わづズ。　／勢

マー @ソレマーソ／カナグノしマデモヨ　ドコ’ネモマンダ

与あ　ua～　》あ　肋　 ・含票で彪S　どこla必　4A

鉱霧翁∵・（D慨嘆抑二方）疏諏だ
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D
△
『

I
I
＞

A

b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で66」
優知㌘孟・ζρ鉱♪丁ごクご纂クのノ㌃ごζ

1魏三二鳶幽，5．D㌃）髭㌢㌃∵㍍

ヘア　才一一ヤゲガ’ラ　カエデ　 クノレ　、フゲ’ダー。

びく　 ノ妻請抄ゑが‘　傷クて　　くる　わケだ。

娠鴛ご㌘一（D姦／三又；西部ζ論譲詔

一。（笑）

）。

（笑ク ^晶ン流ご認汀（A∴）1∬で’粥

ゲダ．　（実つ

けズ。

エズンツカン　ナンノズテ　コンダ　カカカ　カレツン　ハラノレ　ワ
　　　　　　　　　　　　　　　　ベべきくノ　ノく一　脅ノ｛凋　　 いく5t　　・ンんゼ　　　　　 イ男ウ賃使♪2ムう　　わ

ぢ勤（∵∫ノ㌃（∵∂競盃ζ塩
　　　　　　　　　　　　‘ζの
　ワソ　ズギヨー、ヘズナ．フテ・スンゾー　エグネナソテ　ダクメ

馨い　踊eP　N　4鯉麹て　心臓（・…）よくな・な晒　ダクダク

グ’ズギ＼アたエス巧ゲグ・レマサノヘデアプグァ
弗嶢・細おな石・：樋働今陣佐　蒙奴あ召・
ダエナー。

ズ誌7∫あ。

ヘバェー　モノモワルグナッテマ・レナーホントネプー
1♪や　哀い　毛rp・6　悪く　　な。て　しゼらなあ、　偉kと4なあ

　　　　　　　　　　　　　．一…36一



A

D

（A虹Z上主　　うん　　ぽんとに）冨溜曇霧∴；臨：

エー ﾒデモ汐ッ塚デゲンキダズ楼デ’モエマノ
労い　．＜で必、遭一丁τ　元乏な　ぺ　　 でる　今巧

ストダキャ、ナンデァ、ゲ「ンキダ　ストデモ　カナグノレマサ　ヌへ

人綴、なんズ、え乏な　人でψ　金率族　豪ぜ
　　　　　　　　　　　　（68）
デ　　ア才モソサ　エテ　エマ　疋ンドデ　クル　ワゲダラヨ、

て一青Aへ行・て今（劇友帆　2る　わげ砺a’う
　　　　　くちの
ウン　タンゲゲンキデモ才ガヌグナッテ　マレァー，（笑♪

うん　ゲなう　　え気でφ　あかしく　な・て　しめぜ・

ビダインエエッグモマング才ガズグナッテマノしナ㌦
病　κへ　竹・て・乙　》竣　乃かしく　な・て　し詔なあ。

　　　　　　　　　　　　　ぐヴの

　　　　　　　　　　　　くクノノ
ワルグ’　ネッタラ、エートマガ　｝ごゴサ　エグッタグー　ズ㌧ヵヨー

S〈ない・kて、す沈・圃　倣・へfi・〈・　・L・　一C　イヨ碁細痢

　　　　ぐクの　　　　　　　ぐだラ
デ　タナー　グングダグ　エットマガ’ネ　エテ　クノしス…ヨ

で　ヤフ）　　グングンヒ　　　ぢわヒめア間れ　行・て　ぐ参し訳〉．

ノ　爪一ノ　メグマエデ’アナー。∠二。

の　　方の（沁⇔　恵まれマるよなあ。　うん

　　　　　　　　　　　　　一37一



A　ヤ・ソペリ

D

A

D

やっぱり

ンダキャ，

窃かよな．

ヨノナカガナ　スラゲダテ　スンF“エ　モンダエナー。

世の中力ぐな　 メ別け九曾’‘》て’z・，・・ビい　 tんだ♂な・ろ・

ア　ムが又ド　エマド’氷ラe
ああ　！青t　　冷k　侮ξ（ヲ㌦・、3こん妻．ズ9kiZつ

ンダ　　　ンダ’。

尾5ガ　イタズ。

一38一



う主

　　　でのユ　新町野分オ交

‘f）多文の協醐　群・｝・鰍一・・う蜘魏く∫勘有・膚疫静町野秀

　液、だ・λ．ゑズe，そ劫糊φみ／・Z考劉・朗技しA．戦タま、なく
　　　　　　　　　　　　　　　　レんあの　な・k。「勤層斑野」ね’秀濠｝人劣蓼ケ町留。リス4柔彪ヵ・4約lk概掌才kあ

　る。

　　　　　　　むメダの肴毒多入客横内。収録彪ヵ・5約3k・・　ig参殊あ9。
　　　　　　　ご　う　し　ざわ
13）／敷ゑキ単二喬》沢．恢．心慮〃・参約ノ鰍ゑオμあろ、

　　　　　　　　　　　　あゴかゆ（4♪　t「装層・面一青煮｝夫客荒司．曾孫絶沙・5P脅乃鰍爵オμあ4。

‘5♪　b、ダが々つ」ごやφ．

㈲阪雪く．楠彪でnn7グ（・｝1く）、いり．

‘の　「固難種誹ウないこヒ佐塗一♪・を「ナグ（泣く）、㌧か「ナイグ　マ

　ルイ浸いマしお）、昭再転る、

（8♪「通」も一癌腫「ケンド、ケアンド、いつ。

ζ9♪　「癒しA」は蓬ノ峯詞n・6書意取ed挺う。

（初　「ネー・は東京該の「ネー・七周じτ“あ多．煮遥：め老今メ転ねごく当

　ク痢κ庚ノ弔ヲる。

㈹藁でptl　op彩k、協み舗をつ6ズ雪’ヰを旗いて歩く3b　9・

d2）　ここのて藝は，　「奮一区裸、灸O」瞳をつつこぞグヒつめkいカ・5a

｛f3♪　「編んだコスケァ　をaっ一意。

（1争）　「　ミ　ンナ」ね婬行後OP　「ヨゴエデラハンデ」　kかかろ。

（ls｝　「水．粛。雪、lr・濡れるこヒそ「汚れる」で㌧表現ダ9。　当晴綴壷砂

　フラ・挙ル熱ン1・磁壁以いつ。

　　　その2虚足
｛i6）昭和36～39辱頃。

㈹看轟県タa錫苧。

㈹看存県・＼ノ露学。

㈹・入檬3ゐ、ゼ紫茂サ　アが・レ。、碧在㌘していゐ．夜ぼし恥

　　　　　　　　　　　　　　　一39一



　を・「ぽ茂ヴ　ァカ。ッテラ。冨お乏グ　ア7ゲッデタ］写どいう。

2・）者轟県酌導出舜・（鰐苛．収鎌惣ぢ菊3・κ識・行宮μ擁）。

鋤肴薪殉夘・あフ．肴森道萢へ砿・雪解政い・♪．萱輿羽
　孝線嬬樋ヲ嫡酵軽暫デ・・青轟獅を卸通であ犠．
¢・）骸繭糎鱒ノ荊・
（23，1青図淫、里濯｝。

卿翠黛嫁置裟町で，若・・らア易泊境等で賜わ・竣。調張’罧や心馳うろ

　ク，習え紹ヒして！脅賑の・ていろ．　　　　　　　　，
⑳肴轟渦豹輝嘉／・餐浮ゴ

偉の「ム潰つ芝重、っ意．

（27＞「ハナス＝　1デルベ．ヒlg「ノZ　2い・シ聖子は瑚いマー9ズぢゴ4

偉8♪、里尼？のへ甲田ム尚．緩kあろ濃泉。

（2タ♪濃湯麗泉＄少ψ豪オえif”n・Bあろ。同じく黒石申である、

（3。）㌦う・ろ妃巡♪捗く｛oが・・、なピつ毒6・・1・P・・A旧い．

‘3，♪　「参sつと　じゃ　　＃A　脅ねxが亀、っ孝1芝・）AP・・A5’しSl。

132）　「アレn　ヒ継「行季呈，　19露麦3などを2ヲ。

（33）．磁鰯飛脚’∫購へ潮岬塑．・IF，9　・i’ll・　・‘・6碗飢窒ゑよがあ5．そ・窯1・

　豫藁塚tvskガあろ．
（3e）「」・・　e・話を瑚・，A；kがあるズ55．ラ豪ひ拶うしz．別むしt

　lぜ’｛r．亥乏てし7・入。

（3S）　「ゑ鷺しA」s営。
　　　　　　　　　　　シモよ｛3θ肴ゑ多の向オlaあろア早臥象のヲぐ上りムへ歩いて訊季のであ9・。
βクノケ賦す太事典鍵。ア鴻渥涙。・ダ解ヒ謄写籟夙。収轟前号麟“・ダぼ

　勘落へ倣微。
（38）’

@「アェ」tS以70PD露ス風呂が彦ヵ・」を31。

　　　￥03先生のこと，幼児を額，マ通学する生徒のこと

（・9）ワンモカ㍉が何ψ・・め、ノ～が！ビ♪移ちこメ／・iV、ヒt蒙

　し■：曳く、。

㈲「ピ・嘆・く、弓玄り擬雰養・tし2．　tr」㌧・rX．ツド．　ft一磯勾て’な・・

　　　　　　　　　　　　　　　一4e一



　1乏・・方で、あ’ろ話　う；だが．

㈲　「案いんう々ん・ls・・OP　t「なしi・3ラ勿参忽こeぼ512「ナンタツ」

　を用WろΣヒ謝多・、。
　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

（42）「プンモカプ．・ノ恥煽が、「ナンモカa…　づべe’　．（39♪参照。

（43）　「茨ゲ甚しG（、婦止形ノが’雨池だうラ、

㈱「ビソビワ燦乱して・犠．・意．

㈹臨1ノ淵澱司勾便虜。

（47♪　「～てい残」　il？　～マあ・玖」　と表曜ダる9fCt当蛇9；尋kdi

（49）「ヘデ」t・［S　”　siいて、9叡音e

　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　の

砕9ナ　トチR、ンケ」za「チマッコエ、e叡老。

‘㌻の　「俺達のラ古の擁冶、メ弓・K　M・駅，幼兇E菅4〈＼週れて柔4．つ薫。

‘切「E。テ（4わ　■）．ヒ淵こえ9」・・“，「■不㌧テ（c　・　・」：・・◎Jヒ

　発者し汽〃うかるしれない。

蝕，祝乃調つ遍瀦。

　　　その4金車
（53♪　　～ノダガ」弓？？・分一1な痢を愛ksVレAか不洲。

鰯人・＼車Z洞ド彰eで潔斗出マイの富めいういうな荷勿を翻奏しA。

　孕SSua　A・で、尼面心祷ヲろ勢・斜・ぜ娩　擁魏ゑフ〃♂ザあろ。この

　金学・うン又タ亥、ゴムタイマヒノ2っA。

（S：S7♪著遍tgt「ナフテランダガ、という茗し硯μなろ．

tξ6？　「、刃を掻く」滋・　・1ろ舞ζなどで切‘z｝一土19倉19こヒ、

劒「叉魏が琳たグろ述讃は沢のPとAのこヒ厚擁嵐てくる。

胡収毅也め争困厄考畷巌内面・属ル、潔齢叫44をヲうん・艇歩

　／痢別面蘭昂肴跡へ：X・・こ弼れ擁㍗粋挑A．
（＄9ノ不明瞭。

ω痩3けt「　〈x・・」。

励こかヘベ．　ld　A　thrK上．文初t・・　6ろべ獣’グb・∫勲丈本k使づ

　ことψ多V・　e

（6・）「捕町、kt　一青kキめ嗣丁羨。残在の病φ二丁9fl・・S　Pt・・i　T｛fl　”〉あ4ク

　　　　　　　　　　　　　　　一41一



　を才ヲ。

㈹　D擬ツサ病凝，のみ覆継勿霧うわが・らない。「サグ、la『左A”わ寸“6麺

　れない、

（64）看義亨衛。

（6Sl）t「eパジヘバ．の「t、”へ．が飛姦しム．

tS6）㌧＼ツタ知酵館・・弓婦易質捻い…el　．　ag・h！鋸嫁ズ㌘・Yッ

　投、一搬〆「Rジャダ、t綜ヲ．

（67］禰摩綾べぜ・ない露んダ％が、を準内混が透〉．つ回議鹸

　の疲蓼、停哲」ゑイし著の協・努k灰う。

ご69J収く録し■いる夜ク嶢》勇tノ司じ噸をざ弓、

（69♪三三・厚「ズ、39k・。

（70）「ヘバ、1ゴじ燭「吃れでn。の鞍で｛＃・laあ5つX　b“．ここ綜老

　比いあく．
｛7ノ♪　「一一一　seノ胴（い・Yきぎ）」が観涛、だう5。

（72）多東t慮ノ的な捜・ズう1。姥源≠明、

173＞　「ダゲ、ね限烹纏履り副助詞t「だ1ナJ。　rぐんぐんヒ認ばilく5・・

　k．の意．

一42一



　　　　えさし　　おいし
II、岩手県江刺市男石1丁目

　収録・文字化担当者本堂　 寛



1　地点名

2　タイトル

3　録音年月日

4　録音場所

s

岩手県江刺布男石1丁目

お盆m頃

昭和51年8月i8日

江刺’市男石1丁目 菊地手陽氏宅

話し手

　A　若松　林平（男）　大正5年生まれ　　木材業

　　　岩谷堂青年団副団長、岩谷堂中学杖PTパ副副長をし、七回、

　　江刺亨本町a納税租ノ合長、本町町内会幹亭をしている。満州に

　　2年間兵役で行った以外、イ也地で生活し1：こと1？ない。

B　佐藤　金六（男）　大正4年生まれ　　商業

C　菊地　邦男（男）　大正4一年生隼れ　　玄翁

　　イt事A関イ矛こていイ山台ド6年、兵7£でゴヒ，支．P5年馬『そ了ってい1こ。

D／j・沢・Pきチ（女）昭斥・23年生まれ．　無職

　　菊地チ隅財娘．お盆の働実家i・帰。て・N　1：もa．

6　収・録地点の概観・収録しアこ方言a特色などドついてt9『方言談話賓

料（5）sを参照。



話し手

（略号）　（氏　名）

　A　若松林平
　B　　佐藤金六

　C　菊地邦男
　D　　／Jx直ゆき子

　孫

お盆の頃

　　（・陛）

　　男

　　男

　　男

　　女

　　男

　（生　年）

大正5年生まれ

大正4年生まれ

大正4年生まれ
日召＝手ロ・23年生まれ

昭和49年生まれ

：コンニジワ。　オジャマ　シアアシタジェ、　ア八・ソバッハ・ソ・

A7日lg。　　　　おじeま　　 してましア＝よ。

アー　アー。

ああ　ああ

アラ　ドーモ。　コン＝ジワ。

あら　どうも。　　・今日は。

フッフッフッ。

！3、っ／3、っ／3、つ。

イッペ　 カッテ　　モラッテキタ。　　バント。

7：〈さん　買って　　貰ってき九の。　　プニ〈さん．

マゴダオナ。　マゴデネガッタガ。　タマゴダッタカ。

子糸ブゴからね。　　　　　子糸て“なカ＼っアこOx。　　　　　　9）IL　アごっアニウ＼？

アノ＼ツノ＼ツノ＼、ソパツ。

あはっはっIOI　．，

　　　　　　　　　　　　一46一



B　ハ　ハツハツ・＼ツ。

19っ｛まつ1まつ

A　　　ンダ’　　ンダヨ。

　　そうだよ

C　コンニチワワ？

今E］は　は～

A　コン＝チワ。

　　今・日は。

　マゴ。　ウン　マゴタマゴダ。オッ辛グナ’ッタジ￥。

　孫　　 フん　　孫卵アゴ。　　大きくtd’、P　7こね・。

ワソット

割合い

B

孫

ぐ秘ン∴；つ

オッ千グナッタンネヤー。

大きぐなった招。

　　　　（1）
トーチョー。

とうちょう。

じ㌃窟よ欝，㌶∴．（B隻2∴〈・）あ．

ウーe

P　　ノ＼　　コンニジワ。

　　はいA7日は。

B　コンニゾワ

A

今日は

（ハ『二三．り

∵∵オSし；蔀論（e
カンダソ。

いつも。

一47一

オジャマ　シfアンタ．
お・牙管i！k　　 してし、ま一e一，

　　！ll：ぼ歪う

湿りイご1ソ



c

A

p

B

D

孫

A

D

A

p

才ラエノ　ムスメ．　午タ。

俺疎め　娘で’if，米7・aアゴ．

：コンニジワ．　　　シバラク“．

／今・日1ぴ。　　　　し1ぴ“らく。

ドーモ．　ゴブサタ　　シテオリマシア

どうも　　御；無沙，汰　　していて

私1魏∵、㌃靭テ〈A

アソガトーゴザイマス。
；毒葵佳Lうこ“こや鯛いま1一。

イがッタネ　ィッペ　トマッア。

よカ＼っ7’二ね　 7こくさん　 ラ臼って。

ti　7ア　ハ、ソ／＼、ソ／＼ツ。

うん．

カーチャン　カーチャン。

母ちゃん　　母ちゃん。

ココWノコワ不クレェ

心残ワないくらい

ウーア／＼ツ／＼ツe

クん

ジッカ　ハ　ナンオご

実家（19）　　何ff

ガ。

ですか、

ア八ツ／＼・ソハツ。

ああ。

（A÷÷血り
イや

トマッタベガラ。

ラ白っ7＝アゴううカ・ら。

トマ、ソテモ　 イー　ナンテ　 イウダゴッテーネ

ヲ白って右　　　良い　 プよどと　　言うめて“lgない
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アー　マプ　イット　ィー。

ああ　　孫が　　いると　　良いね。

ナング。　アドヤ　アドヤ．

ニギヤガデハー。　アド　アド　ケe

’こき“やb＼て“。　　　　　　　　　あと19　。

萄こん．アゴ，　　そめほウ・の子・と“も」9ア

ウーン　マズ　コドモが　イ」Lガラ ．ニギヤカ“　ナンタ“不一。

うん　　まヂ　子ど勧ぐ　居るから

アド　不一オ　オラ　マダ。

にぎやかで　「a”　irアゴね。

まだ．そめほかの孫はな’いよ．プ奄はまアこし。

ウン　アシタ　アシタアグソ　ハ　ガサット マプ　デギンベ。

A

P
△
〔

c

うん　　明。　　あ1：ワ

ゐ

上と好闘＿LLL一亀

急に　孫が出来6aτヒ13ないウ・。

なん、、“一入でやあ剛、CD∵）㌧㌧7

ヤ／ダノガ。　ナーンダッケナヤ。　オラ　マダ　アド　　ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　××
やめ7：¢か。　　なんアゴ。　　　　　　　ゲ奄1審　SEブ＝　あとm子e“

デハッタラがド　オ■ッテラッタ。

出来てし1ブ＝カ・と　　　 思・フてしドr：汐寸。

1／∴∴1ツ（∵∴1；の

～焼物めンノ忽潔煽∵てC舞？？♪密生ノ

ジンツァンノ　ケンカエーデデモ＿＿　。
爺fメ）め　　　　　　　llんカ・　　　才目手て“も

弩汐ダ∴ら審純乎，；：ζA凱フ7り
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A

c

A

B

A

p

c

B

c

フタソナレノぐ　モド　 トンダグドモ。

二／4ブニ㍉たら　元，をとつ1二mアニ“けれども。

惚卿。∵）ウン霜∴モk二∵1篇ヤ．

ジンチャンヨ　　ヒトギギァワソナ。　　　　ンデ　ハ　イー・

鰍ん（一人での人隙が悪嚇．　　それマ“l／　良・臓あ．

アンタ　ケンノが。

明ti］　帰るめか。

ン　アシタダナ　ボンネ。　アシタノアダソダ。

うん／　日月tヨ　1ゴ真ダ。　　盆一τゼ扮。　　　　P月とヨ♂｝あ7ニワア＝一＋ね・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　（3）
ンデそ　コノエダノ　オボンノ　クしデ　ネガエングナ　ドー、コ7。
それでも　　この前の　　　　　おく盆＝a　　　　〈らいで！才プ♂いアゴろうfth一　　　道＿路！び，

ア　コンダ　モー　ハ　ホドント　ヒギァゲ　シタベジエ。

ああ　／今ヲ更1才　　もう　　　　　　ダ台んとい　　　ヲ’X才易1デて　　し蓼っで＝でゴろうよ。

2ノエダ　ヤスマネガ、ソタベ。

こa前1？　　づ木蕃ナボかっT：ブゴろうよ。

ソンナニ　：コマネグ　ナッタオネ。

そ「んプ1ヂ1：　　ラ昆牟髭してよ、〈ブe一つアニψ、ら扮。

旨藩論詫∵ア∴論。（P．1乏つ

ウン．　ンデアヌケァ　ノ＼　（C　ウ》）　モー　ピーク　スンダン

うん。　　それア：“から　　　　　　　　　　　もう　最高潮を　過ンf“　？・

ダオ　ハ。　ウー。

からね。

シカシ　コトシノ　オボン　ハ　ウマグネガッタ　ナエヤ。

しかし　／卜年a　　あ’公6の　　　 良くtEかっブ＝ね．え。
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B

c

B

A

B

ンー　　ナンダッタ　　］ンナゴドモ　　ネンダナーe　　イヤー　オボンニァ

うん　　　なんと言っても　　こん冷一こと1、？　　　な’かっτ；んだねe　　い”K17、　　あ’・盆：に

ジューすンニジニァ　　ハが〆一ソノ　アダン　ア／　　フッタソ

ナ三日に、　　　　　，墓参ソa　　　頃1：　雨が　降っ1二tl

ノードシスンダガ　（Cンー）コゴンドゴツズゲザマ娼
毎年　　　すう　enだψぐ　　　　　　　　　　こaところ　　　糸山けさ“3と言う

ゴド　　（’C　ソンタ“）　　ネァンモンタ“オーナ　　ウーン。　ジューサンニシ；i

こと1守　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア，ダ　t・ψ、こフ　ね　e　　　　　　　う　ん　，　　　　　　　十三　日　　1：il

マズマズデ　バンカダカラ　ヤッパソ　7ッタンダカ。　アーイ・ソタ

手ずしW”　晩の頃から　や引｝eリ　降。r・a1＝いク・7　ああいう

i一ナゴドァ　パ　　　オ㌧オーニシア　　ア・ソタ＞eンタ“ケ1’ソトモ

ようなことliP　　　　　　　往々にして　　　　あっ1＝もん，衣“けれども

X”　一ト　ツズゲザマ　7ッタナンツゴド　ネーモンナ．

すちと　　続けS“手1：　　　7＃っブ：ブどど’と言うこと12「sかっプ＝からね・。

ヒ　　タガ’ネデ’　シマ、ソタジ’エプ”。

遅えメ（をプ＝か1ヂいて“しiっア＝しね。

ン　　ケ1ソ｝ヨグ　 タガネデ　 シマ、ソタオ’一　　ン。

うん，　　糸当局　　　　 1；ウ、てヂいて’一　　し／っ7』：からね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

㌃熱∴翁裕：　てCl近）シ鹿露∵
　　　（5）
ケンベ㌧モ．シシオドワモ　ケンベーモ　バンザイ　ナンボが
鬼命」舞も　　　鹿踊りも　　　鬼塗り舞も　　万才踊りも　いくらか13

手タガ。

来f・めか？

ン　シシ才ト“ソ　ヒトズ　吉タダゲ　バ。
うん！　　　ノ琵房勇リ　　　　　一つ1うぐ　　　来7＝7」f’（ナτ：・よ
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c

B

A

c

B

c

コドシノ　イガツタノ　バジンコヤ　 アダッタズナヤ。

今年グ｝　　　良かっ1：の13　　ハ。チンコ屋6・・’　　当1二つアゼそうブゴよ。

イグドゴネクテヨ。

乎了ぐところカぐ「曳ダ〈て。

ハー @ハ．チンコヤ　 アア　イグドゴネズブラ。

停あ　　ハ。テンコ、屋　　　ああ　　　行くところがず’いからね。

テ　テンマグデ　ツンジパチンコヤ。　（Bンー）
xx

　　天幕を張。て　臨時　 パチンコ屋。

ソレガラ　ビール　ウレネデ　すゲ　ウレダズスナ．
それから　　ビ’一ルが・　売れて♂いて1・　♪函b〈’　売れ　1：そうアニ“しね・e

ンダド。　　（℃ンー）　サガヤ　ソー　カダッタカ0

そうでゴそう1：”よ．　　　　　　　　　　ラ酉屋bg’　そenように　言フマし、1：、鼻。

ヤッパワ　ガ薗ムガラ　　ビールデネオ層ナ。

やっぱり　寒いから

　　　オメエデ　才メエデヨ　　　　オラエデe

ドコサモ

どこ1：も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アノー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワゲシタッタカ“ラゲントモ。

　　　　　　　　　　と二、’一ノし＿てv17デゴし、e・・らね。　　＝若し、／く．1：ち1＝“っ7』＝Dフ1＝rLtすれど’二し。

（A締獅・）イ輔でも；∴；ll

ヤッパワサゲビールッコ　・＼ンビールッコバ・ノグエヤッハσワ
　　　　　ズズメズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズズメズ
やつ170i］　　　ラ酉　　　　　ヒ”一’し　　　　　　半　　　　　　ヒ“一ノレ1こ“｛すでゴね　　　　　やつ1？oワ．

ゼ益ン㌃塩ノ1∴）∴（Bオ翫㌶醜1

繁需⊃総（㌦犠1ん．1写∴な）

ビンノ　　ダシィレ　　スッコド　　ネクア　　ハンタ　　コーラ　ウゲネクテ

びンしの　出し入れを　了ろことが　なぐて　ファンタ　コーラが’売れ穿くて
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〈
〔
B
［

c

B

アバッハ“／ハッ。　シイレッコドモネガラ　イーンダッテ

　　　　　　　　　　イ±入れること：もts一いから　　　いいん7』ゴ’そうT．v。

：コ　ンテ11。　　ウレネ・ド。

これて”。　　売．れで♂いとe

タマゲダナe
驚・i1・　tEあ。

テンコーニ　ホントニー・シハイサレッカラ　ヒデオナー。
天勇褒｛二　　　　　　　本当　！：　　　　　；左．右　てやれるカ・ら　　　　　　　ひと’tいもa1二”よ。

ンデモ　モ／モ　ワワグナンネノナ。　一プムイカ“ラナー　（Bアー）

それでも物も　悪く脇ずalいのだよね。　寒いからね．

二＝一バイド守ノナダレバ　アノ　ボヤボヤッツノ　アノ（B：　）

　　　梅雨鐸寺丁二㍉？二ら　　　　 あグ｝　　オごやオごヤツとし1：

ソゴムシシタがラダゲンド　　ソーユーゴドネガラ　　モノワソグ不

、底給しし1・署さなめだけれども　　そういうことがな6から　物ゲ悪くVら　T”

サガすやモ　カグッナアケンド　サガナヤデ　サガナ　ワソグ’ナン

魚屋も　　話していτこけれども　　魚屋で　　魚が’、　悪く写ら

ネテ　ヘッ）ワ　コネン　マゴドニ　ィー　オボンダ　ナンア

Vし・て・　蝿も　　来†♂いし　実1：　良い　お盆7：“　などと

イッタヤッケヨ。　ニッジョーモ　フソグダオンナe

言ってい1：よ。　　　　日黒も　　　　不足アゴからね。

　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
ンダヤ。　マズ　ンデ　モノミットギ，＝　ダラバ　ナニモ　オー

そうτごね。　まザ　　　　物を見る時に　　亨ら1ゴ　なにも

ギソギソアズグネクテ　ィーオンダ　ウーン．
もめ’q一ごく暑くなくて　　　　　良いからね．　　うん．．
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C　 ソーダナ　　ンー。

　　そう拶ね．

B　タダ　トレネズゴドニ
　　マ」＝T：’　米ウぐ頁£れ雲ヂし・とし・うこと1；V一れ13”。

eユーlt．IEL．．．．2t：．i　ti　9　t｝一9　”。

B

c

B

c

B

c

A

c

これで・　夏負けしアこ　　人が　居存だろうか。

オラダジ　　ジョ　　シsベー　　シテデ毛　　ヤッパリ　エ…デー

イ奄達〆かご　　　　　商売，を　　　していても　やつ1審σワ　　す目手bx“

ヨワェバ　イー　スモーモ　トラエネガラナ。

弱いと　良い　和撲も　取られず’いから扮。

一Y“li”．㌃1てB流つ　纂∵淫芝61）ハ

不ガベデェ。

　ア♂いT：“ろうね。

ン　ン　ン　ネンダナ．

　フん　　守いだろう．

アセボ　ダシタヒトモ　ネガベシナ。　アルガプ。

あせもを　出しアニ入も　　　　マ∫い1：“ろう．　　　ある1・“ろうか＼．

クスリヤモ　オズノダが。　ア　ハ・ソバ、ソハッ。

薬ノ肇．・し　　　　　　不況アゴワ7：ろうb＼．

才ズ，メナンダナ。

　不況㌔∠’んアゴね．。

カドリセンコーガ　コドシァ　ワルゾー

　蚊取ワ線香も　　　今年博　　悪か。プ・ゆずおね．

ドッチガッテモ　ウン　ウレネシナー。〈トリモ　デモ　ウレネジェ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメ　ど∵ちにしても　　　　　　売れプゴいね。　　蝿．取りも　　　　売れないね。
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B

c

B

c

B

c

ンタ鴨べ：’ナー。　　　ンー。

そうてゴろうね。

　　　イッカエ　ツ’レセバ　イーンダ丑。　ナーニ　ウレダングズブナ。

　　　一度　吊る也ゴそれでいいカ・らね。何が売れア・のア・“ろうか草。

イリョーヒンダッテモ　　チガ，ソタンダシプ。　　フエモノ。ゼンゼン

　衣料品　てt’も　　　　売れ行きIl違っ7＝1：“ろうね。　　　　冬苧勿。　　　　イ会く

ナズとノ　　ウレネガラナ。

夏物　1．’3Z　　売れで1ダいT：”ろうからね。

ングシプ。　アノ　オしミデナ　ヤ、ソパリ　ハギ毛ノ　ウッデモ

そうτ＝“ね。　　あの　　俺¢ような　　二やつrゴリ　　ノ履き物を　 売っていマも

ナズE．ノ（Cンー）ヤッパリズット＿
夏物は　　　　や引劃　孔と（売れ行き・譜の．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘキ毛ノ　午テ　アリグダしバ　ゲダハゲバ　イーンダ・　戴函数委

老物を　着て　　歩くm1：“と　　下9太を履ぐと　　良いmで鳶

デハラネガラナ　　キ。

　　　　　　　ぬ（gF　1：）出す♂いカ・ら梅。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
ンー。　　マニ　　アワシ土ラレデシマウプー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　閥に　合わせられマしまうからね。

ウン。　ナが蕊　イデア　オワソダオナ。　イズマデ　ツズグコし
ラ人ノ。　　家a、？1：　居て　　それで終わり1：“からね。　vつ手てNS　　糸売く

（A　｝サーチ）　コノ　 モヨー。　（ハ　ン？）　コノ　 モ戸ヨー　イズマテ“

　　　　　　　こめ　空膜様俘。　　　　　この　空模様いつ手で

　　　　　　　　　　　くの
ツズグガナ。　テンコーサ。　ナンボガ　ハ　ホッコ　デデ　キタ

続くか・な。　天候ゼ。　いく肋・　備の穂が出て　豹・

ズナ。

そうズね、
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A

B

（
ン

VVVX．hMVオ’ラ　シアネ：デ。　ア　ハッバッハッハ・ソ・

　　　俺降　？e　9　talいよ。

Xレ　オドドィガプ。　アノ　オババノ　ギ弘　　シネバネクテ

働ヂーe7　S鱒　　　4さんの義PSの．＿．をし・溺れ・禽ら・r・・で

カンノンドマデ　ィッタッタ。　デダドゴド　デネドゴァッケ．
観音堂奮て∴　　行っt：ところ。　　穂が出存ところと出で♂いところウぐあっ存よ。

アノー　キノー　ナンボガ　アッタゲガッタガラ。　ウン。

　　　　e乍日　IV　　　いくらb＼　　　あt：1；カ＼1；”．1＝からね，　　　　　フA／e

ウン　　デLデ　　牛タ・ソケ。

うんノ　孝恵かご出“て来ア：，，E。

Aアナニカンノンドサ
　　ああtv　［：’　観音堂に

B　．ン　　ホレァ　　シモ．；ゲラ。

　　ラAノ　　そ・れ　　　 下II｝原e

A　アッ　アー　アー　アー

　　ああ　ああ

C　ノぐンテヤノ　ホーナ。

　　　婆さんの　　1＃うね。

B　ン　ング。

オメサン　オガムノ　アノレノカ。

お前さん月3拝みに行くところがあるあか・

ンタ“　ホン9“．

そう8τゴ　そうア～。

　　　そうだ。

A　アー　ンダ　ング。　アー　ソッチノ　ホーノ　カ》ノンドサ

　　　　　　　　　　　　ああ　そち5a　方a　観瞠へ

　　クンノカ。

　　行くのが。

B　ンー。　ンデ

　　　　　　それで

オデラワ

お守i？F

アノー

あの

一56一

　（9）

　　　　ぬコメニ　タ、ソケ。

古目にあみめでゴ。



A　オデラ　コメニプ　カンノンドノ
　　‘　i’寺ll　古目1二あって

B　ン　ハガワ　ウン。
　　うんノ　墓1？　　 そうT：’。

観音堂の

　　（IO）
／＼がか辱。

墓が・。
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　へ

江

（1）玩具の名前。

（2）直路a》昆みく“あいのことを言ってし・る）。

（3）推量a助動3司エン。ベー“へ変化形である。

（4）宮城・岩手両県に分布する民俗芸能の一つ。鹿a頭をかぶり、胸に

　太鼓、管に割り竹嬢の長い竿びどをつけて踊る。剣舞と同L“く盆の行

亭である．

（5）醤県和賀君15以南で行・鏑れる恥芸能．盆・・踊引蕪の踊りで、

　：ηを持ち威嚇的す♂面をつじだて踊る・しの。

（6）芝居を見τニツ、 雀兇尤方宋霊了をし丁ニワとし・うことe

（7）　買ゴつte’い　で「目Bド｝1二・uXわさ　オへて　し　隼　う　。

（g）強めの孝冬助詞。

（9）地危。

GO）お寺呼吉目1：あ．，て．一字．墓1ず観盲堂1：あるの・o・、　a竜1。
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　　　　　かしわざき　　　　　　おり　い　　　もちろう

皿、新潟県柏崎市大字折居字餅根

　　収録文字化担当者剣持隼一郎



！、地点名

2、　タイ1、ノレ

新潟県柏崎市夫字耕居掌餅娘

ミ肖防について

3，　金乗音年月】ヨ　　　三軍禾〔｝ぎ1年7月27】ヨ

4・録音場所

ぢ 回しキの氏名

園生＃
同職歴
同居づ主帥

同言言吾的穿剤鼓

餅織の高橋真面宅の座敷

A．高橋　真（男♪

大正7年
農業

餅娘に生育し餅肌に居住。但し昭知フ4・年より6脚半

共役めため東京瀞及び外囲で過した。

元気に大声で朗らかに話す。頭の回転力9？〈，話の

テンホご斌早く，ことば’に飛遊蓬があり，早ロでききと

りにくい点もあるカぐ，僅語もイ呆肩し，また会・詰1慈リ

ードして妊卜く。

詰し勃氏名B．高橋道明（男）

同生年
同職歴

｝司居柱：歴

同言語的特徴話しぶりはややなあち杁で’なく

6、録音環境

B召和24年

柏野市町n｝農協職賢5年勤務の後：，地方公務員とな

り，二二まで柏山奇消防署にっヒめてのる1

餅狼に生育し柏崎市濃業高校・村の農協噸の

消防暑に通学通勤したので，よ物居イ主経歴はなの。

　　　　　　　　　　　　　　，置旧に口ごもるOと

もある。青年らしく共通語化してのる，

場所状道路に面してOるため，爵々通行のバイクの

音斌’入っマ来た、また隣室で赤ん坊をあやす是人の

挙状入ったところもある。外部マイク3こを使用し

た，

7、収録地点、の概観・収録した方言の特色などにつのては『方言談話資

　料（5）diを参照。
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消防につのて

　　話しケ

　（薦）　　（氏名）　　　q射

　　A　高橋　真　男　大正7年生まee
　　B　　高ホ喬道明　　　男　　昭和24年生まれ

　　G（司会）剣持隼一郎　　　男　　明ミ餅9年生まれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐり
B　コナェダネー　アノーアニジューゴンチダ㌧タカ　チョァードマー

　　こめ間　　ねえ’　あの　ああ　ニナ．五営であったカ、　参ようビ　まあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごの
　　アノー　義。凄一　，三一…　ハナビデハナビノ　ヒ　ネー　アノー

　　あの　　　　　花火で花）kのδにねえ，あの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　　ニシホンナヨァノ　ジョァーコァージテ　ドコデ　カジガ　アリマシテネー。

　　迂う，本町の　　　 う争乱寺・とのうところで’火事二かぐありまして〉ね九。

A蒐；潔霞．（B諾iti｝s）篶・

　　　　ぐの
B　マワリカ“　モルタルミテァーデモッテ　アレダッタスケ　　ミソーナ

　　周囲が　モルタルみたので　　　なにだったからぐ火ボフみんな

　　　　　　　　　　　　　　　　イの　　ウェノ　ホァェ　アカ㌧テ　スゴエ　テンジ∋アー　テンジョァノ　ホァガネ

　　上の　方へ上餓’。てすごく天井，　天井め　方力｛’

　　　　ゆ　　スゴェ　ネッキデ　ァリナエァ　ナッテテネー．

　　す：：ゴく　　熱気で　 1暑く　　　なフ？t｝てねえ’。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
A　ア　ソァッカネ。ソラー　アレカネ　ァノーナンカァノー　シモトワ

　　あ　ぞうカ、ね。そればなにカ＼ね．あの　なにがあの　火元は

　　くめ
　　ソァ．玄ナンダネ。

　　で取は　　伺だ’ね。
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B

A

B

A

B

A

ソレカ“ゲンエンデ

で液カミ’　原、因て“

ソレカう

それカ、ら

詮1義、G謙

う傷アーボ1アー鴻モ　シカシ　％ジッテ

消防署も

ダカラ　アー　ユー　モルタルミテラテ　｛一禰　マタ

だから　ああのう　　モルタルなと”て瓢一　また

テンジ・アベリガ　タカケリャ　ナ才サラネー。

天井張りカ、ご　　 高‘ナれtzx・“　　なお、さ～〉》k～え！。

ハー　キケンダ：ネー　ンー。

はあ　危険だ’ねん　　うん。

　　　くの

薇1謡傷（A冠婚》テ
ウェー　テンジ罪パリー　ミズ’ガタマッタノ

上へ　天井張りに　水の
　　　くノの
ンーナ　ア・り「エソデステー。

まつ：たく　熱いので・：すよ。

　　　　　　　θノ，
ノ＼ノ＼一一　　　「ン｝。

はは・あふうん。

ヒ・モトワ　ts　一　マー　エナオブ　マー　デテネブンダケド　マー

火元は　　ねえ　まあ　一…一ノ溢　　　まあ　分って　居ないのだけ取ど6　まあ

望翼瀞昏昏（A、藷）課劉㍑窯豪ゴ

　　　　　　　　　　儒／／㌶協窓祷テ

　　　　　コアー　ウx一　アガ㌧テ・ソタラシーンダ’ド豊二。

　　　　　：ラ　よ：へ　上がって行ったらしいのだけ液ど老ぬえ。

　　　　　　　　，並ンダネー。クワジ、ソテ　Ei］ブェ憐　ネブ。　　　　　　）

　　　　　　　　危険だ軌．火事とのと容易でぱ無・）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　コレ　タエヘソダPブネー。
　　　　　　　　しカ＼し　火：事と。うとOれは・　：大：変：だろう％～之。

　　　　　　　　　　　　　　　　　“ セノ　アノ

背の，あの

　　　　ヒヤシタンダ’ド

　　　　ン金やしたのだ’けれど’｛

　　　　　　オチテ　ク・。ト

たまったのヵぐ落ちて：果’ると



B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごたラ
オレ　ハシハシゴニしソバ’シゴ’　　ツカテ　ウェー　ンーナ
　　　ズなノくス

　わたし　　1就ご嵐二連ぱしご叢　　使。て　上へ　あたく
アが。テミ外モト》テモネ岬ア洗野アガラ漏デネー。

上力ぐって見たけれど宅　　とても　　　　　熱くて　　上力ぐら）杖な・くてねえ。

ハハー　ハーン。エマ　アレダカネ　ソノ　コト　ェバ’カシワザキノ

ははあ，ふうん、　今・　なんだ’か、ぬ　　そう言え1ゴ　　　　本臼粛奇の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
シ§ブボいショ　アタリワ　マーアノー　ミアリテノワ　エルンダカ

消防暑の　あた微まああのう見張りとい）三三るのヵ、

．エネァンダカ，ネ。

居なし）のカ＼ぬ。

エヤ　ヘザ　ボデロゼテノワ　ネブンデステ．

いや，もう　望楼ヒのうのは無のので覧すよ、

無，巴翻繋錨認嘉，晶∴享㌶
　　　へ　へ篤　アンワが　フキューミノテ　ヘアー　ソイモ　一…。

もう　　電話ヵぐ　普及．して　　　もう　 ゼ・ういうものぱ一一一一。

農磁蕊て。、篇）儀：

タマーニ　ァルクレ。一デヌカネ．

たまたま　　有るくらいですカ＼ね。

逆調需（。㌫）鳥之：

　　　θの
　　　　　　　へやソンガソ　モソァー一一一一．

ぜんな　　　もので㌧一一一。
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A

B

A

B

A

B

A

フーン。　ソァト　カシワザキワ　アノ　ホンシ。ワ　　　アレワ

ふうん。そうすると柏崎で・は　　あの　　本暑ぱ　　　あれば

　　　びの
エバラメカ　ドコ＿。

茨　圏　力＼。　　ど’こ　？。

ソァ　エバ’ラメ　　ハー。

ぞう。　茨目で竃す　　｛誌し》。

エバ’ラメエ　〕ンド’ウヅ。タンダ隊一。ホデ　コ、ゾタノ　ホァーワ

羨冒へ　　こんど移。たのだね鵡練でこ諮の　方は

ソァー　セヤ　アエ　ナンカショニ　ワカしテ〉レアンダ’。

そうすれば’あれば　イ可力＼所に　　　・分れてのるのだ。

窺1㌢轟鷲款漁若㌢誰（Aアー　ああ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d2）　　　　　　　　　　θ9＞
アト　マ　ニシ木ン：允ブン　ドコト　タカヤナギ’ト　エズモザキト

あヒまあ面本町の　所と　高柳町と　出雲崎町と
　　　いアンァステ。

あるのですよ。

アー　アノ　カシワザキ　木アセベ　アノ　ァレデ’スネ　アノー

ああ　あの　柏碕市には　そうすれば’あの　なんて“すね。　あの

　　　　　　　　　　　　　　　ぐユの
ニシホン先ブニ　ア）しノト　ソエカラ　ホンシ。ト　ワタツダと並。

面本町に　　あみのヒ　それ杁ら　三男と　二つだけだね・

五二ソァー　カシワサ“キシナイワ　フタツシ2セ＿血。

そうそう　柏崎市内ぽ　　二つしカ・無いて“す。

ハーア　アラー　アノ　シ§ブボ》一コブエキクミアエ…ダ㌧夕

駿あ。　あれは　あの　消防広♪或糸駐合…ワざったのて“は

綜蒙ぬ藷二（B搬誓莞球審イ『薔無理9

　　　　　　　　　　　　　－65一



B

A

c

B

A

B

ダスケ　才ラー　アノ　木レ　マ　：コノ　シチハツガツカ“エ吾バ’ン

だから鉱と額あのそれま　この　セ，八月が　いちば’ん
　　　でユつ

譲嘉凝㌢篇鍵識1くAノ、霧）轟

論詔欝疑ζン民器薪（A夏鶴怒／

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆヨフ
マー　スイナンダ’トカ　ソンガン　ド’キワ　ネー一一一。

まあ　フκ難だとか　 そんな時は～ぬえ，一一。

アー　　ソァー2匹　ハーン　ハーン。

　　　　　　　ああ　そうかの，ふうんふうん。

．三二　シ。ブボ》一ダケジャ　ナィンデスネ．

ぼう，1消防だげでは　　無いのです〉ね。

エゾキゴキゴノホブモァル…一一。

ええ，救急の　方もある…一。

玉土二∠　ホブモ　アル　ワケナンダ’ハーン，

救：急♪の　　方己　　ある　わけなのだ’　ああ。
　　　（2卒♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2s）

ソエジ㌔マーーアノヨルノ
そ）れで・は1　まあ　あの　　夜の

コァータェセーデ　マー　アノー

交替制で・　　まあ　あめう

孝ブネー。

無いぬえ。

　　　　　　　　　　‘ユs）
マー　ソァーダ〕ネー。

まあ

　　　　　　　　　　　　ソブカ

　　　　　　　　　　　　　ぞうヵ＼

アレダネァノンームー　ケ、ゾキョク

なんだねあのううん　結局

才キテルンダDアガ　〕レモ　ヨァーエジ￥

走藍きてい；るのだ㌧ろうカぐ　これ首　容易で’1食

　　　　　　〉＝　デンワカ“　コzバ’ヘアー　キューキ。一ヵ

￥5だねえ，。ほんとうに電話斌　来》趣ゴEう　救急か

一66一



A

　　　　にの
器駕ゑ藷欝（A清船）含ち蝉奏誓読．

　　　　　　　　　　　　　　　　ごユぽク

灘㎜製凝滞慶力（Aハ＿　ぱあ）漁テ

ぎ∴鍔産窟藁紘誼照準1（A，㌫）

叢論菰駕晶；論二∴云儀惑重器つ

轟㌢必畜妻訟；二・聖；す識嘉（A盆；え）

　　　　　　　デヨの
今》トナノダ’“モ　ジモトノ　ホジダサラ　コトワルンダ’ド’モ

ノさ＼さい（事蚊）なの，だヤナ衷ど透地元の　ことなら　　　こと．♪わるのだ’｛ケれと感も’

（∵涯霧ラ裁テ不藁厩謙のソ斗菰あ

蕾癬鍵と嘉翻諒£で鋤）怨三：；煮翫

アルンデスが速一。

あるのでブよね象し。

　　　　　　　　　　にリ
ソう　タシカニ　ソァーアネ。　コノ　ヘンモネ　ァノ　ホレアノー

糠ぱたしカ・（＝　そうだね。　このi迦も　　あのそれあの

マタ　小一　ユー　モンダ’カネ　ド’ヨブ　ニチヨァーニ　カケテ

菱た　と｝’ういう　みめヵ＼ぬ　　土曜偏）三門（滋〉にかけτ

　　　　　　　　　　　　　一67～



脇簾磁款斎ンが㌫競蒙・藷（隣御

ソンカ“ニ　シ．ブボブシ§ノ　キューキゴシャ　タノマンデモ　エート

そんなに消防暑の　救急凍遠頼まなくて着川と
モーテモネ　ケ・ジキョク　アノ　オィシ多サンカ“ネ　ドヨァーン

ノ匙フ’ぐむぬ，　結ノ局　　あの　お、医ノ蒼さんカぐぬ　 土忍謹に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いナ・ソテート　マー　ヤスミダ㌧タリ　ニチ…3アー　　ヤスミァシkア｝

なるというと　まあ　　イ木、診だ㌧たり，　　1ヨ躍は　　　休診で’し、ecう，

ド戸一　シ壺アーーモ　ネゾカラ　マー　アラユ2k　テ　ツクシテ　ビヨァーイン襲

ど’ ､　しようも　　　な・の：杁ら　　まあ　　あらビPる　　与F尽、くして　　病　下多乙に

アノ　こ　撮“　デ’ンワ　　　　　　　　　　　　　　しヘ　　　　　　　　　　ス）レンァス。

　　　　　　電話するのです。

：誘驚罫ご；「．（8蕊）

キューキューシャ

救急・車｛≡…　　頼もうよ・ノ

テ
て
シ
し

エニ。

ああ。

　　　　タノモァーテ　キューキューシや

　　　　　　　　　　救急・車毒

　　　　　　にむ
クレットー一。ダカラ　アノ　ソブエ

く回ると一一一。　だ’ヵ、ら　あの

滋’タツタ“　ダ1メダテテ

だヵぐ　だ’めだ’だめだ’といって

　　　　　　　　　ク
　シ’力タガ’ネァー　　マー

　　イ士方）ひご　なく　　 まあ

　　　タノメヤ　ナントカ

　　　頼めば’　なんとか

　　　シト　オーエンデスヨ．

ぞういう入力ぐ多いんですよ。

B　ソF一アネー。マー　ニナヨブーヤナンカ：IS）iz，5．タイシタ　コタ

　　そうだぬえ。まあ　　日躍一一一など’ぱ　　別に　　たいしみことは

　ネァードモ　ケ・ソキョクワ　イシャガネァースケ　タノム　シトガ

　なω1旅ビも結局は　医看力寸’無のカ・ら　頼奄　人ヵx“



A

c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘36）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

キュー：ジツシソリョァーショが　デキタラ　ワリニ　マー　ソァーエノが

休E診療所力ぐ　　　　出来たら　わりあのにまあ　Yういうことカぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐヨの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ隠㍍蹴論。IA，鉱、碁留譲、骸う楚窃

八ンブングラエ　スクネァ　ナッタンダネァーロブーカネーキュージツ

半分ぼど’　少なく　なったので・ぱなむ｝だろうかぬ1し、イrK　e

曝『羨が蓄薪薇（A㌫喬預証，ζ∂島薪

ネァケ　ヘ　エママデ’エマデモ　マダ　タクシーガワリミテァニ

な1醤（tSi’　bう今・まで，　今でも　まだ’タクシー代’りみたいに

繍之：）導管試筆7（A誌綜£，ll盆読／

キ　ジソシン吸紺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でヨぽノ
　　　　　　　　　エシャヨビ　シ弄ンダ㌧。

　　　　　　　　　医危呼が裳　したい杁ら。

　　　　　　　ソァーカェ　ンー。

ああ。　　ああ　そうカ、ぬ，うん、

キューキz一一’シャテノワ　コレワ　ケーサツジャ

救急庫というものはこれは警察でに

輪アーボ十一ショニk　アルンデスネ。

消防署に　　　あるんびすね。

休滋診療力ぐ

ド》一　シテモネー

ヒ＼’うしてもぬえ！

アー。　アー

ナインデ’スネ。

な・のので“すね。



B

c

A

B

A

B

ハーシ。アーボブシ。ニアルンデス。

はい　調強勇に　　あるの？・す。

　　　　　　　　　　　e39♪
・トンナルポドネー。

はあん　な，るiまど’ぬえ，。

　　　　　　　　　　｛40♪　　　　　　　　懲P　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘42♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へいソブッカ，ネー。　ソブカ。　ヤ　ソデ’モ　カシワザキワ　マー　アモ

そ：うカ＼ねえ，。　　そうカ、、　や　それでも　柏ム奇は　　　まあぞれでも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くおう
ァノー　　タカイ　　タテモンガネァースケバ　　マー　アェダ’ド’モ

あの　高の　建物カミ’無励・ら　まあなんだ腺ども、

アノ　　シカシ　アエダノァー一一一タ若齢　タテモンノ　クワジナンカソ

あのしカ・しなんだねえ一…高・・建物の　火事などに
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐがウナッタリ　ソェカラ　アノ　ァブラバッカ　　ドコナンカ　キケンダノー。

なつ海り　それカ、ら　あの　油ばかりめ　所なと・ば　危険だねえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘4s♪
マー　アプラ　ツカウ　ド：コネー。　ダケァー　ニッセキナンカー
まあ　　う由　を　　　づ吏：う　　　戸ナrはねえ，。　　だヵ、ら　　　B石　なと“　t－gt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4S？　　　　　　　　　　　　　（47）

9；髭磁黙蕊諮まζ惹1てA諭饗報

アノ　マワリノ　モン　ミンナ

あめ　ま＞bりの　物　すべマ

ネー　　テ　　ツケランネァEil　w，　一一ン

ぬ之　与をつけられなのように

オモーンダガネー。

思うめだカぐねえ。

マーソブタ“ロァ・一．一ネーンー。

まあ　 ゼうだろう〉ねえ，、　うん。

ジシンガクレバネダ

　　　（亭3）　　　（49）

アレダが》ネ　　　　　　　　ト・ソテモネァー

なにだカN’ぽんとうに　とても

ナルンダ　ネァーロァーカト

なるので・は　　なのだろうカ、ヒ

　　　　　　　　　　モxレバ’ネー。

♪也震ヵぐ　来れば｝ねえ，もえれば’ねえ，。

　　　　　　　　　　　　　一70一



A

B

A

　　　　　　　　　　｛冷〃
アブラルイワ　オメァン　マ　ソラ　マ＿　アノ　ヵシワザ’キ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
油類ぱ　　　あなた　まあ　そればまあ　あの　　柏山奇の

兆アーボブシ製ダタッテマーアノ　アプラモ　アルカラ　ソレ

消防署だって　　　まああの　う由毛　　ある伽ら　それ箋

シ密ブクワスル　ウー　ヤクザヲモ　ェッペプ　アルダbブケレドモサニ

消火する　んん　薬剤古　たくさんあるだろうげれどもぬ彪

ソノ　ソノ　ソノ　センモンノ　才一　アレダカネ　ジドプーシャ

物　　物専門の　あう　なにカ・ね　自動車
アぬソダカネ　ネァーンダカネ。

あるのカ、ぬ　　無いのカ＼）ね。

㌶謬謎（鳩舞総告潮脚ソξ葦誇

ゐブボブシるテノ　アンタ“ドモ　マー　ケ》キ黛ク　ァーエ　デ）ケ》一

調防車とωうめヵぐ　あ，るのだが’まあ　楽志局　　ああいう大きい

　ぐおう

カジンナレヤマワリゐオァ一州ン悉曇ブテーテノカ“ア・ソテ

こ〉く事に　なれば’まわりに　飛・援協定というのが’　あって、

シルヨァーンナ。テルンデ入ドモネ。

す・るように　 なフてのるので・すカぐね。

アーアー　ソブッカ。　アノ厩　カシワザキダケデ　ナク

ああああ　 ぞうカ、・　あの　そうやつで　庫白山奇だMケ’で　　なく

　　　　　　　　　　　　　一71一



B

A

B

A

B

A

　　　　　　　　　　　　1鱈フ　　　　　　　　　　　　　　　　‘s6）

著説惚（A㌫露見）菊二階雰濫冷ざ
　　にの

熟孫爵蘇（Aパー　　はあ）銅鉱斑鑑

ドキモ　マー　カシワザキ　イナダェ　エッタンカナ。

瞬古　まあ　　柏山奇は　　一・台　　　行ったのかな。

認yi；為酵（。恋；）翻GSo，

　　　ご　ノ

㌃ゴ奏姿疏ノ｛嘉え（A貌毒蓋う

ツケヨァーガ　ネァー　ナジ今モァーシネー。

イ寸1ナようかこ’　なくなってしまうしねえ’。

ノ＼一ン　　ンゆ　　ノ＼一。

はあん　うん．　はあ。

忽穿窟誌論；歪講二二（A論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（sg，
㌻嘉言超寛1トカ義脚の孟‡㍍，（

マー

まあ　　そう　なれは“なんだ’よ　　，広：域でもつマ

ァノ　シ鯨一下一　ヒトツニ　ナッテルンダスケ。マー

あの　消防は・　ひヒつに

　　　　　　　　　　　　　一72一

♪塗誘

ハンー断魅二
　うんそうだねえ

ソァー　ナレバ’アレダコテ　コアーエキデモ・ソテ　ぜンブマー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全吾ドー一一一ノ　まあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コラ　アノー・一一

　　　　　　　　　　　なってωるめだヵ＼ら。まあこれはあの



モトワ　ソレ　アノ　ソァーエ　コタ　ナカ、ソタカラ　ケ・ソキョク

昔は　それあのそうのうことはなか・たから，三局

ウカワダサヤ　ウカワチクニー　シ驚アーボブダ’ンがケッセーサレテテ

鵜）りなら　鵜）1随区に　消防団が’　結成戯マいマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　の

蓄（3競）翻蒙言輪謡♪頴論至㌻誠ζ

エマノ　シ毎アーボ》一ダンワ　マー　アレカラ　ミレヤ　モトカラ

今の　消防団は　まああ伽・らみれば二昔力・ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ミレヤ　エー　アレタ“コテ　チカラ　エウェコテー　ハー　血二

みれば　1し九　なんだよ　　カは　弱いさノ　はあ　1若の

長承（B婆轟器二二り蒙嘉嘉契、紫島。

B　アノー　ツーキン杏力“　カシワザキノ

　　あのう通勤地が’　柏崎の
　　シトガェッペァーデシ。ア。　ダヂリ

A

B

入ヵぐ　　多ので・しょう。　　だヵ、ら

進『煮鷺う論弾込
　　　ヘへし　　　　　　　　ヘ

コマンァス…匝
困るんですよ｝ね。

高目　ソァーナンダネ。

：うん　　そうなんだぬ。

　　　　　　　t65♪
ジモトェ

地元1。残ってポンプを蒋って

ケッキ。ク

結局　　 居な・く　なるから。

　　　　　　　　　　　　　一73一

ボブエ　ツトメテエル

方へ　　勤めてEゐ

　　そうそうそうそう。

宏ノζ1篇（Aζ2う見）

ノコテ規厨

エネァ掬　Z紫、（憶之／

Ag－」）

翻



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク
　　議㌃瓢霧（A馨読）霧膿こも．

A　ソレデネー　アノ　エマ　アレデシkアー　アノ　ゼ’ンブホレ　ァノ

　　それで・ねえ．ノあの　今・　なんでし武ラ，　あの　　全・部　 それ　論の

　　ポンプガ　ァノ　ジドトーシキノ　アノ渓　アレデシ三一　　；押ンプ

　　ホ．ンプが’励　自勤弍の　あの　なんでしめ　ポンプ

　　罵雲湿薪論判叢；嘉1鵬病毒（8蓬募）

　　ワソ込エワッ拓エトコレコソ　アレダコテ　アノ　アエコサ

　　わっしょいわうしょOヒ　：これこそ　　なんだよ　　あの　　あれこ￥

　　トシおりデ’モ　オンナドモ以　デキタワケデス。　ト：⊃ロガネー

　　年寄りでも　女と嘘でもできた励です。　とこ肋轍え

　　エマネー　アノネー　マ　オラモ　カンゲレーテエルンダ’ケレドモ

　　今・言編　あの械蔑私鵬も考えて　幡めだけれビも，

　　アレァネー　エチ才アー　クンしン　ウケテ　ネァートネー　タトエバ’

　　あれは1ねえ，　一ノ訳：ご　　言刈練IE　受｛ナて　いな乙）ヒねえ．，たヒえ，1；ビ

　　　　ぐ　の
　　　　　　ポンプがキタタッチ　ソァーサガナランケラ　ド》一ニモ　　キコこ

　　急に　ポンプカぐ来ても　操作ヵぐできなければ’ど引。も

　　ナラソガンデ’ス。パー。

　　ならなののです。胤）。

B　2z遊心。　マワシタリ　ァノー　ミズ’アゲ’テダズナンi殉タ》テ

　　ぞうだぬえ，。　　回したり　　あの　フ1く謀…揚げ”て　脅すなどと乙）っても
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A

B

A

昏。ット澄ζ♪トシトッタシ。ワワカランドコガァル

ちょっヒ　ぼんヒ：うに辱透　 とった　入は’　分らない　｝所カミ’ある

．モンネ．

からね。

ワカランダ　ワカランダ　　ハー。　ダカラ　アラネー　ヤ・・パシネ

・会・らなの。　　分らなし）。　　　icrい、　だカ、ら　　あれはねえ、，やばりね

アノ　クンレンテノワ　ァノー　ネンニナンカェナリ　　ソノ
あの　　言lq練とω）ことは　　あの　　　年に　　71可三脚＼　　　　　その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごみの　　　　　　ぐタの
ショァーボナシ白　工三門ノ　シトモ：ナロァーテ　オガンゲ’ナンシ

　消　防，署　　　　夙タトの　　　入も　　習って　　置かなけ〉控ば’ならなのし

　　　　　　　　　ぐクひ
シネフケ　ナランデ’ス・　パー。

　　　　　　　　　　　　　
しなければならなのです，　はの。

ソァータ“ネー。

そうだねえ，。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごやラ
ソァーダネブテトネー　タトエノぐ　アノ　四二＿アノ
ぞうて“なのとin　kノ　たヒえぱ“あの　．馴れてPる人で浩ねえあの

アー　羨　フダン　クンレンシネァト　タヨット　ワカラン　ワスレッテソ

ああ　　　　β＼だ’ん　　i訓練しなe｝ヒ　　ちょっヒ　・分らないノ鬼・れるヒいう

コト　アルカラネー　ハー。　夕“カラ　アレア　マー　シカシ

ことカミ’あるカ、らねえ　　はい。　だ’から　あれは　まあ　　しカ＼し

や、ソバシ　アノー　シ3アーボ》一シm

や1まり　　あのう　う肖斉方．署

ナンガ’ナ　ハー。

な辱らフ試のヵぐね♪il；Eし）。

ソンデネー　エザ’カジ　アルト

そ収でねえ　い・ざ火事斌あると

エク弓エモ　クンしンシネフケ

以外も　訓練し加ナ刺ゴ

四一　シテモ　ミンナァワテ
ビ’ ､しても　みんな　あわて



A

B

A

B

A

　　　　ごクの
ンダンネー。

るからねえ。

アワテル　アワテル　ア｛。

あわてる　　あわてるノああ。

　　ヘヘンァ　アワテッスう》一　ケッ午ヨク　マター　フダ’ンコァーシテテモ

練で励てるカ・ら　結局　糞たふだんこうしマの祥

事案茗瓢（A嘉）葱旨‡㍗器く熱ζ㍍
　　　　　　　　　　　く　ク
ダカラネ　ァノ　カミノノ　％ジ撫ワシラモエッタド丑。
だからぬ　あの　　上．野の　X事（の時）だ’つたよ，＝私ビ’ts行ったゆ拠ど嵐

　　　　　　　　　　　　リ
ホレ　アノ　しンゲ’ツカ　テナ　：コアー　アノ　　ツナグ　ヤツ裁

ほれ　あの　　連i結環というのは　こう　あの　 つなぐ　やつぬ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごケの

瓢福ξ急犠謡誰宕載∴漉濡（8耽）

㌫1．

（A㌃あン）擁ぞ芸松島蕊夏寛㍍lll＝1

斎㍗霧識．（B篶溜嶽振蕊汀窟森ン

誓、銑鶏（8需／㌢薫ン三三ノ廓．

　　　　　　　　　　　　　　～76一



B

A

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ホァーッカ　　シ盆アーボ》一ショ急　ナカ22hk　iヨァー工う冷　　ネァワノァー

肪か　消防男も　なか勧・寒易じゃなのよねえ，

デ’トーエ　ドコマデマー　コンダアノ　ハシランケ弁口
それで遼の　　戸舜まマ“　　まあ　　・今・f＊　　あの　　走らな’ナれ1ゴ’

ナンカラ。

ならないカ＼ろ。

マ　叢　ナカナカ　ハソェが　ヒロー　ナッタスケナオサラネー。

まあ　　なかなヵ、範囲カミ’広く　な・。たカ、ちなおさらぬえ。

ハンエ　ヒロエスケーネー　ハー。　ソレト　アノ　マー　ブ’ラク

範囲力も広いカゆねえ　はの。？kヒあのまあ／切集落
　　　　　　　　　（79♪
　　　　　　　　　　　アノ　　ホレ　　アノ　　ミズタツ　　チョスイチカ“アタリモ　ァエタ“コテ

なども　なんだよ　あの　それあの　・k瑠め，貯フk5地が

黎犠譲・（㌦ρ竃路抽斗偏1：』

　　　　　　　　ぐぼの
コブナ　モンデ’スデ；

引力な　　　もので・すせい。

み一ダ主二。

そうだねえ，。

　　　　　　　　　　　　　　でぽリユ⊥ネーアノ　モナ1ファーノ　ロァーノ

このねえあφ餅粒の　池め

モチロァーニクワジガ　アッタコテ

餅娘に

ナンカネー

なと“ねえ

　　　　ごぬナ
カッタデネ、

最　ユ『

　　　　　　　　　　　ソコノ　アノ　タメナンカー＿＾＾

　　　　　　　　　　　￥このあの　溜め弛なビ

脚あ。たさ7（B競二｝黒騨

サン二一ノ　ポ㌧プデアゲ汐ンダガネー　タェネァ

三台の　　　ポンプで　　楊げ’拠のだヵぐねえ　絶えな

カ、つたで’すよ。



　　　　　　　　　ノ
B　ア　コッチカラ　ドンドン　エレテネ。

　　ああこぢらから　ごんビん　入）Z7ぬ。

A　エレトクスケ》一。　トコロがネァレオ　ツクル　ドキワネコァー

　　（クK遠）入淑てあ、くカ、ら。　ヒころIO“Sね　 あ）控茜　 造る　　遇寺1食ね　　こう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　
　　ユー　モンダンガ　ア、ソタンデス、　エヤー　アノ　オラ　才アワ

　　いう　間題力ぐ　あったのです。　いやあ　あの　私ビ逸の方は

　　鳥笠廊ぐβ競）認認再応輻ま青謙

（8細雨誤硫・輪・聴ζζ徽ワ激
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　
　　ワナー　才メサンが汐　センモンダ’ケノァーカ　ワカルケド’モソノ

　　ばなあ　あんた方　　専門だカ＼らなみさら分るけ療ど芒　ゼの

　　顧客謡吟詠認翫／㍗ゑ頭部芳香づ

　　フッケァー　ドコァ　ネァーカラ。　トコロガァノ　タメテノワネー∴

　　課し｝　所が無いから。　ところカぐあの溜めとののは軌一一一。

　　ソエカラ　アノ　クワジテ　ノワ　才レ　エー　ミツケタ　スグ

　　それから　あの　火事との発のはほら　之之　見つげた　すぐ

　　サエ弱ニ　ケヤセバ’オサマルマー　ケヤサエルワケデシ評。
　　最ネηに　　う斉せ：ば’　弓又まる，　まあ　　ミ肖せるわ1ナでしょう。

　　（B・誓誤読慧滞つ〔黙ゴぴ署ゴ紮

　　ミズ’ノ　リョァーモ　ナンベェモ　エルワ勲）ネー．　トコロガ

　　フk4）　　　量芒　　　　　　・沁丁・倍も　　　　のるわ’ナだ’ヵぐ瀧k　k。　　　ところカぐ

　　アノ　モチロァーノ　トキダ・ソタ、ソテネー　サー　モエタッタ　ウナワ

　　あの　　餅家良の　　　時だってねえ，，　　さあ　　燃1え，出した間‘Pt

　　　　　　　　　　　　　　　－78一



ζ憂は葱契瓠ラな（8競）驚碁）超窪アξ才

フセグニャ　溢一イニ　　　　ァレガ　アッタ　タメニ　フセがンタ

防ぐ’には　周囲に　　　あ〉勧寸’あったために防ぐこと賦ぞ“

㍉ご契藩獄官こ（㍗彰琴♪嶺｛塚㌫認

ウチニ　コンダホカカラ
中にノこんビば　よヤカ、ら

薫マールイ％ブ
そin　？“　蒙あ　　i照焼を

ウツ・ソタ　ウツ・ソタタ・ソテ

拶フた　　　拶っ：たとのっても

謙考選鳶（8龍）

　くぼの　　　　　ぐ　

＿　　シモノノ　　クワジワ

　　　下野の　火事は

アラ　アノ　タート

あれは　あの　ぱあっと

ソ5一　ヱと然エザ
それば・　　なんだ’よ　　 え，え

ソレガ’カぜニ　アオラ・ソテ

受れ．かご　　回しに　　ああ・ら〉拠て

　　　　　　　　　　ラ
サンビャクメートルモ

三三メート）レも

　　オレ

　　ほら

モェァガッテ
夷弓え，上かこ㌧て

　ミンナ　モ、ソテ　キテ　イレタカラネ

　みんな　蒋っマ　来マ　入れたからね．

　タイトメタ　ワケダガネ。　サー

　食い虹めた　わげだ’カぐね。　さあ

　　ぐがラ
ェァー　ミズが　　ソン　　ド’キ　　ヒョット

kkクK斌　その時　ひょっと

蕩獄留霞∴で菰斜道り
　　　　　くぼの

　　　糠；霊薬箒（㍗蒜）

　　　　画一　モエテル　ウ今ワマー

　　　　　　　　燃えているうち1な　まあ

覧下竜篤静（β篶）

　カヤー　コアー　タ・ソテッテ　　アラ

　　茅斌・　こう　　とんで’Ωっマ　あれは

ヨンヒャクメートル芒　ハナレタムコァーノ

makヌ＿Dレ芒　　離れた丁丁の



B

蒙終震篶誓（B騎／篇鴛認ぞρ
ダレガカン労テモ　アンガンドコェエク　ワケワ　ネァート

誰が考えてb　あんな　所に　行くわけ1ま無いヒ
モータンダドモ。　ソレが遂　オラ　マー　カケツケテッタ　ドキャ

ノ思’うのだげれども。　それがね私ど勧ぐまあ　・駆けつけぞ行った賄・ぱ、

　　　　けか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ハ｝　コ　　ヒヘーヒガ’アノ　ツイタノカ“　夕・ソテクソ
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ああ　　　　火…樽一　火力ぐ　あの　ついたのカぐ　　飛んで’来るぞ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　

　　　　　　　　　　　　　　ノ
鳶テッテ　サンビャクメーモ　ヨンヒャクメーモ　ハナレタ

落．ちてのって　三邑メート）レも　　面萄メートルも　　離れた

　　　ぐヲの
ヒト才キ　アル　ムコァーエ　エ・ソテテ　オッテ　ソシテ　ノキバノ

「ひ◎中。有る　伺こうへ行。ていて落ちて，そして軒場の

峯㌃㌘惚言（B爺）竃ば庶ζ以満潮歪「．

許諾ネ㍉潔’ζ1鍔際忽（Bカケラ、ソタ。　荏トけろ淑た。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くタゐノ
カケレヤ　ソェデ才サマッタンダドン　サー
荘トげれぽ「’　そ》捻で’　周叉まったのだけ〉擾と｝’も）　さあ

ソエデタカエ　ドコワ　バ’ケツモ　トドカン

それで・　塩の　　所は：　バ’ケ・ソ竜　．届かなの

ソレー　アレ　マー　モエタンダ’　．
　　　　　　　　　　　　　それで・あれな　まあ　　燃’えたのだ。

　　　　　　　　　　くヲの
．バケツデミズゴンナゲ’タッテネー
バ’ Pツで・　メくを　δぐん侵け”てもねえ

　　　　　　　　　　　　　　一80一

ミズ’ガ　ネァカラ

かくカぐ　　無いカ、ら

　　ぐクの
ナニン　トドカン

何も　届かなの，

アがランタ㌧ネー。（笑）

上力ぐらな‘｝カ、らぬえ，。
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B

A

B

A

＿＿幽＿エニ・
　　　　　ああ。
　　　　　くヲまフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くクの

シカシ　ダモ　アスコノ　コ：ジベブノ　カジン　ドキモ

しかしだ斌凝この五治兵衛の火事の＄e
　　ゴノゆの
スゴ’イ　マ、ソカン　ナリマシタデ’ネー。

すごく　真赤に　なりましたよね記。

アー　マ・ソカン　ナ、ソタ。ソレデネ　アノネー　コノネー

あ湯　真赤に

　　　　いマーンア

ぼんヒつに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐノリゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ’ンガ’ンノ

な・た。それでねあのねえ，このね為五観音の
　　げり　ナ　　　　　　　　　　ぐノゆヘヲノ

会．ンノ　アノ　叙ンノ　ヤマカ“　トコロド’コロ

辺の　あの　迦の　山が　 所所
マシタデー。

いましたよ。

アー　ソァーカネ。

ああ　　そうかね。

アン　ド’キャーネ

あの　跨はね　　雨上カミ’りで’

タ　ウケダドモ　シカシ　エラェ

ωたわけナごけれビ’もノしかし

　　　アコダケバ’アノ

　　　あそこなら　　あめ

（8煽翻、＼酬ルe

トコロドコロ

　所所
　　　　　　　　ぐノゆひウ
カぜカ“ネー　ア　　　　　…

風力ぐぬえノ　あれカぐ　，なんですよ

ミンナ　モエテ

みんな　燃えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐノリわ
　　アメアカ“リデ’ワリアエニ　アノ　スー　シメッテ

　　　　　　　　わりあいにあの　　湿って

　　　　　ひビの森諮護，（Bζ；♪㍍

　　　　　ハッヒ、クメートルモ　サキダ’コテ；

　　　　　ノ＼舌メート）しも　　　　　先だよ。

　一。ソレガネ　　ミンナ　カヤガ’
　　　　　　　　。　　ゼれかごねノみんな　　茅カミ’

モエテマシタデ’アー。アレガ　マー　・ギャクニ

燃えていましたよタああ。あれカミ’まあ　逆に

義ガ　2繍コテ　アノ　ニシカセ駕ナクテサ
　　　　　　　　　，　あの　　莇風でソま　なく’て〉沿
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マシ

帯・（き。ヒ

モエタッタコテ

　アルイワ　キタカゼ嫌’ア才レバ　コラー　ヒド’カッタ

　ある“は　北風の方て・　あお廠1ゴこればひどか。た

Bキ・ソト　ソァーダネー。．　ミンナ　　　ネー。　　コノ　エンモ

そうだぬえ。　みんな

パー。　ダカラ　アノ

B

A

B

燃’え，たよ　、　は：の。　　だ’ヵ＼ら　あの

アう一　シ・ソヨァーダタシカニ．

あ）綴は　 ｝．ツ∫蓼だ㌧　　たしカ、に。

謙（A壼）㌫驚・
ナカニワ　　ソノ　ソーン　　クワジソ　ナしや

中には・　ざの　いや　火事に
　　でノリの

コッツァ　モン　ミズ’　カケタッテ

こんな’　6の　　 フ」く裏　 才窒トけたって

＝姦凶イ轟黎・（B釜蒜．

　　　　　　アノ　ミズカ“アル回気ニモ・ソテ

あめ　　フbくカぐ　あるためtr

ソレカう　アノ　アノ　ヲヨキノ　ウ穿ワ

それカ、ら劫あの　初期の　弛ば

課秀1（㍗ア；畿三初期調火

ネァー　タメニモ・ソテ　アラー　ミンナ

無い　ためで　　　あれはみんな

マー　　ンデ’　アレダ’コテー　　コノ

まあ　それて“なんだ’よ，　　こめ

　ねえ。　この　辺る

タメテノモ　シカシ
う留めというもO）葛　しカ、し

なれは“なあ／こ

　ダソダナンテ

　だめだなビと

ルイシaブオ

類焼を

シ・主シ詑ニ…一

　　　　　　モ．エルンダカラネー。アンー、

　　　　　　燃えるのだ’カ、らぬえ，。）ん。

　　　　オリィノ　ホブデ’モ　モ李Dブ

　　　　游居の　方て“6　餅級

一82一

　　　　　　　　　　　“　ナニ　モエルアンタ
　　　　　X’然’え，るめだ．

　　　　　　ユードモ

　　　　　　言うけれど宅，

　　エゴサエシ・ワ
　　あれはぬ，　最ネ刀は

　　　　フセーダxり

　　　　　防のだ’リ

　ミンナ　ァレ　ケサレZ）．t〈L

　みんなあ｝舵ぱ消される

　　　ミズ’ガ　ネ　ミズが　　）

　　　フ］〈　カ・ご　ね　　　　　フ｝くカ・こ、



グレブデァト　オクノ　ホブワ　チョスイソブナンカ

　　ぐ’らいて“、あと　　　興の　　　方は

　　コテネー。

　　よねえ，。

　　　　　　　　　ぐルの
A　アーンマリ　ネーヨ・）・　一一ダネー。

　　あんまり　　無いようだ｝捻え．。

　　　　θσ齢
B　スボ’リナンカ　ヘアー

　　素：回りなヒ・’　　もう

　止。
　　しねえ．。

A

B

A

B

A

B

畏貯フ1く．槽なビ

ミンナ　ウモッテ
　　　xx　tt　x　xx　x
まったく

ンー。ソブソバソブソプ。

うん。ぞうゼうそうそう。
　　　　　　（to9♪
ダスケァ　ハェニが　カジン　ナ、リタラ

だから　拝庭力ぐ　）〈事に　なったら

。み茂　ユーテマスドモ立二。

　　　きっていますけれビもさ。

　　　　デノノの
ンー　ミシガ’ネー　ハー。

うん　水斌ぬえ，，はい．
　　　　　　　　　　　（〃ノ）
ダスケー　ソッコソ　ドーノ　ドコエ

だから　それこや榴他の　所へ
　　ピノノの
ハズシテ　コネァケ　ナラン　アー。

外して　来なげ》拠ボならなの，ああ。

　（1！3ノ

ソァー　ナケ　ソレ　エジ毒ブ

そうでなけ・収は”　それ夙．と

テヤ　ソレコソ　ポンプアコマヂ

とい乞ば、それこぞ　ホ。ンプをそこまで’

　　　　　　　　リユロ

三夕一アス

無いです

ウマ・ソチモァーテ　ダ表ご

埋ま。てしま。て　だめだ

ドレー　ナンダーナンタ。テ

とごう　　なるめだ’などとさつて

エツア・・一一一。

行って一一一。

　　　　　　　　　　（ti4）
工一カネ　　アト　アンが　シタマデ

ののカ、1ねノ俵力＼／oあんな　　下ま？“

　　　モ・ソテオレテ　　アし

　　　才寺っマ　降りマ　　なに
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A

B

A

B

　　　　（！！き］　　　　　　‘／ノ6ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃7）

嘉事㍉鶴　（惣誓ξ客㌢⇒葉談套工貰謎

別戸ζ轟熊ゴIA㌫）翻ζ襟1

ホァニX　ア・ソコワ　ホレ　ァノ　ミズノ　ネブ　ドコダモ》ネーb

そうし了凝こはそれあの　フ1〈　・，無のところだものねえ。

（笑）　マー　コレア　ンダソケァ　タメテ　ノワ　ヒ、ソヨァーダネー。

　　　まあ　　 こ〉挺‘ま　 だブフ＼ら　　 ン｝〈・ミ窪1めという6の～？litハ選要・だぬ〉し。

髪溢，（A篇／膿醤無『

アーアー　コレワ　マー　ヒ・ソヨァーダアー。ソレト　アレダコテ

ああああ　　これは：　まあ　　ハ娼專だ’　　ああ。　そ液と　なんだ’よ

アノ　マ　ェマノー　ワーケブショモ　ヨブェジャ　ネブドモ　ヤ・ソ

あの　まあ　・今・の　　　　青年も　　 恋ミ易マ・’ぽ　ないげれ～ぐる　や

パシ　マー　アノ　ソノー　与一キニ　スンデル　ガ’ンダケァ　ヤッハ。シ

はり　まあ　あの　ぞの　　地、域に　　柱んでのるのだ’から　　やばリ

ボブシダドモデアッダコテー一一ショブボブノクンレンモ．

奉仕だ錬どY，τ“なんだよ一一一一一一一　蛸防の　訓Pt　t

コし　マー　ホネ　オエテ　　シテモランケナンコテ　ハー．

こ｝セはまあ　骨ヵぐ　才かれても　してもらわなければ’ならんよ．はの。

ソァーネー　ミソナネー　イチん一　ンデシッテレバ　ソレデ’

そうマ“すぬ記ノみんなねえ，　一力蔦・　　それでも　矢vっていれば’　それて・’

（A誌）磯雪砦忽；謀見（Al露鯛

睾婆／ヤ」）誕跳認ン・
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A

B

A

B

A

B

コレアナカナカアレドゾネス塑炉ク。ジテノワエッ

・轍なか勅・なんだよ　　うう　火事と、、うものはのつ

聾：：ll慧認脇認請IB驚／器
ヨソァーシネァ　ド’キ　オキテ　クルカラ　ハー。

予想、しなの　　月寺　　起きて　来るカ・ら、はあ。

ソレコソ　ウチノ　モン　ゼ’ンブ　ミンナネー　アレシテ　ハエン

それこそ　家の　物逡全部　みんな軌～灰に
　　　　　　　　の
シチョァーンダンネー。

してしまうカ、らね；乞。

］x一一ソレデマーiントニ　メーワクモ　カケルシ　ジブンモ　コマッテ

はの。￥れでまあ人に　　迷惑も　　荘トげるし，魯分も　　困っマ
　　　くノユの

シマウシ　ソァー　コレ　ナカナカ　ヨブェジャ　ネァー　八一。

しまうしノああ　これ1まなカ＼なカ＼　　大、変だ’　　　　1まの・

ソブシテ　オメァサンが汐　アエデスカァハェマァハ　ハナシワ

そうして　あんた方　　　なんで’すカ、ノあの　’今　 あの　話・ぱ

今ソデウケド　ツトメワ　アレダカネ　ニコァータエ。

違うが’　　勤めば・　あれカ・ね　 二交替？
　　　　　　　　　　　　　　　にの　　　　　　　　　　　　　やハー　ニコァータェ＿ナンァスエ　。

はω　二交替　　　なんで・すよ。

ハーア　ソァーカエ。

ぱあ　 そうカ、ね。

嘉モ㌔乏三津蓄も霜ゾ（Allつ窒蓄メ蒙
　　　　　くにきう
ケ》ッテ　クンデスカ’ネー．

帰って　来るのですかミしねえ。
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A

B

A

B

A

B

A

B

A

　　　　　　　ゆ
ハーハー。ホァト　アノ　ヨ）レ　：コアータェ　シルンジャ　ナクテ。

は川よD．？5YQとあの　夜　交替　するめでは　なくて。

ヒ）レー一・

　　
む

唇、＿．＿
＿　　　　　　　　　　o

ヨルワ　コブタエ　　シネァンダ’エネ。

夜は　交替　　しなののですよ。

アー　ズLット　ヨル　ツトメルワケ。

ああ，ず’うっと　　夜　　勤めるわけ？

パー　iヨル　藪一一一。

ぱのノ夜　勤めて一一一。

ハ一八一高ーハー　ハーン。マー　ナツワ　エードモ　シカシ　エテ

ぱあはあはあはあ　はあん。まあ　夏はいのけれどもしかし，‘）いと

ユー　アレジャ　ネァドモ　フユワ　ヤダネ　サムテネー．

いうなんで・はなの斌ノ冬は　いやだね　寒くてねえ。

フユワネー　ンデ’マー　エ十バ’ン　カジ　アッタリ　シテ　フユ

冬はねえ，ほんとうに　まあ　　いちば’ん　実事択あったり　して，　冬

　　　　　ごぼの
アラレナンカ　フッテル　ドキワ

霰　な　と“　　　　降っている日奇1ま

　　ハ　ヘ
ソーア。

まったく。

ン量一ロァーネ　ハー。

そうだ’ろうぬ，は：し）。

アラレが　ミンーナ

霰が　ビんどん

ンーンーンー。

うんうんうん。

　　ぐぬの
ンーキ　メカ“エテヤーナリマスデ

ほんとうに目ヵぐ　痛く　なりますよ

カオエ　アタルデ“／w）一一’。

顔に　当るでしょう。
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B　カオェ

　　顔に

　　ネー。

　　ねえ．。

A

B

A

B

A

B

アタルスケブ

当るから

　　ぐノユの

ンーデ’メー　アケテ　ランネブヨァーダ

まったく　　｛∋を　　B月り・て　居ら）挺な。）ようブざ，

△一丁ソァッカネー　ン＿。

はあ　 ヤLうカ・ぬえ，，　うん。

ト　マー　ナツバ’一ガエ今バ’ン　ソレクソ　ニジサンジニ

それとまあ　　夏場力ぐ　　いちは’tん　￥れこ？（袖））二爵　　三｛舟に

キューキューガ　アンデネー
　　　　　　　　　　　　　ww　o救、急力X“　　あるのでねえ，，

エニ＿ソァ・ソカェ　ンー。

ああ　　そうカ＼ね　　うん。

ド》一　シテモ　ナツワ　ミズ’モン

ど’うしても　　夏は　フk物遠

。

ノンダリナンカ

・飲んだりなビ

　　へや　　　　　　　　　
スンァショブ縣不。

するで’しょうね。

ハーン。

ああ。

ダヌケァー一一一アノー一一　ソレゴロソ　ナルト　ドアー　シアン　ハフ

　　　　　　　　　　　　だ’カ、ら一一一　あめう一一一　　そのし負に　　なると　　ご’う　して疹　　腹

ガ’エテァー　ナ・ソタリ　ナンカン　ナ；。テ　一。

が痛く なったり　なと“に　なってねえ。

A　2二＿＿一ネー　ハー。

B

A

うん　　そう　そう　そう　そう。　　ぞうだねえ、　はあ。

ソコエ　キテ　：コンド　エシャがネァーテ　：⊃ト＿

　その　エ．ノ　こんビ’　医尭「カぐ無、⇔とのうことに

　　　　　　　　　　　　　　　　へ之　ソァーソァーソァーソァー。　ソしア　エマ　才レ　アノ

うんそう￥うそうそう。　　やれて“　今は　ほら　あの

（128）

　ナレヤネー。

　なれば’ねえ．。

　　デンワカ“

　　電誌ヵぐ
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B

A

B

A

アルスケァ　ミンナスグ’ダ’コテァー。

あるから　みんな　すく“だよ。

ソァーソブソブ　　スグ’ネー。

そう？うそう　　すぐねえ。

ア　マタ　アノ　トクワエト

あ　　まノ三　 あの　　；老iP会と

シタ　ドコモ　アンド》一。　アノ

した　所も　　あるんだ’よ。　あめ

ケーサツノト　㌔アーボァー論ノ
　　　　うくズ

警察ヒ　　調防署の
（笑）

|（A嘉）

ド、ソ今一エ　　　ド〉一

どっちへ　じ’う　かけて

（㍗つ論。

、、、

今ガテ

ち斌’って

マー

まあ

バ’ンゴ1　一一

番号E

コノ　ヘンノ

この　　三辺め

　　オうモ

　　わたしも

　　　　　　　　　　ソァー不一。

　　　ぞうだ’ねえ。

　　　　　　　　　　　（／29♪
カケテ　エーンダ’コン芳ラ

　　　　のののマ・’あ，ることや｝う

　　　シトノンビ’リ

　　人はめんぴ’りと

　　ソブダ’ケドモ

　　ヤ1うだ’り『）校ど’も

マチゴ》一テネー。

間違。てぬえ。

アー　ワカランヂサー

ああ　’分・らな6）で・さ，

　　　　　　　　　（B笑）　ヒャクバ’ンナンダ　コンデ｝ラ

　　　　　　　　　　　　　百’番で・あみ　　こヒやら

ソ・・一キューバ’ンナンダ　コン芳ラ　ワカランデサー　ハー。

ナナし番である　　 こヒやら　　分らないで・さ，は・あ。

ヒャク
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！＞

ユ♪

3）

4）

ぎ）

♪
）
♪

6
ウ
・
曾

92

ﾌ

）
）
～
ユ

13）

　　　　　　　　　　　　う主

ダッタカ　タ“に〔γ〕音ヵぐヵ・すヵ・rにきこメしるようである。

Oのあたりに赤；ん坊の声力ぐ入る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　カジ　〔kadJ　Dで’共通語化してし〉る・た人たちはヌフシ・

マワリ　〔Wt　a津ηに近くVV音はかすヵ、。

スゴェ（形誉詞）終止形と同形ヵ漣用修飾に用のられ，『露洗アナソ弘

をイ彦賢しているとヲちえ，られる。

ぎ）に同じ’。鴇㌔。諾終止形と同形の連用形である。

シモト　〔fi・moto〕と思う。中頚：礁芦の影響と思われ・る．

ソァ　（句）で〉控は’。　ソレワ〉ソラ〉ソア　この方言ぱ〔冶〉音左脱落

することカぐある。

ホントニ「ホン。の部分がカ・すカ・にきこえる。

ンーナ（副詞）みんな。ミ斌脱i落し：溌音斌語頭1こあらわれる。こめ

地方のた人語にし1ボしば’きヵ、液る。　跨ほんヒうt：」「全・く」など’に述

い急．

この迦に，また，赤ん坊の誌し声状入る。

ンーナ（副詞）　ア。）の言吾と同諮ラ原の語であるカぐノここでは「どんビん」

「ヵ＼まわず：」くろいの意味に用のられマいるようである。

トッテモネブ《形容詞》ト・ソテモという副詞に形容詞を作る接尾語賢

ナィ」　輩つけて形窓詞とした。終止形と同形で次のアヅ聾ア（熱い）

売繋解する連用形である。「とてつもなの」などの影響もある斌。

’4＞殉癌（形容詞）〔謝∫ε〕ア・ソイ〉ア・・ツイ〉ア誇弧〉ア・允・．

　　「あつい」の終止形と同一遠回形1・用ωて⇔る。

ノの　　ミアリ　　ミハリ（見張り）の〔h〕音斌き：え，なのようであ’る。

1の　ソンがノ　形容勤詞ソンガダζでんなだ）の違体形。ソンゲ’二（三島

　　郡三雲崎町），ソンゲ～一ダ㌔yッゲブダ（干魚乏召下），ソンザ（佐譲郡λ

17）　エノ寸ラメ　地名茨置。柏由奇串内、．

｝8＞　タカヤナギ壇．名刈羽郡高柳町。

jg）エズモザキ　地名三島郡出蓼碕町、

　　　　　　　　　　　　　　　一89一



2．の　ソエカラ　〔soeklえン【、え〕とき：える．〔Y〕月兇落・。

・’・キゴtsゴ〔噛馳〕ねう・酪減る・祉で〔博三巴朗状
　　出てくるから，ここは一時的ケ発音のくずれであろうカ＼．

2ユ）　モッテ嵐ンデ　　「「モ・ソテ》テ㌔のようにも思われる。ルをi落とす傾

　　向状ある。

・3）・こめ喉即急デスィナントカエ・汐ヨブナモンガネつと
　　菖つたと主張するカぐ，ゼうヒは：思わ｝拠なの。

ユ42　ソエ，／Nilc，　　そ》掩で’ぱ。　ソ・ソジ’i’では：なく〔M〕の月兇落したソエジらで’あろ

　　う。刈羽君ドメリ覇木寸あたりに：もきヵ＼れるイ喚向で・ある。

2の　　ンームー　〔N：倣ωc）のように思・われる。　こヒば斌出ず角えマも）る

　　時の間投声。

26）　ンこ　「ホンニ」の『ホ」斌脱落した。副詞。ンネノ才ネとなるこヒ

　　もある。

2の　カジ　〔kWftd5Dでぽなのようである。

28）　ガ’イ　　クらイで・は甲なの。共：通言｛射乙してのる。

ユ9）　この迦に赤ん坊の声カミ’入ってのる。

30）　早1コのためカ＼ここのところこと1よ“力二食つきりし：なの。

3’）ソァーアネ　（So：d　a・7z　e）d音はカ・すカ＼。

32）　エy一　〔£：〕二三詞でノ赴答言吾。共通き吾イ七してのる。

33）　クラ》ネァ　クレラレナイの変イる。ラレは尊山女の助一言司。

3チ）　ネァー　（形窓詞）連用形で「タノモァNにかカ、る。

3S）　このヨ辺にまた赤ん坊の声カミ入る。

36♪　ここに隣室の赤ん坊をあやす走婦人の声斌入る。

37）　タ㍉ケー　（：瀞続詞）ダスケァーの変イt。

3？〉　シテアンダ’ン　　（匂）シタイモノダモノガ’〉シタイモンダモ〉ガ〉

　　シタイソダモンカ“〉シ弁ンダンカ“〉シ㌔ンダンと変化したiのであ

　　ろう．「ものだから。で，理由をあ励す。「さカ・い、カ・ら来だ瑚・一

　　・スケ・ッケAよりも古t）もの■“　rモンガ」は：老人層語となつマの

　　る　PS’，㌧が・ダンガ㌔ぱ青年も使うようZ“ある．

37］　こめ翅にまた尤メ、と赤ん坊め話し声ヵご入る。
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祠ソァーカカ＼すカ・な声でし》。てし、る。

射）ソデモ　ソレデモ〉ソエデモ〉ソデモ

Q♪デモ　「「ソレ」状脱落した．，マのね⇔な発音で1まあ・とさなのe

t3♪　アエダドモ　次のことばカご出なののでこう言った。

翰べ・ソカ愉か警め変化。〔γ∂の脱落と促督添加』

榮ジ）二・ソセキ　臼本石ミ由加工特弍会社町内エ場・日本石曲輸送株式会社

　　遠さす。

鰯ンデρマルデ』の変化。ほんとうに，全くというような意味の副詞。

斗の　ソレク、シサ　（匂）それ窺ゼはの変イ乙。

49）アレダが　「危険な石油関係め物ばかり集まってのるのだが’」とさ

　　うような竜r未のこヒば’を言いたカ、つためであろう。

今9）　ンネ　ほんに。ほんとうにの愚。

50）　この迦ジミノン：が　　クレノN“ネーときこえ．るがは・つきりしない。

済）十寸アン　才メァサン〉オメサン〉オメアン。但しこの人のこの蔚だ、

　　けの発音ど思う。

S2）　カガク　〔kagakax〕

s3）カジ〔kλd5の
5の　　クワカ“ク　　（k．W　it3　」し　k　LK）

胎）上．弄う肖防　上越市のう先手呈。

駒長岡　長：岡市消防男。

助　大実　新潟地震（B召和39年6月）め時の石油タンクの火災表さす。

露）マー・リキ　まるっきりの変化。副詞。ラ行音の脱落。ひどくの意｝、

貿）　夕・ソテ　立ママ。他i勧詞＋て。

60）ケドン〔kedo・肌〕。〔γe〕罷みとし，〔xm．o〕の母平群お、とした。

6i）　エウェ　　ヨワイめ変化。ヨワイ〉エワエ〉エウxア〉エウェ。

6の

63）

64）

ダケ　ダスケの「ス汐ぐ旱ロめため脱i平したか，あるDは阪」の無声化

に：よリ　テ…フ。で’iまきこ］しなのカ、。

ノコテ　ノコ・ソテの促音が5肖え，た。

アェ、yク　（動詞）力行五段薦用。アリク〉アイク〉アエク〉アエック．

あるく。動きまわる、
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6・）シ・ガ〔」・’3の（SVL・・＞」・・〉∫・’）・衆関々・

66）アルドモ家に居る人dあるけ》詮どもの熱。

67♪　キユこ　　キューこの言のまぢカミ’の。

68）ンキデ’ホンキデの水の脱i暮ヒ話趣奮説明した。f’一ほんとうに∫まつ

　　たく」とで・も訳すべ’きカ＼。

69）　オガンゲ’才クは普通才グと発音きれる。才カナケレバ’の変化。た

　　またまここで、（Q〔ケも，ミ蜀音イ七コしてし）る。

70）ナン（句）ナラン（ならなの）めラ斌消えた。

7i）　ナランデ’ス＿の次に「「エ」の様な音斌ある。終助詞「nc　B＝　「ヨ」で

　　も言あ、うとしたものカ＼、

7k）撚「ナレテルシトデモ」峯早Wに言ったのであろう。
t3）　アワテンタ“ンネー　直訳すれば’「あわてる古のだ右のねえ，」となろう

　　カ、、

74）カミノ迦名ノ鵜）樋区大字女谷の中の字名。

7tr♪　レ》ゲ＼ソカ　詰薦ぱ「しンケツカン」だ’と言った。ホ、一スのつなぎ

　　9め金属の日嗣だ｝という。㌦門門環4であろうか。消防士である詰；蓄B

　　はこめことば’襲矢。らなの。

％♪モンダ’一一ンネー　諾源‘ま「モノダモノガネー誌であろうカ、。

ワ？）マtsンデし　低い声で発音しマいる。副詞「まるで」の変化．『ほん

　　とうにeひどく・まったく」なビめ意．

78♪　ナカナカ　発音ヵぐは・つきりしな⇔。

79♪アx夕“コテ　ユコ震かすかで短D。〔γ・e）め変化。コテはコトィを語源

　　とする間綬助詞。強調して訴える。全体で「なにtr　」くらのの譜に

　　あた：る。

90＞デ終勘詞。ゾ・ドよりも・丁寧であ凱関西方言バで」ヵぐ入っマ来

　　たものか，それとも「「ぜ㌦ボ変イと、したもめカ、不明である。柏崎地方で

　　ド・デば広く用L＞られる。魚、詔方面はゾ㌔ゼ’である、

9S）　vev一　〔YO；〕　の様にきき，食井搬の高橋夷｝宣氏にただしたろド》一〔do：〕

　　と言ったのだろうと言うこヒであった。ド》司萬蓬慨用水遠たくわえ・

　　るための池ぎ茜う。『塘A斌語掠であろうか。de　ul奇旧弟域でも刈羽郡
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　　内で・もドブと言っている。富必市をで溜弛をドー，東北地方で堰養

　　ド㍉中締郡・騒動鳥取で旧く路の・k戸腱ド㍉宮城・蓮で
　　樋蕊ド㌧と自うときう。〃／）マ“話老Bは同じ物差〔do，〕　と発音す

　　る♂餅狼の臨う。1ボ拝庭のビ。う」と舘。マ鮒勘捧庭出帆芙

　　用のう留弛である。

幼　デネ　（終曲詞）親しい人に丁寧に訴える表現。

83）　コ・ソ与カラ　 ）i｝のう充｝柁によって，　よ1の方力、ら5留試セにフi〈i茎〉＼れることカ、。

84）　：むワ　〔hoこレva〕の変：イ乙。「方’ま」。

8S）ノァーカ　〔nっこka〕　副詞、なみさら，のフぞう。ナオカめ変イ乙。

　　ノザコト（なお・のこと南魚詔郡）ナ才力（新謁県佐渡郡）ナ才カデ

　　（富山）ナ才カイデ（富山）ナオカエ（福井）ナオシカ（長二野）。

86）エy一　〔2こ〕　間投助詞。

87）　～＿　今箏アーと苫うような音斌’きこえる。

S9♪　シモノ　下野。塊名。大掌々谷・：内にある字名。

8の　ソ・ソテ　　ソレデ〉ソンデ〉ソ・．テ。濁音斌’，促音が入ったため蒲音‘

　　イ。した。

90）　メートルの（γ〕音はぼとんと“きこえな。。

9D　．aNV．　不明、

りz♪この部分も早mで分ヵ・りにくの。

93）　メート）レの「トル」はう済え，てt｝てきこえなの。

94）　ヒトオキ　オキは・共通語の㌦中」で田畑原翌予の間けたところ。この

　　集落1ま傾斜地のせまのヒころに叡状颪在しマいるカぐ，家と叡，集落

　　と集落の間にある耕惣淀まくてもや1まり才キとSう．ヒ」・オ舶ま

　　　ひと田原」とで’ぞ，言尺すべごきカ＼。

9S♪　ドン　〔dON〕　｝ごモめ変イ乙」ナれビ嘘」1ミ相当する：接r続動詞。

％）　ナニン「ナニモ」の変イと1。

9「乙♪　　ハニzlン　　　〔』のつ〆Z〕　　才≒萎…豆糞1語e

98）　無　　〔γqdawa〕のようにもきこえる。　ンダドモ（ぞうだけれとこも）

　　の変イるか。才碁糸売詞。「しカ、し」の意。「それにしマも」くらいの慧ト．

9？）　ゴジベこブ　屋号、
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i・・）スゴィ〔…s。・〕すごく．糸舟形と同形樋三三

f・1）ゴンがン〔S。寧N〕ゴンクもンでなC・．虚名海観音」曲来謁

　　との。大鞍谷ノ3喀「中幅」ヵ、ら小字淘硲姥継通・て，字

　　熊谷へ抜けろ亡い道路附述を言う。

102）ヘン　闇討4で’あるバやや「テン」に逝：い様にもきこえる。

1・3）ヘソこの場舗「エン」に旧くきこえる。

log）吸気め音。

醐ア裁ガ「アレガ。のきいまちがえ。
ぎ06）　灘・ソ、ソファ　〔二koそ）走〕S浸）　　：コ　ノ　、ソし・〉：＝）ン、Y37＞　コ㌔ソNソァb　　牙多心知1御言司（タ）連

　　体：形で「：んな一一iの熱。身童〔なもの遠さして軽んじののしつマ：きう。

　　hこんな」より糧末な，品のな⇔ことは、「このっ綬の」αヒめ漣の，「

　　天草本・づ蓼曽イi￥X　es）カぐき告譲臥・厚｝魚・血塊｝3に　「コソツレァーノ」　ヵミある。　ソソ

　　ツプアン’み・ドンツフと体系をなす。

lo7）ネー　〔・nE：〕ときうのカご普通である斌㌧　この場合｛吸乏のである。

？08）はじめ「ツボイ」の様にきのた：状．誌薦にたしかめたところ「スボ’

　　リAであることカぐ分った。Sの発音斌・ばっきりせず〔酒〕の〔Y〕は消

　　えるイ唄向島ある。「「素掘り」とばただ土を堀り除いただけでコンクリ

　　ート等でかこわな噛然のままの池のづ乍肪詰う。

log）ハェx　集落名。語感に隣接する小字名。丁奪に発音す液ば’ハエ．ニ

　　ワである斌普通この様に発音しマいる。ハイ秘匿ヨァーのようにも言う。

lto）　ミシ　　この様にきこkたので・詰滝にたずぬると”ミズb　だと。う。

　　緬ネー｛三才鋤詞で，尿カミ・間題だ，消火用・総不足で樋び・と

　　いう心室。

鮒ドー〔d。，〕う鋤でのべた椥・話齢（荒人）戚糠〕ωつ1〕の様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　へ　　‘（間琶であった鳩青恥ぱ合音で言。ている．か用・k弛稲つ。

　　拝庭集落の上歯にある人造め水辱めための用フk弛。

11・）ハズシ前に禺た「ドー。の・k門を外しマ・腱流し出すこヒ。

縮）この迦以下文鰍がやや乱液マいる。

114）アンガ　シタ　「あんな下」　ヒば集落の下，谷．め底をミ荒れる）i）をさす

　　か。》欠にt「アコ」と指して菖う所もこれであろう。
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119）アし　シソカネー　t「あ》iz　」は・メ＜琶李易ヴ’るこ：とEさ・すので・あろう。

116）ソァー一t～＿、＾「そうで’なけれはも　のような意味の）とば獄’消えている。

1り7）　工・ソホごド　　よぼビ。副詞。よほど長く悼ば’してフkを引いマの竜・。

lf9）燃のようにきこ．えるカミ’ノはっきりしない。
｛19）ロ夏気音

lao）シ：％アーンダンネー　〔∫托∫っ：・ndkX’γ～e：〕　してと凄うeのねえ，。

　　〔郷副gv〔∫齢・）髄・・と思わ樋・走人Aぱ⑳夙下に出
　　マくる様に「シマ夏込野今がウ」など’〔～屍奴〕であるカぐ，青辱である

　　8ぱ東京言吾め景多響力、〔～え（ん。を長母音イ乙しマのる。

フ21）シマウ　〔∫1・ma“L〕のようである。

1・・）癩め部剣Aのことばと壷な。てよくききとれなの．
123）クン　クルンめルぱ諸えているようである。

124ウホ7ト　ホテめ様にもきこ］しる。

12S．）ナンカ　　’ソは短く）かすお＼。

126♪ンーキ　爪ンキ〉ホンーキ〉ンーキ．太気。副詞。ほんとう（z　，

　　全く。

127）ン“デ“副詞。まるて“，ほんとうに，全・く。

1露）　コト＿　ことば’カぐ右つ淑マ・分らなの。

1ユ9♪　コンデ挙ラ　コトダヤラの変イ乙。〔γ）音は：かすか。



　　　　　たてやま　　あいはま
W、千葉県館山市相浜

収録・文字化撫当者加藤信昭



1　地点名　　　　千業系・館山市相浜

2　タイトル　　　 鶏冠海苔の収話蔓

3　録音年月日　　昭和51銅2即2日

4　録音場所　　　館山”申相浜76n1　武：田由蔵三宅

5　話し｝

　　丁　下田　由蔵　　（男）　　大正2年生．まれ　　漁業

　　　　1・魚船ドて．各地を享わ．1＝グ、他所の地でa定住σない。

　　　st反本　勇　（男）　B召孝副ヰ年・生まれ　シ魚業組・合・職．貝

　　　図　武出　政：子　　（女）　　大正9年生｝牲　　無職

　　　　田蕨晦妻．お添票子を持。て承て、途三一額・加わ。ア・，

　　　K　武囮命三郎　　（男）　昭和u年生まれ　教員（司会靖）

　録音環境
　　　収録陪武田由蔵氏宅a居間（十一畳m畳間）で行われ存。夕食時

　　1：か・か・．アゴ＝あ、多ケでれらa雑音も入，1：＄うであろ。

　　収録地点の旧観・収録しアこ方さa特・色硲ど1：ついて路、『方言談話

　貿料（∫）diを参照，。
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鶏冠海苔a収穫

話しチ

（嚇）

丁
S

K

　（氏名）

武田　由蕨

坂本　勇

武田政子
武田回申郎

（性：）

田
刀
舅
揮

女
男

　（生　年）

大正2年生まれ

昭才ロ14年生菱れ

大正8年生まれ

昭和日年生3れ

K　ンデ　ァイカノー　アノー

　　’て”　　あれかねえ　　　あのう

　　トレンノカイ。

　　・TSLれるのかい。

s　ウン

　　うん

T

s

T

トサ’カッナユーノワ　イツモーイマゴロ

窯息冠；海苔というaiifZ　　いつも　い番こう

マ　コイカラ　サ牛ダデオー。・
∈真　　　　これか、こフ　　　　　　先　ア＝“よ　。

マー

ひあ

トラレルッチューノワ

才来られるとし、うの｝笹

ゴガツダツペナ。

五月・7ゴろうtal。

キュネンワ　　　“

　去年痔　　k月まで

デ　　クミ　アイガ

で’　紅し冶＼が’

タイタイ　ヨケー
ブこいし、アこし・　　　♪尺し均

フ・ソチ・ヤガルッテ闇

　打ち上がって

ヤツ／ぐワ　シカツカナ

やi7？　四月かで’

シチカツマテ イtソタカンノー。

いっlcからねえ。

アノ　ダレデモ

　　　アゴれも

シガッノ　カ
　　　　
四月か

ハジノタノワ　クミァィガ　ァンデ　ジェイセン

始cl・L）・T・のは　組合が　あれで　自営船

一100一



s

T

／凱1∵∵ツ（S
ゴがツツイタチカラダッペ。

五月一とヨ　カ、ら1ご’ろう。

ウン　ダカラ　キョネンノ

うん・　アゴから　 去年の

ア刀ツテ

上がって

ダッケン

7i【すれと“

（り

イネァデ

い芽い

アンター

あれだ

鶉ン） ゴガツダッタカイ

サン　ホーノ　クミアイ　ミァ　アノ

の　　方の　　組合　　見て

トカ　ゴワトカッ：ア　ケテァッタナー。
　　　ゴワとか　　五：和とか　　　　書いてあっア、なあ。

シテ　ミタトロ　ァンダプー　ヤ・ソバゾ

して　 みτ：ところ　あれτゴで♂・ろ　　やつ1プリ

ナルト　ドンドン　アガッテルノー。

丁♂，ると　 と“んと“ん．　　上力ずつているねえ。

　“（3）

モクソガ　センモンダカラサー　アンデ
♪替　ワかぐ　　　専　P弓　’τこ“ウ、らさあ　　　　　あれて・’

ヒョーチャク　　チコ．一ノワ　　キカネッタナー

5票着　　　　　というグll’IF　　聞b、で♂カ、っ1二でIFあ。

ダカラ　モグソセンガ　ゴジュ・ソペモ

1：“から　ラ替り舟合が・　　　．五†杯も

ンデ　ソノ　ナカマワ　ヤ・ソバソ　オッカト
てt’ @　　その　　　イ、ヤF謁ヒさ　　　やつt手．ワ　　　女Z考と

　　　アンデワ

　　　f♂1こ一ZI“IIF

（∵；の

ハ　アノー　トサッカノ

i1；　あのう　鶏冠海苔の

　　s　　　h

シガツワ　モー　イクラモ

四月ゆ　　　　　幾らも

ニゴガツ　　ロクガツタ“カンノー。

五月　　六月アニ“からね．え。

　　　　ホンバノ　アマク

　　　　本場の　天草
　　　　　　　　　　　（2）
アンシタッケナ　　・イツワ
　　　　　　　　　　イツワ
なんといっアこか？　　　五つ和

　ホノ　クミアイデ　アレ

　その　組合で　　あれ

　ニガ・／　　サ，ンガツニ

　ニ月　　三々に

ダッケン　マー　ムコーワ

7ごけれど　iあ　向う17

　マー　フツーノ　ブ
　　　　　　　　　×
　莇　三島の

　　。　ムコーワナー

　　　　向う擦ねえ。

ロクジュ、ソペモ．アルンダヨ。

　ナ＼すネ不毛　 あるん？＝“」二。

　　　アンダッペプ

　　　あれ了ゴろうな

一101一



s

T

s

オヤジト　：コイラン　ァノー
あ
・予主と　　ここいらの　　あめ

アンダ、ソタナー　　イチバン

あれガ。丁ゴ♂あ　　一番

ダッタカナー　セン　セン

丁ゴ’っで＝か獄あ　　　　　千

ア・ソタッタナー．

あっ仁で♂あ。

ヤ・ソバソ　コノ　シンノ　ホーガ　ホントワ

や12り　　こa　　新a　　方Ot・　　本当呼

タカラ　タケヤデ才一。　ダカラ　イマ

だウ・ら　高価ブ与。　　　だか・ら　いぴ

　　　　　　　　（4）
（S　ウン）カノーガ　ハナシプワ　方ンカ

　　　　　　カロ翁々グ｝　　　　話　　てい1唇　　　　　す（ヂにカ＼

ソノー　ゼヒ　ホシダッア　イマノ　ヤツか

そのう　是非　欲い・んた’』て　い矛の　品が

カい／テ　デ伽ナクレッナ　ユーゴトダ、ソケンノ

買って　　おいてぐれつて　　　 し・うことアビ1ナどねS

クレガ　　アルカ　　ワケワカラネーシ　　ダカラ

くらいウく’あそ）ヵ、　　　？っウ、らtxt、し　　　　ア：“’む、ら

ヤス子ノ　ツケテァンデ不ンカナー。

下値ゲつ脈あ勧で方、・めカ・・緬．

デ　　コトシワ　　アしカイ　　ヤ、ソバヲ

で今年痔　あれかい　や呼ワ

カイ。　アンデ’　マダ　ヤソテッチよ一

ヵ、し、・　　2うれマt’　　葦tニーt　やワ7』：L、といウ

　　　　　　　　　　　　一102一

　モグッテンダッペグンノ。キョネンワ

　潜。ているんズろうげどね．。　　　去卑口

タカネガ　セン　午ロ　セン　イクラ
　　　　　ズズメ

高値が・テキロテいくら
ニジユー　ナンエンナユーノカ

ニー十　　　　　イ可円というク｝ヵく’

　　タケンデネンヵノー。

　　高価なのじ油㌔＝いかね；し。

干ノー　キータラノ　
H乍　冒　　　　　　聞　し、7＝＝　こフね

アンタッナオpt

あれア∴マ♂

（∫ウン）　夕“カラ
　　L．tVXA／

　　　　　　だむ・ら

マリョーガドノ
夢　水揚1ブが’　どの

マー一　イチオー

。あ　　一汎・

　　　　くの
イッペダケシカ　　ヤラセ不ン

　秤アゴけしウ・　　やらせ与’い《

　　ニングンイルミタイダデ。

　　人毘，　　いう’うだが。



T

S

T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
ウーン　ダカラノ　アレワ　ァノー　コノァイダ　マー　サン㌔幽

ううん　でゴからね　あれσ　あめう　　こめ聞　　奮あ　三共

アタジモ　ヤラシテ　クレッチューシ。　ダカラ　コレオ’　ドー

喉ダと”£　　　やらぜて　　　くれというし。　　　　7’ゴかこフ　　こ暮’を　　　とt“う

シタラ　イーカッナユコトデ　ヤッパシ　モンダイガ　アソクしケン。

しτ＝ら　　　」いむ・ということて’一　　　　やi一？り　　　　潤弓題ヵぐ　あっT：m1：“けと㌦

　　　　の
コェンキョ　アンカモ　ヤィタ　キョネン　ヤィタガップタヨナー。
　　　　　　　　　　メズズズメ
・／・隠居　・議・・も　・・…J・7：　去年　やりで・がってい1・よ似e

ダカ　コンデ　マッパイ　アレ．カ　アマソ　キ、ソナヤッナヨー　ヒロー

価’らこれで噛や剛　　　　あ劉　 ‡砺てけ・て　拾う

ニンゲンノヤッガ　スクナウナッテウカノー。

K・r£・b“　　　少・r〈佑てし勃からねk．

工一　ダカラ　アマンナカマガアイノハマワ　ホーデモネ・ソケン

え，え　7ゴから　　〉毎女めイ中Pat「］が’　　才目メ兵13　　そうて“もでどいけと“

）～～・メラガ　　イ・ソコー　　キビガワワダぞ一。　　イッペ　　ヤンニモ

　　布良が　一向　　 恐ろしい浮どズチ。　　一秤一　やるにも

やレ　ワレワレガ　 トンノガ　ネノ。　ダケ　アマシッタ・ソテ

やれ　われわれが　搾るのがで♂いの。　けれど　海女1＝しても

フネ　モッテ　イ・ソテモグル　アマ・ソナユーノワ　タッタ　オノ

船　 毛って　　し1って）替る　　　 メ毎・女というal｝　 1：っT：　あf♂ブこ

ナンベ　エート　シヘシカ　ネッチャデォー。　ホンデ　オノζ

何才不　　ええと．　四挙不しか　　で’いそうアゴ達。　　　それて“　あ穿∫・

シヘ　ヨこンノ　ヨンケンノ　ウミデモ　アルプシプ。　ダカラ
　　　ズズズズ　メ×〉ご》ζ

　　　四人の　四孕物　　海で’も　あ碍い輿．　尚・ら

ソー　ユー　トコロガ　ドーモ　アンダヨ　ヤ、ソバジ　アマサン

そう　　し・う　　ところが’　　どう毛　　あれτゴよ　　やビ？ラ　　　》毎女さんノ
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アマサン・ソテ　アマサンバリ

5毎一女’さKノといって海女5人ノIIF“かf］

コラ　ヤ、ソノぐり

こju　17やぼり

s　コンテ

　　　これで

　　ソバワ

　　　ところ陪

　　ノー。

　　　ねえ。

丁　エー

　　　ええ

　　ターヵ

　　外。・

　　tr　z

　　けど毛

　　ぺ

マスイヨノーe

葦ず9いね一え。

りい　　　　　 ヘユ　

アーンニ

夫亭に

シテルヨダ㌧ケンノー

している」：うT：’【すど’

ヤ・ソバソ　センスイフト　アイカイ　アマト

やi釣　　潜水犬と　　あれか・・　海女璽と

スイセンワ　ヤッパ　アラマシ　オナジン

　水婁或■7　　やi－E；ワ　おおb・　1：　　同じ’に

　　　グイタイ　イマ　ナンノートルダッケナー

　　　ア∴・ア・い　v　ii’　何〉一yiレT・“っけで晒

　　　　　　　　　　　　ぐの
　　　　ジューサンノ（一夕一　　センナユート：ユデ

　　　　　ナ三．ノーター　　　　　　　　　　・線と　し・うことて一t

　　　イマー　ジューサン／一ター　オキープット

　　　い才　　　ナ三／一ター　　　　沖ド出ると

　　　ダカラ　シgが　ハエカラ　ヤッパソ　アノ

でしの丁ご鱈　潮が’早・・から　切初

ホーカラ　　ナダエ　　ナダエ．ト　　セワメノレンノー。デ’

方から　　灘．ヘ　 ラ難へと　　攻めるしね一；し．　で’

ジブンヒ1リデモップ　カセグベ　シタ、ソテ

　自・分㌧　一、んで’　　　　　　　　　孝泉こうと　　　しで二つ　て

イ、ソテユー　ワケデワネダカラサ．　マー

　し・し・とし、）　　 わilて一11｝te一し・のlt’o、こフき．　　窪あ

マー@　アングッナユート　ケッ干ヨクワ　　アンダ

手あ　　で∫メ）τざ’とし・うと　　　　糸吉鷹ラ｛｝　　　　あれ丁ご亀

　モクル

　潜る

ナッテヤウンカ

で，ドって　し巷う‘mむ、

ジューサンノー

　す三ノに

キノテ　アンダ

き、ダ）て　 あうんノτこい

　へ　　　　　　　　　　い

　ンヨカ　 ／＼エツ

　♪草月ウぐ　　早い

　オイ　オイノ
　×xY
　　　　シ抽

　　アマダ1＞タ、ソ9．ソテ

　　　5毎女アFこ“一て

　アマダケ　イベ
　海女・f：“け　，奥けれ｛ガ

イママデノヨニコしか

し・浄｛｝で一a訴うに　 こ矛しび

　　　カンダ　　シ、ソタ

　　　」れrゴ’　　とし、フT：
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タ・ソテ　ヤ・ソバソブ　ソP一ズブ　ネバ　 ソレ　ト・ソタ　ホーヵ“

　フて　　 や1菩りさ　　　メ魚b〈’　fゴげれギゴそれ　 採っτこ　方かぐ

イ・ソテユー　　コト＝　　ナレバ　　ミンナ　　トワタウ　ナッチャウニンノー。

よいとい）　　　ことi：　　　ア♂7れ（2v　　み人ノで∫　　　芋米iJ　1こく　　「xってしiうし伶えノ。

ソレアマーヒトリジノンサレテモコマンノタヨ。マ
それを5毎女。ぐ　　一／〈占thに　　　されても　　　困ろmf；“　＄，　　　釜

コトジワ　アングッペ，オ闇一　マスコジ　アンダカラ　ヤクインデモ

／努二年i？i　　あAブニ亀㌧ろうチ　　　 tう1グし　　 あれ1；“p．こフ　　　f受員　て一t

ナカマテ五　マー　マイッペヤ・ソタラ　イ・ソペアンカテユー
イ申P，t］て“「し　　歪あ　　 ・しう一イ千　 やフブこら　　 し・し・1ゴろうとし、う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
ヒトモー　イルシノ。　　（S　　　　　）　　コナィグ　クマジロラが

人毛　いるけどね。　　　　　　」a間　熊♪脚ら・ぐ

キテ　ァノー　ソノー　マー　アしか　ヤンダッチユーヨナ
三一て　あm）　　 そAう　　　　　　 あ2ノしむぐ　 やイ〉ん7・ごとし・う”うでポ

　θの

～砿霧：と1瑠∴：／51の菰隣ブ

ソ蘇ガぢ1∵1陀の奪だ煕：∴㌃

キ薪：。望（5㌃）gmss㌫認番1瓢毛縞

フ’プ　スガタデ　毛・ワf　オメラ　ハナシ　毛ッテ　コアウテワ

’うて（F　すわぐ1こで　 毛って　　　　　　　 苫舌　　　もフマ　　こt、デ〈てド3
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s

T

S

丁

才コニ　　タノマイクカラ、ソナユ　　ハプシデワ　　：コレワ　コトワルヨカ

　健｝1：　　 票頁渉れブ＝O・らという　　　　 言舌て・1ぴ　　　 これ1？　　断わるまか・

ド漏∴∵1二徽て∵∴漏三）窺毒∵

ハー @ジモトノ　ヒトタチも　ヤイベッテ諏一　ヨナ　ヒトガ

　モう　去¢元a　　／〈『rこちも　　やろうという　　　ような　／く一かぐ

　　　　　　　　　　　ω

イ∴忽娠：∵1∴∵惇∴∵款訳5紛

ヒマン　ナしバ　ヤ・ソダ・一ペ　アレスレバ　ソヨー，ガ1アレパノ’。

昨気に　一守れ1ボ　やろアこ“ろ）と　あれす牲1ゴ　 漁かぐ　　あれtゴね之。

トヴカが湿気　オ丑エバヤンダッペオ。
　実島1冠・ノぐ　　し・し・te一と　　思えilヂ’　　やる人ノ1：一ろうチ。

ハー@　アラマシ　　イー　　ワワーガ　　ワカ　　ワカィカンノー．＿
　　　　　　　　　　　　　　　　メズ宅）　アゴいブこい　いい　悪．・が・　　　　わかるウ・らね丸。

＿オサ　キョネンワ　スッパリ　アレグ、ソタノー　ヤンド毛二

　　　　　　　　　　　　　　　　　そ）さ　去年痔　　完必に　　　　　　　　野郎共に

ヤラレナヤ・vタノー。

　やられてし匪，1：ねak。

ウーン　ウンメッタヨノ、

　フフん、　よ．チだ㌧て；ね之．。

イ・ソセン　イッセンカラ　イッセンゴヒャクマン　グライ　ゴロッ
メメズズズ　

　一手　　 一テから　　　一チ五百万　　　　ぐらい　五六

ピャクマンアゲタ・ソペヨナー。　イッセンゴロッピャクマン

　百　万　　　　　揚幾ブアニ1こ“ろう♂ねえ，e　　　　一千五・六百　刀

グライ　アゲテルカンノー．　ホンデ　ハンブンワケダモン

　〈“らい　　手易【ブているか・らねえ，．　　それで1　　半ノ分一わけτ二の1』ビもグ・
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ナプヒャクゴジューマン　トッチマッダダモノオー。　ホンデ

　ーヒ’百五ナ万　　　　　　　　 取ってし矛っアこあτビ毛の。　　　　　それ’て尋魯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（f2）
アングツペ　アイゲ1一　　　　　　　　　　オヵマ　オカマーワンネアノー　オーヵマ・一
　　　　　　　　　　メズメメズ
あれア・“ろう　　あれ．ド　　　　　　　　　岡回ワマ“fボい　　　　　　　lt，1　回　リ

ヲ、ソチューカナー　ソノー　アノー　フネー一　ノッチ1し　ノワコン

　というaカ・でゴあ　　　そmう　　あaう　　’舟分に　　 iilE．っている　　 クぎりen

ゲワ　イクラ　ナナセンェントカ　ハッセントヵノ　アンダレ：残デヤー

ラ旨［｝　 L、くtフ　　　k　千F『　とb＼　　　　／＼｛一 ヒO、の

（s奏嘉㌃烈）奏寿ご乳・

ダ刀ラ　ナナセンエンカラハッセンエンダ、ソペ

アゴから　七千円から　　八千円だろう

イチマンゴセンエンダデ3

一万五チ円たしからよ　　　一万五千円で

ヤヅタッタ、ソテ　ヒャクゴジョーマング、ソペ。

やつブこフて　　　　百五十万アごろう。

ワケニワ　イガネや

わけ｛・σ　いかで’いや

テ　ヤラネッチューf

マ　やら†♂いというと

サイショワノ　モー

最ネ刀 【1ね　　 もう

トサッカ　ヤッテ

鶏冠　　や。て

あれ君っていり

ζ∫毒；）

フタリ　タノ、メ／・ご

二人　 頼め1ガ

　　　　イチマンゴセンエンデエヒャクニナ

　　　　　　　　　　　　　　え　百日

　　　　　　　　　　　　∫イー　モーケ　　　　　　　　　　　C
　　　　　　　　　　　　　　し・し、　 毛，う｛ナ

　　　　　　　　　　コトシワ　不一ユー

　　　　　　　　　　今年17　　 そうし・う

　　チa一ド　アンダオ『。　マ　ワレワレモ

　　ち｝うど　　あれ君よ。　　ま　われわれも

　コレヤッテ　チa一ド　コンナモン　ヤッテ

　これやって　　　　’ち｝うど’　　　こんナ♂もa　　　やって

チョード　クミアイ　ジェー　ヤッタラ

ち。うど　組合　館　 や。7二ら
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s

ソンシテマッタ　アンカチュー　ヨデワ　ショーガネカラト

　損して　し矛っ7㌔　　　喉ダん、b、という　　　　盛うて“13　　し9うが『rd’いe、らと

オモ，ッテ　マー　ソーユー　グウェニ　ヤッテ　ミタ．ングッケン．

　思って　　誹あ　 そういう　　，具合に　 やって　　みτこめτゴけ才曳と“。

ヤッパイ　アンダノー。　ハジノテン　ニンゲンワ　マ　ヤΨテ

やt7り　　あれ7ゴね．え．　e　　　初‘めてめ　　　／ペー蓬ノ1び　　 ま

アケテミネバ　ワカラネッケン　ンナノ丑　ウンマク　イグト

閉けてみなけれ・ゴわから恥〔ナれど　　　　う菰　　・・ぐと

ケッコー　ボロモーケ　スノしノー　ヤ、ソパイノ。

〔す7こう　　 1手”ろ儲乙プ　　　了るね乏ノ　　やつ！li・　e・ノね雌

ボ：ロモーケ　スルノー。

｛7“ろ儲け　　了’うねえ。

ウン。

うん．

ダッケン　ヤツワノ　ダカラ　キッ1　ハー　アンダカラオ

1；“1－tど　　　f女■1？ね　　　　τゴかこ7　　　ξキつと　　　　2う　　　あれてゴから

ハジメノウチワノ　ニ・γトーガ　イクラデ　キメタワケダグオ

ネ刀めのうち1’3しね　　　　 日　当　bx“　　　いくらて“　　　Pk、め7』＝わけでゴよ

ノソクミインガ　イッコ　サンゼンェンダカ　ゴセンエンダカデ
　豪糸且員　ウぐ　　　　　　一イ固　　　　　三．　千　円　　τご「か、　　　　　　五　千　円　 ブご’ρ＼で’

キメテサ　ホンデ　モグワガ　ア　モグソガ　イチマンエン
　　　　　　　　クく　ズ　ズ　　　　　　　　　　　メ　決あてf　それで　　〉替りが　　　 潜りが・　　一万IE］

ホィカラ　エ　毛グワガ　イチマンエン　フネガ　イクラカナー

それから　え　　♪替りウぐ　　　一万Fヲ　　　　船が　　 いくらがず♂臨あ

キ、メテ　ヤッタッケン。　ハ　ホノ　シゴニチ　ヤ。／テミタラ

沃・めて　 や「丁こしすと”。　　　tう　そ・ハ　　四・．五．W　　やってヴ努1：こフ
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K

T

工　〕ラ　トテモー　コンナノ、ソテユー　ワケデ　ノ＼一　ウミ　ミー

え　これ17　とても　　こん、ア♂で＋（2；という　　　dっ｛すで　 もう　　メ毎’　　見に

　　（13＞

ミテマッテデテ　ヨジ　コンデワ　コンナ　モンデワソンシチャウ

見てし乳ておいて　よし　　これでゆ　　こん亨　　ものでσ　損しマし渉う

カ∴∵ギ∴斯∴工・cs∵）㌃τイ

∴㌶二蒙∴∴∫∫・cs∵）了』∵㌶
　　　　　　　　　　（i4）
アンタ＼ソテオ　スノサキアLカ　スゲッテオーe　ウンスノサキン

あ幻∴U　州の吟Vkb・すご四η．　うん州繭・
クミアイチョーーワ　トサッカデモッテ　ウミガマッカダヨ

組息長σ　　　鶏冠でも。て　海が　真赤1・“　S

アンカ　ユsソテラ　ハツノ＼ッハッ…・一一。　〔笑）　ホー　コラ　シッケ

で∫んずフ’と　し、っマ’いるe　　【7ワ1？っt－2フ　・・…　。　　　　　　［7う　 これ1つ二　　とノしう

モケン　ナラネシッテラ。

し」う毛　　aL（ドいと　し、っぞいる。

アニ　アしカイ　シッケモケン　ナラネッチューノワ　トサッカガ
t（ド［二　2）fヘカ＼し・　　とS’うし」二う毛　　　「，ダし、とし、うai｝　　　　　実鳥’冠力く’

イッペダト　アンカイ　ホカガtt・・一

　5ノ疋．山ブニ“と　　　あれカ、し・　　　イ也ウぐ’・一・。

トサッカガ　 トサッカガ　ハエiLッテユー　 コトワ　インカ“

　鶏冠be　　　実葛冠bN“　　　生之るとし、う　　　 こと｛？　　磯。ぐ

アレ1しッチュー　コトダォ曹。

荒れるという　　　ことア♂さ。
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K

s

丁

K

T

K

s

K

s

K

アー　アしンノカイ。

ああ　荒れるあかい。

ホカノ　カイソーガ　コンダノ。

他あ　　海藻が　 令捜：σ毎。

ハエナウ　ナッチ・ヤウカラ。

生えで’〈　穿つマし手つから。

アー。

ああ。

ホカ／　　カイソーガ　　ハエナイ。　　ホンデ　　ア／　　アワビヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　

ノく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　メ
他め　 海藻が　　生え亨い。　それで　あの　乾博

アワビヤ　カジノオ醤　ク、ソテル　ワケダかラ　ンデソノ

飽σ　鵜艦食。マ・・る掬飾・ら

ナウナ・ソチャッテ　トサッカガ　ヘチャウグカラ。

　ア’ぐで♂っマし｝って　　　集ら冠ウぐ　　　生えてし夢うの丁ビから．

　　　　　　　　　　　　　　　ケバソ　：す・ソキーテモ

　　　　　　　　　　　　　　　貝1勃・ワ　大きくマも

タカラ・キョネンノ　ァワビァンヵ

だから　去年Ut　　飽vんか

ナカミガチッサコーテサe
VVvXVt’NvtVV－VV”V’VV

中身が’

ハツハ・〉ハツt一＋t一．（笑）

1？っゆっ口、・…　。

サ・ソパリ　　ソヨガ　　不グテオ朝。

さっぱワ　漁ゲ　ないが与。

ア　ァしネ　ァノ　ケト　ァノ

あ　あれね　 あm　　貝と　　あク。

カジ／ガ

鵠聯が・

ナカミチューノワ　ダイタイ

　中身　と　し・うのに3・　　　　アご蒐いτこい
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s

丁

K

丁

K

T

イッショニ　オッキュー　ナンデネンカイ。

一縮に　　　夫きく　　　なるのでゴヅいめがいe

イエ　ダカラ　オッi＝一　ナッテモサ　ヤセチャウグデ　コンダ
いえ　ブゴから　　大3く　　　　で，ヂっτもさ　　　ソ吏・せてし＃うa　1：”　iんど’

／　一一P一　．，．一

　　　　e
ね之一・・．

ミガ　m一ヨー

身が栄義

アー　ソーカ．

ああ　そうe・e

二一ヨ　エーヨ
メ×メメx

　　　　栄、養

ンtソチョーニ　　ナッチャウグデ．

失5｝訂　iこ　　　　　“t一（ヂつてし渉うのτ二”。

エーヨシッチョー二

　失調i：

オ　オーキナ　アワビダナート
×

　　夫き亨　　葎包τご9亨あと

　　　　　　　　　　（IS）
モ1ソテ　キテ　イレタラ　コー

才寄って　 きて　 ／＼＿れτこら

クワンネ，ソア幽オー。

／食ニベられ’f”（ヂいってよ。

アワ／＼　ナル木ドネーe

あっ1？　　亨るi7どね。

ホンデ　　ァィガ　　シラハマデワ

それで’　あれかご　　白シ兵で1才

S　a一

ノ
あ
ソ
そ

一
ア
マ

　
し

、
ン

’
ア
㌔

グ
衣

サ匁ノ
境en

トッタワ

揖。ア・嬬

　　　ナ・ソチャッテ’サ。　　ダカラ

　　　↑’ってし誹，てさ。　　　丁ごから

オモッテ　ウチエ　モッテ千タラ

思，て　家へ　K．て　きτ・；

チーチャッコー　ナッテヤッテ

J・ごく　　　　t、ヂってし手、て

　　　　サ　　ア／　　アワビ’ブネオ　　　オロ

　　　　さ　あa　　　魚乞三一を　　　おろ

｝コwノアワビオコーマト・ソタ
ところen　　　庫乞を　　　こう　　孝　　？＊っ1ニ

イtソケン　ソラ　エーヨシッチs一ダ
よし、【プ≠失と“　　　　そ　ら　　　　　　栄／養　矢ξ周　　τこ“
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モン9カラ　ショーガネカラ　ソノ　アノ　アワビ刀一　コング

もaでゴから　どうしあもで、ら、めでs　そ必　　あa　　（飽を　　　こんど

アノ　モクノ　ァノし

あめ　モクen　ある

（κ1∴）李濡

（k∵ご）㌃きセ

ホーsソトノ　／＼一　アノー

トコエト　モッテッア　ウッチャ・〉タグデオ、

　　へところへ　 ：持って行って　捨ママしうっ社顔τ♂♂。

　　　ヤい／パ　　カイフク　　シタ、ソテォ。

　　　や1？ワ　　直1ア笈　　　しす＝ってよ。

　　　な∴∫。・（k弥）

こ一ヨ
　
こ

チ
ーツ
調

シ
矢
∋
養
【
巣
リ

エ

アワビノ　アノ　ミセー　テオ

飽の　　　　身1：　手を

ボッテ　ヘーンダッチューカラ

1｛ヂって　　入るんT＝”ってし・うb、ら

）一

こう

ウン

うん

ツッコムト

突，こ砒

チュート　チーチャッコー　ナッチャッテノ

と　　　　　∫j、さく　　　　　丸ドブてし葦っ7ね

K　アンデ

　　亨んで

T　ングカラ
vv’vvrtvv

ンヨカ

潮が

　ウン。

　　うん。

トサッカが

鶏冠が

イソガ

ダ1ソペヨナー、

1＝“ろう」：芽あ。

ナイトノー

Vうとね

　テガ　ズボズ

　チが’　ず冨ず’

ホッデノ　　ハーノ　ユデルッ

そう可るとね　　 もうね　 羅うて’しる

　　カンネッテ。　ニが艮ウテ。

　／変：べられ↑♂む》，τ二と．苦くて。

ホンナン　フ工タンカノー。

そんで，ドに　　グ直えτ＝Aかわ．之，。

　　　　　アレタカラダッペオ。　イソガ　アレア
　磯’右ぐ　　　荒れマ』＝か、こフτぜろうよ。　　　　　／窃くこ汐ぐ　　 荒れρて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
ヒャッケ　　センネンカイ。　　ダ＼．ケン　　タカベワ　　イッタ

冷τ二い　　せいでて∫い酌・し・，　でゴけど　　鯖σ　　よか，もん

　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　タカベワ　カンケが不．　ハ・ソ・＼・〉ハ・ソ・一

　　　　く鮪蒔　　関像が↑’い．　口。臨1㌫・
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カンケガ　ネッタグン　アングン　シラネッケン　ホカ／　アンダ

関係び　　亨か．社ρだウ・　与んだゲ　　知ら↑♂し・けど　　他の　　　あれτ＝“

モン／一　サカナアンカ　ソノ　カラキシ　ホンダカラ　アジワ
も〃へ　　　　餐、ず♂んカ、　　　　　　カ・らきし　　それ／：“b・ら　　鯵1び

イネシサ．　アト　コザカナガ　イッヒ㌧モ　イネッペ。　グカラ

・町いけ．あと　・ト魚ρ・　一匹毛　い・み市噛ろう．だから

オングカ　ヘータィカラ　ケッテ　キタトキ　ァンダンネカ　アノ

私毘が兵隊から　帰・て来篤きあれ御か・τ…勧
　　（17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18♪

メラゼカラ　ァッチー1一　イ・ソコ　サンメハヂ／　アジツソデ

布良瀬から　あゲらへと　一向　 三三接ぎめ　：鯵釣ワで亀

モ・ソア　ベ・ソタワ　シテヤ・ソタッタプオー。　ホンタ“カラ　ホノ

もって　　（ごっで＝ワ　　してし手っ1こね之．。　　　　それブビから　　そA

lt；　アジワ　ハー　イ・ソヒe一モ　イネグカラ　アジッワンモンが

　　　鯵薩　もう　一匠毛　いい・のだから鯵釣‘ノ扁が’

ハ　　ナンギ　　シチャッテラデ」。　ホンダカラ　　コンデ　アンタ：レパォ

　　難プ叛　　してし矛っていろ9e　　それてゴから　　これて“　あれ1♂ろう、み

や・ソバソ　ソーユ～　ソノー　トサ・ソカガ　フエタッテユー　コト

や聖｝ワ　　　そうし・う　　　そ・グ、う　　　　窯馬弓 むく・ @　　ダ直之でこってし、’）　　　こ＿と

ワスイオンノカイソユーノガワソノカアアルイワマタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ｛？　　　　71〈　温　a　　　　　　　β毎　♪乱　、グ｝0ぐ・　　　　　　忌　し、mb、　　　　　　　　　ある　し・t1　　　　孝τこ

コーがイ　カンケイナ／カノー　ワケ’ワカラネッケン。コナイダソ

広害　　関係写のかねん　　理由がわヵ・らすみ・けど。　こめ間の

アングデオ　シンブン　ミテタラ　トーグイノ　アノ　サカナノ
あれて二“よ　　　　　孝f〒　聞　　　　　是，マいて＝ら　　　　）家メこ　〃～　　　　　　あ〃へ　　　　（魚　の

ハカセノ　アンデワ　トー千ヨーワンワ　マー　モトドーソニ

樗：土m　あれて・ll　　東京湾1？　　季あ　一画t／に
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K
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K
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T

s

∵∵／ilて，∵訪（k篇

キレン　 ナ、ソタ、ソテユー　／＼ナシク栖ノー一。

（キれし・1二　†♂っ’1＝とし・う　　　　 彦言1：’ねえ＿。

ダカラ　アサリモ　マタ　ハマグワそ

で二’」から　：浅’瞬りも　　暑τ＝　　蛤も

ペ　アンカ　シッテーケン　グケン

ろり　f♂どと　　いっT＝けど’　　でゴ【ナと“

パ才一　フエベシッタッタ、ソテ　アイか

ろう＄　　殖之」：うとしτ二って　　　　　　あれ・かぐ

デヤッパイアイカイイサムサンナ〉カアノ
で　や（？f？　　あれがい　　勇て↑ん・t，Pんひ　　　あa

ト’サカ　ヤ、ソテンノカイ。

鶏冠や・て・・勧かい。

ダカラノ　キョネンノ　ミズァゲワノー，　エート

でゴからね　 去年め　　　オく才易け’L’1まね・久，。　　ええと

ニセンマンカイ　トサカデ　イチワソ　テスーソヨ

　ニチ万かい　　鶏冠で・　一劉　　手数料

ワケダデ　（kホーホー）　　トサカデ　ニヒャク

わけだて・　　　　　　鶏冠て・　二百

ダデ．

てゴて㌦

ダカラ　　キョネンノ　Z2tz，
1二いから　去年め　　　あれ丁ゴねえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ血立　ヰヨネンノ　　トサカが　アンデ　不パ　オ／

τゴから　去年め　　　鶏冠が　あれて“　炉寸繭ずあで♂τ・

一1！4一

論）r義亀儒l19

　オ鵯ンモリ　フエテ　クンダン

　沢山　　　グ直えて　くろんア＝“

ウノζタテテマウカラ　アンタッ

埋あ立1てしあから　あれズ

　　ナウナッチマウベノー，

　　丸ダ〈でゴフてし渉うT：“ろうねえ。

クミアィデ

組合で・

Fサカデニ
　　　　　メズ
鶏冠で’

モラッタ

もら，τこ

ニヒャクマン

ニ石万

クミアイワ

組創享



丁

s

T

翻’忌了∴ζ．デ・（kl縞）

デ　デ　ワヨーホデ　モッテ　トツ’ッカノ　ブエガネ　ヨンヒャク

でゴから　 両2アて“　　　も，て　　 鶏冠a　　　歩ノS　ij〈・　　　W百

プンマンッア　イッテ［しべヨ。

イ『アフアと　　　　　し、ってし、るマ』ご馳ろうよ。　・

ウンチ3一ド　オラホガオラPtト　シショト　オナジグレ
　　　　　　　メメメ　メメメ
うん！　 ちょうとt一　　うちan方むぐ　うちa方と　 支？fyと　　 ｛e3じでia一

アがッタカラプ。
揚ヵぐフてアこ汐・らてヤ。

》グかう木オアアンデジエーガヨンヒャクヨンヒャフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　ウく　ズ　ズ　ズ

1：一から　厚お　　 あれて・　自営力ぐ　 N百　　四百

マン・紮蟻2サンビャクキi一ジx一ナンマンh一
万。　三百　　三百　　　九ナ何万　　　九
ジューゴマンカ　ヘー、テッカンノー。　テヨード　アンデ　アンダオ

す五Z　 カ、　　　　　　入一7ているb＼らねえ　e　　　　　ちsう　と11　　　あれてい　　あれτゴよ

トサッカノ　リエキダケデ　モッテ　キューヒャクマンカラ

鶏冠め　　刹益で＝・けで　も。て　　九石万から

イ、ソアンノー。　ホシット　ソヨージノ　ミズァゲガ　キョネンワ

い。ていうねえ。　そう了ると　　漁師の　　水揚げが　去年σ

イクラダッタ　プ、委π息　イチオク　イッセンマン　グレシヵ

いぐら葛で・　一億　　一億　　一千万　　ぐらいしカ・

厭∴le轍認りイ端忽な∴マンダ
カラ　ヨンブゴソン　ト、ソタ“，タ、ソテ　ヨン　ヨンブ　　ゴ’ヒャク

　　　　　　　　　　　　　　　　メズズ
から　四・分五厘，　　　均又っT＝って　　　四　　四／vx　　　五百
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マンダデヤ。　デ　トサカッテ

　Z「　て二“よ　e　　　　　て“

オッキッタオ隔一。

　：たきかっT：訴。

ホう　アニ　アノ　ポジ　ホスンカイ。
　　　　　　　　　メズズ
　鶴プ誌　あの　乾　乾了のか・い．

ナマンママ。

　生．の菩参。

ナマンママ

　生め菩孝。

ナマンママ　　カ、ソテヤウ。　ンデ

　生の享孝　　　　貿ってし矛う。　　　　で・

テヤウ。

　し勃。

エー　グカラ　ナマデ

　　　でゴから　　　生で

アー　ギョジヤニ

　ああ　業者に

、ウー　ン　　　タ“カう

　ううP人ノ　 ア：｝b・こフ　　　業者1？

シア　ホンデ　エー
　しマ　　　それで・　　　之．え．

タ1しズメンシテ　モ、ソテ

　樽宕吉ダ）1こして　　持フて

アー　’ヤ、ソパシ　ショニ

　ああ　や惇ワ　　塩に

ガ

ー
ポ

ホ
方
、
ノ
ハ

｝
ノ
け
．

［
諸

　
プ

モ、
ノカ
ハ
ッ
冠

サ
鶏

卜

ホシテカイ　ソしトモー

草乞してウ・い　　 それと毛

グスノモ　ナマンママデ　ダシ

2i（Taも　　　　生め手矛　て“　　　出して

　　　ギョーシヤニ

　　　　業渚lz

　ワタシチャウ。

　渡してし勃．

ギ∋　一　シャ　ワ　　　7にノ

　　　　　　　そa

　　ホレオ　＝］一　アノ～

　　それを　　こう　　あ《う

　　　　イ．．チャウダオ。

　　　　行ってし7うめだよ。

　　　　スル。

　　　　マる．

　　　　　一116一

ワタシチャックデ。

iNsz．してし矛7f：で｝。

ナマノヤツオ’サ

生あやつを

　　　　　シa二

　　　　　塩1：

アングデオ　ソノママ

あれでゴよ　　そA77



T

K

丁一

s

ショニ　スンダオ。

塩に　　了るんπゴよ。

アッ　　シ3ミズ　　イしルe

あ．　塩水　　入れろ。

ウン　ダカラ　イチ　イクラッシッタカナー。　工一　アンデ
　　　　　　　メズズう入ノ　　τゴから　　　いち　　　　いくら　と　いっでこかでゴあ　、　　　　之え，　　あれて“

イクラッシッテ　オラ　ケーテ　アッタッケンナー，　アンデモ・
　い　く　こフ　と　いっ　t：　　　　孝ム1？　　　書い　マ　　　　　　あ．　T＝　tす　と∴tth“あ　　。　　　　　　　↑J　A）マ“も

サ’ンバイカ　ヨンベイ　イしンダ、ソペヨナー。

三倍ウ・　　　四借　　 入れるんτゴろうねえ

ウン　サン／〈イグレー　イレンダiヨ　ウン

フん　 三倦ぐらい　　入れるんだよ

鷺窟費ヒ諏績∴（

ホントニ　アラ　ハカノレグケン　アレダカン不一

本当に　あれ俘　計るだけあ　　あれ丁ゴからね。

キョネン　　ァしダ、ソタi　　シッパイ

去年　　 あオへてごっ1二」＝　　失敗L

フルマデノー　ホレf　メラマデ

津でねえ　　それを　布良まで

モンデ　ヤ、ソバワ　ホラ　デ　シ3

もaて“　や｛；　i7　　そら　で　塩が

ク輩∵イ塩デ忽犠了で1（

　　　　　　　　　　　　　一117一

　　　tt　アラ　ホンデ　　アン

　うん。　あれ1丁　それで吃　あれ

k餌鳶餌餌）

　　　　’　。　タヘソケン

　　　　　　　　τ：“　tナど’

　シタノワネー　アタラシク
　しマ・こグ㌔1？ねえ，　　　景Fギしく（賢りた）

ウンパン　シクダデ　ホンダ

蓮L：搬　　　しTこのアごが　　それてざ

　　オッカブセク、、／ぺ

　　おっネ皮．てぎっτ＝て“し亭う

　　　　．“　（K　（2cAbu　）



　　ダカラ　コFシ

　　τゴから　今年

　　クルマオ　イチデー

　　隼E　　一台

　　ト．

　　ヒ。

丁　ウーン　ク／メダワ。

　　つ　フん　　　　τゴあlr’＃っ　。

　　アイグ　オートバイ

　　あいr：’　オートベづ

　　オートバイ

　　オート／ぐイ　　＝’t「

s

K

モ．，テ

も。て．

トサ、ソカがし

鶏ttウ・

ホーシネバ

そうしfゴいと

シッタオー

ヤンダラ　アングオー一

やるの†’e一ら　　　あれて二“（；う

　　カ・ソテ　センヨーン

　　貿’フて　　一辱二1ヂ｝｛こ

ダカラ

τゴから

イー

良い

　　ウ、ソチマ、ソテサ

　　冗7てし｛葬ってざ

チューブルノ　Y’ソ■

　中苫m　　やつを

いとし・っt＝よ。

　　　（19）

ヨシマツワ

由松σ

アタラシ

新い・

　ホンデ

　それで

クルマ

車

　　アノ　ポンコツン

　　あの　　ほ。んこつの

ク’しマ　　ッカーネッチュー

隼　便縛いと・う

アンタ＼ソテオー　コノ

あ謡へ’τご㌧てより　　　この

カッタモンタかフ
　　　　　　　　　　　　　の
貝っでこもaTゴか5

　　　　　　　　　カッテ

　　　　　　　　　買。て

オワ、ソタラ　ウッチマウグテ■。　ウ．，チャッチャウダテオ’．

終つ1：ら　　　 売フマし暴うk／1：”っマよ。　　　捨ててしiうグ1τゴって9。

トテモ　アノth　オ㌧1パイン　ゼニガ　デア　コネ

とて毛　あめう　　オー1ソぐイ〃、　　・鉄：が・　出て　こ与

ソノ　ニマンエン

そa　　二万円

　キテヨー　　ホンデ

　きてζr　　 それで’

アノー　トソー　イグ　ニンゲンモサ　アノ

あ・thう　＝擦りに　行〈　人蓬，毛さ

アノー　ナミウチギワオー。

あのう　波打ち際をe

アー　ソしカイ　ブ、〉ナヤか㌧9ヤツオ

ああ　それかい　　打ち上がっ衣　　やつを

ソノ

そめ

クレテ

位て”

　ホレ

　それ

ハマオ　　ハジルベー

浜を　走るて沈の

トリー

採りに

イグンカイ。

行くAかい。
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図

T

ア　ソソー

あそそう

ワ
審

ン

カし

がゐ

ノーe

ねえ。

蓑義il■∴言1）

　　　モグソンネ　ヒトワサ　ミン方　モグレンネ

　　　潜ワでτ’い　L　｛賛　 みん硲　潜牲で’・・

ブ“／チャガッタ　ヤツオ　ブッチャガルッチューヵ

打ちよ：がワでこ　　やつを　　打ち上がるといiか・

イツテサ

行。てi

ワケダ’デア

：ちけで♂ん．τご」：。

ヨ、ソ回

忌。1・

ワ万

を

ダ㌔ガ

マしご園すれど一

リアンカ

l／で∫んウ・

イ、ソカイナー。

一回ねえ．

イサムサン

勇さん

スンセンノオ　　　　マー

寸前m1　　　　手あ

　ダカラ　ホしオ　アノー

　アゴから　　それを

　　ホンデ　マー　イWガ

　　それて一1　7あ　　色が’

　　。　 タ7ンラ　ホノー　 “

　　　　丁ごかb　　そza、フ

　アジタワ　　ア、ソテー

　あしkは　あ。ちヘ

ヤツパイ　カイマラネト

やi’EP　9　　漏区け回らないと

　キョネンワ　　モ・ソfモ

　去年に≠　　　毛ノ7とも

　　シタカラナー。　ニヒャク

　　してこb＼こフ’萄＝あ。　　　二．百

ニンゲ

人蓬，

プ1ソチャ

れち上

　　ウミン　ナカエ　ヘッテ、ソケン

　　海の　中へ　入。ているけど

　　ナミウチギワ　ズート　ミナズブラ

　　5皮？丁ち際　　　　 ず㌧うっ　と　　見で♂hぐら

　　　　　　　　ぐユの
　　カワッテ　イ｝レカラ　ワカiレ

　　変わって　　いる々・こフ　　才っカ、う

　／ヨニョ、ソテ　キョーワ　コ、ソチ

　；淳月｛二よ7て　　き、£、〔Z　　こっち

ヨ・ソタ　　チ↓一カラサ　　ナミウチギ

寄。でこ　というからさ　　波打ち際

　ワカンネ　ワケダデ万。

　わがら旧い　わけf’んだ’よ。

　　‘21）

　カモン　モンガモ　ウリー　キタ
　カρ茂あ　　　プ琶　かこ・　　　売りに　　　来τこ

ト、ソタ　コド　アィカイ。

1「琴っ1：　　こと　　 あるh、し・。
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ナンゲングンアッタデナー

何軒でゴか　 あ謀・ようゼず♂あ

へ

冬ンカイ。

で♂いのかい。
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　，st　b〈’

イーノー。

いいねえ

ン
ん
ア
芽
ン
め

モ
も
．

－
ア
～

　
で
ン
ん

ホ
そ

一
フ
ら

力
軌
　
し
ネ
亨

　　　　　　　　　　　　　　e
　　　　　ンズ7カ日プーヤ・ソアフフー

　　　　　イ士麟←b＼ってしi、’ているてt一

マ，げミトヤマ島丁／，＼，

九上と　　山ev［7

ヤマグサンワ

山田fん，i7

スイグーノー

改チき了ごねえ

デキネヨ。

で’3fボい♂。

ホラ　ホダ。

そら　そうτゴ、

マイデ

矛，τ＝〈

ハ．、八．．ハ、〉ハツ（笑）

　12フ1？っ1｝っ

・
り毛鳶怠あびヲ

ヤ、ソパリノー。　ヤ、ソパー

やt：；　tJねえ。　　やt｝’］

．（裟）

スイダノ｛　モノガノー。

一女チき　丁ゴねえ　　　：もめカぐねえ．9

　　　　　　　へ　　　いアラ　スイテ　早ハ

あれは好きで†討和ゴ

オラ　コドモン　ジブンカラ　ハマン

私淳　子ども《　　時歴から　　浜の

へ　　　　　　　　

不カブ，

で♂いか・ら。

デモ　アンダ　ヤッタ　ゴタネ　ニンゲンデモノ

で’毛　　あれ↑ご’　　やつ丁＝　　こと台ぐ真ヂい　　／く＿毘で・・もね

スイニ　　ナッテヤウ　　ニン’ブン　　イッカラノー。

冶〔チきiこ　 で’ってし蓉う　　／く㍉昆　　　 し・そ，右、らねえ，。
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ホラ　 ホダヨー。

そju　i’しそうでビよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
オンダ’　ミタイ乙　イ、ソカイ　イッテ　ビワリ　シチャウ　ニンゲ

私　　みτzいに　一回　　行。て　L，〈・O　ll　し一（　L　3　h　L閥

ンモ　イルシサ　ハッバッハッ…・。　（笑）

毛　　いうしさ　　17ッ1？。11；．？　・・一。

セッノぐリ　八、ソケンカイ。

やt’EF　tノ　＞Ag　T：いmb・い。

ウーン　ヤッパワ　コンダヨ　アレ不一．
　　　　　　　　　　こん
うう　し　やt’？’1　　根だよ　あれ粉え。

アー　アー。

ああ　ああ。

ヨー一．ナ

ようτ♂

ピリワ

ひeりリ

ホンデ

それで

イッテ　イ、ソテ　アンダデア　■ッキー　モン

行って　行って　あれでTよ　　夫3い　　物

オ・ソ午一　モンダラサ　（kウンウン）　スグ

旧きい　　 物亨らさ　　　　　　　　　　1一ぐ

グし一　マー　アレバノー　トレングン　’一

くらい　享あ　あれiかねえ　採れるかも

　　　　チーチャッケヤツf　オ’メ　コノ

　　　　　ノ）・さでボmを　　　　　あん才こ　こめ

　　　　シチャウナー　。

　　　　してし＃うす1ヂあ，

ワ
芋

・
ン
要
　
月

コ

ホノー

そのう

イタウ

痛く

チュー：ゴシデ

中腰て・

プルシサ。

↑∫るしぐ。

ンフ不ッノノ
矢ロ　らで♂い　しプと■一

　タメテ

　溜めて

ワカメ

奇峰

カコア

寵て・

　Ir　N

ナ
写一い

テ
衣

こ
、
み

イツペ

ー杯

アーユー

ああいり

ヤンタt’、ソペー。

やろで亀しaう　。

コーフン　ヒロッテンク㌧ペー．

こaN　；う｛z　＝拾。ているんZ“　L；　b。
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T

図

s

オ’ンプドモワ　アンダ、ソテヤデ7

女王，ほ　　　あれτゴということT：“

ダカラ　オトドモワ　ァジヲシテ
　でゴから　　　　男　　蓬し　1び　　　　　と’sう　しても

　　　　　偽）　　　　　　　　‘27♪
オラ　 トシ］トノ　キーゴロ

りちaとし子とね　久五郎

カウダアンカシテ　キンノ

貿うのT・“ア♂ん．かといワて　B乍ti？

アンジタテ。
マ』

奄�pこしてもe

オラ　オ鞠ラ　 トジ＝〕モ　　　　“
LAt－s－V

　　　フちA　とし子も

アラー　ヤ、ソパイ　ス｝デノ

あれ湛　や12Fり　好きでね

ニワ　　カナワネi一。　　グカラ

1：は　かで’おず♂いよ。　　　てf’から

アノ　チョ、ソト　ナウナイト　ハー

あm　 －t5，pつと　 で」こく「tiうと　　 毛う

オ’、ソキー　カタマソガ　ネカト

大純♂　　三三ノが　　†♂いがと

マウシサ。　ホノ　サ・ガシテ

し3うしご，　　そa　　孝究して

　フタイガノ

　ニ／kがね

アミィチニ　デンワ

網一i：　　電話

　　　　　　　　（25）
ブッタラガッチャウッチャデオー。

βごっでこらウぐってしまうというこ，と才ゴよ。

カナーネッタ　ヒロウニワ。

かVhVいんでゴ手合う〃、i二19。

　　　　　　　　　レ　　　　アンタ　ハワモンオ層

　　　　あれ丁ゴ　履く物を
‘躍♪

カケテ　イタ。

0、！すて　　　㌧・τ二　。

T

S

ヒト　アtし

　　　ある

ケッキョク

結局

スイクカソナー。

’好きアゴク・らす♂あ。

　　　］ンノ　コ》ノ　ツエー

　　　根a　　フ限m　　強い

　　　　オト：〕アンカ　ホラ｛

　　　　男v　k．　b・　　17らあ

　　　　　スグ　ドッカニ

　　　　　可ぐ　何ヌ＆P・t：

　　　　オモッテ　マタ

　　　　思，て　　 鴛Tz　 才閲しに

ヒトワ　ミンナ

人口　　みんな

ホノ　ヒFか

そあ　人が’

　イル

　いる

　ホデ

　そこで

カチン

勝ちに

一122一

　　　　　　　　ニンゲン

　　　　　　　　　人間

　　　　　　　　　アノ

　　　　　　　　　あめ

　　　　　　　ホカニ　マタ

　　　　　　　他所に　菩τこ

　　　　　　サガシーイッチ

　　　　　　　　　　行。て

アイダニ　ヤッパソ　：：⊃ンノ

み・仙・　や耐1　報の

スコシズツ　タメイカンノー。

’ゲしでつ　溜めるb・らねke

ナ、ソチャウ9“一。

ナ♂フて　し矛うのてゴよ。



丁

K

図

T

ダカラ　アンダ’、ソテ万　オンナドモワノ　ナ　ナミオ　オト＝1ドモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メメt：”0、ら　　　あ」IXi．τ二・tっ　て　」　　　　　　　　女　毘　し7ね　　　　　　　↑E　　　 シ皮　を　　　　　　男　蓬

ワ　ナミガキテ　アッテ　ムコオ　ミナガラ　ヒロウケン　オンナ

t？　波が’来一τ　　　　　向うを　見与がら　芋合うけ外ど　　女

ドモワノ　　ケッツンメチャウダッテオ　 ナミオ剛ケ・ソンシチャウ外ノテ．

蓬はね　お尻を向けてほうパ与。　波をお施伽）してしかτ・、て、

ホンデ　オカ　ツンムテノ　ホンデ　ドンドン　ヒロッア　インダ

それてい　　μ司　’を　　　っん！向いマね　　　 それマい　　　といんといんノ　　　　才含っ　て　　　　　㌧、る人ノ7’＝ご

・ソテ　ブッタラガ㌧チャッテ。’ホシ、・／ト　ワレワレ　シロートワサ

っτ　 βごっ丁こらblフてし浮って。　　　そう”ずると　　わギヘギつれ　　 ’素ノく．17

ムコカラ　アソイ　クンナ　⊃イ　クンナ・ッテ　ヒロウベ　ヒロウ

向うからあそこへ来るな　ここへ来るなとい，て拾うτ錫　拾お

“　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　“

ヘンッテルカフノー
つと　 しマいるb　一．ら毎

　Kノ＼一、ソーユー（、干そういう

アジョシテン　：■ンナノ

と“うしマ毛　　　　　　一女一　グ｝

オー一一　ホカノー。

おう　そうウ・ねえ。

ナミ　　カフン　ガブンテ　カブ1ソチャウダテ”。

メ皮　　　　力ぐβこんノ　　カぐβごんと　　　ネ皮ッて　しううのでゼ．

トコワノ　　ヤッパワノ　　オンナン　オ・ガソー

とこ1？ね　　やllりね　　 女en　　万ゲね一え

　　　　　　　も　ホこ　カナワ不・ソテオ。

　方に　か↑♂わ↑’い。マよ。

　　　　　　　　　　ン孟　 クラッシェ・

　　　　　　　　　　して　　くでゴて㍗し・。

コンデ　　アングオカナー。　　コンデ　　テンマデ　　テンマデ　　万レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　メズズズメメズ
こ仏て”　’なんτぜろうか†’あ．　　　これで亀　イ云馬船で’　イム馬船で’　才ム

トワー　イ｝カた　テンマデへ》へ。ヘッ　　（笑）

袴りに　行こうかわえ　伝馬・船て’しへっへ。へっ・・一。

　　　　　　　　　　　　　一123一



図

S

M

T

　　　〈29）

イビェミ　ャV一丸ヨー　ア〉，カチ＝一カラノe

海；宅孝1ξ）　　やろうb、よう　　 アe一 �aAとし・うb、ら怜。

テンマデワ　ヤッパリ　アンダッペォーe

伝馬船て”tLILや【詞　 あ揖ゴううよ．

　　　　　　　　　（3の
アイハマヘ　キテカラ　エビャミ　ヤッタラ　イッペ　イッペッナ

相浜へ　　承てから　　海老網　　やつ1＝ら　いいだろういいt：”ろう．て

イッカイ　ヤ、ソタ　コトガ　アイダヤー。　ホシタラ　アサァ

ー回　や。T、　ことが　あ効7賠．　れτ・ら　朝

ヒャッコーア　ヒャ、ソコーテ　オー　トンデモ’一　トテモデネガ。

ン金τ二くて　　　　　ン金Tこくて　　　　　おう　　とんて“もす♂い　　　とてもて”∫♂いφぐ。

オー　テガ　カジカンジャッナ　イッ］　オ’ラノー　オ　テブクロ

おう　fグ　かじかんでし乳て　　一向　 私降毎　 お　 手袋

八メテモアンデンノー　ゴムン　テブクWデ　ァンデモ　アングオ　

［？めてもなん．で毛ね　　　ゴムa　　S袋．て“　　与んでも　なんτゴよ

タイガイ　ヒャッコーナノ　シブレチャウダモノ。　オ’　パー

了zいウ9’い　　ン金τこくてね・　　　しひ“チへてし多うaτゴもa．　　お7　 モう

ビワワ　ンナマッァ　イチンチダン

ひOfノリ　　してし孝って　　　’とヨ　1：“ウ、

ホンデ　マタノー　アノ　テンマエ

それで　勃・ね　Sa　伝馬へ
　　　　　　　　　　（3t）
ユし回天ガチガウダデ。　ヒョコ

揺A方が　 ちがうめアゴ隔。　　ひ，こ

ユしテベ。　　エー　チョード

／岳れていbr：”ろう。　え　　　てラ，Pうど’

ジーサマガ　アンダ9テオ’　コシが

爺さんが　どうしア：　A　t：“”て＄　腰が

フツカ　カイタナmh。

二．s　諺トけτゴ♂あ。

ノッチ　アノ　ァンマノ

乗。て　ああ　伝馬m

ヒョコ　　ヒョコ　　ヒ］コ

ひSこ　　ひPこ　　（メ♪こ

　　　　　　　　　　　　　　ぐ32）
コシヵ　　タ9ネダデ　デ／ン㌔ン

腰が・　立す。t♂いあだ’伝衛Fり謄居

　　　　　　　　　　（33）
　　イ、ソコ　タ9ネアデ八、ソバッ

　　一一向　　立存獄いやで’　ぼっほ，
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ノ＼tソ　一’一

1才っ…・・。

コがツ

五月

アンチ

あれて“

イマン

v渉a

（笑）

サバダケグ

鯖だけでご

マ　アンマオ

ま　伝馬を

ダケジカ

でご’けし0・

ホラ　ホダヨ

そら　そうτ＝“（P。

オイ不シ

いけf♂いし

マガ　不シノー
Pe『｝々ぐ　te一し・しねえ，、

サンノ（ハギアンカデモ、ソテ

三救flrkきし’f♂んウ＼で・毛って

ナヨットワ　フ、ソカケラレイケン

ち，”とし！　　ヨtっ才玄トけられうしナどs

トガ　イッタッチ　ダ，メダ。

が　　行っても　　　τ：’　‘b　1　：“。

ロクガツダバ　　イッケン　イマン　ウチデワ　テヨード

六ETSら【ゴ　　よいのズゲ　し・手a　　うちでゆ　ち9うど

アンタ才一。

あれ、rビよ。

ウチデワ　アンダワ　ウミン　ショーベワ　オイネや

うちで博　　あれかよ　　海の　　商売口　　いけ与いや

　　モニンナー　イーノワナ　．

　　もめte一あ　　いいth　l・llL。

　　　ヤッタッチ　：すメラ　アングッペヨ　ホンノ　ヨドミ

　　　やつも。て　　あんたら　あれτゴろうよ　　ほんめ　澱：み

　　　　　　　ぐさの
　ヤラン不ッペオ。

　やられで♂いτゴろ、よ，

　　。　ホラノ　ホラ　アングヨ　イカワ　ヤ．，テタデワサ

　　　　そi’Ll：3ね　それは　あ4へτデよ　　イ錨　　ヤっ7いt・のではさ

　テヨート“　キカイ　コーシテ　ヤ、ソアレバ　フッカイル

　ち幽ど　機械　こうしマ　や・てい掴“弘明峰

　　　。　マー　イー　ナギデモッテ　’アンダッペサ

　　　　　まあ　　∫い　　ノ鼠．で∵しって　　　　あれてゴろうび

　　　　　　　　　コウ　ァレ　シテレバノ　　タフ

　　　　　　　　　こ．う　　 あれ　　 しマし・れiT煽ね　　 それf’ら

　　　　　　　　　　　マー　ワレワレ　ミテーナ　ンロー

　　　　　　　　　　　手あ　われわれ　みア；い与　添人
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s

アンチ　フッ下口ンダカイ。　アノ

　写ん’で　5島霧トけるのだ冶・い。

ウンフッカインノ。
　う入ノ　　 5ヲ1つ手写トしするねえ奄

ワカノ（　ト、ソタ　ヤツミテーナ、

　芳布　　拐㍉τ＝　やつみτ＝い与。

ウン　アーユー　ミ　サオ凹／
　　　　　　　　メ　うんノ　 ああし・う　　　　　　　掌の

ソンデ’ワ　ツルツル

　それて呉よ　　つるつう

篇ヤッパワフッカガッテ
　うラ人ノ　やつ｛笹qり　　 5／7＝控トがって

　　　　　　　i
イトガ　ハッナ　アノしカラサ。

　糸ウぐ　張。マ　　あろウ・ら．

ダカラ　ミナトガ’　アン　　　　”

　　　　　　　　　x　x
　τゴから　　港の

タンセータ“モンナー。

　丹精τゴもの亨あ。

ンデ　ホラ　フッカガ1し　ジテモ

　で’　　そら　　 ヲ1フニ撲ト0、る　　 とい，マも

シテ　ミンナ　モクモ

　しマ　みん守　　モクも　　ア・ドんもかも

ワケグデ．ホンデ’マタアンノ

ヤッノぐソ　：コーユーフン。

やし1り　　　　こっし・うみ3、つiこ．

　　　　ミ　ジケー　　ヤ’アデショ。

　　　　奏豆＿　し・　　　　　やって”し訴　。

　　　　　　ぴスベッテヤー不カノ㎝。

需す“ベフマしまわず♂いか、ねえ。

　　　　　　クラデヤ。　アノ

　　　　　　〈るでよ。　　ああ

アルテード

あろていど

ナカテアンカ　トッテ　イテモ　ホントノ

擁7てtFず♂んノb・　　・簾って　 いても　本当en

　　　　　　　　　　　　　　　アンダカラサ

　　　　　　　　　　　　　　　　あれ1；「からlt

　　　　　　　　　　　アンモカンモ　センフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　全・まP

　　　　　　　　　　　　　ヤツワ
暮れゴで．　それでまたあ淑のやつσ

カラ　テデ　ヒロッ7ワケヨ．

o・ら　　手で　　袷っマいるわtすよ。　　　　　浮3上がら一せ一て

イ、ソカイ　コー

｛回　　　一’）

　　　　　　　フキアゲラセ1レ

　　　　　　　引3よ，〔ブらせ・う

　　　チチA9　Nt，ケヵラ　オチチャウ

　　　ノ」、　てrL・　7ク、ら　　　　　　落「らてし渉う

ウ禰ラワ励
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ホンデ　テデ　コンド　ヒロウダデ
　　　　　　　　　　　　　　iLvvt’．tX
それて“　手で　　こんど　　袷うaτゴよ。

ンデ　トサカグケ　ト、ソナ　ホカンモン　ザッブツワ　ミンナ

で　 鶏冠てゴしナ　蒜一て　他a物　　 雑物［1；　みんな

ウ、ソチャチャウダデe

捨てマし孝うAτゴ訴。

ウンウン　アーソーカ。

うんノうん，　　ああそうb、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3S）
ダカラ　アソン　アングンネカ■一　ヒョーゼミドンノ　ジサンガ

τゴかこフ　　あそこグ～　　あれで・でfいひょう　　　　τ兵左碑↑P『どん〃、　　爺ご人！bぐ

ヨー　アしデ：ヒッチ

よく　 あ茅へていも7て

カンゲーラデョー．

考えているグ㌔アゴよ．

コシコシ　コシコシ

こしこし　　こしこし

ノワ　タマXシカ

enllF　τ二渉にしb、

ゲマデ　アーシテ

琴て’t　　　ああし’て

デキネヤ　　トテモ．。

できV”．いや　　とても。

ンデ　ヒロー

で’　袷う

アノ

あの　女蕗で

　マー　ヨー　アイ不　モンダナートモッテ

　暴あ　　よく　厭：亨い　もので♂亨あと思って

　イチンチジュー　ミナトン　ナカデモワテ

　一θ中　　　港の　　中でも。て

　ヤ・ソテワ　ァが　アンダデ　クツーテ　クン

　やってt笹　　あれかご　あ躍へ，τビよ　　くっついて　　くる

不ヤデヨ。　アンデ　マー　アサテカフ　バン

ないのでね。　あ暮で　渉あ　　朝か・ら　　晩

マッテンダモノヨ　アノ　コーカ　マ早ワ
　　　　　　　　　　　へや。てるんτゴもめよ　あの　　　　　真似ゆ

　　　　ヒ｝デアンデ　ィ7ラグレン

　　　　人で　あれで　いくらぐら・qこ

オンナタチデ　イ　イチンチ　イ
　　　　　　　　　メX××》ζ×XK　　　×）く　　　　　　　xx
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ナ、ソテルカイ、

†∫，てし・ろO、し、，



k　アー

　　ああ

イチンナデ。

”日で’。

5　イチンチデカイ。　イチンチデ、アンデ　サイコー　ニマングレン

　　一日で・かい。　　　　　　一日　で　　　　あれで　　　最高　　　　　ニー万く5いに

ナッ9　ヒFガ　インイベ　アンデノー。

集で・　人が　いうだうり　あれでれえ．

T　ウン　オラ　1一・ジコラガ　アングッペ；f一　ットメー

　　　うん，　うちA　 としテら，h〈’　　あれτガ’ろう」　　　　蕩クめ｛こ

　　アサ　　アサヂ　　イ、、，テ　　コノメー　　ナナセンエンカ

　　朝　　朝　　行。て　この前　　一七千円h・

　　グレン　ナッタデネヵイ。

　　　く5い1：†あτこaでないb・与。

K　ナンジカングレデ。

　　何時間くらいで。

T　イチジカンカ　ソコイラプ。

　　　一一時間　　　そこいらてtt。

K

T

K

イクメ

行く前

ハ・ソセンエン

／＼千円

アー　ソー

ああ　そう。

　　　　　　　　　　　（30
ウ　ンアソノーコ／ヤンガブ訟19≧πグアノ
ううん　あそこ〃～　米屋“、者。ぐ　　米！隻a看b〈・　あth

スイサンジムショニ　カヨ・ソテングケンノ　アサヂ

水雇事務所に　　画。ていろんだしすど侮　　覇

イ・〉テサ　ナナセンエンニ　ナ．，タ　シッタオ。

行。てさ　k千円ド　 与デrことし、っr謡。

フーン。

β、うん。
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アソコエ

あそこへ

シッキンメ＝

出勤前1：



丁

s

s

オラ　トシコモ　スイグヨー。

うちク、　としチ・し　　一Lciきτゴ訴。

オラ　トシコモ　マセ．，ポ、、、チダケン　スイダヨ’。

　うちaとしチも　　痩せっtie．ちてゴ＼tとノ・　’女テきτ♂よ。

ダケン　マー　アングヨ　アラー　ダカラー　チョ・ソト　アガレバ’

　丁ゴげビ手あ　あれで；“よ　あれ｛手　でゴから　　一らP．．7と　　揚が誌Mボ

イーショーベダダノ…。　トルニンゲンモヨー。

　’い絢死te“mτ二“ね之。　　才米うもAもれえ。

ホス　テマガカカラネカンノー．
乾9　手間ゲ　かから†み、o・ら粉ん。

ナマデ　ホラ　　スグ

生で　　1言ら　マ層ぐ㌧

バアイニワ　ホラ　ナマデ
　場／合・i＝rま　ほら　　生．で・

イチオー　モッテ　干テワ

　一応　　持．て　来て1？

エライ　テマが　カカル
　夫変　　手間台ぐ　　かかる

イッ9シ’ッタテ　オ曽メー

　了うfっT：としても　　　あん／1：

マ晶晶テ

　手かせて

アラー　気門

あれし歪　あんイ＝

ウラレ｝しカラサ。

ず　 の　　　　　　　り冗Ll矛へうかbk￥。

　　　　　　　コンタ㌧

　　　　　　　こん．どσ

イガネバ　オイネッペ。

伽・・揖杓かい1樗・・でしの．

　　ハー　ウッチマエバ
　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　　　ク巳フてしまえ．17

　　　　　　ワカ7）’，’　アンカン

　　　　　　一落沸　　　↑♂んb・め

ホンナ＝　カィテガ　イネカラ

そん．f♂に　　買手b・・　い↑〆いウ・ら

ンフンァー　ホサネバ　 オイネ・ソペ．

自・分て・　乾ご・甜編’い1ナV一いでしう．

コンドワ。　　ダカラ　シ、ソキンジカン

こんど1才。　　でゴから　出勤崎戸・り

　　　　ケッテ　午テ　ダゲニン

　　　　ソ昂一”て　　来て　　丁ビオへb、iこ

　　　　（蹴∵り

ん
ノ
ぐ

ス
て
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（D九州の天草。

（2）五和町づ魚業協山脚合、

（3）潜水夫。

（4）人名

（5）一せきa船・。

（6）三共九（船・，る）．

（7）家号。

（g）オく深／3M。

（9）人名。

（lo）億次郎。人名）a通，称。

（の人名e

注

（12）　　万才易　tず噛　ご「　れ　 で＝　毛，　a　 を　！≦～｛』…哩一す騨　る　 イ乍業　
買
　

◎

（i3）漁場あ鋼査に行．7：。

（14）チ蒙県館山申州あ旧地凶。

（15）置物Gi＄　t＝入れマ、蚕’f　：ら。

㈲黒瀬で非齢・；く採株る．

㈲瀬（海山いところ）痛．三山戟白1鱈・三三桝ッツォ。浜）
・・岬豆蜘絢。て・　・、・”ていレ。親旧・洞じく糎鳩、、

　向ってのし（“ている二．m淳頁とをひつくるあてこうpfβご。

（19）三下の蔽を接3s噛合わ一嫁ゴ＝の意味から．、一／く隼ワの漁船．

（19）人名。

（20）　実二二で』’とt’Aメ毎回　 グ㌔7’こ　め　1こ　海グn　色々ぐtb，’わ　っ　　マ画　見え＿　る　。

（21）千葉県・館山市犬石e加茂‡也凶e

（22）人名．

（2　3）　K　90　，

（24）　　こ　　り　　る　。

（25）手趣栴れて腱を下しRAt刀・τ・状態ド・島とい偉、。

（2の武田由颪：氏A義改未。
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（2の家号．

（29）’館山a漁具店e

（29♪イラ｝勢海」［1，糸臣｝mこと。

（3・）嫁1・　＊てから滝・。

（3∂武、±7氏17乎：素メこ型船tこ乗、”ていろのて“。

（32）家考。

（33）　爺5　A／かご．　腰の立τ＝†3い武田氏ta姿を　見て、「ど’う　し　Tこ　グ、でご」　と　へこ酉乙

　と二し〉令やb、しともつウ・ぬ言い方をしア；もグ、τごろう。

（3の澱みに1：夢っτ＝鶏冠しか抹哲写いだろうよ。

（3の家号。

（36）家号。
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　　　　　しずおか　　きた
V。静岡県静岡市北

収録・文字化担当者日野資純



1　地点名 静岡県静岡申北

2　タイトル
7｝（害　‘ハま言†、ド　と“

　L．大正a豪雨と昭和4マ年a七三豪雨

　2．置去a地震と、将朱の地震の可能性

　3．　麻機・静1嗣の7’言

　4．弓の話思

3　録音年月日　　昭和52年3月16日

4　録音場所 静岡if　tt海野氏宅

5　話しチ

　　　A　海野

　　　B　門門

　　　c　海野

・
習
事
男

重
早
早

（男）

（男）

（男）

明治3｝年生｛≠れ

昭和1ヰ年生3れ

昭和5年生渉A

農業

農業

自動車販克

6 ・録音環境

　　老年ノ聾m男’f生（ハ）と．　老年ノ轡（B・（つ）をノ含む3入m苔舌者m／会苫古。

　Aグ落香をB，aが聞き出了隔よう†♂矛多を．主一として、会話lltし較的ス

　ムーズド蓮」ん，アご。

7　収録地点の批観・収．録しア＝方’言a特色写どドついて1；；、

資料（5抽を参瞭。

『方言談話
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7」く害の言舌など

話しチ

（嘱）

　A

　B

　c

潔
飾
弓
・
野

一
削
海

オ
瑠
刀
心
康
ン
『

モ
日
「

殉
大

ず
ゆ
刀
僻
晟

－
野
、

彰
海

フ性
田
力

ぐ

曜
刀
　
田
力

　（生　年）

6局ラ台31年生　手　躍へ

昭斥ロ14年生鴛躍へ

昭和5年生手れ

A

B
じ
ム
月

1、　太正の豪雨と昭＃v　49年の七タ豪．雨

篇認就一ガノー（G読り

髭∴∵孟ご（∵∫）

アノ　ガ㌧：コーントッカラナ　アレマプ

あの　学較の所からTS　　　あそ碍マ・

アー

フネデ・・一．ホー．

著沿で”　・・…・．　1？う，

ソレ　 タイショーナンネンニー　プ1レカナ，

畳れザ；　大正　　　何年に　　　　膠fゴるウ・アボ，

　　　　　　　　　　　　一136一

　　　（1）
ソレヨカ　ズーッ．ト

控れよワ　　すちと（長い問）

ソエダモンタンァアレ

　それマ1’

7ネデ　カヨッタ，

船　 マ“　　　　工重！っ　τ；も

（じ　ンー。）　　ンー

　　　　　　　うん



B
｝
G

A

（
ン

アノ　トキワ　　（0　ン。）　ヨク　　千オタワ　　ネーケンノー，

あ4）　β寺〔T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よ　く　　　　言乙　値・　17　　　　　　Te’t・ウぐねえノ．

（B，C・　ンー。）　アレワ　示ンkニー　イマプモ　プン1プーノー

　　　　　　　あめ大正の豪雨σ拳当E・　　今で’も

オビエ1レクライプダッケナ．　vv＿＿vvv＿い，

7ゴび’えろくらいf♂（夫変な毛の）f：“。T＝fよ．

アー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
ンー。　コナィダノ　アノー　プナテンププト　ドーダカナ．

うん．　　　こ，〆）間め　　　　　　　　～7目7Bの蓉i＝雨と（bしべマ）　というカ、「「ヂ．

（Bンー）ナナテンプナノ　コーズイトe　（β　ンー　アノー）

　　　　　7月　76の　　　　　一pmと　（比べ7）．

アレヨカ　マダ　マダ　アレダッタノヵ．
あ球へ　」＝　fノ　　　　　尋Lτ二い　　　　　　　　　　　　し｛　と噛「カ、っτ二〃うb、．

ヨーヌ，iレニサ　アノ　ドーユーンダw一ナ　ソノ　フ’レ　ソノ

要てろ1：さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　降る

二、ソ　ス　一が　　イクンテモダe　　　　（B　アーe）　　アノ　コ。ワ　　イ、ソシュー

1ヨ数力ぐ　　　数日毛（続いτこの）ブゴ，　　　　　　　　　あのころlv：　一週〆

カンク。レー　フッタエショ。　（B　ホー．）　エ　 ソエダモンプ　 ソノ

目罰　 〈“らい　　　降っτニマ”しiう．　　　　　　　　　　　　　それτご’から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
コロワ　ダケドマー　Fモエガワノ　カイシx一が　デキテイナイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　　　　τごけど孝あ　 巴ltlの　　改修が　　できマいT’い

モンダデ……．　　（じ　ンー．）　　ナオ　ソノ・・一一一i．

ものマ“（大変f♂っア：），　　　　　　　　　　　↑ヂゐ’　そめ一一・…．

ンー　 ナオ　 イカッタ・・一。

　　　Tcil　1＞’　水が多く出存…・．
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A

（ン

A

B

（ン

A

（
ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
イカッタデ・一…．　（C　ンー．）　ソーシテ　　ソンダンデ’ノ　ア｛ブツチワ

かくカご多・〈出τ＝5・一・P㌔　　　　　　　　　そうしマ　　　そ〃）7’；、ダ）1＝　　　上二L｛1

ボー　工一　 ミズノプカエ・一…．

　　　　　　水め中ヘー・・．

ンー　　ナッチャッタワケダ．

　　　つカ、っマし尋・ワτ＝tiつ【アrゴ’。

コ・ソチカラ　アノ　ブネデモッテ　アレダヨ　ムスビ才　八コンダ
こち　ら　ts、ら　　　　　　　　　　　　　船　　マ・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　握り／飯を　　　　i軍〆んτビ

ワケダ。　（Cホー　ンー．）　ンー．アゲッチンノー。　（Cンー．）

わす丁ゼ．　　　　　　　　　　　　　　　上ユ＝に存噛あ．

コング　（Cンー．）ユカエ　オリタトコw　ホー　ソラ　シタノ

このゴろσ　　　　　　　　（意味．不明）　　　　　　　　　下の

ホーデ　カィンユーが　デキテ守タッチノー＿　ソノ　トージワ

方で　改修工亭力・　で賊葎（力嚇・が）　　物　当時惇

カィシューガ　ネーダモンダデナ　シタノホーカラ　ツカエアクモ

改修工事が　　・♂い勧で室、　　下の方ウ・ら　（水が）つかえマいτ・

ンダンデ・一・一．　　（e　　ンー．）

もめで’……．

ンーカレポド　（ハンー）ンー．

カィシューコージワ　ヘジャー　タ、タイショーノ……。

改修工叡をや，ア・め鴻　脇でt’；F　　穴正の一一．

　　り　　　いソノコタ…iナ．

その後τゴよア∫．

タイ　ショ　ーズラ方．　（、A　ンー．）　　タイシe一ノ　コロダプ．　ンー．

大正τごろうな，　　　　　　　　　大正の　　　↓ろ拶な．
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B

A

（
ン

6

ナルポドナー．

丁’ろ1穿ど亨あ。

アー．

ああ．

ホレブ　ホー　コプィグノ　マタ

それで’　　　　こめ間の　　唱享で二

の　　　　　　む　のい

センコア　モーイヅペン　広ッア
前孟麦て“　　　毛う　一ノ莫二　　　　　掘っマ

デスプ。　ンー。

ですで’。

ンー，

A

アレズラ　コーチセーソノ

紳マ“し’う　耕地整理の

ア／一　カイシューヤ・ソタワケ

　　　　改修を　　やつτ＝めす

アノ　ヨシダガワカ’　チョード　（cンー．）　ナンデーノ　オー

（大正め水薯時似の吉田円が　　ち，うど

アレ　　セナガワノ　　アスコントコェ　　　（β　ンー．）　　コー　　ソレコ

　　　瀬名・ノの　劾こへ　　　　　　　　　　秘↓そ

サー　セソ；ナッテ　アー　キタモンナ．　（B，（ン　ンー．）

　　　穀誉。マ押喝せマ　　　，；　1・勧写．

ソエダE一ンダンデ　本一　（Bンー，）　アレカラ　シタが（Bンー．）

｛れでゴむ・ら　　　　　　　　　　　　　　あそ↓から　　下力・ご

／＼ケーナイ　モンタ“テ“　　（i3　　ナ1し木Fつ　　　ケッ　｝ヨ　ク　　　コッ　チ’一

志が）　（“1　・“f’　Ttiいτ・州・　　　　　　　糸吉局　　　↓ちら側ヘ

アガッチャッタモンダプ，　（eンー∂　（Bヘー．）　アントージワ

あカぐっマし享っτ＝もcr）τゴアボ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あの当P寿1？

ナンデ　 ソノ　アメノブ1レバアイ　タンbクデ　　ネーダ’ナ．

　　　　　　　雨の　降る場合、　　単独で聖（物時付ナ7・）ないん／：・　re・。
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（
ン

B

c

アントキワ　マー　　イッシューカンそ　　（β　ンー．♪　マー　フックユ：シジ。

あグ｝　ヨ寺　r歪　　　　　　　　　　　　　　　　一　1這1＿戸β『｝　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続1す？）降っτ＝でし∫うσ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む（βンー。♪　コンド　タブ／ぐタタイフーノバアプ　イチ・グァ一二

　　　　　今度の（三年前の）七塚の台風の場冶・　　　　一度1：

｝タダ毛ンダンデナー．　（B　ンー．）　アー．　（B　ンー．ソーデヌナー．）

（フ1くが）来で・τ・めに研・。

ダカラ　デァーアァーカラ　ソノネー　アノー　アソコノ　ヌマッテ

丁ご’カ、ら　　　大で本fニチついマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　あそこの　　　　ラ召　と

ユー @アサベタヌマッテユーカサー　　（β　才一）　コノ　ココラヘンノ

いうり、　 麻；戦う・召とし・うカ、、　　（あs乏こマ・・）　　　　　　　　　　　　　　　　　こ．グ｝『辺〆4｝

ミズが　ゼンブデタヤッォ　アソケー　イッペン　タメテ⑫ン㌦）

水が　全部出τ・のを　麻機昭へ　一度　　貯めマ

ソイデ　シゼンニ　ソノ　ジワジワジワジワ　（βンー．）

それで　　 倉ぼ《に　　　　　　　　じわじわ　 じ4つじわ

トモエガワデ　コノ　ナゲァーテクト　コー　コーユー　ソ／
巴1ワ・を遷ししマ　　　　　　 ラ充しマ？iぐ，　　　　　　と　こういう（ア受esグ・あるク

イケオサ…・一．　　　（んBンー．）ソレオ　リューツーセンターヤラ

池をフ習上副麻機ラ乱♪をさ、　　　　　　　　　流．通，センターや

ナンヤラ：ヂモッテ　　ドカドカドカドカ　　ウノテヤッタモンダンデ……．

何か（e　f？る　1：　，Y7　t・　）　　どんどん　　　　埋あマし乳τ誌のマ“一　一　．一一一．

ソー　 、ノー　 ソー．

そう　そう　そう，

ソエダンテ　ケッキョク　ァーユー　（βンー。）　プナテンナナ

それて働’　　　　　糸吉　局　　　　　 ああし・う　　　　　　　　　　　　 7月7N　（豪雨）

ミタイ方　（Bンー．）イケァー　アレダナ　スイガイン

み鳶い亨　　　　　　　　　大著で，　　　　　　　　水害ヵぐ
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B

A

6

A

デ午チャウダ。　　（A　ンー．）　ンプ　アレ　ヤッパ　アンすイモ

マ’でマし孝うのだ，　　　　　　だからあ低感や。げり　天災も

ア｝レダケーが　ジンサイトユーnlモ　ぐAアー．）　ジンサイッf

あろげれども　　　／気災というこ，とも　　　　　　　　　　　　　　入災と　いう

コト毛　エーカゲン　カンがエ．ラレ｝レ　モンダイダナ。

ことも　　　ネ目　当　　　　 ノ考えら撚る　　　　　戸げコ題　τゴre『．

ソーダプ。ンー。

そうτごf’、　うん．

ア灘アノ’「Nラ（B鴇）鍋∴イ湾訂

ンが　ナンダエ．ノ　ワルイダ毛ンデ……．

グ　　　　　　　　忌いものマ“・…一．

トージ　シゲテヤン　アレカヤ　ソノー　タイショーノネ　（ハンー。♪

当時　重ちゃん　　　　　　　　　夫正の

ソノ　ゴーウデ　マー　ソーユーフーニ　イカッタッテ　ユー

　　　あ　　　蒙1覇マt’　　　　そういう！、うに　　1＜｛1っv、っτ＝と　いり

トキニワ　ヤ・ソバ　 コノ　アサベタノヤマノミカン　ヤマノ

時にiび　　．やつ1ずワ　　　　麻機の山のミカン　　　　 山の

ジョータイワ　イマノヨーニ　コーユーフー方　ゼンゼン　コノ

状：態σ　　・今のように　　こういウふうび　全郁ゲ

ミカンエンニプッテ　イタノ．
ミカン薩ヨ｛二　　　吼ヂっマ　　いて＝カ、ね。

　　　　ヤッパワ　　イマヨリャー　　ショクワンカ　　（移　ンー。♪ソータ不

　　　　やつ17．り　今・より口　　　植杯がそうゼれ

一141一



B

A

カーリ　　マー　アレデ　ショーワニ・　ナッテカラダナ　ムヤミニ

代わり　　手あ　　　　　　昭和t：　　　て♂っマからτ二“亨　　r妙に

オ’かシ・ク　＿タナーサ．　アー．
不都冶＼iニ　　　　アボって＝Alifさ。　　ああ．

ハーハー @ナルホドナ。　ンー　マー　ソーシアミワヤー　マー

　　　　　㌃”ろほどサどe　　　　　　　　そうしマみれrボ

ソノ　チスィト　ユーテンノ　アレダヨナー　アノー　ケッキョク
　　　ゑ
　　　3台7jぐと　　 し・う、占、の　　　　　　　　　　　　　　　 糸吉1匿フ

　　　　　　　　　　　」
カィコンガ　ススンダ刀ラ　ミ；でが　アッボーミズガ　デタトカッ

開墾h・“　　進．んてビf：のに　水寿ぐ　鉄5包フ」くむぐ　　　出て二とが

テユつ陶ソーワカンケt7ネーヤナー，（Aンー3ンーe
いう↓とゆ　　　 それ侍ど　関係ぼ　　 ないよ写あ、

　　　　　　　　　（∫）
アー　ド、ソチオ’シテモ　ソノコwワ　イマトナカ．ッテ　コンタノ

うん。　と．ちら1：しマも　　　そのころll　 ／今・と虚って、　　　　／今度の

ミズトワ　チガッテ　イクンテ毛フッタトオモーダンテプー．
出フ1〈．とt盛　　 毘っ？　　　　幾ヒョ£（旧い7）降ッτ二と〉怒うむ、らて，£あ．

（B，e　ンー　ンー）　ゴーウガ．　アー　ソイデ　ハイソキレネー

　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　豪再ミ）むぐ。　　　　　　　そ申実マ”（ズ（むぐ）（シ｝（路｛＝）ノ〉＼‘ノきれ

モLンダンデ“ノ　（C　ンー．）　　ソイデ　 ソノ　／＼イスイ。

でゴいで二め｛；で，S　　　　　　　　　　　それて”　　　　　芋ヨFオ〈一路，

ハイスイガ　 ワルイダモンダ1ンデ・・一一，　（B　ンー。♪　　イクンチモ

Tヨド7jく　 むぐ　　　　　　／悪　し・　τ；〆）　｛：　・・・…　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幾　ヒヨ　：も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζの
蝋ワケダ・　　（BJC　ンー・）　イマンプラパ　イ・ソケー
（T：7っマいろ）　わiすrt’e　　　　　　　　　　　　　　　　　　・今　v．ら’　　　　　　一回

ザ・ソトフッテ毛　フ’ソカモ　タナヤー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　りさ噛，と　戸月』っマも　　ニヒヨも　　τこて【マド　　（司くむぐヲ∫く．）
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σ9二土四二．
　　弓tし、マし巷うよ　　；〉ん。

B　 コナィク“ノ　 ゴーウ

　　この間A　　豪雨1？

　　カンジ’／ヤツダッ9ナ。
　　感　しノ亀〃）　も（ク）　τニー1っ　τこで∂こ。

　　坦⊥二．）

A

C

ワソラン　ジューロクグライノトキクンア
珪っしらte・ご　　 ／6ぐ‘らいグ｝P寺τゴむ、ら

ゴジェーネンナー　アー．

∫O年ず’あ，　　　ああ．

ケ’・ソ千｛ク　ゴジューネンブワグライ・ソf4一

浄吉、局　　　　　 50年」ぐ｛1ぐ●らいという

　　タイシa一ナンネンダッケノ’　（Aエニ＿

　　大正何午τゴ。げ。

ワカンナイノ’　　タイジョー……．

わからで♂いア　　夫正……．

　　　　　　へも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちし　　へ　り　　　　　　　　　　
し

　　　　　　　　　　マー　コンユ　子ン’…．

　　　　　　　　　　手あ　　 ∫0年一・、

2，　過し去の地震と、／寄，来の地震め可能’卜生

B ナンデモ　ソグヶド

｛6】マ“も　　　 それτゴ‘ナど

鉛しッテユープーカ∵…・．

来うとし、うbぐ・・・…　。

カコノテ㌧クープンカ■

瞳／去aテ㌧ター写どそ

アルヨーダヨプ・　（A

あろようでごよ亨。

ユーヨー・…プー。　　工一一

し、うようteS。

サイガイ・ソデナー一　コノー　 ワスレタコロ・二

災害というの仔　　　　　　ノ亀・れ存」ろド

　　　（C累∂神　鵬
　　キーテミ1レトユート　シュー雀、ソ7ノワ

　　旧いマみkろと　　　　　1司：其月というの11

　ンー一・　eクプンネンカタットク・レッテ

　　　　　　値丁年か、　　　fzつと　　来ると

アノー　アレ，カヤー　ジシンガ　クしク｝レ

　　　　　　　　　　地震かご　来ろ来る
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A

じ

A

c

A

c

ナンテ　サワプレァ1レケドサ・一…

で、ドどと　　　、騒む　s一　＊kマい’る‘t　tiへどさ　一・t・・。

　　　　　（7）
ンサイノトキニワ　コノヘン乏

災の時に1？　　　この辺〆も

ユしタモ　アー。　アー　アレ
才鼠れτ二とも。　　　　　　　　　　　　　　　　　　あぞし11

タイショージューニネン……．

Jt（・正i2年・一・．

ンユー二そ・ン・カ。

lz年i」・．

ンユーニー不ンクライタ，　タ・ソテ

～2年ぐ’らいアごし　　　　　 アゴっマ

（A　ソノコuダ）　一

　　　　　　　　　哲郎づんカ・

（A　ソーダソータ“　ンマレタ）

，　（、4ンー。）　カントーグイシ

　　　　　　　　関京大震

ソートー　ユレタッケダヨ方一．

淳9当　　　拙れしんτご噛よゲ’あ．

ナンネンダッケ，

fδ」年てこ’っ　Eナ　？

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ハ　ンー。ク　アノー　オタクノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お・宅の

　　　　　　　　　アツローガ’ンガ　ウマレタ　トキダツテ…　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　生手れτ・　時君と（いうか・ら）・・一t・・

　　　　　　　　　　　　　　　　クガツ　 ク々．ツt・…．

　　　　　　　　　　　　　　　　　9月　　　9月・一．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ジンサイチューニー　ウマレタップダヨe　（笑）

震災中【こ　　　生手4・k　1：ん，τゴ’。

アノ　リュージこサンノ　’ノーソヨーガサ……．　（A　バー　／＼一e♪

あの　龍次さんの　　　総・！領む・．　5……．

アノー　チョード　テツローサンテヒト　マー　コレ　コノヒト

　　　　ちPうど　 哲Rlぴんという人　　　　JA　Jの人泊の
　　　（8）
ワカ宏テ　ナクナッタダケーガ　チョード　ウマレタトキー＝

∫若　く　マ　　　　　亡ぐで、ドつ1：人ノτご’カ・ご，　　　　ち‘；うとい　　　生手れτこilSt｛＝

カントーダィシンプィ……。　タンカ　タイショージュー二・ネン（Aボー」

関東k震災一一t　　1・　Lp・大正ノユ年
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s

ジャネーカτち　ぐ沌　アー．）　ンー。ンー。

でロ写いか写．

ソエダケーガプー　ソノー　イマ　キーテミ｝レト　コジュー不ンマエニ

それてゴ｛すとu「rx，　　　　　　　　　　／今　　 聞し・マみると・　　5℃年前｛：

コプィダノ　ゴーウノヨーナ　（0　ンー。♪　ゴーウカ。　アッタッチ
　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エこグ）PaV”Pの　　　豪，1ヨミ｝グ）ようτボ　　　　　　　　　　 家一1≡勾力ぐ　　あっτ二と

ユーコk一干クトサ　ドー・と　ヌ」し　ス1レガワンジンンダプンア
　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　メズゑアゼ
し・う↓・とを　　聞くとてヤ，　　というも　　　　　　、駿ララ丁ン疹丁也震アニ“ず・ダど噛と　（／〈一ヵぐ♪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での
ユッア1レケーカ。　ジンン五　ワカンネー　一一。

言っマろが　　　 地震も　　わからないて’ろ。

ワカンネーナ．　　クル　ク’レ三毛シンネーナ。

わヵ、ら℃ヂいナ’。　　　　　　　　来ろカ＼もし呼代で、ヂいで、ズ。

コレニヨ1しッテーh　ソケー　イク、力丑シンネー。　　（（ソホー・♪

こ，とt二♂ると　　　　　　　　　そ」〈　　　　fi’〈（起こ”｝’）o、もし4失で∫し、、

ダィタイガ　アンセーノダィジシン　ナントカ　ァ・ソタワケダナ．

」〈1本ガ　　」安政a大地震　　　　亨どが　　あっ存わけτこし獄．

（Cオーオー。♪　ソレカラ　チa一ド　ナンズラ　アー　シll一ワ

　　　　　　　　　それカ、ら　　　’ちぶうと“　　で♂んτゴろう　　　　　　β召ネロ

メージノ　（Sンー．？　ゴジューネン　（βンー？　 マー　’ヤク

日月シ台め　　　　　　　　　　　　　　　ダ0　年　　，　　　　　　　　　　　　　　　手あ　　　糸勺

ゴジューネンソコソコダエナー　（β　ンー　ンー．ク　ゴゴジューネン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メズ
50年ぐらい丁芽・晒，　　　　　　　　　50年
ノヨーカナ　アンセーカラ…一・，　（β　ンーンー∂アノータイシ昇一ノ

以上か写　 安政から……。　　　　　　　　　　　　　六．正の

オージンンマデ……．（Bンー∂ナー．ソコエイクトヒャー
メこ池震享て舳・・一・・，　　　　　　　　　　　ア’あ．　　　　　　　　　　もう
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B

A

B

乙

B

オごツボツ　マー　ク｝レh午ダカeシンネーe

lゴっ17“っ　　　　　　　 牙し6β寺ヵ、も　しれで∂rし・。

ソーダカしワかンネーナー。

そう　b、もしれで♂いず♂あ．

回覧ー　ネン干力．ナー，

ああ　　年手わりがてどる。

プンンw　アノー　コンド　アレダe　　アノー　ルーマニヤノホープ

V’　｛：しろ　　　　今皮　　　　　　　・レマ坤励さ，

エー @コノマェhしコダ。プカ．（eン㌦）■一セカイノ
　　　こth前（iの　hしコ丁∴わか，　　　　　　　　　　　世界a
　　　（te）
カ㌘チ．ブ　イプァージシンフプ

各地マIL　火ヨいブ也震：が・

君卸レダナ．
　ム
起卸いうんτ・』写。

ンー　ホィデ1　アレダヨナー

　　　それで

シテ

しマ，　予シ則し鳶から（起こると♪いうと

い　　　　　　ロ　　　　の　　　　　　い　　　　　　　　　　　　も

コーワ刀　　　’“

あ

～柔雨が　　50年前7’

ヤク　　し “　　”し
約　　 50年前てゴよで’あ。

イクト　ワワアイ

三筋と例あい

オー．

おお。

オニfテ1レダヨナー。

泡こtマ　し、ろメ）τごチで（ヂあ、

　　　　　　　　　　　アノー　マー　ガタンvガ　 ヨソク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学老ヵぐ　　予測

ヨソクシタカラッテユ・一ト　アレダtr一ガ　　ソンナ　アノー

　　　　　　　　　　　　　問題かもし押♂いヵぐ　そん与

　　コンユ｝不ンマエプ　ヘデ　．カントータイシンサイ毛

　　　　　　　　　　　　そぜ失て一　　　戸冥つ東大震災　も

コ7ユー不ンマエータヨナー。

モンカシタラ

もしヵ、しτこら

一146一

（o　ンーe2ソンプトコカラ

　　　　　　　そん．でゴとiろむ・ら

モ，ンカンナッチャウカ毛一シレネーナー

来マし勃かもし網∫・・で晒



　　　　　　　　　　　　ωノ
C　タカマツ／’　ジンンが　イッゴロダヅタッグ・
　　島才云の　　　　　地震ヵぐ　　いっごろてゴっ丁ニワけ。

　　タンかナ　 タイン舞一ノナ　 タイジ／ヨーデ’ブイ

　　て・しむ・亨，太正が’，　（い珂夫正でイ♂い，

　　（3ンー∂ン・一ワノ漁7轟議滋
　　　　　　　　昭和の

　　ヘ　　　　　　　　　　　セ

　　不一　不一カナ。

　　　　　て♂いむ、でグ．

A

C一

ポーtr　eンレネーf．

そうv、もしれて♂い喉ド。

ンー．　ジューネンゴ、コジマネーカナe　アレ

うん。　　10年ごろマ“〔ぼで♂いか芽。

タitマツワ　モー　エライノニ・　アッタダヨナー

局私σ　　　　ひどい目に　あ。てニルτゴよ穿る，

（Aンー一・＿ny♪ンー．

　アしンナ・・一

　あれがイ’
　　　　　ノ
ショーワタ“ i。

B召　言rロ　τ二’｝で，F　．

　　　へ　　　　　　む　　　へもし
／ユー不ンコロ／ヤ

IO与ごろで浮

　　　£一　トジ

あ西守もウ　当時

　　　　　アノ｝十…・一．

　　　　　あza時一・・．

B

A

B

ソノ　カントーダィンンサイ／　トキニャー

そめ　　 関東メこ震災の

シゲチャンチノ　ウチァタ馬

重あやんめ　　　家」ずボども

ウチ……一

家（が）・．

ユ・レタ　zレタe

手肥れτ；　手鼠4evτ：。

アー・・一　イクムホドニヤー

　　　し・で二む｛手と“｛：．1？

　時1・11

ナンカe

（Aイチ

コノ　ソレコソ

ソーF一　 ユレタ・ソケ闘ノ’

粕当　　才岳ぜべT；か扮。

）　イカネーツケノ

　いか芽かって・了
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A

（A才一．）　イタムホドニャー　　イカネー・ソケダノ

　　　　　　いで＝む［ずじじrチ　　　　いカ、で’かって二？

イタムオkドニャー　　イカネ．一ッケノー。　（B　ンー。）　　アレヨワ

ししτ二む〔7ど’C：「2　　　　　いウ＼で，ドb、って二で♂あ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ承丸、鼻ワ

’ノノ　ナンタヨ　ウチンノ　コー　ズ㌧・ソ1一一　マキが干テンノーe

　　　　　　　私A家烈丁　　　ずレつと　禎垣てイ∫あ。

（5ンー’　e）ニケングしアー（B■一．）イケァーマキがtプ

　　　　　．二朋ぐらい　　　　　　　丈き守　JlijE．垣て”

コで一・ソト　ノ7コマ・レアタ1ズー，　（β■一。ノ）　ソレデプ　（β7ヂー。．）

國4”一一つと　　 ｛釦孕れマいて二」二。　　　　　　　　　　　そ4失マ“でぜ『7

コーーナ、ソチ，Vウノー。　（B万一．♪　Nノレデ　アノ　（B　ンーe）

拠畑C㌫紹し葡の。　　　　　それで

ソレデ　ワンノ　カプイワ　イマニ丑　才サンオ　シソーナッテユー

それてtL私の　妻浮　　今高　　お産を　しそウだといウ

トコデ＿＿v＿＿　 ぐβ，（：笑．ク　 サンハごサン々．　・ソイテ1しe

場，合で　　　　　　　　　　　ン産季でんウぐ　 ついマいる。

（β　1一　　フr一　　示一。）　ンー。　　　ソーユーコ　トダtンダ・ソf

　　　　　　　　　　　　　　そうし・ウ享ナ青で♂グ｝マ塾瞥

シカタンネァー　アケッピロゲテナ……。　（β　■一．♪　ソンテ

｛t方かごで♂い　　　閉けノム｛ポ’マt、ド……，　　　　　　　　　　そして

・／ノー　ミンナンf　（契ク　ソケーラカラナ　 ソトーミテルトナ……

　　　　皆で　　　　物＠帖　　ク随見マいうと・ら

（1311T．．）　コーアッテ　 ク1しタンビ1＝ナ……。　（βオー。　7K一．．）

　　　　こうで’っマ（チ岳・れマ）〈る了三ひ噛’｛二で’…一．

マ・ソタク　ナンダッケヨ。　（B　■一．）　スゲー・ソプヨ。

全く　　　　　　　　　　　　　　　 すこノカ・って＝よ。
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じ

スゲーナー　 二一。

てヅいで助　｛の。

ヤマガ…』　ヤマが　ナンデナ　ジプソンプー　ホー　アンチ

　　　　　山　かぐ　　　　　　　　　　　　　　地q島リウぐで’あ　　　｛iう…　　　でボと「聰と

ユ’カラ”　一．　（β　万一。）＿チョード　’マ、〉ハσワ　　ヤマが

いうウ、ら・一・・←，　　　　　　　　　　　　　　ちPうど1　やつll・oワ　　山vぐ

モー ｺ図別ヒピサク・レけ（・ン㌦）ヤツ謂
　　　　　　　　鳴ワPt・0・“しi7く62・∫，　　　　　や・｛プワ

ス㌧ッ1一　コー　ナンダテ㌧プ　フrンカジソvネー、ヤッパワ

す“一ワと　　　　　　　　　　　　同じ状態マ・・降写い。　や訓ずリ

コー @　プーミォ　　ウッ　テ　　ク1レダ’ヤー．　　　ぐβ　■一e／）　ンー．

　（tセ，面か・♪♪皮∫を　才丁っマ（山」＝君ラ皮，とし7クくるんび’〆：。

タケーが　ソノナ　ムカンッカラ　ソノー　エ・レァー　アノー

τゴサど’　　　　若から　　　　　偉い

イジントカ　　（鴻　ンー，）　示イかう　　ソ、．／・ぐナ　ニンゲンが

f孝／〈とb・　　　　　　　　　　　そAカ・ら　　 ソっIIF．でビ　　／〈Feil－bぐ

（A　ンー．）ウマレル←キャー　カプラズ　ソーユ！　 ンー

　　　　　　生秘ろ時博　　必丁　　そう・・う

（A　ンー，♪　ジンンヤプニーかノ　ト守＝　64　ンーヴ）　ウマレタコドモ・ッア

　　　　　　地震や何かの時に　　　　　　　生孝れで・チ供と

ノワ　　モノスゲー　オーモ，ノニ　ナル　ナルダッ，テサ網。
　　　　　　　　　　　　　　　メズメズ
し・ ､め1守　　も・ク）一す一ご亀し・　　 メ1物｛＝　　　　　　　　　で、ドろそうてゴよ。

（A　71T・一　ボー示一．）ダケーが　マー　　干／ドクニ

　　　　　　　　　　　　てデけど　　｛あ（転崎生孕収「・／9kgt　th毒に
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A

e

ワカクジテサ　（ち　ンー．）アノー

汚くマ

シューコ曳コクァ曜／ヨー・・7P・．

／5ウ、／6マいし」・う・一tt

ジュ　ーロク・…一　．

／6・・…・リ

ンユーコ〔フ77ρ　マー

／5　汐、　／6　ぞ“

ソイテ’』 @イ9テリャー
それて“〔ン今つ生3マいれドゴ

ウマレタニンゲンテナー

生｛洞へで二／く、間吃いうml？　　　丈．物じ

アンンロ　アレタ不　アノー

何しろ

フント　コー　ヒトツノ　ンユー辛・

本四・　　　一つ4

／ミ9一ンが　　アルデナ

ジューゴ㌧グレァー外ソケネー∴

／∫ぐ’らいτゴッげ粉……．

s

A

ナクナ・ソテヤッタケド㌧プ　カエーソ｛二’　層・

亡くで∂rっマし7って：iプと’dさフ　　b、わいそう［＝　　』・

タィンタモンプープ．（笑）　ソーユート1ニー

メこして：もグ）τゴで♂。　　　　　　　そういうs寄1ニ

　オーモノニ　ナILダッテサ　 ンー・

　　　　　　　vうそうτゴ5。

　　　　　　　　　　　　e　　　．　”　　　アレダヨナー一

周期（がある）。

　　／ぐターンb“　　あうからf♂。

C　シューキタナー。

　　周期τご’なあt

B　アしデ　タシカ

　　　　　　確かに

　　（Cンー．

イクンチモ

幾日も

サイかイッアノワ
災害という・のIIF

　ニ　オ、ソカネーーグヨナー　ジンン：ナユーコトー一．

　　　ヲ＆うしいのfビ♂↑♂あ，　　地壌ということ（1：；）・・…　。

　オー。　　ソーカヤ．　　ソ／ト千ニ　 ソレダケーカ．

　　　　　そうか＼。　　　そaB寺に　　　　てゴけと”

ユしタダカヤー．　カントーダィシンサィントキ

揺れrこのかf’あ。　　　関東夫震災th時
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A

3

イクンチモ　ジシンガキタノ

幾’Nも　　τ也震伏っずいt；？

不一9ノー　アレア　マー一　オ㌧ユレワ　アノ

そうτ：”で’　・　　あれマ“　　　　　　メこ才塞At’IL

　3　ツイタチタ“、　ッィ9チタ“ナー。

　　　’臼だ。　　’日τ二“て’あ。

プーンデノー　　コユレワ　　ヤッハ。ワ　　ヨンンが

　　　　　ノ1・拙れσ　やつ1ずり　余震むぐ．

ヨンンノプ　アッタワプダ．　アー。

余震力ぐ　あフて；わ｛ナτゴe　　ああ。

　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

クかッノツイタプ

9月a田

c

B

c

3．麻機・静岡の方言

アサバタノ　コノ　ホーゲンデプー　アノ　ヨク　ア　プンダ㌧ケ

麻機の　　　方言でづ，　　　“〈　　何て討

ア　アゲヅチ　ァゲッチ　マコト　（βンーe）　セプ　ラ　ラ、ソ

　　上．de　　上．．il．　　マつF　　　　　　　　♪旧名

キャー　タ＼ソタ、y　クー．

ラ，ソ｝ヤーでゴっT二つ｛ナ7

ンー　ンー．　　ソーソー…。

うん　うん。

・ノイカラ　アサバタコトバ　ナニ　（A，β　ヤッチeネー（笑？，）

それb＼ら　　麻微’　i！とi－9”iこ

やヅチeネー。　ヤッチモネ・一　コーユー　アノ　アILダヨナー．

ヤ・〉チモネー。　　ヤ・ソチモネー　こういう（言い方が）　あるんτゴ子なあ。

　　　　　　　　　　　一rr－151一



s

e

s

　　　　　　　　　　　　オンナシューが

　　　　　　私励の（知。マ・る）女性ガ
　　　（i2）

かシワオダIT一が　ヘプ　午テッカラ

粕尾出身で二“かぐ　　　　　釆マ

ヤッテモネァーッァ　ユーダヨプー．

　　ノ　　　　　 リ　　　　　　　　　へ　　ほ　　　　　　　　　　　　　　コヤ・ソナモ早一と3フ」　といフ．

ワカンネーッケダナー。　ぐ、4，じ　アー

わからで’かっτ；f『あ。

ヤ・ソバ　 アサバタノ　　ジそ一　　ドクトクノ

　　　　　　　　　　　　　　ムや・・劉（そ締）麻教・　て博　げ虫特の

　　　　　　　　ω
カナー　ヤッチモ：ネー、ソア……。

かで∫あ　　・ヤ，！テモーネー　とtlF……。

ホエデ’方　　オ：エプ　　ワラウ　タグヨ　　バカニ・ンテ　　オ冒ンプン／コーーオ㌦”…。

それで亨　　 それマ“　　笑ッf：んτゴよ　　　／ぐカ1：しマ　　　一女闘ナ生1＝ちを・・一・・。

（（シンーeク　／ぐズァダア　フrノァー　・ヤッチモ．ネァー・ソプ’　イミ

　　　　　　面・τ弊　納　　ヤソナ跡一マ・｛｝　意嚇・

ワかンネー・ソテ　（Cンー．）　イヤ　ワカンネァーッアユーヨ。

わからで∫・・と　　　　　　　　いや　わからないと冨うよ。
　　　　　，
（C　ンー。2　／＼ジプテ　 キータ・ソアユーヨ。　　ヤ・ソチ毛．ネー

　　　　　　ネ刀めマ　　　聞いT＝とさうよ。　　　　 ヤ・ソラLモ．ネーと1？

コノ　ヤッチ巴ネァーッアノワプー一・．（乙　≧一・）　タ㌃汐・二

この　　ヤ・ソテモネーといウの｛Tfゴあ　　　　　　　　　　　　　　・6窪一力・1：

アレダヨナ’”　（cンー，）　ア／一　マー　アサバタド宏トクノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻微弦特の

アしカド　カ　ヤー　ワカン率一　ジラネーケーがサー’　∴
ことliv、と”うb＼　　　　　　　　　　、わe、らre，し、　　　　｝ロらでEし、b〈．こ￥あ．．．．．、．

　　　　　　　　　　　　　ノ
（C，ンー．）　才ラホーノ　　　　　　　　　コー　シミズ　ナー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ剤しの

　　　　　　　　　　　　　　　　マー　ウチノジュー丑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「私疎め者も

　　　　　　　　　　　　　　　　（o　　ウー　．　）　　　イ　ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意味むぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　。）万ンナンユーズブ・…一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　すナ生むぐ（そう言う．）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　アレカナー　示一ケン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方吉
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じ

ぐσンー2 ドーユー　コ　ト　タ“　　ヤ、ソ　チモネ　ーッ　ァ’

どう・・うことr・“（とさうから）ヤ．テ身一とσ

タマーネァートカ　（鴻，（ンンー．ク　アノー

タワイも芽いとウ・

（，4　ンー。）　テユーヨーナコトデ1モッテ

　　　　　　　し、うようで∂＝ことで’

ネ’カッテ．　（ハ　ぐ契♪♪　トコロガ　 ソノ

f♂い。＼っマe　　　　　　　　　　　　しv、し　　　 その

ノホージャ　ツカップナケワヤー

の：才7”　　　使っマいf∫げれσ辱。

ヤツパー　ホーゲンダデ
　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　ヘ　　　　へやつσ。 閨@　万唇てゴ’から

ワカンネー　。　　ワカン馳一　。

　　”　Pニカク

　　　　とにe・〈

ツマンネァーナー　1＝ヵ

　つif‘らで∫いfe、あとO、

ワカンネーワケネー沸

わからで∫・・de　tナt郭♂いで17

シミズノ　　サカエ、ノー

JX　dc　a

（Aエー）（o／一．）

ぐ、4　ワカンネーク　一．
　　　　　　　　わからないんrご馬よ貫ヂ。

　　わから亨い≠ゴ。　　　tiつからtヂいブ’．

BコトベニネァーダLンブ・一，
　　（自ノ分㍉で二ち〃う）こと【で【二で1ダし・んτ＝：噛か、ら　（わカ、らte’し・．）

A　ンー．

じ コレア　モー

これで’もう

（Bンー一。）　マルデ

　　　　　　手ろで・

コトバノ　ド、ソカニ

こと｛1ゴ’の　　　　ど’こ，カ、1こ

トコが　ア）Lダヨ。

、占、　かぐ　　　　あうんτご亀よ。

アレタヨ　　万一　アサ・くタト　モー　ンミ．ズジャー

　　　　　麻聴幾　と　　　　もう　　靖フK　で1－1；

チがウダヨナ．　（Bンーe）　アノー
遅iも，うん、てビ」＝†∫．

（βンち）ソノネー　ナマワガ　チがツ

　　　　　　　　　　　訂し・ノかぐ　　 L嚢二う

（滲ンー．）　ソィデ　ゴセ　ゴセ・ソペー、ソテ
　　　　　　　　　　ズズメメ
　　　　　　それマ“　　　　　ゴセ∴ソ／ぐ一とし・う
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　　ナー　アレワ

　　to　i？

　　（Bンー一一・　“）アレァー

　　　　　　　　あれゆ

　　ラジーーケーガ　（AB

　　hしいが

　　ゲン　コノヘンジ：ヤー

　　　　　こグ）辺！で幽1亨

A　ンー。

コノヘンテt

この辺．7佑

　　　ド＝コデ’五　　ユータ“ケンガ㌦

　　　ど辱こ　7vも　　　　言　うんτゴ幽汐ぐ＝さ　・…

tンダカ　ジズオカノ　示一
　　　　　　　　　　　×メメx
何／：・　frN　静岡の

ンー．）　ゴセッポィッデノガ

　　　　　コ“セ・ソかごイというのヵぐ

ゴセワペーッテダプー。

コセ、ソペーと苔♪んアゴなあ。

ホーデン

■言

　ホンkタ
　本当1：’e〈’

B　ソーダヨナ。

（ン

B

ンー　コセ，ッペータ．

　　　ゴセツ・ぐ一プゴ。

ホィデプー　ヨク　コノー　マー

それマ“喚ヂあ　　 よく

トカサー　ぐC　ンー。）　ナニカオ　コノ

とカ、ご「　　　　　　　　　　　　　　f6」カ、を

（eンー一一　t）シタジッfコFユーt一．

　　　　　　i／タジしといウことを　葛ウブ1ドあ．

シタジップユーノー　ワ　ワンモ
　　　　　　　　　　メメ
シタジ’というの1守　　　　　　　 私も

シタジv＞＿＿　（t／4　クーtソヂiク　）　 ：ンタジッ

トジヨソノシュpmズブ

年寄ワの者が

ワかン子一　，Yク’タ．

　　　　　　　ミソジル

　　　　　　　”＊　”’？　it

シタジッ：アユージャー．

　シタジ’と苔フτゴろフ。

（o㌃訂砿1）

i！　M　一i　iii一　5’“．　（C　JZi一一．　）

　　　　　　　　　　　　　　　　4つカ・ら「Eカ＼フ1：んτ：”。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬ユーコ　／〈ワサー
iンタジ亀 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンタジとレ・ウこと｛＝ダtlざ，

　　　　　（14）
〉ノ　アンマ　キコエガヨクネ・一ダプー　シ9ジ＼ソアナー　（Ck二．）

　　　あiリ　　　きこえが’よく与’いんτざア・ド湧）ノ　シ’タジ’ヒず♂あ…．
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　　アノー　ナンダ…一。　（oンー。）　エー　ツユ　ツユノコンダケー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おっレプフ　おつゆ‘7）ことアゴ’汐ぐ

　　ナ．一一・・一。　ぐハ，C　ンーe）　アノー　ンタジッテユーノワ　ドーダ

　　存亀あ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シタジ’といウの1’z［

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1　E；）
　　（じンー。）　オンプシューカσ　アレダヨ　コドモニ　イjレトコデ

　　　　　　　　　・女十生が　　　　　　　　　 チ供に対’し7仔1案め）し・るブケ？“

　　ンタジナンf　：Tランユート　（A，（シ（知♪　ミッFネァー　（c

　　シタジ’てダと“と　　　　私ψS’言うと

　　塑）＿ミッほネ・一　君や邪げ8モ千外仁
　　　　　　　　　　「み。呂ない，　お客翫τも　　来ア・時｛・

　　シタジプンア　ミッkモネー　　シタジ　シタジッテコトワ　ユー

　　シタジ亨んマ（言うと）み・と緯・り（と訪輸9汐ジ汐ジと・う一）と・茎諺ウ

　　ヨナー．　コノ〈ンジャー　ベツx　ソンプワワーコF・ぐデモ

　　」亨あ．　　この辺〆マ’冨　　　　8リに　　そん写じ匙・いこと｛ガでも

　　不アーヨーニ　ツカッテ　ァノ　イママデ　ツ刀ッテ　翻心
　　プ’，ヂい♂う‘二　　　f更ワ7　　　　　　 ／；〉・孝マ・・　　　f更フマ

　　イタウーンサ・一一・。

　　し・で二！ナと“（　・畠一一，

じ　コレ　アノー　ホレ　アノー　タカベアタリニ．ヤーサ　（Bアー。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　局吾Pあてニワじi’3さ，

アノ

（B

B　オー

　　おお

シタラプンテユーミョージァ1レダヨナーe
設：家サ，ドどという女生力ぐ　　　　あるんτ’”　ciなあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　（g6）
アーアーアー．）　　ラクセッツfカク…一・，

　　　　　　　　　ラクセ．ツと書く・…tt。

ソーソー．

そう効．
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じ シタク。　プンカ　ソノ　タカベッテ　アノ　ムカンワ　ネレ

言嫁・　何・・　　融戸と・・　　音・・

干カミンゾクガサ……，　（β　ンー．）　　アノー　タイ‘ノクカラチタ

’ノ浮iジイし　1禁、方多し　カぐてt　・…　一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中ls］）　メこ　隆　　か、ら　ラ1乏τニ

キカミンゾク刀．　（β　ンー．）　プニベ　ナニベ、ソグ　コー

吻砥族・・　　　　　何部　1獅と
（6ンーのバオツケタワグダヨナ．（Bンーンー“♪

　　　　　を戸を　つげ存わけアゴよ写。

タカベッテノモ　プニカ　ソーイッタ　イミデ　ヤ・・／パ　千カミン

遷ラ吾戸という・ク）も　　∫5Jb、　　そういっτニ　 ラ急啄で一　やつ1’9“ワ　 ソ昂イ（ノ

ソt’

Nジャナィ刀ナ、　　（β　ンー。♪　デァー．アァー　　ソノー　オ’レ

民方果で17与’いか㌔’。　　　　　　　　　」（．r本　　　　　　　　私が噂

ヤ・ソバ　ヨンダホンデネ……。　（β　ンーe．）アノー　アサバタトカ

やフt一；faワ　読んだ本て・狩t・・…。　　　　　　　　　　麻機とか

（5　ンー。）　シ、ズハタ　 （B　ンー．，）　ノ＼トワ　（B　ンー。）

　　　　　媛・機　　　　　　羽鳥

コソヤー　　ソノー　ハタモ，／ッッッア　　（β　．ンー．／）タインタカラ

これ｛7　　　　　　　ノ秦：者とし1って　　　　　　　　　　メ〔1陸v、ら

手カシテ　（βンー。ノ）　イロンカ　マー　（βンー．ノ）　ソ／

帰化し7　　　　　　　　　色々存’

ナンテユー刀プー　（βンー，）ンー　　　　　　　　　　　　　　　　ギジツ才　（β　ンー，）
　　　　　　　　　　　　　　　　メズズズメズメメ
　　　　　　　　　　　　　　　　　技術を

ギジツオ　毛ッテ千タ　アノー　イミンゾクダト　（仔ンー。♪

技術を　持。て3r二　　　　　翼民族だと

ユー @アノー　ハプシォ’　干一口コト　ァノレ：グヨ。　（ちンーンー。）

・つ　　　話そ　聞いτ・ことグあるんμよ。
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c
D
じ

B

ホイデ　マー　アサパタワ　マー　コーユーコトデ　 （移ンー。）

それて“　享あ砺：薇1で・住炊・いt・審）σ　　こういう丁丁’Z・’

アーアた・・財オッ，タミンゾク侃シンネーンωン㌦）
　　　　　　　薇を織っで二民：才矢．かもしれ℃ヂいし，

ヘー Jラ　マー　ハトソノトノク　ンズハタワプ　プニオンタカ

それb、ら　　　　　　　？刃鳥の（／〈♪と。・　賎磯の（ン〈♪‘1　　　fむ’Z9しt；O、

ンレネーケーガソーユーソノー（βンー。）ンーヒトツノ

しψしで♂いカぐ　　　　そういう　　　　　　　　　　　　　　　　　　一つの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サギジ｝・ソオ　モッfまタ　イミンゾクノ　（β　ンー・　、）ジソンジ準7アー

技術を　　持つマきτ二　　三民：族の　　　　　　　　子『承で冨ないか

ei卜　（βンー。♪　ユーハナジ、がア1しダケドサー．

と　　　　　　・・う話があるんτごけどさ。

ンー。

ダケン　ドッテカッテイヤー　ザッンユダゼー．　ハエァーハナシノゲ．

でゴ噛｛すとい　　　　と“ちらウ、と言え漣丁亀’　　　　　　　　　薙種てゴ’ぜし　　　　　　　　　　　　累し、話ヵぐ。

　　　　　　　　　　　　　しロハエァーハ；プンカ。@層ザッシみタゼ。

　早い話が　　　　 羅種だぜ。

ソコデプ　イマ方　コッテカ。ワノ　ヘヤデ　アノ　ハプンヨーシタダ

そこマ“な　　 ・4VN @　　こちら。“ha（歩1め）著斉ノ星て“　　　　　 話＝をしでこめ1：’

ケーカσ・ザ　 （C　ンー．♪　コプイダ　アノ　タクシー」ヂ孝ンナシュー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
が　　　　　　　　　　　　　こめ間　　　　　　タクシーで　　女ナ土と

ト　フタソデ　　アノー　　ケァーッテク1レトキニナ　　タクンーノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　二人τ　　　　リ嗣マ〈ろ時【・獄，　　タクシーめ

ウンテンンユガ　ドコノシュ・ソシントィッタヵア　カントーノ

毘率云手かご　　　　　どこの出身と言っ鳶か存、　　　　　　　関東の
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　　　　　　　　　　　　（1の　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
オソラク　サィタマトカ　　カ　グンマトカ　　アッテノ示一ジャ子アー

おそらく　　　　　三王・とウ・　　　　　　「群、蔓レとウ、　　　あ’ちら〃）方て昏「に事質ヂいむ・

力トオモーダケン　　ダケンプ…・・．　（e　ンー．♪　コーユーダッグヨ．

　と　〉ξ玄うグ｝1ib〈’　　　　　　　　でご1ナと「tずa一…・・e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ，う　言っで＝んノffよ。

ソノ　シズオヵノンユー　 シューノ　ソノ　コトバンワルイ・ソテ

　　　脅ifiE］0）看a　　　　　　　　　　　　　　　　ことll”　P〈h！悪いと

ユーダヨe　（Cンー．）　ナンタ“ッナッタラ　ソノ　　トクニー　オンナ

言うんてビ浜。　　　　　　　　／6」てゴと言っアこら　　　　　　精に　　一女1生が

シ2一ガ　　ワiLイッグユーダヨ。　（C　ンー。♪　ナンダッタク

　　　　　悪し・と＝きうん、7∵訴e　　　　　　　　　　　　　　　　∫6了でゴと言ってこら

ソノー　アラ　示ントッテユーヵ　コー　示ンi一ヅアユーコk一

　　　「あら　17んと」というD、　　　　　 「rg人ノと」ということ＝を

スプク　ツカウヅテ　ユーダナ。　（C■一。♪　千｝カエスダナー

すこ・“〈　　fj2．うと　　　 診うんτビ「つヂ。　　　　　　　（フ詐琶手i二／）聞3底マんτご筏ヂあ

ユーヒトノ　ハプ’シォ　　　　　（乙　ンー．）　タイワ　　シテテモー一…．

　／《＿め　　　　　言」舌＝を　・・・…　飼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ寸言・舌「を　 しマし、マも・・一・・。

（C　ンー。♪アノー　タシヵ二．　ソノー　イミワ　ソーデスカッテ
　　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　　、確か｛・　　　　　意啄婦　 「そう1”すか」と

ユーフーナ　アイズテダケーカ。　（じ　ンーンー　ン。ノ）　アノー

いうような　　　相鎚！でごむぐ

ワンラソ　ンユ・ソンンノ　　ワンン　シかソシンノチイ千デ　　アラ

　　　　　　　　　（その競袖）「私め出身の地域て・　『あら

ホン｝一プンテユーコF　イワレルk　（Aンー．♪　キミジカノ

｛季んとdiで♂どということを　　　1きわれるとノ　　　　　　　　　気みC“・の

ヒト　ワ　　：Tコ1し・　オコ1しッf　　ユーダ。
　　　　メズメズメメ
／〈～〔ぼ　　　　　　　　　　　　　　驚・ろ　」　　と　　　　　言うノ）τ♂。
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A　ンー

　　うん

β　　　ウタ　ク。｝レ，

　　疑う。

A，eンー．

　　うん。

s

A

ケッ杉ク
紘局

　　　ウタク㍉レヨープ・・…・．　　（宴）

　　　表走う、タうな　（気かぐするんrゴ欄頃ヂ。　）

シンヨーシfナィh・一．
「1翻しマい・rい、と（思回る♪．

ソイデ「　モー　スコ。ク　シズオ㌧カノ　ジョセ．一ワ　ソノ　ツズ7ウッf

　　　オこントッタラ…・　．

t「あら　 t7人ノと：と苫ってこら・・　　。

アイ；ズチノ　ィミデプ．

湘茎彦の　　憲味で・な，

ケッチョク　フカク

そ承しで’　　もう　　 Vご』〈

ユー _ナ，（Aンー
言うん，τゼな、

アラ

　静岡の

e♪　アブ
　　　「あら

　　　アラ
　　　ρあら

　女ナ先百　　　　（アラ本ントぞ）　使1うと

ホ三一．　（Aン“一一一　e？

ほんとe」

本ン／トーッテユーフープ　コノ

ほんと」というth　ll

カンゲ　ワヤー　　ソーユーコトナンダヨ　、

B

直言局　　　　　ラ果く　　　 考えれ「び“　　　　そういうことre『人ノτゴよな。

～タケンノ　ソノヒトン　タンカ　ムコーノ
そ4「しを　（使．うんτビ♪。　　　　∫也県a　　　　そm／〈11F　　　　f：しv・　　　向こウm

サィタマグヵ

埼sブゴか

ヌプク　ソノ
「すごく

ヨク1アー。

よくf（ヂい。9

ズラケーが
てゴ’ろうかご　　　「

グンマノE・．トダッケググドV一。ぐCンー一・’　e♪

1君羊尾～an入でゴ㌧で二｛すと”さ’。

千一テテ

聞いマ・π

ソワヤー

そ＊〈．　17

ワレワレン

我々むぐ

ヒト千。Tンワ1レイヅテユータ㌔　．カンジン

ん肺・磁い」と訪んでゴ。　「感じv・’

シズ才カダカラ　ソレデiッテ　←dレ

静岡なら　　　　それマ“　　　画用てる

キータラ　フーントニ　 ンズォカ／

聞い1・ら　本当｛二　　　’静岡の
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　　ジヲセーワ・ナンf

　　女・卜生｛1　　　何と

C　（笑）　ヤツパ　コレ

　　　　　やつtプリ　こ杓丁

　　モンデ∵一’國“

　　か、Lフtt’『”t

s

A

ソータヨ　ォ’一。

そうでゴよ　　 おチゴ。

イディチ　ソレダグン

’／～　　　　そ‘i’i．r；’げ承しと”も

　　（19）

　　　　　　　リアンマ　ヨカー系一。

あ奮り

B　ヨか一

よくστみ・。

不一ナ　ンー。

コEベンワソー……．
こと・ガ・・悪いα劾、と・うことt・　・vる．）

ションネーダナ．　ソレプエー・一　Fシfiレダ

イ士方Pぐプ；ヂいんノτビf〆．　　　そ4しrZ“　　」：いとしマいる人ノでゴ

クん。

シズオカワ　ソノ　アレダブ　　コトバワ

静岡浮　　　　　　　　　 ことばぼ

よくほないな
　　　　　）

じ　タケド　艮　コレンネw　アノー　マー　〈t＞マxτx振　本’ゲンテナー一

　　でゴ｛アと”　　　　　　　　　これかぐねえ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　才　　言　　　　　　才言　と　いうAl才

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
　　ナングケーガマーテレビノエー㌔一グ”Dレイマノコ隆ヅ
　　おかしいが　　　　　　　　　　テしビ●の孝多響で・　　　　　　　　　・今・のチ供と

　　テナーママ1レッ1ソ・ノレンナクナッf｝！ヤ、ソタワケ。
　　　　　　ズズ
　　いうm｛7　　　　　　・全く　　　　　方言かx“　　　プ『〈で｝’っマ，1マし多っ才＝，1っ｛ナ5．

A　　－ZZLxZ・　　　　（C　ソレデ　　アノー　、）　マッタ　　　ゲンザィ9

（こと【『；ヂ’カぐ）よくで』Pって二。

ヨクナ・ソタ。

よくでS一　nT＝．

一160一

全く 現在tl



じ

ハ

ソーダプ。　　　ソ　レデ’　アノ　一　　才レ　　ヨク　　テッ　求。一ニイ・ソ　テ

そうで；”　tal．　　　それで“　　　　　　　　私t9　　チ〈　　　鉄ヌ；包うち（：舵「ワて

’t一レナガノカニーがタエイクラノ　（Sンー。）／t－k

　　　豪野か　　孝ケ潟へ　　行ぐτゴろう。　　　　　　　そう可ると

コドモが　　ソノネー　ナンプユーカ　　ナマワが　　マ1レッ千ワ

チ供かご　　　　　　　　　　　　　　　訂し‘ノかぐ　　旧く

ナクナッチャッタダヨe　（Bンー一一．）　ニーがタアタソワ

写くで♂㍉マしi以1；　k，　tゴv　“。　　　　　　　　　　　新渇あ存りt：F

ソエプ｛i，マダ’ケッコーナマワンツエーケーがサ　ナガノ
それマ‘’も　　　手で：“　　e、tiヲ　　　　3でしヲカぐ　　　5童い｛ナれと’dゴ，　　　長望予

アタリャー　　ゼンぜン　　ヒョ　ージュンゴダヨ。　　（3　ンー。）

あて・・ノσ　　 ・全く　　　裸摩語て・は，

ホレテ　ミテオ干一タソ　ナンダソシテ　コドモニ　ハナンス1レラ。

それで　　　道！葦旧いで・ワ　　　　で♂（：O、して　　　　　子f莫｛＝　　3舌る可’うてfろ）．

（Bンー．ク不一トナ　ゼンゼン　ソノ　テレビデユッテルi一

　　　　　　了’うと「rv，　　・全く　　　　　　　　アレヒ“で言っマいうめと

■ナジヨーナ　　アノー　　アレダ駕　　ナマソガ　　fx　ナクプッ：升ヤッ

1司じ」：う亨　　　　　　　 こと｛プτデ」：で’e　　tr化ワが’　　　なぐ写。て

タタヨ。　ソエテ　ナンカ　コノー　干ヨードンヨクッテモノワ

し7ウて二にτゴよ。それで　　何か　　　　　　　郷土色というも　Ol　t　ア

ダンダンダンダン　ナクナッチャウソヤネーカナト　カンジタッケン坊

てゴ島て鞠βんτ乳　亨くV－1　U7）んで・鐸・か魁　怒じτ・ん働・さ。

1∴イー．tsii’ン午墨譜∴獅（．∵）
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B

A

B

（ン

　　　　　　　　　　　　　　　（2の
　　キョーイクノ■カゲダヨ　　エレt

　　教育めお。・ザて・誹n

ソーヌントサ　オ’ラ　｛二F・／　フンギニ：孝モウノワ　アノ　ガ㌦ソコー

そうする乞　　　　 tムむぐ　　一つ　　　 β、し3V｛二思うa　｛V　　　　　　　　 学虜と

ント｝；　ジッンユーデ　アノ　ボッ，；クイドーーエ　 イ“／タツ鳳乙二

a　B9　1・　　寅習マ・　　　　北鑓．へ　　行。で・規ゴが

．こZニ　ガ気ソカイドーノ　ンユ．一　マー　コノヘンニ　イドー／＼ンデ「

　　北海直．の　　　　、んv〈’　　　　　こm泌じ　　　移層勤班で’

牛テクレILジャー　 ミカンチソニ……．　ぐ。ンー．♪オ気ソカイド亀一ノ

（静周へ）辛z〈亦うだろう　ミカンを｛X’　・？　1・　・・・…．　　　　　　琵海膨の

ンユー……．　（CンL♪　ホッカイドー、ソア　ユーコトバワ
／（＿・…・・。　　　　　　　　　　　　　　　　　プとし海癒と　　　　　　　し1う（」ti．地en）こと，　t　3”疋才

アレタヨナ　ワソニ　 ヒ．ヨージ顎ユンプダヨ　一。

　　　　　　劉じ　　　標準語で・”チ　v“b。

　コト／ぐ　イー　一e

　ことt1＃”9〈’いいなあe

ヒョージュンコ。……。

　標拳語一一、

ト　　コロン　一一　バンヨ＝…i、ソテ　毛ノ1プク　テフゲウダ

　　ところウぐ与・ろ　　　場・戸ケじ；ッマ　　　　ものマ臼こ“〈　　髭うん’τビ

アスコワ…一・。r　（6　ンー．）　ソラ　Fンデン〈一ヤ　ナンヤラデ’

あそこ，tl・一…。　　　　　　　　　　　　　　　そら　　　　屯げヲ兵や　　　　　　但rやらで・

ガ’一　（β　ンー．）　アソコェ　、〆一ジヵラ　グー、ソトコー

さ　　　　　　　あそニへ　　明治から　　沢吻

イロンナ　チ本一カラ　ヒトがハイッタeンプ∵’　e　（Bンー．♪

色　々　穿　　　　　地方　　e、ら　　　　　　／（＿V・：Lノ〉＼つτ＝ものて1●・…　一。
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6

（
ン

B

じ

ブブンブブンプサ　（β　ンー、）　モノスゴク　ソノ　ズーズーノ

地域地婁或で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛グ｝すごく　　　　　　　　　ズ“一ヌ㌧弁の

トコ毛アルシ　（屡　ンー。、）ホィテ“　ヒジョーニ　 ヒ’丑一ジ払ンゴン

所もあろし，　　　　　　　それマ・　非常に　　　標葬語の

トコ毛アゆン　（疹ンー，）　ホイデ　マー　ナンテユノカ

アケもあbし，　　　　　　　　　　　それてい　　手ゐ　　 f丙1というカ、

ホ・ソカイドーノ　ンー　モ．　トクシエナ　ナマワップユーナー　マ

北海琶・の　　　　　もウ　特殊亨　　　証‘ノというも烈手

（β　ンー。）ヌクネァーソヤナィカナー　 アヌコワ。　（呂　ンー。）

　　　　　　ケ亨いんでぼないかなあ　　　　あそこ呼．

ダカラ　チホーチ承一：デ　ミンプチガウミタイヨ　　ンー．

てゴ『から　弛御吻て・　　皆（こ歴蜀蛆の露うらいようん．

クダ’　アレグヨナー　コノー　マー　木一ゲン：テイッテモ　アレ
τ二τゴ’　　　　　あ承してゴ」’で，ヂズフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；ぎプ　言　　と　し・っ　マも　　　　　　　　　　あれ

クケーが　アノー　シゾ㌧カデ　コー　アノト千が　アノ　ワラン

てゴ・ゼ　　　　　　脅岡で　　　　　　　　　　　　藁材
　　ω♪
ナ才ク　　（Cンー。♪　エ∠立クッテッテ　（Cンー　ンー・2

の奥　　　　　　　　　　　　　安｛音1・la奥とし・っマ

コノー　アクセントソテユ・一カサ　ハツオンガナ・・一・・。
　　　　　ゑ
　　　　アクセントといウか　　　　　　発’者かぐイ♂・・…・。

チガウナ　ソーダナー　ハツオンガ　ナカ。一一ナー。

邊うfよ　　そうt：“　tsあ　　　発音が　　　違⇒f♂あ。

スゲー　ドクトクノ　アし　アルタヨプ。
　　　　　ム
すゴい　　　づ虫特の　　　　発音が　ある人／てゴふでゴ。

ンー。　ナンセ　カワネトカ　アノヘンワ　ヘーケノ　オテムンヤ

クん。　亨〔・しろ　用狼とか　あの匹σ　平家の　落喝武者
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B

ホーカヤーッテノ　ホーカヤーーッナ

㍗カヤー・とのノ「・t・・一力V一一一Aと

（笑）　ゴビ　アゲルダ。

　　　語尾を上ザうんτゴ’。

ヒクァープー。

（語尾を♪引くんブ三’5なあ。

ンー　ドクトクノナー　ンー。

）ん　独特aなあ。　　　♪ん。

ホエカラ　’ノノー　ナンダヨ　コノ　faック1片

それカ＼ら　　　　　　　　　　　　少し

　　　　　　　　　　　　　　一164一

ナンテユー　ハナンモァルンサ　（Bアー。♪マー　ナンヵ

（がいう）という　　　3告もあ’うし（r，　　　　　　　　　　　　　　　享あ　　　tヂ｛二P、

アソコワ　モー　アクeンfガ　ゼンゼン　チガーナー。
あそ」（？　　もう　　ア7セ．ンfVく「　　ノ全’〈　　　謹’うで’あ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　op
木イデ1マー　（O　ンー。♪　アノー　オサカ　　e．チム名ノ　　オサカ

それで・多あ　　　　　　　　　　　　　　　、」、疲　　 用宗の　　　小：坂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
（C　ンー。）　アソコノ　　ドー千ユーセープンカ　　1一千ド手　アウコト

　　　　　　あそこ．の　　　　同孝及生穿と・　　　　　崎々　　・会・う．；rとヵぐ

島巡も’が4∴τ藍濡惚諺1砿．（eンー’

1；τ爺ダデデり藷：綴ンで

院ニララ∫∴∵と蕊）㌃ラ∵寵競
ホーケーftカ　　　（乙ンー．♪　本イデ　アノー　ワランナイクト

が一ケー（そうかい，そうかい）とか。　　　それて・　　　　　　藁科へ行くと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コー　　ゴピ　ァケ。ノレダヨナー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語尾魑を　」ピ｛ナ”うんτ二9’よで；ヂあ．

コノ　ハマェ

　　海勧面へ



じ

A

0

A

s

c

イクト　マタ　コレ・…一一．

fi〈と　 菩で；　これ（かぐ違うe）

ソー　ソーダヨナー。　（β＿♪　ハマー　マタ　チガー
そう　　そうでゴ，Fなあ。　　　　　　　　　　　　　　海ノ芋｛7　　？てこ　 産う人ノ

ダヨナー。

τゴ♂守あ。

ンー．　テヨヅクワ　八ナショージテ毛　　ソレコサー　　iゑ最

ラAノ　　 ・ケし　　　 3呂’をし7｛　　　　それこそ【3

オコヅテンダカボコテインダカ・・…・傑）．

恕。マいろん働・ぶつぶつ言，マし、るん勧・（わからない）・…・・．

アラ・，．ペー　コトバダナー，

あらっぱい　こと1ズτジ与あ。

ンー　アライグヨ。　イwイロプンデ　アレ　ヤッペソ　ナミノ

フん　　あらいんがよ。　　いろいろ獄の7“　あれ13　やっぱり　　〉皮の

オトノ　カゲンダカナ　ムズカンー五ング。
音♂）　　　カa♪成くS’　a）か痕ヂ　　むす一“カ・しいもグ〉τゴ。

アノー　　アザパタノナカデモ．サ　　イケガヤノ　　シュート　　ヘーテ

　　　　　麻搬の中でも　　　シ也ヶ谷の　　ノく＿と　　 それ7“

コノ　キタムラノ　オ’クノホーノシコ．一kテ”ワ　ヤッ／ぐ　ドッカ

　　　iヒ、オすの　　　 奥め方a）／〈とz“t■　　　　　　 やつt’10 梶@　といこ。、

ナガウダ．

髭うのt：n、

ソソヤー　チガウワケダナ．　アー　ムコーワ　ヤー　マチーチカ

そ承しi7　　 違うわ｛ナτごで♂。　　　　　　　向こうt’lf　　　　　町｛二近ンし・

イ≦ブiンテ“・…　一e

ものz．一・…　．
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B　ソー　ソー　 ソー。

　　そう　そう　そウ．

4．多の話題

じ

A

（ン

ハ

c

A

■ジーナヤンワ　モー　ユミワ　イーカゲン　プガイノ千ヤー。

fO・じし・ちゃんσ　もう　引7　相当　　kく（A・4f・・”マいろのウ・e

ワシア

私？

一
ん

ノ
、
フ

｛
か

マ
奮

ワ
ミ
σ
ユ
ラ

｛ン

イクツグレァー

し、〈つ　く闘←フし、

一／zneンナッカフ

　27才から

イク’／グレ7一・ソカク

いくつぐbいから

　　モー　ヘー・・

（ン　ニジュ　シ「t・ソカラ

A

もう（也マいτ・）。

e

オー

お；ら’

A

ハジノタア

凌台めで二？

　27才から，

ゴジューニサンネン
　　　　　　　　ua　52－53年

才一一．

おう。

ンー一．

ウん。

ナ｝レホhドナー。

†、ヂる｛3と”で∂7あ。
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じ

B

A

じ

B

c

A

B

A

トニカク　アサ……。　マー　アレ　ユミオヤッテ｝レ・ソテ：コト

とにがく　　朝一．　　　まあ　　　　　多をやつマいるということ俘

クーンコーニツナガ1レズラケーガ　トニカク　アー　アレダナー

健二康にっ亨がるんだうう麓　　　　　とにかく

V・ソ／ぐ　アーユー　ヒ・トツノ　ヌホ：．一ツ・ソf一カサ　ア’ノヤー・・一

やつし雀σ 潤@ああいう　　一つの　　 スホ．一ツというカ・　　　あれ・｛び

エーコンダヨ。　臼ンー．）ンー．

　　　　　　　　　　　　　　　しし・し・ことでゴ‘よ。　　　　　　　　　　　　 フん。

トニカク　アレダネ　ンゲチャンワ　ジョーグダヨ．

と｛ニウ、く　　　　　　　　　　重ちゃム）｛丁　　　 丈夫τこ“，鼻。

シゼ’ンニナ　　ンゼンノ　　ウンドー二・　プルンダヨ　　アレ。

自然1二で♂　　自然．の　　 醒／重かに　　　亨るんτ二“チ　あれσ。

1£：緊下読：（A読）

卜・ニカク　　タ・ソジマタ’」。　　ミタトコモ　　ワケァーダモン・

とじカ＼く　　　i茎レ看で♂。　　　見て：ところも　　若い2の。

客∵’・（B昆ケ　）筆デ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　　　　　ハナジューワ　八ナ／ユpt　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　80才1さ　　　80才で「，

ワかカネーサ。　へ7　ヤッパソ

若く17　VいS。　それτや．　E’；；．‘」

ダレカ0ミテモ・・一・・（契♪e

τゴれ。ぐ見マも＋・・一・・。

トテモ．　ソンナニャー　 ミエネー。

とマ｛　　そんで♂ltt？　　見えで∫い。

工’。

九え。
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β　ソンナニャー　 トテモ．　ミエナィe

　　そん穿（；呼　　　とz毛　　見え亨い。

じ　ヘデ　ヤシキノ　ミヵンナンカ　ミンナ　キッチャウズラノ

　　それで　邸の　　　みかんなど　　　皆（一k　7・　）伐つ1し孝うてゴろう・

A　ソし：ヂ毛ナー・…．　（Bンー。）　アンタネ　：fFテーノ　（βンー．）

　　それで毛亨・一…tL　　　　　　　　　あん春給？　一昨∂給，

　　ア・ソタダ　エレ　ヤッパソ　アノ　ンー　アレ　レーハイガ
　　あつで二氏ノτご9　それ　 やつiぼ。 梶@　　　　　　　　　　　　　ネし才手Oぐ

　　ア・ソタダ。　レー八イッテ　ニ．チョーニ　ドッPデ伽レーハイッナノワ

　　あって＝K／rゴ。　　　　ネーし才手とし・っ7　　　　　とヨ　B置　t2　　　　　と”こ：b、で・　　　ネし才手・というa13

　　（βンー。）　アレ　　ソコデモッテ　　ココデ£ッ，テ　　ブロッ　クテ“

　　　　　　　　　　　　　　あちこちで　　　ブ’｛］・ソクごと（：

　　（Bンーe♪Viしダネ．　（Bンーンー一一・　e）　ゴコクジンジャデ

　　　　　　　　やるんτご・＃。　　　　　　　　　　　　護固神社で・

　　モッテ（Bン・・一・　．♪アレグネ　台紙イ　＝チヨー7ヒグ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一昇乍θ　　　θβ憂めli］ブゴ，

　　（移　ンー。♪　し一ハイ、ゲ　アジタワケダ。　（βンー．）ソレテ“そ．ノー

　　　　　　　　　ネし辛手・台ぐ　　　　あワで：4っ1ナrこ㌔　　　　　　　　　　　　それて覧5・もね2ノ

　　アレダ」ヨ　ワジv一　ンプ丑　1ヅタソ．メカ　　（βンー．♪

　　　　　　　　牙ム　に7　　　　　　　　　　　　　（年の1リ頁マ・）　4ン＜＿ヒヨ　む＼

　　ウエカラ……．

　　上から・・・…．

Bじ　ホー一一。
1

　　　｛iう。

A　ホ”一”。　アー　プンダ　ジミズノ　（Bンー．♪　ソレコサー

　　leう。　　　　　　　　　　　清71くの　　　　　　　　　　それこそ｛1

　　　　　　　　　　　　　　　－168一



じ

ナンダ　ヤンバラカラクル　コノ　アレダ　千ッカワプンテユーとト

　　　　しレノ票ウ・ら釆る　　　　　　　　　　　　　　　　吉1・13人ノといウ／く、＿

コレン　ハチジュープンプイサ。　（β　才一・　乙　オー嗣。）

これかぐ　　 83才さ。

ソエカラ　コノー　プンコ。一カラク1レ　ムラタプンガナー　（βンー．）

それカ、ら　　　　　　　　南麺pカ・ら、界ろ　　　　才寸田ご人ノρぐでrあ

コレヤ・．パワハチジュー；サイカ．（0ンーンーe）ンー
こ”／　Dぐ　やつ｛7．ワ　　　82才ウ・。

ヘーカラ　アノー　コレ　ウマレワ　ド・ソカノ　オーザカノホー

それから　　　　　　　　　生多ψし匿　　どこかの　　丈阪の方

ランーケー刀．　（O　ンー。）　イマ　ヌマウエニイ1レダエ。

らしいが「　　　　　　　　　　今　　沼上にいうんτ♂よ。

（cン＝）ソけヘーカラワンガワシワマー・＼テジ垢
　　　　　　そm／くgと　 それ。・ら　　　孝ムρぐノ　　＝孝ム｛マ　　　　　　 80．

カゾエダケン　ソノヒトワ　マンダデ’’”一．　（C．アー一・♪

（私｛i？数え年でゴかぐ　そのノ〈i茅　　 ）笥80才τゴチ…一。

チー・ソト　チガウ五ングンデ…・。　（じ　ンー　ンーンー，ノ）

！ゲし　　 毘うも〃》マ“…、

ソエデ毛　アレグデー・．　ハ　ハ　ニジューゴロクニン　ヨッテ
　　　　　　　　　　　　　ズズ　　　ズズそれマ“も　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25一一26／く＿　　　　　 集孝っマ

ナー……，　（C　ンー，）　ソエデモ　ハチジッサイノヒFガ

「if、あ・…　。　　　　　　　　　　それマ“も　　　　80才　〃｝／くρぐ

．ヨ・ソタソ　イタデー，　（（つハ、バー・一　）

4ノ紀　　　 いτ二よ．

マグ　ソヤー　ウェー　アッタダ。　　（笑）

琴だ　では（あ三二‘1♪年上があ。為んだ。
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A

C．

A

B

（
ン

B

（ン

A

才一。　　ウェー　ア・ソタ。　（C

うん。　　　　上ウぐ　　　　　あって＝。

キュージッサイプライー．，一　デテク1しヨ．

90才く1’らい（の人が）　　　出ているδ。

ホー　ナル本ドネ。

〔7う　なろほと”紛。

ホイデモ　ケン．カデ五

それ7“も　　　県下　マ“も　　　P月シ台、会というmを

ンユーグT一一。　（Oオー　オー，？

渚で＝“け…e

ソーF　恥しタヨ．　（Cンー　ンー．
粕当　　集務んで与。

ムイカガ

6日々ぐ

）　トニカク　アレダヨ

　と1こがく

（Bホー）

ノ。一ジカイッfノ　 ヤ、ソタダ。　　、メージノ

　　　　　　　　やつで；んτら明〉台但曇のの

　　　　　　　｛7一ンカデ　　ヤ1し。

　　　　　　　　県下で　やる。

　　　　　　　　　　　　　　　　o

ンー　ヤッパ

フん・　やつt？”7

ナカσイキ　　シ1しタ“ヨナー．

長生きを　回るんτゴよ亨あ．

メージカイ：デブ㌦　　。

明治ノ会トで「亨・・…・。

　　アレダネ

一
み

距
ノ
、
廿

　
で

ダ
．
二
　
て
【
辱
り

ソ
そ

二
一
　
；

刀
康

ケ
健

ンー。

うんe

キョネン
Xズ）く）く♪ζ×♪（X

　ケンコー二

健康に

イーダヨ。

し、　し、人ノτゴ」二◎

）ヘー　コノ

　すぐ

アノー　アしプ・　。

ユミオヤ、ソタシューワ　　ヤ・ソパ

ヲをや，τ二人．口　　　や引でワ

イーダヨ。

いいんて：”s。

千aネンノ　ナクナッタケーノプ　マー

去年　　　t〈なつ丁こが・
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B

じ

ニヰンデILッテ　マー　ダイイチニンンヤ，タ“．　アノー　 キュードー

日，本で　　　　　　　　第一．ん者でご’　　　　　　　ヲ1互
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ジューグン　ハンンカ。　ナー　コノ　シソ㌧カカラ　プテタダナー。
一亡’段　 （とし，うノ（カぐ）　　　　　　　　　　　　　　　　　一静IX］　む、ら　　　　　出マいτ二人ノτ＝”t♂あ・

マツイセンセへ。テユーノ　ナー　（3ンー一一．。）　千ユー二

私1一苑生という入が　　　亨ろ、　　　　　　　急｛：

プングヨナー　キaネンノ　　クレノコロ　ナクプッタプ。　（Bンー。）

　　　　　　　去年の　喜の巧　　亡く亨・τ・よ．

アレ　アノ　イ干テILヒト；ヂ　キュードーth一二”ンf一ノワ

　（それマ“）　　　　生？マいろ／く～で’　　　　　　　ヲ　道〆づL段　 と　いウaξ才

イマワ　マー　．ニホンニ　ネータ’一。　（B　アー．）　　プクプッテ、ソ

A71ぼ　　　　　　　1ヨ2卜・｛＝　　　で∂7い人ノ1・：・。　　　　　　　　　　　　　亡くで∫って

カラノ　 ンユーワ　アルヨナ。
カ・ら（す段位を得で・）／〈一（■あるよ写。

プー1レrts　ドブ’一。

で，ドる（7と“で｝’あ。

マー・・一　トニーカク　 （A　マー）　工一コング方　アーユー

手あ　　 と｛二ヵ、〈　　　　　　　　　　　　し、し・こ・とて；”vv　　ああし・）

ヌオlo一・ソ、ソテノワ。

ス／t．o　一・・ソというの｛1。

一17ユー



注

（工）至正グ）豪1雨の話で，　「ソレヨカ＝：倭O・のこと19ともかく．」の煮、。

（2）昭コ和49年7肩7Hの，静【1司地方田中豪雨。

（3）「デ行、パ㌔S（kt）のωカ・無二乙しV・㌧葎の1孕の発
　　　　あ　　　　　　　　　　　ゑ

音禍ることを訂。以点じ．fi’jえ・ガω〈「ワカク：ア」〉

㈲翻琳東部の柁名．
（s）

（の

（の

（g）

（9）

（1　O）　（　kak　tLt　ifi　de　j．

（の昭和｛o年7肘E〔・　　　　　　　　　衣拠蝦。
（i2）清櫛酌嬬1励也胤

（13）〔」鵡1酬・ne・〕1’3「‡等㌫…いらの変化形と恩繍る・

⑯「アンマ．　ll　（ammari　3の〔ri・］を落としτ・肱定着して：　’3イC語の

　形。一→（18）

（1の「］ドモ＝イルトコデ・σ，正しくσ「コドモカ．イ瞬コプ・

（（6）　「ラクセ’／」1？「セッラク」の君呉ワa

（’7）　もう一度「三三」　と言し1ク、こナで二〇＼。

ag）　一azi一）

（19）こめ「Flレ・，意不un　．

（ユ。）　「工し、ゆ「それ」tボどにあて二る感動詞．

⑳旧宴儲剛根村坤・1限村・二村・認の地域の，魚アクセン陣

転誹を言・マいろ・
（22）閑劇訓墾鉄静岡駅e・ら西下しマ次・駅一ト坂副判宗のteく．

「F“，ソテニシテモllの百い言呉9．

「イマナラ」a、強3絹e

「トキaと「ニワ」の間（：音のノ1、体止ゲあろ。

一一
r　（3）

「く’るク＼こししれ虞ヂし、，危険ナ生Oぐ“多し、」とし・ウ竜一。

　　　　　　　〔ししし〕かぐ引声4じしマいで，ドい。

　　　　　　　　　，静僻弓三門輝・・匙こ。
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　　　かみい’な　なかがわみな燥
W。長野県上伊那郡中川村南向

　収録・文字化担当者馬瀬良雄



A4又録地点とその方吉について

　！　地点名　　長野馬上伊那郡申川オ守南向

　2　収釜粂地点の不粋観長野：県上伊那郡中川村ほイ旧習戸谷のほぼ中央〆上

伊那郡の最南一部に位置む，天龍門を中に挟み．それが形平する河岸段：立

の上に広がる。下和55簿（fq58），天龍川の東の南向村と西の洋桐村と

が合イ旨して中jil牢寸ζ：回った。／父⊆3　SSS2人（臼召51），世帯箏父イ308（B窩5ゴ），

面積77．24レ鮒2。潅．業は米・果樹・養蚕が主イ本の，農業。

　ここで19中川村の旧南向村地域の方嘗29とりあげる。そしてぐの地域・

k［Fi　lil村南向．また，その肝玉Z中1り村南向方言と称する・

　3　収録した方苔の特色

　　④方言区画上の位置。隣接三方苔との関係長野県の方言は，

東条操氏贈猷ぱ，東部方書の東海東ぬ方嘗に，都竹通年雄氏に従うな

9ぱ，東都方言のナヤシ方9（長野・ム梨・静岡方書）に分類される。

長野県の方苔氏さらに奥信濃づヒ信・中墨国界の各方勧こ区分繍

る．南信方言は木曽，下伊那及び上三男Pの南下の方書がこれ1こ属し，中

川村方憲is・この物C分類される．南信方畜ゼは西部方言的特徴乃・・農野累

のイ也の方言と比較して多くなる。

　　②　音韻上の符色　　中碍村南向方茗四韻の体系記述kして（・rs　C｝

ので㌧同じ中川村の序相方畜（話老松門門イ左氏，明治2：3年生）によ・り示す。

　■）　．　昔lj員イ奉系、

　松下大佐氏の：方言からは次の者素が帰畜離れる。

　　一母者音素／u，○，a，e．｛／　　．鼻母・音音素／～／

　　半一挙一地下ノ」・w／　　　　　　　　子音竜鵬蒙／㍉h，9，つ，k・2・c・

　　s♪r／d，t♪n、m．｝），　P／　　 柏戸告素／Nt’QフR／

　音素「ねま鼻母昔董索／一v／を将っ点に特そ数がある。次のよう「」語に現れ

る鼻母9を鼻母9fnt設定して解釈したe．
　　〔レaτdλ］（嗅〔・だ）／レa・τda／cf．εkapidaコ（鍵紐一一鍵状に曲

　　が。た田一），［kaida］（關va・一長野県木曽郡の＝村名）／ka’id㌶

　　［s。：ka　na｛di　1（そうb’・t3）／sORkanatf／cs，　ckanaN」（河粛）／ka

　　　　　　　　　　　　　　　　－175一



　　naN／，［nauz］（絢う）／na’U／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この／～ハま鎌昔資料その他には，窺／，／δろ陵ん／｛／にし劃ま現れ

るが，ノδ／として’ぴ現紅（・rs・O・鼻母看は庁力源表記ぞ｛aンで表わ（た。

拍では・上のlit　・’・／’w・／，／・w・／，ノ’wj。／，／’wj　a／を有し・・㌧，

／じ0／，／ca／をr有する詩…・IC特徴ZN“ある。

　の連母音の融合
　連e音として／a’i／．／a’e／，／。’i／，／びe／，／u’i／zとり，これが

この方苔ぞど）王見回るカ＼を見る。やはり，：松下氏の方畜による。

共通語の／a’｛ん／a・’e／に／eR／で対応アる語が多い・

　　／’e・R…／（愛想♪／’・R吻ar・／（間綱♪／t・Rり・R／（大概）

　　／naつeR／（＆の　／heRra／（入る）　／’eRMono／（あえ才勿

　　／meRba／（回避　／keRru／（り弗の　／・iFedeR／（飯田へ）

　0わゆるサ行イ音便形と含むハナ■夕（話し為），顧ナイタ　（差した）

などは，この方言ぞlor／hane前a／，／seRta／となる・

共通語・の／O’iろ／0’e／．／泊／icは，この方薔の／・・i・／s／・’・／．／漉／

が対応・し，　／eR／や／iR／の対，応丁ることはない。イ列をあげれば

　　／C崎。’i／（強、の　／hid。’｛／（ひど・つ

　　／・O　bo’e　ru／（覚、え一る）　　／3di』U’｛／（寒い⊃

　：3）　・母音の無声イじ

　）笈の語と客周査し夜。

　　北三下菊叱る（頭の）ふけ手式ぐ
　　け物　ロ　つた（蔦）　靴　月　土　鮨汽車

　　振。た吸・た降った　食。た奥松
　話kに通鴬の速度で5回，発音してもら・）．

現れた吉吾を示ずと，次のと15’クである。

　　ノ琵（2回）　下（3凹）　叱る

／kik。，eru／（闘える）

　　拭」け　突く　突げ　潰

　　　・欠く　着く　来た

　　藥＆　書く

そのうち！回？’モ無斧化の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（頭の）ふけ

　これにより、この方茗の母青の無声化は東京語な治e比較して極めて

少な‘）ことがわかる。そしてそれの叡1・めら’れる語’ス．CiCV想CuCVのV

が，すべてe，aのような広い・六三ぞあるも注意、してよい。

　4）　イ足昔の寄傘入i呪象

　　　　　　　　　　　　　　　　一176一



　促量の挿入現象it　1＆，・室風」a　karaQk・・e，舳縁」をka’w・Qpu・ie

する類をさす。この規象とみセ薦静の幾つがをその語形とと朝（示す。

　　塩姶aQk艮而（．帖紙）　karaQkaze（室風）　sitoraαk◎（一K＆）

　　9・　keQpu・｛催縁）妓’服畝・臥上劇’・Q・uk・・iR　（美し・）

　イ足音の挿入現象を見せ＝なかった語もある。・acu’｛（暴（》），k社ane霞

（ジ奮な（））♪ノaka長U七e（蒲にくて）　な～費ぞある。

　この緒果ぱ，例えば三二喋中帯｝・1市落含方苔ぞこの疏象が金・〈拠めら

れな（〉のと比較すると，この方嘗で1まこの垂尼象が’かなり1舌漫ゼあるOと：

を氷してt）5。とは書うもaPt同じ一長野’県四竃でt，イ列えぱ“東イ畜佐久方

言「」どに比較すると．弓勢であるど書える．

　楳填実は表臼奉式音韻Z東S本方畜と西日本方●きとに分け，前君の特

徴とむて，しの2），5），4）とあげた。中Pl村方畜はこの、愚にっPてどう

であったか。連偉音σ）溺虫含で19，ヂ＝通．藷の／ak’／，／a’e／1こあたると：こう

に【護活澄に現れるが，甚適語の／ぴ｛／，／Q’a／，ん’｛／にあtぐるところ1ぐ’at

原則として蜆れ写いゲ母音の無声でしは認められるが，東点語なとにttべ

るご非常に引立たなu。三門の挿入蜆象1認．められるろべ，佐久方畜19ど

に顕蕃ぜばTSし・．つまり，中円村方言量韻1諌a本方畜の特徴とともに．

西B本方苔の特徴S合わせ持つ方誉ピぎえる。

　　⑤　アワセ》ト

　中凋村方言ア’フuントぽ有アクセントに属し，東京式に属する。アク

セントの型こその纏類，体系は東京語と変わるところはな⇔。

　個々の語の型所属｛東京語la近Oが，語アクセントの特徴を周辺方言
と毛　比車交し　ながら　，　わ》んたん　に述べ　る。

　！粕名詞の類の対立は，エ・！［［（○切／皿＠▽）である．

　2拍名詞の類の対立は，エ（○鰐）／E・皿（○噛▽）／1▽・v（幽。▽）

であるグ長野県へは．一方ば天竜川澹ζ・te南から，他方はチ蜘川湯い｛こ

北から，第2類が第1類に合流しマ平板型を示す勢力が侵入し7（，る。

中塀村方嘗でばこれらの下多禦iはまったく書忍められなO。言周査26語中田ぺ2

の1藷が平板型を示すにごどまる．長野県の中で最毛平二型の少「Sv方

畜の一つである。

　　　　　　　　　　　　　　　一177一



　：3拍名詞ぞは第5類のアクセントにつOてだけ述べる。第5類ぞは中

高型所属の語が比較的多い。調査t6語中次の7語が中高型2示3。

　　卑月臼　命　醇　姿　ジ芙・　Ik第　 まなご（眼）

　この類の二丁中高型の御｝地方として，上伊那地方，諏訪地方，松本

平の中。三音経地方，木曽地方がある。例えば■）上存瑠P比音昼辰野・町方茗ぞ

は上に加えて．「油」「SH瓜」「粧」「＊把」の4壱喜が中高型を示す。上一イ＃那地方

では北都から南部にわ・けて中島型は漸減する．だが，共通語ぞ中高型が

后心ユの1嶺吾ぞあるのと比藪すると，7語の中鳥型はなあ’多いと壱える。

　4粕名詞では，類を離れ，A型・：B型のア7セントにつ。て述べる。

東京’語では「雷」r物差し」などの語は○幽翻麟▽（／へ型）と＝○鯵駒○▽（B型）

の2’型2ir持つ・中1リ村方畜ぞはハ型ヂケ属の語が多く，B型所属の害吾は少

な。。

　　④　文法

　阿り村は文法上東西両方言の境界地帯に位置する。幾つり’の指標をあ

げ，中1り村方苔がこの点につ（・てどうである8a見て行く。両方畜対立

の指標として何8選ぶ諭は難い♪閉題を含むが，九つの霜標を選が，そ

の具体的鮒輪の申ぞこの闘題を考えて行く．／の左に東6本方蓄的醤

御ミ，右に西日本方茗的特復文を示す藷形と記した。

　　1　イカナイ，イカネ：一（行かな（》）／イカン

　　2　イカナカソタ（行bXなづtSっアヒ）／’イフクナンタ“

　　3　イカナケレバ，イカ方ケリャー，イカネーケリギー（行り、なけれ1の

　　　／イカ木バ，イカニヤー

　　態）

これらの楯標1こ対し

コレタ“ iこれだ）／コレジ：ヤノコレヤ

オキu（起きろ）／オキヨ，才キB一．オキー

カッタ（買った）／コータ，カータ

サシタ（差。した）／サイタ，セ．一三

シロクナノレ（白くなる）／シローナル，シロナル’

タマッr／レ（継続態と結果態の齢’博の／タマリ加レ（継続

　，タマリオル（結果態）

　　　　　　，中屠村方S一　tr　taどのような語形ととるわ㍉b’ん
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たん「di一言淀，　B月ととくも1こ言下す。

　！イカン，2イカナンダ㌧　3イカニャー　　 0ずれも西日奉方壱’白《7特

徴を示ず。イカ＝＝v一はイカナと楠り，また，ナランが下即すると，

／fフ7）ノご℃なる。

　ヰはソーダを用Oる。ただしソーナ老用0ることもある。話靖によれ

ばノソーナの方が余備を含み，優しみを表わすと（⊃う。

　5は古⇔方言として19オキyを用0る。一ヨを下接：∫tt，オキョヨのよ

う1：S用｛〉る。ただし，共通語オ￥P｛次第lzこの方言の基底方畜の中

に入りつつあり，i睨，春．ぞはオキロが千三勢である、らはカッタを爾（，る。

　7ぞは古。方畜としてぱe一タ2用いる。前に述べたように，この語

影はサ行闇イ音便’形サイタがらヂァイ〉一エーによワ生まれた毛のてある。

老年ノ蚤tcあ’OてEサ2了イ音イ更暑ラを耳又る語は）笈第に・ケなくなり，冴芦者「イ更書多

ど交替しつつある。

　8はシwクナノレ。形容．詞連雨形はウ量便形をとらな⇔。ただし，イー

（良く、）1よ，　…ヨー　｛t9（良く来た），　≡…ヨー　 ヤッタ・（良くやった）のようrd一コン

テキストぞは，ウ音イ更彫をとる。　しかし．プルの下・接する場倉・はヨクナ

ノレ（良くなる）であっマ，…ヨー方ルとばならなu。

　9は進行態と結果態a区別を符たず，と：主に9マ“1トルである。

　以kによ。て見るならば，中川村方畜では，S〈は西部方畜的特徴が

東部方丁丁特徴を：数の上ぞ）変。ぞor：が，近時夫通語としマの貴格を播

っ東音邪方嘗的特徴しの遷宏により，その勢力関係は逆転しっっあると見る

ことがてぎる。

　　⑤　（付）　中ハ1村の方畜の内三二差

　中ill村の方畜はほぼ等噴釣rg方言圏を形成してぐ♪ると苫えるが，天龍

iElの東，南向地域’と2西の片桐地域とでは方言的特徴2異にずる点もあ

る。1例をあげれば，文末詞。＞一ノーは南向地域では用いるが、］i桐地

域では用い7・・など．また，南向地エ㌶は犬字の上ぞk草と9島とに分が

れ，厳蜘ε見れば丁丁ぞ方畜的特徴の異7る点・ヵ極‘附け明野1｝。例

えば，飯田方書的特徴は葛島に捌する加快恥こおけるよ1］　t多く静，

られる・泌．しb・し，ここぜはそめ方言の釦まごく小さ・・ものと見て，
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と｛IC中iil村南向方畜として才及つた．。

4その他
　地点選定の：理由としては，中川村方言につPて以前調査した（とがあ

t7　，その方卸⇔・，て知・て・・ること，刺附が文法よ桑西方言の境界

地帯にあワ，東西両方鳶対立）C関わる論特徴が談話語の中一ピどうi魂れる

かに関1ビがあったこζなどをあげることがぞきる。

　本調査＝1ては，イ畜州犬学人文学音ア学生徳本稽恵美・細江厚子が同行し，

金縮操作にあたり，また，文字イし作業ぞ協力しrc。また，文字化作業と

清書で馬瀬則子の協力を得た。

　この調査で1糺壱飢手の紹今激よじめとtて万端にわた・て．中iワ村

教育長湯沢俊氏の御協力を賜・た．kた。中嚇楠向地域嵐身の清水・階

郎氏（信州宍学名誉教授）に金象青テープを聞きっつ．原稿をkて・・ただ

き，最寒冬的補訂左行っ1℃。

　関係，各位に貯より御礼き申tあげる。
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B　表記について
　表記は片かなを用（》た。その．具体音戸をかんたんに壱乙す。

　ウ：［しUL］　円唇ゼなく平唇。オ：［01　基奉母音のtO］より毛様。。

ア：caコ　基本母智の［α］よりも前寄り。工二［e］基奉egの［eコよ

り℃広O。　イ：　〔i］　基奉母」皆の［i］よワも畜周音点多少イ唇く，ややイ変寄ワ。

　ン：　巳M］　鼻母・菅ぎ：表わす。イ闘えば，ソーダナウンεSO：dana〔di　］。

　ユ；　〔∫ししt3　　三ヨ　：　［・jO3　　ヤ　：　［ja］　　イェ　ニ　Ljeコ　　　イェ　：　［Jeコ

　ウォ：〔WO］　ウオ：〔wO］　ワ：［wa］

　フ：Eφ凋］　母音間ぞは半有声化することもある。ホ：［ho］　ハ：

aha］　へ：［heコ　［hコは往々半有声化1たり，有弄化しreりする。

’母音間ぞは特にそうである．。ヒ：［ga］　ヒュ：［亭しUl　ヒョニ［90］

ヒャ：［gaコこ9コの摩擦的曝音ば芸通語のよう1こ強くfa「u・’・また・

［h］の者デみの聞h、れること｛ある。

　ク9：EDU・］　コ。：［D・コ　770：　［paコケ9：〔pe　3　ギ：〔Di　1　－1＝a－L．：

［！）」　uuユ　ギョニ［Dj　O］　ギャ：［切a］

　　　　　　　もロ　ク　：［9tLl　］　　　コ　：〔90〕　カ“：⊂saコ　　ゲ：［ge3　　　ギ1：　［giコ　　　ギ・L　：

こgj網ギ・：［．　sj・コ　ギ・：〔sia　］　巳9コは時にに帥ぞ発昔ざれ9こ

とモあり・母音間ぞぱそのイ頃向があり，その場合〔　if　3となること：もある。

　ク：〔レw］　コ：［kO］　カ：〔レaユ　ケ・；［ke〕　キ：£k｛コ　キL＝L＝にLjva〕

ヰ・・嘱。〕キ・：〔kj・］［k」のアス・・レづ・ンは芙通麹詑強く　1・

な⇔。毎禰養r間では特にその傾向が強く，半宿戸化アることも多（’・

　ズ：〔・dz・ur，zur］　ゾ：［dzO，　ZO〕ザ：［dza、za　j　ゼし＝［dze，zeコ

ーイ殺に母音間‘ぞほ摩擦音［：乙］，イ也のイ立一置で石皮擦骨εdz；コがヲ見、れる。rJあ㌧

［dz　UUコの誓事音の弱（・：とがある試dZ滅i旧（頭巾）のようIC．また，

il　d　z　au　，　Z　LU］にお（》て母看の中二化ほ少なくと｛愚母層ぞば認められな（）。

ジ：［d3鴎3勾　 ジュ：［、d5　ex・5ω］　ジョ：〔d50，50ユ　ジャ：［d3a，5aコ

なお，にd5コの摩擦青の弱（・場合がある。〔d5ikiコ（時期）のように・

　ツ：〔ts　cuコ　ツォ：uts・o］ツァ：il　tsaコ£ts］の摩・際奮の弱・・場合オぐあ

る。［ts　cu　tSau　］（筒）のように。なあ’，εtsau］の丑音の中舌4tは少なくと

　　　　　　　　　　　　　　　一18ユー



老年層てヨま認めらKTSo。

チ・［七∫tコチユ・・蜘・チ・・呵・コチ…可・・た規・呵・

の摩擦者の弱｛｝ことがある。［t∫i七舶（乳）のよう1ご。

　ス：USωコ咲通語（aおけるような母音の中舌化は認められ「g⇔・ソ：

にs。コサ：［saコーt・・：£seコシ：〔∫iコシュニε∫囲シ・証∫・コ》・：中3

　ノレ：［dγ・幽，f顧コ　G：［drO，CO］　ラ：［draラca］　レ：〔dre．　feコ

リ・［d瓢mリ…　：・％賜fj姻Y…dr」。、・炉リャ・・d・j・・ija　］

pm ﾊに至純月では弾き智［C〕吻コが寵判他の借貸でig・S“e・破裂者で

篇紅。始E囑〕が説れる．また、個人におて傷・るえ都r貸ま
じえ、るP

　ド：［dOコ　ダ’：gda〕　　デ：［deコ

　ト；Ilt＝O］　タ：［t∂〕　ア：こte⊃　　に亡コのアスヒ。レーションは一円書起

igte強くは「br　O。阿智間では特にその傾向が強ぐ，半傭例しす5Cとそ多い。

　　　’L・・末ぞはMぽ・・1・〔h・nt・］体・），or・h。MpiJ（黍に）．・h・

rn　rno］（季も♪、〔hODて）aコ（秦がつまどの）シラビックびにnつ〔Pi£Tnコ

L加などe，ンで表わす・
。：　［1・s・・コ（『ノ｛詣）　　，　［｛ppeNコ　（工遍）バ｛tt・・コ（歯内・｛9∫。・コ

（エ升つ　などに見られるク　シ：ラヒ“・ソクな内石馬一類［Sコ：PコEtll〔、∫コなと：

を表わす。

　eq：　引ざ告を表わす。

　又・T［’r’！　tz〕　／・Uγ｝0］　ナ：［γユa］　ネ．⊂neコ　一・にJMコ　こユ：［Pωコ

ニ’ヨ：・［fioコ　ニ・ヤ：Epaコ

　ム　　：　　［　γr〕　1λ」3　　　モ　　：　nmσコ　　　マ　：　［二ma　コ　　　メ　：　［　meU　　　ミ　：　［rci　：｝　　　ミュ：　［Lmjしu3

　　　　　　　　　　　　づ
モltl　二　［1γaJ　o］、　ミャ：　［二mjaコ

　ラ：　こ』）しuコ　　ボ　：〔boコ　／ぐ：〔baコ　　ベ：Ebeコ　　ビ：［しまユ　　ビmu：［tづca］

ピ・；呵・］ビヤ・Eb抑［b］は母音間加印一fi］　tして現禍こ
とわ’ ｽい。

　ま　　の
　ノ●　T∋W
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C話老・録音環境など
1　タイト1レ

2　録音年月9
5　虚最音場所

4　話し手

　井沢賢一氏ぱ上伊那郡中川村大字夫草字下平で生まれ育つ

小学校を季冬えたのち，農業にテ疋亭，魂在に至．る。多郎土芸能を’愛し

宅演じ村の芸能保存会長をつとめる
　　　フ
ぎ，種兎組合長に推され，さらに村会議員として村政に参画した。温厚

なン《柄の人物である。

　下平正司氏は上伊那郡中膚村大字葛島字柏原で生まれ育つ。中壇東小

学校（南向尋常高等・卜学校碑麦豹仲瞭中学校齢致，下脚斉郡鼎

町にある下伊那農業高校卒業。父篭助｛ナタ複合経営の農業を営む。地面

の看年団長薄力め人望も篤い．

　5録音環境　録音㌣に，・寺に車のエンジン，時に時刻を知らせる

チャイムがλるなど，’録1音状態i9最良というわけには行かなかった。

　下平青年は，話しを引き宏し，スムーズに展開さ覧，㌔：おがっ，自ら

の意見も述べ，年長者に対し，畏敬の念を忘れなか，た．井沢老人は，

村の長老らしい態度とことばで青年1こ応亡した．

「祭り」　「相撲：の話」

昭；和∫1年12月i2ff

長野県上伊那郡中項村大：草中円村福祉センタpt

Ff　SR賢一氏　男・陛　明冶32年生まれ’

下平正司氏　男・陛　昭和29年生まれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　、南向尋常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，自ら

　　　　　　　　．また，地域同業の振輿こカを注
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1祭ク
話し手

（略号）

　A　井沢賢一
　B　下平正司

（椎）

男

男

　　（生年）

明治32年生まれ

昭季・29年生まれ

A

B

　　　　　　　　　　（1）　（2）ソーダナー　ムカシカラ　ウチノ　ホーニャーオマツリガ　ァッテー

そうだなあ　　者から　　うちの　　方に19　　お祭りが’　あって

イマワ　マー　イソガ3クナー　ヘー　トニーカク　アノ　ソノー
／今㌦1ま　　　　　　 ／卜亡しくて　　　　　　　　 と｛tカ、〈

オマツソノ　ヨキョーノ　ケーコオ『　1ルナンチュー　tマカσ

み祭ヲの　　余輿の　　 ＄奢：古を　　ずるな一どという　　β段力ぐ

　　　　　　　（3）
ナクナッチマッァ　（Bハェ）　エー　ミンナ　ヨソー一　シゴト

なく・・．・マほ。て　　　　　　　皆　　よそに　＃事

ニ　デアシマッテ　ウチ：一　オ1し　シ　ムスユタチャー　ホトンド

1：　出てしまワて，　　うちに　 いる　　　　息子丁：ちは　　　 ほとんと“

ナィッチューヨーナ　コトン　ナッチマッターll一ンデナン

＋』£いというような　　　 こと｛＝　 †よってし3っ才＝二も、のでゴからね．

ハエ

A ダケド　ムカシワ　（咳払い）サン＝一ン　ア・ソテモ　ヨニン
了ごけど’　昔ぽ

モー　オト）ノ　モノワ

も，　男の　　老ぱ

　3／く、、　　　あっても　　∠F／く．

ミンナ　ウチー　：・一　オッテー　エ『

皆　　うちt：　いて，
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B

アサクサカリッチ’＝ッf　ヤマエ

「朝草メ胸」と言・て，出に

（B・＼エ）　オヒルゴ・ワ

　　　　　　み，昼頃ば

マデワー　トニカク　ダィカグラーノ

ま　て“iま　　　　と　1こ．カ、〈　　　　　大．ネ申楽　の

ヒュードン　ヒュードン　ユーソテ

「ヒ＝一ドン　tユードン」言。て

（笑）ホー

　　　クサカソニ

　　　草刈引・

ケーツナ　午テ

帰・て　来て，

　　　　　　イッテ　ク／レトー

　　　　　　手うって　　来るとノ

　　　　　ソレカラ　 ユーカ0夕

　　　　　それから　ク方

ケーコオ　シテ　マインチ

ネ善古を　　 して　　毎日

アスンドッタモンダ

遊んでいたものだ，

A ソレカラ　マ9一　 アサ　ハヤク　ヨノ　アケン　ウチ＝　ヤマエ
それがら　また　　草月　　ギ〈　　夜の　明け耳いうちに　　ムヘ

クサカリニ　　イッテ　　キテ　　イッテ　　キテー　　ウチデ1一一　i：ルヤス　ミ

草刈V　1：　行・て来て，行，て来て，　家で　昼林み

オ　シテ　オ干ルト　ダイカグラノ　ケーコニ　ォミャェ　イ・ソチ

を　して，起きると　Mwt〈の　稽古に　あ・宮へ　行・て

ヤー @　（Bホー♪　マインチ　ヒュードン　tユードン　ヤ・ソナ

19，　　　　　毎日　「ヒュードン　ヒュードン」や。て，

（笑）　（：B勢）　ヤ’ソトツタケ『ド　イマワ　ト＝カク　ソンナ

　　　　　　　一’K｝’ってい1：けれど，　／今・は　　とにわ、〈　 そんな

］トオ　シトッタ　ブンニャ　クラシが　グ　タタンヨーン　ナッ

ことを　していた・3ぐんにな，暮らしが　　立7・な・i．kZ　）Iしな。

テ　シマッタモン．グデ　 （Bエ　ハェ）　イマー　トニカク　ソノ

て　しまつア：．もの7こ”から　　　　　　　　　　今ぱ　　とにかく

　　　　　　　　（4）
一　ムカシッカラノ　マー　ゲーウオ　ホゾンシテク＝　　クローシ

　　昔力＼らの　　　　　　 ・芸を　　イ呆存してu〈のに　苦労し
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テ　コノゴwモ　マー　．ホゾンカイッテユ　　モノー　・コシラエテ

て，　このじ頁も　　　　　保存・会とい）　　　　毛のを　　イ乍って

ワカイモノニーイクラナソームカシッカラノ　寸心　モノウオ　ウケ

若・嘱に　幾らカ・でも　昔力・らの　　　　物を　受

ツぼま1ウオシナ　ヤッアムライタイッテユーコトデ　マー　ヤ
　ズ
け糸睦き“を　 して　 やって　もらいτこいと　いう　 ことて” t　　　や

・ソトルケー　ド　　ムカシャー　　ナカナカ　　ドーモ　　エライ　　コ　トデー

っている（ナれとい　昔｝よ　　　どうしてと’づして　どうも　　メこ変ぢ　 ことて”，

ソンナコトーセニャーアトニカクタンボオツクッテー
そんな’　ことを　し亨けれ1ご　　　とi：かく　　田圃を　　作，て

　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）オルダケグ丑ンダデ　 ヨーガ　 プカッナ　ソし二　：オトコプ　サン

いるだけなものアこから　用が』　　なくて，それに　 男が　　 3

ニンモ　ヨニンモー：ゴテゴテ　ウチ．ニ　オッナ　ナンニモ　ヨーガ

人も　　　4／気も　　　コ“タ：ゴタと　　家に　　　いて　，　　イ可にも　　　用力ぐ

（B焚）　ナカッタモンデナー　　（B八一）　エ　ソLデ　マー

　　　　　寸♂カ＼っゾニものノごカ・らなあ。　　　　　　　それて“

ソーユ　　コト　シトッタ　ワケダがプー　ソレデ　マー　ウチノ

そういう　ことを　しマい存　わけだがなあ。それで　　　　♪ちの

　　（6）
ホ『／　　：グイカグラワー　　ダ馳イタイ　　シシウォー　　シュタイニ　　シデ

方の　　夫神楽ぱ，　夫体　獅子を　主体に　　して，

マー　　ドコデモ　　ヤル　 アクマハライッチ江　コトワ　マー　コワヤー

　　　どこで毛やる「悪魔腋い・とい）ことは，　これば

ゼンゴクテ午ニ　ャットルケードモ　エー　ソノ木力ニ　ァノー

全国自勺に　　 やってLlるけれど毛　　　　そのイセ3に

シシウオ　オンナヤクニ　 シテ　　イロイロナー　（咳ヰムい）　アー

獅子を　女役に　　して　色々な
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B

A

アンチンキヨとメダトヵ　（Bヘー♪オハンチョーエモントカ
　賓一珍♪肴一女臣．アビとカ、，　　　　　　　　あ・弓≦長．右蕎…予戸弓とカ＼

（B工一）　ユーヨーナ　ムカシノ　オ　ソーユー　モノオ

　　　　　　いうような　 昔の　　　　そういう　そ物を，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
ゲダイモノウォ　ナカ。ウタデ’ウ　ァノー　ウ　コッチノ　ホーデー
　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　
外題物を　長唄で，　　　　　こ，ちの　方で

ソノー　ウタオ　ウタウト　ソレ＝　ヨッア　（Bエー）　アノー

　　　　口貝を　　苛欠うとノ　それに　よって

コトバオ　イレア　，オドソウオ　シアクッチェーヨーナ　　⊃トー

言葉を　 入れ■　 『勇リを　　 して紹fくというようtx　　こと’を

ヤッタ　ワケダナー
やつプ幽こ　　　わ【ナ1ご’フU．。

フーン　アノ　ソノー　ウタワ　イマモ，

　　　　　　　　　　　唄1；　・今t

ソーダプノ　マー　イマワ　マー　ソノ

そうアゴね。　　　　／今＼19：

ルダケデ（笑いながら）木ヵニワ　（Bパー）

るアビiナて’t C　　　　イ也’にi9：

レドナーン（B八一）アムカジノ

れどね，　　　　　　　昔の

デ　シロキヤオ：コマッチューノ才

で　r城木屋お駒」というのを
　］

マー　ム　マー　プがウタ
　　　X　　　　　　　「長唄」，

ナンテ　ユー　ウクナンダヵ　ソーユー

イ可と　 言う　　V貝なのカ、　 そういう

ツズイテルンデス

続いているんですア

ワシカ㌧　ダィタf　　ヤレ

幸ム0ぐ　　　　夫　イ本　　　　やれ

やしル　　シトカ。　ネーケー

やれる　　／くヵぐ　　ないけ

　　　（g）
　　　　　ゲンジプシッチ＝．一

　　　　　「3原氏、節」という

　　　（Bエー）ヤソ

　　　　　　　　やワ，

ナガウタッチュットルケードモ

「長ワ翼」と言っているけれとゴも

　　　　　　コトワ

　　　　　　ことは

ッ
つ
や
や

ソしカラ

それから

マ

　　　　’

シランケードモ

央ロら’ないけれども

　　　　　　7
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アンチンキヨヒメノ　 （Bエー）　アノー　アンデンカ．　ニゲテク

安珍清姫の，　　　　　　　　安珍が　逃げて行く

トコオ　キヨtメカσ　アトー　オッテ　ヒダカカσワノワタシバマデ

ところをフ，青皮臣ij　・”　‘あとを　追tって　 日高Plの　 ♪・度しt易まで

イク　トコー　ヤノしンダラプナー

行く　ところを　やるんアニ“が髄なあ。

ハー

マ　ソしワ（咳払V）イマジャー　ゲンジブシナンチユ　　モノア

　　それば　　　　　今でば　　　㌧原氏節」なんていう　ものは，

トニカクーワ刀イシューワ　ナンノ　コンダカ　サッパリ（B笑）

とi：∂、く　　づ矯い衆la　　　 イ巨「の　　 ことブ：“h、　fっ1よσク

ワカランチュー　コトン　ナット，レケードモ　　（Bエー）　マー

3FiJらな魑いという　　ことに　 なっているけ’れどもノ

　　　　　　　　　（9）
シトー、ソ　 ヤ・ソテ　 ミ　ズフ7ブー一　（笑）

一つ　　 やって　みようカ’なあ。

・・エオネがイシマス　（A笑，咳払い）

ぽいノお原頁いしEす。

オコーマワー　　カウオーオー　　フワーアーケ。一テー　　ソワヤー　　キー

「お馬句は　　 彦貢を　　　振ソあげて　，　　そりゃ　　聞

　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
コーエマーセヌー　一ナイーダーサーンー　オマーエートー　ワターシ

こえまセぬ　　　 才三さん，　　　み前と　　　私の

一ノ　　ソノー　　ナーカーワー　キノーオーヤー　キョーオノ　　プカーカーイ

　　　その　　 イ中は　　　昨ヨヤ　　今Eの　　　イ中かい

一ナーッテマーm一ユーフシダナー（笑）（B笑）
マ♂」って，　　　　こういう　 負うアゴなあe
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B

A

B

A

アリカ．トー　　ゴザイマシタ　　ホレデ　　アレデスー　　アノ　　イマー

ありかぐとう　 ございましアこe　それで’　あ＝れでず？　　　　今は

アノ　ソノ　シシマイモ　ヤルワケデスネー　 （Aアー）　ソノ

　　　　　ち師子舞も　やるおけですね。　　　　　　　その

ウタニ　アワシテ　（Aアー）　ホレデ　ソーユーノア　安　ア

ロ貝1二　　合わtrて　　　　　　　　　 それで’　そういう・のPt
　　　　　　　　ノ

ムカシッカラ　ウケツイデ　キアル　ワケデスネー

昔から　　受け継いで来ている　わけて”すね．

アー　　ソーダ　イマ■　マー　イクニンモァ　ナィケード　　アノ

ああ　そうた“。　今£　　　　　　イ可人もば　　　な幽いけれど，

イマモ　ヤレッチュヤ　やしiL　（Bパー）　シトカ。　アトメカ。
／今＼も　　　「廟やれ．」　と　言え1まし’　やれ’る。　　　　　　　　　　　　　　　／く～カぐノ　　　跡、FJ）　カぐ

デキトルニ

ていきているよ。

ソレテ　ウタダケワ　ァトメカ。　ナィンデスカ

それで’　唄アゴiアは　　諺亦目が　　な卿いんですか

ソしデ　 ショーネーデ’　イマワー　（B笑）

それで’　イ生才茉がないので’今・は

ワシノ

私a

B　フー

コエ党才（笑）（B繁）

声を…

アー　ザンネンデスネー

A　　ソレデ　　アノー

それぞ

ヤツワ（二才ムしウァノー

やつは

　イマントコ

，今のところ一。

　　　　　　　　　　 ゆ　へい

アノ　アーフア

　　　アープて“

　　　　　　　　　　　　ω）
　　　　　　　　ホンツトニー

ク曳’念で可ねえ，　本当に。

ナカ。ウタデ　ァノー　アンチンキョヒ．メノホーノ

　長唄て・　　　　　安珍清姫の　方の

　　　ドーチューウオ　ユク　　トコト　ヒダカカσワノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　　道中を　　　　’f響く　　ところとノ　とヨ局｝lla
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　　　　　　　　　　　　　　（12）
　　ワ9シバエ・　アノー　イ・ソタ　 ト〕w一力。　てBエー）　、ノノ

　　渡し場へ　　　　　行っア；　ところが　　　　　　　その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　ワタシバデ’　センドーカ．　ワタシテ　タレント　ユー　トコオ’　ヤ1し

　　》度し）易で’　朔合豆頁かr　　3度．して　　くれないと　いう　ところ’を　やる

　　ワケグガナン　（Bオ、一）　コレワ（咳払い）

　　わけブゴかぐね　　　　　　　　　これIJ：。
　　　　　　　2
　　ヒダカーカ。ワーノー　ワタ～シーバーエー　　ヨーヨー　　タードーリー

　　「日高円の　　　渡し場に　　　漸漸　　辿り

　　・ソキーニーケーワー　ハヤー　ツキーシーローオモー　サシーノーオご一

　　着　き　に　げ9。　　　　　　早や　　　　　　　月　イ曳’も　　　　　　　　　　　　　　差　 し　昇　ワ

　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
　　リー　 クカσ一一　ナクー一　ミュールー　ムコ～ノー　キーシー　アー

　　　　　苦が9なく　　見ゆる　　向こうの　　岸，　　ああ

　　ウレシャ　コノ　カワ　コギユケバ　 ドージョージエワ　シトハシリ

　　嬉しや，こめ　］・1　漕ぎ行げば道成寺へ1よ　　一乏り

　　・ソ　ト　　］エウォー　　ハールーノ7一＝一　　　t一イ　　オーイ　　　］ノ　　カワ

　　と　声を　　亀O・に，　『あ’・bsい，おみい．この　川

　　ワタシテ　　ワタシテト　　ネミ　ミニ　　ビ’ッ　クリ　　フナ才ヴワ　　，メウオ

　　渡して，渡ユ砲と。寝恥・　ぴっくツ舟長㈱頭ね冒を

　　スワコスソ　ブーッチョズラー（笑）　ト　コ（契）　コーユー　マ　コーユー

　　　　　　　　　　　　　　　　　メメ　　すワ丁察ツ　　　イム丁頁面　　　」　　　　と　，　　　　　　こういう，　　　こ：）いう

　　ヨ｝ナ　ワケタ㌧タン　（B／X一ン）ダナー（笑，咳払い）

　　よ　ラ　マ；ダ　　わ｛ナアご1っアニんτご’7ひ⊃あ　。

B　　アノー　　ナンダ　　イマノ　　コトワ　：グイ9イ　　ワカILンデスケド

　　　　　　　　　ノ今Ncr）　　　　　こ　とiコこ　　大　　イ本　　　　　　　峯l！l　る　んて．す　　｛アれど’，

　　ムカシ　ソノー　ヤッテタ　ンフン・ソァユーノワ　 アノー　アノ

　　昔　　　　　 やってい存　 冒手分というのはノ

　　　　　　　　　　　　　　一190一



A

ナンダ　 ヤッパシ　イマミタイニ　　アノー　イマト　オンナジ；ヨー＝

　　　　やつは。り　　今みアニいlz　　　　　　・今と　　1司じように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モノァ　オミコシトカアノー　ナン：グ　カクブラツカラ　イwイロ

　　　　　　　　各部落力’ら　　色々の　　物が，お神輿とか

ソー＝し一　モノア　デタ　ワケナンデヌカ

そういう　　物が噂　th　7：　わけなんですが。

ヤー　　ソーユー　　コ｝ワ　ナクアナーン　アノー　プラクグケデ　ヤッ

　　　そういう　ことば　なくてね，　　　　部落才ゴけで　やず

ト・ソテナーン　（Bハーン）　ソノウチニ　アノー　オミ・ヤカ．イクツ

ていてね，　　　　　　　　　そのうちに　　　　　 あ・’宮が　一幾・っ

モ　イクツモ　アノー　カクブラクニ　オミヤカ．　アッタ　ヤツウオ

も　　幾つも　　　　　　　各部落に　　　h宮が　　あっむ　　ヤっを

（Bエー）　才一　セーフノ　　マー　　オ：一ソツデ　　ソンシャト　ユー

　　　　　　　政：府の　　　　S去律＝で，　「村社と　　いう

モノエ　イクツカニ　マッメテ　ゴーシv：す　シテ　シマエい．ト

ものに、　幾つかに　　まとめて　合社を　　　して　　しまえ」と

ユー @コトカ．　ワシラノ　セーネンジグイニ　 アッァナーン

いう　ことが，わしらの　肴年時代に　　　あってね。

（Bエー）　ソしカラ　ァノー　ウチノ　ホーノ　オ’ミヤワ

　　　　　　それOxら　　　　　 うちの　方cr）　　 お・宮1ま

ソンシャ　ト　ユー　　コトデ’　アノ　ハチマンシャエ　　エー　　コユノツ

才寸ネ土と　　いう　　ことで，　　　　ノY幡ネ丈．へ　　　　　九つ

バカノ　ブラクガ　イッション　ナ、ソタ　ワケダ　ホーシテ　アノー

ばか物部落が『　一緒に　　な。た　わけだ。そうして
　　　　（15）
キタク。ミノ　　アノー　　才ミヤト　（βハェ）カズラシマノ　アノー

ゴし糸且の　　　　　　あ・宮とノ　　　　　　　葛島の
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オミャト　（βハェ）　コしヵ。　マー　ソンシャが　一ナン　ミッツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ズ　ズ

あ’宮とノ　　　　　　　　　これヵぐ　　　　　 才寸ネ土力ぐ

デ干タ　ワケダノーン　（Bウー）　　アー　ソレカラワーカクブラ・ソ

で噛きアこ　わけτゴね。　　　　　　　　　　それからは　　’各部落

カラ　モチヨッテ　アノ　ヨ千ヨースルヨーンナ・ソテ　イクネンカ

から　 一kち寄ってノ　　　　余興するよう1こ　　　ts一って　，　イ可年力、

ソレオ　ッズケタケードナーン（Bバー）　マー　トニカク　ソノー

それ國を　 蔀売、けTこfナれどね　　　　　　　　　　　 とにカ、〈
　　　　　　　　　　　7
ウ　ウチノ　ホーデワー　コノ　イロイロナーモノォ　マイトシ
x

　　うちの　方では　　　　　　 色々な　　 ものを　　毎年

ヤル　ブンニャ　ヤレタケード　ワキノ　ブラクデワ　方ンニモ

やる　ぶんには　やれ御フれど，脇の　部落では　何にも

ヨキョーオ　モ、ソテクル　タネカ。　プ・クナッテ（B笑）　シマッテ

余興を　　持って来る　種が　なくなって　　　　しま。て，

ソしカラ　（Bフーン）　　ヘー　ト＝カク　ヘー　オマスミニー

それから　　　　　　　　「もう，とにかく　もう　　お体みに

　　　（t6）
セメーカ・．チューヨーナ　コトン　ナッテナ　（Bエー）　エー

しようし｝二やないウ・」とし、うような　　こと’こ　　なってな。

ソーユー　コトガ　ナクナッテ　シマッテ　エー　コノゴワジャー

そういう　　ことが’　な隔くなって　　しまって，　　　　この仁頁では

ヘー㈹ Iマツワンナ。控ソー2一、トワ（Bハェ）
もう　 おし祭りに　　なっても　 そういう　　ことは

イクネンカオ午x’ヤルグラィダが（Bハェ）　ラ｛ネンワ　マタ

何年みきかに　　　やるぐらいτごカぐ，　　　　　来年は　　まアこ

　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
ウチノ　ホーノ　ブラクノ　ネンバント　ユー　コトンナットルデナン

うちの方の　 吾戸落の　　年番と　　いう　ことになっているからね。
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B

A

（Bハェ）　ホレデ　ライネンワ　マy　シトトーリ　ャILンジャ

　　　　　　それで　　来年は　　 まアこ　　一山通り　　　やるのては

ネーカト　オモットル　ケードナン

ないか’と　　！運・ってし、る　　けれどね。

アー　ソーデスカ　フーン　ソレデ　アノー　アノ　ナンデ馬力

　　　そうですが。　　　　それで　　　　　　　　　何ですかノ

モ　　　　ズーッ　ト　　ムカシツカラ　　’ソズイテ　　キトルト　　オモウンデス

もう　　ず冒つと　　　昔から　　　続⊃いて　来ていると　　思うんです

ケドー　アノー　センジチューナンカワドーユー　フーニ　ヤッテ

けれど，　　　　　　戦時中なんかは　　　どういう　　ふうに　やって

タンデヌヵ

いブこんて“す”カ、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
マ｝　セ1ンソーチューナンカ　 ト＝カク　ソンナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フヨ　ブイタソ

　　　　戦争中なんか　　　とにかく　ぞんな　笛を　窺いアこワ，

シャミオ　ヒークソナンテ　コトワ　オコうしチマッテナーン

三味誰泉を弾いた9なんて　　ことな　　怒られてしまってね。

（B笑工一工一）　ア　ソンノウチ　チ＝一トシマ　アァノー

　　　　　　　　　　　　そのうち　　 途中のころ

ヤスンジマッタモンデナー　ソレカラ　コ〉ドワ　センソーア

林んでしまった毛のだからなあ，　それから　今度は　　戦争が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
オシマインナッテカラニワ　オト：コノシューンノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テマカ。へ・ソタ、ソテ

あ・しまし・になってカ・ら（ま　　　　　　男。）　　　　衆ク）　　　手罵弓力ぐ　5威っ1こと

　　　　　　　　　　ノ
ユー　コトト　（Bハエ） コージョー　オオエミンナ　・ソトメル
　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　ズ
いう　ことと，　　　　　工場　　　　　へ　皆　　 勤める

ヨーンナッテ　シマッテナー　（Bノ＼エ）　ウチニ　オランヨーン

ように　なって　　しまってなあ。　　　　　　　　　家に　　　い’ないように
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ナ・ソチマッタモンデ　ソレ：カラ　デ千ンヨーン　ナッタ　ワケダ

なって　しまつk・も・ク）アゴカ・ら　　それから　　　で1きないよう1こ　　なつア：　　わけアご。

（Bフーン）　フン　ホしデ　ィマジャー　トニカク　・ノノ．ホソ㌧オ

　　　　　　　　　それて“　・今・で『は　　 と：1こかく　その　イ呆存を

シテクダケノ　アトメカ。オルダケデナーン　（：Bエー）　アー

しr行くだけの跡Sが　いるr・“けでね。

トニカク　ヘーモー　ムカシノ5一ナ　オーサワギノ　ブラクジュー

とにかく　毛はやもう　者のような　　大、騒ぎの　　苦戸落中

ミンナ　ソーデデ　ヤルヨーナ　オマッソヤ　デキンヨーン

皆　　総出でやるような　お祭ワぱ　できな・・よう’こ

ナッタ　ワケダナー　　（：Bホー♪（咳払い）

なつTこ　わけブゴなあ。

’
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注

（1）　ムカシのシにば〔t〕が僅が1こ入る。井沢氏の／si／の／s／にあた

　　るところ眉む時にがかる具イ奉音声が聞力・れる。

②　〔Omats田riaコと聞こえる．他に祝れと同じような個所がある。

（3）　ナクナッチマッテのマの子音のノ唇音／陛な弱い・この他に診これと

　　同　じ，　ないし，撃墜イ以の王見時力ぐま怨められる。

（4）　このあた9からし鴎くのあしズだ，戸外の車のエンジンの音が録

　音にはいり，うるさ・㌦
（の　ナカ。テぱ，話し手1写れば，誤用ゼぱなく，B常の言語生活の

　　中でよく用ωられるという。

（6）　〔％：n・〕と聞こえる。

（？つ　 〔Ao：de：］と聞こえる。

（8）源氏節［9〕明治時イやこ才†われた邦楽の一つ．幕和・名古屋囲濁

　　季美根大夫が新内節に説考女祭支を加えて倉！下した。明治丁年（1882）

　　の美根丈夫浸後，これを地にした芝、居が次流行したが，妙齢の女子

　のみだらな演技が取締ジをうけ，闇もなく廃絶．〈下略〉『日本固

　語隆昌興磁
（9）　ミズのズiよ意志2表わす。

（10＞　サイダサンぱ2主人公「才三郎」を親しんで呼んだサイザサンが，

　　Z＞dめ音韻変イじをこうむった毛のであろう。

（1　v　〔hon▼t加アi〕のように聞こえる・

（12）　イッタの前に車掌い言い淀みがある。

G3）　このあたりからしばら〈中｝り村福祉Uンターの時を告げるチャイ

　　ムの音が録音に入る。

（14一）　ciroiro’mon。a〕と聞こえる。〔ir。iro　na〕のCna〕が’談註舌

　　の流れの中で目立た獄くなったものであろ〉。

（ls）　［kitaCl17nino〕　「北組」は集落名。
　　　　ゆ
（16）　セメーカの騨メーカ1ま勧誘を，表わ一す。

㈲ヘーのへの子音柚調瞠1・微弱。
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（18）

（19）

（20）

〔γlemban・tO）と聞こえる。

このあたりからしばらく2戸外の子どもの斉が録音にはいる。

CSau：nno］
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2相撲の話

話し手
（略号）

　A　井沢賢一
　B　下平正司

（，k）

男

男

　　（生年）

明治32算生まれ
日召衆ロ29年生まれ

B

A

B

イロイロ　テレビモ　ミルト　才モーンデスケート“一マー

　色々　テレビも　，見ると　恩・うん，ですけれご㌧

ヤナンカノ　コトニチョット　ワダイオ　フレテ

なん．かの　　ここに　一寸　　話題を　触れて

モーンデスケド　アノー　ドー　アノー　ミラレァ

思・うんですけれど㌔　　　　　　　　　　　　　　　見られて

一N@e

撲：を。

ソー一一”一ダ’／一一　ワシワー一

そうだ培えノ　わ（te・　相？業は

イヅテ　シゴトー　ント・ソテモ

竹って　／i±事を　　｛ていても
　　　　　　　　　　　　　ノ　　（5）
ク／レト　ウチー　タ“マッチ

来5と，　象に　 黒x’って

アー．p　ソーデス、カー　トコロテ“

　　　そうで’すカ’。　　ところて“

　　　（4）

スモー　アソマシタケドー
相キ奨が’ありまけ二けれζ㌧

　　　又モー

　　　相撲や

ミタイト　オ

みた：いと

イマス　スモ

い9tす？　相

スモーア　スキダモンダデ　エ　サクバエ
　　　　　　　　　　　　　ア
　　　　　好きなものゼカ’ら，　　作場

　　　　　　　c2）
　　　　ス｛一ノ　　ハジマノレ　　ジ’カソカ。

　　　　相撲の　　始まる　　時闇が

　　キチマク　（B　笑）　（笑）

　　来てほう。

　　　アノー　ナンダ亀ツイスサイキンモ
　　　　　　　　　　　　　だ
　　　　　　　なんだノ　つい　最迂しも

　　アノ　ゲンザイノーイマノ　スモーオ

　　　　　現葎の　　今の　相撲と

一i97一



A

B

A

　　　　　　　　　　　　　　　　ス：巳一ヨソカ　イマノ　スモ｛

　　　　　　　　　　　　　　　　相：撲よワも　　今の　 相撲は

　　　　　　　　　　　　　　　　　ト干ニモーシックソ　シシ千
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
　　あれだな　 」皆は　　 ＃切の　　5寺に二し　　じ㌧くソ　　イ±　tカっ

ッテ　テ才　ツイテッカラ　m　アノ　タヅソテ　ユ｝　イキカタ
て　　　　手を．　　ついてカ・ら　　　　｛ミ．　　　　　　立つこ　　　　いう　　　diモtき方

ダッタケーードモ　イマ／　スモーワ　アレダナーー

オご’っ起けれご’も　 今一の　　相撲‘＊　あれだなあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アノ

ミア　ドー一．　オモワレマス

見闇て　　　　どう　　　　、尊、iっ　れ，9tす　？

（息妙及う音）　ホダムカシ／
　　　　　　　　ew
　　　　　　　　そうだも看の

ワ　アレダナ　ムカシワーシキソノ

ママデ’

3一喜’（　h’

ヨーナ

な

クブン

幾分

ノ、　“一m’

スーニ　アノ　トごツイテッテ
直ぐ1ミ　　　　　とひいっし｝てそ予って

スモーン　ナッテ　（Bハェ）
不罠芋：業に　　 なって

ヵ一・ソテ　キトルト　モーカ。ナウン

竣って　来て⇔ると　思うがね。

　　　ソ　ーテ“ズカ　一

　　　そうていすか、“

フフー一vン

　　　チューコ“シノ

　　　　中腰の

　　クミッツクッチュ

　　害…1蓋しみつくと　（、うよう

　　　　（s）
ムカシ｝ワ　マー　イ

告・とは

B ヤッパ。シー　アノ　一

やつ｛崔。ワ

；ヨツニ

爆ヨつに

モーカ。

撲が璽

クム

糸且む

イチバtン

一番

　　ナンダ

　　なんだノ

スモ：一トカ　イロノrme

ネ目撲とカ・　　いろt｝ろ

　　　　　（6）
　　スキデス
　　　　vLA－1
　　々子3て“す？

スモ鮨ッツッテモ“一・オシズモートカin

稠撲tい・ても　　押し柑撲とが

一198一
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あワますけど　　ど’ういう　相



A　マー

イ　＝

タ“ノ

ワシワーアレタ“ナー　オ｛カ。ラノ

わU3　あれだなe　　大柄の

プサイクナ　スモーヨワカ　（B

不細工な　　相撲よワも，

チーサイ　シトが　（B　エ｝）

小さい　　　人が’

シトノ～アノー　ワソァ

人の　　　　　割冶＼1こ

エー⊃　チョット　カラ

　　　　　一寸　　　イ本の

卜xカク　ソノ　ギしノー

と1こかく　　　　　　　　　　才支斧とて”

　　デ　　（Bエーッ）　　カヅッチュー　スモーが　　スキタ“ナー

　　　　　　　　　　　　騰つという　　　柏撲が’　　k5きだなあ。

B　ジャー　アレデスネー　アサttク＝トカ　タカノハナトカ

　　泊ち　　あれですね。　　旭囲とカ・　　貴の花とか

つ一一謄”。

ソー’一ユ

ロノ　　ヤ

てつい

A　アー　ソーーユー　アーユー　シトノ　ス｛一／　ホーカ・スキダナ

　　　　　　そういうノ　ああいう　　人の　　箱撲の　　方が’　好きだね

　　ウン　（Bホー♪

，A　パー

B

A

A

アレデスカ　iジャーヤッ／ぐシーソーイ
あ許し一てs’すカ、ノ　　　　で「‘ま　　　　　ヤっ一tま。ワ　　　そういう

ノ＼一ヅ

え九つ？

ソーイ　　とトカ。　スキナンデスカ

そういう　　人が‘　　々浄きなんですカ’。

　　　　（7）
ソーダナーン　マー　アザヒク　：一ナンf　ユー

そうだ’ねゆ　　　　　　　　 旭　匡ヨなんマ’　　　　　　c・う

tトrrカ。スキナンテスカ

入が’　ft55なんて“すか。

シトワ　アレダナゲ

入コま　 あれだ蕗。
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s

A

ア　　トニカクー　　カラダ／　　チーサイ　　ワソアイニ　　才　　才一キー
ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
　　と二　｛こ　ラウ、　〈　　　　　　　　 イ本グ）　　　　　　　　！」、　くぎ　　し　、　　　　　　jl多イ］　！1盆〉・　’一一　　　　　　　　　　　　大くき　く　、

タカ／　アノー　タカミヤマナンカーニ　オサレテeナー　（B
メ　 メ　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　高見山3んかに　　　押されても谷あ，

X－ @x）　ソレP才　 ト＝カク　アノレ　テード　7ミ．コタエテ

　　　　　　それも　　とにかく　　ある　程度　　礎iみこ汽えてノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
トニカク　マカスッテ　ユーグケ／　カラダ’ニ　ネバワカ。　アψツ

とにカ’〈　　員かすど　　　いうだ’けの　　づ本に　　　紫占りが　 あるζ

プx　コトワ　（B　ハエ）　マー　トニカク　アノ　レンシュー

いう　ことは，　　　　　　　　とにカ・〈　　　練・習モ

モ　　　（B　　フフー　ン）　　ソートー　　スノレ〉ダト　「tモーカ。　　卜＝一カクー

　　　　　　　　　　　相当　　 するんプゼ’ご思、う；ゲ’　　とにカ・＜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ

アノ｛　 ：ココワ　コーユー　 フーこ　 午．クラ　こコー　スソマー　 コ

　　　　ここ倦　　こういう　　小うに　来たら　こう　すれは’　こ

ノー　アィテノ　チカラカ。ヌケノレンダッテユー　ソノ　ギノーカ。

のう　相手の　　カが　　叛けるんだと　⇔う．その　枝能が

アノレッチュ　　コトカ。　ア　トー・：一カク　ニライ　モンダト　オモット

　　　　　　　　　　アあるという　ことが　　　とにカ’＜　偉し、　もんだと　思ってし、

ノレナ⊂6　エー）　　（咳才ムい）

るな。

ヤッパシ　スそ一ハカセナンテユー　アダナカ。　ア1レダケノ　コト

や・は。ワ　相撲博士翫ていう　　あだなが　あるだ’tfa　ことζま

アワマスネ　ヤッパシ　（笑い）

あワ霧すねク　　ヤっぱク。

アー　マー　ト＝カク　アレー　ソレカラ　アノー　イマワ　チNッ

　　　　　　と｛こかく　あ粍。それから　　　　　今・停　　一寸

　　　　　　　　　　　　　一200一



ト　ヘー　トショー　トッテ午テ　アノー　ヨワソオ　ミセノレヨー

　　もう　恥　　取・て来て，　　　弱’受　見せるの

ン　ナッテ　キチマッチ　 （B　パー）　ダメダケードモ　アノ｛

に　なって来てし漆ゲτ　　　　　　　　　馬太目だけれどもノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（♀）
トチァズ’マナー　　（B　トチァズマデスカ　エー）　トチ7ズ’マナ

栃東なあ’　　　　　栃凍ですカ㌧　　　　　　栃東なんてい

ンチ・ユーノワ　トニカク　ァノ　ドヒョ＿ノ　キワデ（Bac・一一）エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
うの11｝　　　　　　tにかく　　　　　　　ム6表の　　　ア祭で’

ハケ。シク　マカρッテッテエシトガアトー　ツィテ　イキキレナン
　　　　　　　　　　　　メシ男支＝しく　　　　曲がろて乎う一つマ　　　／く＼カぐ　　あこを　　ついて　　 そ予ききれ「参‘｝

デ　ドヒョーノ　ソトイ　デチマウチュヨーナスモーオ　トッタ

で　工俵の　　外へ　出てはうというような　相撲を　取・た

ケードモ　アレカ。　マエマーシオ　ツカンデ　トニカク　アノー　ス

けれど毛フあれが前回しと才囲んで’とにかくす
ク。ニ　ア／一　ヨソダシテ　シマウソチュヨーナ　（B　ハエ⊃　ス

ぐに　　　　　　 寄ク出｛て　　 走壽うと：いうような　　　　　　　　　　孝虜

モーオ　トチアズマアタリア　トヅタヶードそ　マ　コノゴロジャー

撲を　栃東あ紡は　　取・たけ靴“も．　　この頃では

アーイ　スモーオ　　トニカク　アノーミレンヨーン　ナヅチマッ

ああゆう　：相撲を　　　とにかく　　　　　見られないように　なうマはって

ア　ヘー　（B　エー）　　トシオ　トッテキタモンデ　ダメダケー一一一一

　　もう　　　　　　　　　　　　一年き　　　肩又って来たものだから　　馬太臼だ’け扱

ドナーン　（B　2一）　アーユー　シトノ　スモーオ　ミト’レト

どね。　　　　　　ああいう　入の　箱撲を　惣喝と．

イ：カニモ　トー＝カク　ジョーズ’ナ　スモトワダ’ツ1ア　ユー　（B

t・カ、lzも　　 と‘＝カ・く　　上手もこ　　　 才召才1婁：耳ヌこワだ’と：　　t、つ

　　　　　　　　　　　　　一201一



B

A

B

∠上一）　タダ　テカラモチダッ：ア　ユー　　スモトソト　ジョーズ

　　　　たた“　鼠捕一た“と　　　　し｝う　　相撲・取ワと♪　よ一三ぴ

ナ　スモトリッテ　ユーノ　ト　マー　アノレモンデナー

　　才昌茅裳肩上ワど　　　いうのと　　　　　あるこものた“がらなあ。

エー㈲
ｳ一一デス朴アたナンダタカ．ハナナンカモ才一

　　　　そうで馳す疹．　　　　　　　　　きんた”ノ　　貴の花なん’かも　　　　　夫

ゼキン　ナル　マエノ　セキワケ／　ジプンナンカ　ホント　ヨク

閣に　　与る　前の　　感厚轟め　　時・かなんヵ・　’本当に　よく

クイヅイテー　イー　又モー　　トッタンデスケドネー

食いつ。マ　　　い日　箱才業を　取ったんですげごね之。

　　　、，　タリ
ソータノ～　ゼキ7tr一　・fカラ　オーゼキza　ナヅタ　キワヨソカー

　そうた”ゴ∂・ノ　　　閣丹務クカ、ら　　　　　ソ（．関に　　　 なつナこ　　ア祭よワも

　　　‘｛リ
コノコ。wノ　タカ／ハナプワ　チ・・rvッ　ト　ネバ’ソカ。　ヤ　ナクナッ
　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

この頃の　賓の花の（相撲）はr寸　　粘りが　　　なくな・た

タナート　ユー　カンジオ　ウケルヨーン　ナッテキタグードモ
なあζ　　　いう　　鷹硬じき　　　受：けるように　　　ひって：来たけれど’もノ

ンー　ソレデモ　アノントワ　マ　ニンキモ　アノレシ　ヨク　ァノ

　　　それて’駒も　 あの人は　　　　 ／父気も　　あ多しノ　よく

一　　アレダケノ　カラダデ　　ヨク　　トッ　ト・レトモーナー

　　あれだ1げの　　4本て“　　よく　　取っていると思うなあ．

　（笑）　　ヤッバシー　アレデスネー　　アノー　　スモーッテ　ユーノ　ワ

　　　　や屑ま。‘ノ　あれですね，　　　　相撲ζ　いうのは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
アノー　コー　キビギビシタ　ウゴキッデ　ウゴキマワッテ　スモ

　　　　　　　ヤビキtt“　（た　　 董力き　 て“　璽力き回って　　　ネ自

一才トルヅナユヒトァノースモーノホーカ・アノミコ。タエカ。ア
　　　　　　　僻手笑1を　万又るtいう　　　　　　　　相撲の　　方ヵぐ　P　　　　　　見，こ“たえヵぐ

　　　　　　　　　　　　　一202一



A

B

ワマスネ

あ’ノますね．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ls］
ソーグナー　アノ　マー　チカラデ膨カツンダカーウコ。　ウゴィテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コく　ズ
そうだ’なあノ　　　　　　　　　　　カて“　　　　勝つんた：’カ、　　　　　　重力t｝’て

ウコ。イタ　ハズミデ　カッンダカ　シランクード　アノー　ワシユ

蜜加た　弾みで　勝つのだカ・？rrら容吋れど1　　鷲］％

一ヤマナンチュー／ワ　マー　　ト置旧ク　ハプシク　ウゴキマワッ

山なんていうのiさ：ノ　　　　　　　　　　　　　　　とにカ＼〈　　　ラ努支しく　　　　　壷力き　回っマ

テ　　ドコデ　カソ　カッタンダカ　ド／　テデ　カッタンダカ　ワ
　　　　　　ズ　ズ
　　と“こぞ　　　勝・たんだが♪どの手で　勝・たんだが

カランヨーナ　カチカタオ　スルプードアソヤ　マー　トニカクー
弊jらひいような　　月券ち方き：　　’するけれと㌧　　・あれ1よ　　　　　 とi；カ’＜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（均
ウー　ジブンノ　チカラデ　カッツンダカ　ウコ。イトノレ　ウチニ

　　　匂’分め　　　カで“　　　塚券．つんだが　　 重力匙〕ている　　うち1て

ハズミデ’　カツンダ1カ　チaット　ワゲノ　ワカランヨーナ　方チ

弾みで　　勝つんだカ・　一寸　　わげめ　判臆Pようま　勝ち

カター　スノレンダカ。ナーン

方き　　　するん’だ’がなあ。

（笑）　ンーソエデアたマーマグしゲイノースモートワモ

　　　　　　　それでt　　　　　　　　　i現在の　　　　相才業署又りも

デスケド　マ　ムカシーノ　スモートワナンカー　アノー　ナンテ

ですけれど，　　看の　　　相撲取’隙んか　　　　　何ζ

ウンデスカ　アノー　モット　チカ。ッタ　メンデ　アノー　（A

言うんですカ’　　　　も・と　違。た　面てい

咳払い）　ナンダ　イマトーイマノ　スモート　チがッタ　メンデ
　　　　　　　　　X　X　）く×
　　　　　　　　　　　　　今の　　 孝臼撲と　　違：つた　　 面で・

　　　　　　　　　　　　　一203一



A

s

A

フ＝　ウケプ　タツト　ユー　スそ一乙　トソカタノt　シタ　ワケ

ら　受けて　血つと　いう　相撲の　取’坊を　け・　わけ

ダナ

だな。

ヨ：コズナラシーッテ　ユ．一
　　　　　　　　　　　一
オ貨糸岡βフしロと　　　　（、）一一一。

アー　ソレデ　　ヨコズナラシク　　アトデ　タッチ丑　　ソレデ　チカ

　　　それで　嶺綱らしく　あとで　立・ても．それで’カ

ラデ’カット　ユー　スモード　トッタ　ワケダ1ナ　（B　パー⊃
　　　　　　　　　　　　　メ
で　勝つと　いう　相撲芝　取った　わけだな。

ダニヨッテ　イマダニ　ンタチヤマタ“　（B　エ｝　エrm）　ウメ

それだカ’らいま勧・　常陸山だ’　　　　　　　梅ケ

カ“タニタ“ト　ユー　ぞ，／ワ　ナカ。　ノコ・ソトノレンタ“ト　オモーカ。ナ

谷ブで’こ　　　　　いう　　　づ看｛3　　るカぐ　　タ蔑・っているんtf’と：　　恩・うカN｝’ひ

一　（Bハ～）コ／ゴ。ワ　ト＝カクー　ヨコズ’ナデモ　ナンデそ

あ。　　　　　　　この頃は　　と11かく　　オ養糸岡で‘t，　　づ町で1も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1　7）
モット　ィー　　トコが。　アッタト　モウンデスtr　一一ドネー

竜つと　いい　ところが’　あったと　思うんですけ釈ど払之。

ソータ“ナー　アノー　：ヨク　シタチヤマ　ウメカ。夕＝ッテ　ユー

そうだ’なあ。　　　　　♂く　　常陸山ノ　　梅ケ・谷・と　　　いう

コトー　イマS”　＝＝　ユーケードモ　ア／　　トージノ　ヨコズナワ

ことを　・感だ1・菖うσれどt，あの　当時の　横綱ば

トニカク　　ヨコズ’ナノ　ホーカラ　プキー　タツナンチュー　　コト

とにかく　横綱の　　方から　　先に　　立つtdiどこいう　ことは

ワ　ナクテ　（B　エー）　卜＝カク　アノーーアィテカ。　タッテカ

　　なくて　　　　　　　　　　　　とにかく　　　　　　　才濁手力ぐ　　立ってカ＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　（i8．）

一204一



B

サキー　タタ．ニャー　 （β

ラヒに　　　立たちこ‘ナれ1ざ’

ッチュ．ヨーナ　（B　エー）

というような

　（19）

ダ　（B　エー　エー）
がアど。

ト　モーケード　マ　ソノ

　　、璽・う‘すれと辱亀　，

：コーカラ　キテ　（B

校力’ら　来τ

一コー @3，テキテ　 ソレカラ

占芝　　　して：朱て夕　それから

シトが　アルモンデナー
人．が’@　あるものだ’からなあ，

レテシマウト　ユー　コト

れてしぎうと　　　　　し・う

メニ　エー
めe：

一ヤーツア
な：tTれは駈’と：

カチマケノ

勝・ち夏けの

ダイヘン＝

太変

ヤツ／xoシー

やつは。ワ

　　　　こζ’一一一

アイテヨソ

柏手よワ

ユー　コトカ。

いつ　　ことか

アノー

力一ッタ

変つた

ナンダt

なんだ’

　　　ノ

ンs一テンニ
焦、点、に　　　　 なつマいるというような

　トコが　ア’レ　ワケダナーン（B　ハー）

　ところヵx“　ある　 わ‘ナだ暫ね。

Aカシノ’”一p　入モーッテa一．．一ノァ　ァノー

看の　　相撲と⇔うのは，

　　笑い）　タチマケワヤー　マケチマウ

　　　　　　立，ち負けれ（さご’　　　負けてtま・う

　　　スモーン　ナッテ　シマッタ　ワー之：

　　　相撲’こ　なって　　（まった　わけ

　（笑い）　　ソレダケー　カーッテ　　キトノレ

　　　　　　そRだ事け　　　変って来てtlると

　　　　　（20）
　　ヤツパワ　（下席ムロ）　イマワーガヅ

　　やつは・ワ　　　　　　A7　tg　学

工『）ジュード㌧ヤナニオサンザケ
　　　　柔道や客んカ・を　　　さんさ”ん’零墨

　　　スモ　トリ〉　　プツろチューヨーナ

　　　相撲取嘘　　な。たとのめな

　（B　ハエ）　マゴマゴシトソヤ　セラ

　　　　　　　　ま．ごまこしていると　　　やら
（2つ

　（ハB笑1ゆ）　トニカクアルタ
　　ノ　　（そうも｝うことガ）と1こかく　　ある　　たこ

　マケンヨーユ　ス　アー　ハヤク　タタ

　負けないように　　　　　 一早く　　立た

　　（βパー一♪　 トー：一カク　 （B／＼～♪

　　　　　　　　とにかく

　　　　　　　　　　　　　　　　　もし　　　　　　ナ・ソト’レヅチュヨーナ　タイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　♪ζ
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A

B

A

ドッシワシタートコカ。アッタンデスネー　ソレダケー

ど’っしワ　した　　　　ところカx’　　あったんて’しすねノ　　　　　　そ手《浸馳fプ…　一一。

ハー　　ソレデL　マー　　シコー　　フンデモーアンエオ　　シテモー　　マー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それで　　　四股を　踏んでも何を　にも

アノー　コンド’ワ　アノー　カ“イコクマデLアノー　シハンニ　イ
　　　　今ノ隻は　　　　　　　　　　タト匡ヨま．て唾亀　　　　　　　　　　稼巾藁包に　　考ラ’

ッテ　キタ　（B　エー　エー）’ケード　ァノ　ユタカヤマナンテ

・て来た　　　　　　けれど㌧　　豊購どとのの

ユーノワノー　（B　ハエ）アソーユ　メンカラ　ユート　マー
　　　　　　　　　　　　メ
t匪ね，　　　　　　　　　　　　　・；Z．うt、う　 面力・ら　　畜うと

ムカンノ　カタオ　　イクブンナソ　モットルト　ユー　シト，ダンダ

看の　　　　型を　　　1幾・’S．なワ　　才吾っていると　いう　入なんだ’な

ナー一・一　（B　ハー）　　バー

あ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
アレデスー　ムカシー（B　麟亥払。）ノー　ヒトノー　メーバメ

あれで「す？昔　　　 の人の名場面
ントカ　メーショープナンテノ　イマデ£　オ不“エテ　ィマス

とが　　 ゐ勝賃なんてのを　　　・今・て“も　　覚之て　　（，ま・す？

サー　　ド’一モ：　ニコレカ。　コーッラー　ユー　モ，ノオ　テレ1ゴカナニカ

　　　どうも　　これカぐ　こうって　　いう　　モのをノテレといか参にカ、

アソヤダ’ケード　ソーデナケニャ　オ，ホ“エテ　オランケード　マ

あれは“だ’けれご　そうでなけれfポ　冤之マ　　いないけれご㌧
　　　　　　ノ
ソコェラト（23）トヵクAヵシーシキワォスルニ（B・・

そこへ　いくζ　とにかく　管　　 イ士物・ノを　するに，

エ）　イツマデデモ　ジブンカ。　キニイルマデ　　シキリナオシオ

　　　いつまでで’も　　穆分が’　気に入る暴て“　イ押切ソ直し芝

　　　　　　　　　　　　　一206一



シトソタッチューノア　タチヤマッツー　スモートソダナー　（B

はいたというのは　　　太刀山という　　才呂撲取ワだなあ・

オ・一⊃　コソヤー　モー　ヨン　ヨンジューナンカイモ　ナカ。イ
　　　　　　　　　　　　　　　ア
　　　　これ‘さ　　　　　　　こもう　　　　　　　　　　　　∠告Oイ可　衝も　　　　　　　　　　　　　　　　長　し、

ト｝ニャー　（B　笑い）　シキ’ノ才　シタッテ　ユーケード　（

時にte　’ @　　　　　　イ士切ワ芝　（たと　　いうけれピ」
　　　　　　　　　（25♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（z6）
B　才＼一）　トニカク　マー　ソレデーア／シトワ　アー　ツキカ。

　　　　　　とにかく　　　それて・あの人は　　　　突きが’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27♪エテデ　（B　バー）　タチヤマノ　ツキッ匁ッテ　（B　エー一⊃

イ昇kぞ“　　　　　　　　　　「太一：ηぬの　　　突き」と：言って．

マ　トニカク　ジブンデ　コンドナラ　カナノレヅテユー　トキマデ

　　と1こカ’く　　實’分・で’　　づト度なら　　 ｝響券てると〔、う　　　 臼寺・まてツよ

ワ　タタンチュー　シトダモンデ　（B　笑い）　ホエデ～　ト：’

　　立たないという　人だ’ものだから　　　　　　それて・　どに

カクー　タチヤマノ　ツキ才　ウケレル　シトァ　ネーッテ　ユー

カ’＜　「太刀山の　突きを　受｛ナら鵡　人は　ない」こいう

コトー　イッタケード　サ　サツキカラ　ユー　トーン　（B　ア
　　　　　　　　　　　メ
ことを　　蔭つたけれご’　　　さっぐから　苔う　とあ’ワノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
一）　アノ㎜　タチァィニ　ジブンカ。　コンドワ　カテルッナユ

　　　　　　　立ち舎・いに　 旨分が’　　今・度港　 耳門てるという

　　　　　　　　　　　　　（捌トキデナケニャー　タタンッテユー　スモーダ毛ンダデエー　タチ

時℃なけれ1ま・　　立たないどいう　ネ三業だ穂のだからノ　　立ち

マケデ　ミンナ　マケチマウ　ワケダナー　（8　笑い）　マ　ソー

質けで　 噛　　負けてぼう　わけだ’なあ。　　　　　　　そう

ユー
@ウー　ヨコズ’ナ£　　（S　エー）　　アッタワケタ・（Bホー一一　X）

いう　　　　　嶺密岡も　　　　　　　　　あったわけr♂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ
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　　注

（1）　「作場」。　r農作物を作るところ。田畑」の意。

（2）　スモーノの前にちょっと営⇔淀みがある。

（5）　ク1レ臼まちょっこ聞くt，£k磁t◇コのよう1こ聞える。こ承きク

　　ルトC：表わしTcのは，1レの都分を，舌はルの子一音のイ立置をとり，シ

　　ラビックな流音として発音されて0るとみたがらぞある。

（4一）　スモー一のあとに5よっと言⇔淀みがある。

（・）・獅融・∫｛・t。・aコと聞える・

（9）　スキデスのスはほとんど聞き取れな0・

⑦　ソーダr一ンはソーダt　一一と｛i聞える。鼻母音と解釈しτンを入

　　れるべきがど）が判断に迷うところは、他にtiある。

⑧〔k・　・・　d・p　］・聞き拶ラビ・妨・押a・で表祝島

（の　ぱ。塀　vaz尉撤覆コt言っ7⇔る。

（1の　このあこに戸外の｛チどモ。），声ノ6・“λる。

（fl）　　〔SO二（垂ヨnOlハガコのようfこ聞える。

（切　ほ頒。旋・コのよSiこ聞える。

（f3）［　takan・’hana　na　wa　］．こtakan。ha焔η。wa］の書（、間違・・であう

　　う。

㈲［吻。レi2d・コのよう1迷える・

q5）　カツンダカーの前Ic，言。淀みのこわが入・てく）る・

（16）　カッ・ソンダ1カ～＝イ町鳶めぐλる。，カ・ソタよたはカ・ソテと葛Oz＞’けて止

　　めたものであろう。

（切　　OのあたりAのかなソ長⇔スーと（）う吸気が聞える。

㈲　スモーノのノの智戸は，舌先が歯茎にし・，b・リζ付くことTd：ぐ’発

　　音されて⇔るように聞える。

（19）　この前後に戸タトの車の音がλる。

（20）　ヤッハ。ソの前に書。淀みぶある。

（2り　ユー　コトぞ．一璽．切れ，笑（〉声があワノそれがSトー＝一カク…と

　　続く。そQぞ奉・文のような苔尺出をした。

（22）　ヒトノーのヒのデ番x多少去通語・よワ毛前寄y・

　　　　　　　　　　　　　　　一208一



（23ク　£SOkoe・k　La　toコと聞える。

（24）乙βω櫛二施fida・禰ニヨと〔da・］のよ）に聞える。そ）yると，

　　「相撲だわなあ」と訳妨がよ⇔b5t　しれな。。

（25）　卜＝カクの前1こ書0淀みがある、

（26）　［ts　exkiよ駐・コのように聞える。

（・’1）〔む・畝鮪㍉枕・コのようi・聞える。

（2．g）テユの子舌は，摩擦管的要案が少び0ので㌧このように表祝た．
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　　　　　　きたしたら　　　とみやま　　なか　　こう

珊。愛知県北設　　　　　　　　　楽郡富山村中の甲

　　　収録・文字化担当者山口幸洋



1　地点名

2　タイトル

3　録音年月111

4　録音場所

5 話し手

　s　・鈴木清光

　丁　堤　昂房

6　録音環境

愛知県北設衆君陽山村

若い頃の旅行

日召孝P51年9月千日

愛知県北設楽君隣山村中の甲　鈴本清光氏宅

）
＼
ノ
／

田
刀
軍
〃

（
（

B月；G27年生まtへ

昭和25年生ま牲

農林業

郵便局勤務

「泥人と若い男aノ会話2a収：録を意図して磯本清光才んと．

タト子牛mす是≠斉身丁人ノに丈す談をしてもらっブこ。

7　三田求地、吏、a概観・収β求し7＝方言m特色など1：ついて1？e方言談話

資料（3）diを参殴。
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若い頃の旅行

話し手

（略号）　　　（氏　　名）　　　　　　　（十生）

　S鈴木清光　　男

　（生年）

明治27年生まれ

T　：堤　　邦身　　男　　昭和25年生まれ

T　コノ

　　こn
　　じ　コ
　　才ジーチャン

　　ゐ・じいちゃん、

　じ　コ
S　ソーダソーダ

　　そうτご’そうデご

　　コ　　ヒ　コ
　　ト　デンキガ

　　と　電灯び

丁℃木L

　　l勃
　じ　コ　　　　　　　　や

S　ドッカイ

　　どこかに

　ザ　ヨ　　　　　や

丁面一　マタニ

　　ええ　又に
　ヒ　コS　デンキガ

　　電気が

　　　（D
テツドー

鉄i亘が・

船固ゼ玄ごは姥許（踏）
じ　ヨ　　　　　　　　ヒ　コ　　　ザ　　　　　　　　マ

　　　　　　　　ナッドー　　デキタノワオボエテカラダラ

槻欺グっ・てから鶴う鉄弓が亀費ア・翻
コ「¥ヤコ「 h㌃、力工　『ゲーテアルワケダンデソドー

こk12；　どこカ・へ　書いてあるわけτごが・鉄直

つ　　　　　　コ

イツ　へ唱ソタ　ナンチュ　コト

いっ　　／＼っで＝　　†どんていう　　こと

ヨ　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　コ

ケーテータン　クライ　トコイ

書いておいτ、が　暗い　所へ

　　　一・ρ）　r　　1
　　シフス　マタ　ミシテモラウ

　　してくれ　　菩τこ　みせて貰うよ

　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ア1レデサンコー＝　オレン　ケーテータッツガ

あるから　　参考に　　　俺加　　　書い衣っけ於
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丁

T

S

S

　r　　　「　　　　　　　　　1
クライホーエ　ハッテアルモンダデ

　暗い方へ　　　貼．てあるのて辱「

t「1　　　　　r　　1　　、、
アー　　　ハッテアルタカイ

　ああ　貼フてあるのかね

　　　　　　　　　　　＊

スCイドーガ　ショーワサンジ）．1一ネン　シ7ツサンジュLニチ

　水工益・が辱　　　　β召　孝D　　　30　年　　　　　　　　　　　　　　4　月　30　H

Pデンシャカ・シ∴ワジ，．　一　＝ネンダネL

　電車が　　昭和　　　陰年でゴね

”アLシ∴ワジュー一　・・’4　〉ノジュ覧ガツyジナイチンヂ

　ああ　昭和　　　i2卑A　　　　j2月〃へ　　　21日
　りも　コ　　　　　　　　　　ドコ　　　　　つ
9ナ　　ソしカラ　　　　　　　　ナンダィナー
　τゴでS　　　それb・ら　　　イ5」丁ゴろう

｝㌧キ

電気

ド　コ　　ド　コ　　コ

アー　デンキカ

　ああ　電気が

「デ㌧トー

　電灯

タ淫・で∵ンネン）∵ンネン留ツ

オリ￥ンキが効シ，㍉ダエ

　え了　電気が　　火正って？

エし

　え？
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T

S

T

s

r　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　r
デンキガ　　　　　タイショー　　　　　　　　　　ジューサンネンダエ

電気が　大正　　　13年だね？
㌧「ン　タ％ショー　ジューサ「ンネン　才写イコデ　ツカイソノタッ

　うん　至正　　　　i3年　　　　お・蚕で　　侯い初あτ＝・tナ

ツガ「マ’ズ殴ラシL￥塘デ肋’イ：一ガウダトモッテ

　が・　まず’多今しいことだ　　電気で・　　お蚕を　　　喰司うτご’と思って

タ㌧ミ’ダッツ（Tホー）写ラ》しキオズジメテミ’タノ

　・愉快で二㌧た　　　　　　　　俺々〈・　電気を　　ゆじめて　　みτ二の

ガ　ナンダ》コデー　ヒ》三冬ニ．　ガルト差回．　ジュ㌦二》　トギダカ

　ゲ何1ご“からな　　　平圓1：　　いろ時lc　　i2　a　　　時1：“ウ・

㍗鋤㌧ユイクソ∴＿σむ）イッテのド艦
飯田一　　修学旅行に　　　　　　行。て　そめ時ド
　　　　　　　　　じ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　．　・ソイテルノオ’　＝〕レワ　ノ〈ス“ラシーイーダソ　　ヤドヤデ　　デンキカ

強反田め　　宿屋で　　電気が・　　ついているめを　　これσ　珍しい

トぞッタッタが（Tハッハッ・・ッ）ソレカデ寮也
　と思っアこワしすζ1ぐ’　　　　　　　　　　　　　　　　　そ才へ．汐＼ら　　　P央画も

イしダノ1ヒ「』コージノアV7ボノザ／チ2一　シ阪イオヤッタワ「

　／飯田m　　広ノお路a　　　あけぼの座っていう　　　芝居を　やつ衣‘j

斜材（Tパー）ヤッタ雰一ソ』イハジ＞r
　β央画を　　　　　　　　　 やつTこ9ね　　　 そこに　　1？しじめて

レコ　　　　　　　　　　コ　　　　ド　　　　コ
エーカ。・ソテユーモノ　ムセー工一ガカイ

　映画うていうもめ　（それロウ　〈無偏；β央直，φ、い

アー　「ドLモ　ム鬼一エ］一ガダッタ窪ゴ、ソノジデンニャ　（Tソー

　あ、あ　ど”うも　　　愈声9央画γゴっTzJ：　　　そa頃：tこ1；

・ヤネー　　ホー）　　イしダノ　　キ㌧モトデントカユー　　シトガ

　　　　　　　　〆食及田ク）　　　岸本イ『「とウ、いう　　　　　／く㌧ウぐ

　　　　　　　　　　　　一2！6一



T

ヒ㌧肋イ㌔』’イモギタコトア，げ写タレヤッタソ

　平岡1：ar二）ここへも　釆1こことがあるが　　佐太で　やつ春7

「イ∴材己テ｝fヤ∫ナL（Tホープチーザィガッ
　映画を　　持。て　きて博亨　　　　　　　　小さい　　学
　　　　　セ　　　　　　　コ　　　　　　　ザ　　コ　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　チーサイ　オジーデコーノ　ヨネンセーグし一ナ
　才吏ca　　　　　四年生　く“らいa　　　　　／J、ずい　　　　お・じい5しで，

ホー　：コツ「子フジャー　ヤッパ「ソ　「：ザタデ　ヤッタ　ナニ　ドー

　　　こっちで亀は　　　やつLゴり　　イ左太て・　やつアこ　　何　　 どう

　　ド　　　　　　　　　に　ミ

ガッコーデ　ヤッタ　カ　カイジョーワ
　　　　　　　　　メ学杖で　や。ア・？　　会場｛才
　　r「　　一‘1　　　　r　濯　　1　　　　P　■　　　　　　　　　　　r　■　　　　tr■
コ、ソチジャー　オボエネーガ　’サタワ　ヤッタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サタモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サカベモ
　こワちて“1？　　 覚えが・芽いが・　イ左太t7　やつ衣、　イ左回も　 ：坂吾昏も

it　・／タ　ソノ　キ「シ］モトカ．　ギテ　F　”i7チ3一ガ’、「チーサイ

　や．T・　そめ　岸本が　来て．　特徴｛3　　・1けい

オジ㌔ダデデン死ッヨσ即ハッ，、ッ）殴ラシヵπ。ツ

　おじい乱丁こから何だ。ア・よ　　　　　　　　　　珍しウ・。アこ

尾掴ゴォデサゼ凶メー▽ナコー
黄色い　声を　出してゆ，　説明削∫
セコ　　　　ド　　　　　　　　じコ
アー　ソレガ　アしダエー

　ああ　　それゲ　　あれτごよ

町アL　レ冴イッカンノ　オワリタ馬チュ＿卜　伝、テデ　ナニョー

　ああ　　 第一ノ巻a　　　　終わり7’ごっていうと　　 むちて｛一　　イ再を

じ　　コ　　　　　コ　　　　コ

マクオ　タテーチャー

駐　得・い硯
　　　　ド　　　コ　　　ドつコ
ハハー　ムセーエーガデェー

　　　　魚声映画でね

　　　　　　　　　　　　一217一



s

T

S

T

ラLム払塾ガダ（Tヘー）オt一一レヅホッ晒ドー」

翻　無奔映画τ、“　　　　　俺1？L　北海直へ
　r　　　　1　　　　　　　　1　　　　　　　（4）　　r
　　　　　　　　　イ・ソタトキニャーオーバサマントコイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ササカワ　　　　　　　　　　　　　　　　　コーチノ
as・・llL“　“ん・所へ　行。7・時口｝　　河内あ　笹vl

クニ「ジサガ　　イッタッッカ・　ア〈ノゴェー　Y一ヵ。ノ　　レ～／ザゲキッ

園治乱が　行。7・。けが・あそこへ　　映画の　昆鎖劇，て

チ＝一　ヤゾガ　（丁　フーン）　アルプ　「ドLユー　ナンダトぞッ

　し・う　　　やつウぐ　　　　　　　　　　　 あろb、ら　　と．“うし・う　　 つ5Th、と思フ

　　　じコ　　　　ヒ　　　コ　　　　　ザ
クラ　ナニ　ナングワイヤ　セツメーノ　デキンヨーナコトワ

　為ら　何　　 何τ・“よ　　　　説明〃～　　出釆ないようなことは

』Lガデヤッテミ方クレタソ

　映：画で　やって　　みせマくれ了こ1

や　　コ

アハー

　ああ

ソしカデ卿ブツノ吸誘L（Tホ、一一一一）詩トノウマ「ガ

　それから　実物の　　馬がね　　　　　　拳当あ　　馬が・
　　　　ド　　コ　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　ヒ　　　　コ　　　じ
ソノ　　アイサニャー　　デ」ナ　　ソノ　　シオバラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ万ハラタスケヤ
　その　　Fe『1に17　　　　　出して　　そa　　 塩原　　　　塩ノ票太Bカや

　　　　コ　　　　　　　ド　　　コ　　　　　じ　コ　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　コつ　　　　　じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウマガ　　デテナニヤ　　ト寺ヤ　ナングゾ　ウマカ。　ジツブツノ

　何かの　時感　 何τごよ　　馬㌍　　実物の　　馬ゲ　　出て
　ド　　　コ　　　じ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コタスケト　タスケワ　ソノウチカσ　オサマランモンダデ　アノー

　太引力と　　太助i？r　　そthうちウぐ　　 治iらで～いので5　　　あen

　レ　　　　コ　　ザ　　　　　　　　やコ　　　　　コ
アワヨ　一　　ヨーシダ、ソ9デナー　　シオハラ9スケワ

　あれを　　　　　！養子　7＝いっ1こか、らす♂・　　　　　　塩原　太助　i？

　　　　ザ　　コ　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　コ　　　　　コ
アハー
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　ヨ　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　コ　ドで

∵のセ鵡ノζ凛∵（∫窩詔；メ）は訓

　ダ　　コ　　　　　　　　　　　　　コ
レンサケPキ、ソテ　　ユッタダイ

　連・鎖劇フて　　　言フア：んτご。よ

　r　　　　　1　　　芦
ソレ　ユソチデヤ、ソッー

　それ　　こうちで’やつτ：？

ドコ　　　　　　　　　ドコ　　　　　　　り
ナニ　アレ　ホッカイドーデ　ミタ、ソツ

何　　あれ　　北海道，で　　　み鳶フけ

　　　ドコア　ホ、ソカイドーデ

　あ　　北海道て“

　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1““　1　　　　　1　　　「1　ド　　コ
ナヨロッチュートコデ　（丁ホー）アノトージワ　マンダ　シニャー

　・名寄フていうとこてL一　　　　　　　　あの当時一t3　　71：“　 AうしZし手

　リ　　　　　　　ダ　コ　　　　　ドコ　　　　　　　　　ドコ　　　　　ド　　コ

ナランダ　　　イマー　　シニナッタデナー　　ナヨロシワ

　亨らず♂いのだ　今1？　　市1ごな。1こからな　　名寄幽申17

7ツガンニイツタツ▽7r　．．　”1イドーワ（Sンづ7ツ

　いつ頃に　　行。ア・？　　北海Lt　l？　　　　　　　いつ
　　　　　　　　　　コド
ジブンニ　イッタッツ

　頃［こ　　　行っアこア

　　　　ド　　コ　じコ　　　　　　　じ　　　　　　　　た　　　　　　　　　　　じ
エート　オレガ　タィオ　ジョタイシテ　キテ、、，カラダデタイシデ

　ええと　俺が　隊を　　除隊して　来てからズから　大正
　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　ミ　　　　　　　じ　　　つ
サンネンヘーデ　ニュータイシテ　ゴネンニ　キタダデ　タイショー

　3年兵て・・　　　　　ノ入㌦pik　して　　　　 5左毛iこ　　牙ミ7』こb、ら　　 大正
　じコ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　ドコ
ヒチネンカ　（Tパー）　ノ＼チネンダッタナ

　ワ　年　b、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　年　 てこ1．アこでrf＝

　ザ　　r］　　　　r　　　　　　　　l　　　　r　　　　　n　　　　r■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へい　　　　　　　　　　　　　　　　　　トーットランァソレ　マダ　デンシャワ　ナク　ココー

それ矛だ　電車は　鰍てここを　置。τし噸から
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　め　　コ　　　　レ　　　　　　　　　　フ
ソノトキ　ナニマデ　イ、ソッ

その時　何蓉て・　い。ア・

r　　l　　r　　　　1
アー　カワラマデ｝

　ああ　　♪可原暑で亀

　や　　コ　　　　　　　ドコ
アノトキニャー

　ああ時ド【ぴ

イーダセンニ

三身痴・

サンシンカラ

　三信から
「、　　「　　　　　　　　　コ

アー　サンシンダ㌧夕

　ああ　 三信アニ’㌧ブこ

　ド　　　　ヲ　　　　　ザ
サンシンテツドー

　三信・鉄道

7　　1
フーン

β⇒ん

セ

フン

え？

　r　1

r．　m．1

ソイア

それで

じ　　コ　　　　　じ　　コ

　　　　　　　　　　　、匹アソコノ　オ糀一二ワラマア

あそこの　　　大河原渉で

　　　　　　　　　ドコ　ナニセンチ↓・ソツラナー

　イ可線っていっ衣ろうや♂あ

　　ドコ　コ
ナッタデナー　　コソヤー

亨っア＝から†♂　　　こ，れ｛守

アソヨー

あれを

（TソーソーVンシン

　　　つ　オ隔一病ワラカラ

　夫河原から
rl　　　　　r■
キシャバッカデ

汽車1？”b・りで

　じ　　　　コ

スワッテニ
　　　　へ（吸弓又して？）

　ド　コ
）アー

　ああ

　ノッタ、ソツ

　葉。丁為け

　　コ　　　　ザ　　　　コ
　　　　　　　　　けイケター　アソ＝〕マテ

マうしブτ；よ　　　　あそこ　渉　て｝し

　　　　　　　　　　ドブ　　　　　　にコ　　　　　　　　　ドハ
T　ホッカイドーマデ　キシャバッカデ　アノ　アオモソマデ

　　北海遊勃　　汽恥かかりて・　あの　青森勃
　じ1　　　「　1　　　　1　　　　　　「1　　　　　　　　i『1　　　　　　　　　　　　　　r■
S　オー　ソーダソーダ　アオモソマデ　キシャデ　イッテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオモゾ

　　離そう・1・“　？うT・“　＃森まで　♪紳で　行。て　青森

　　　　　r　　　　　　　－I　　　　　　　　　　　　r　　　　l　　tr
　　カ．ラ　レンラクセンデ　（丁　フーン）　ハコダテワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ＼コダテ

　　かり　連絡船で　　　　　　　函囎博　函囎へ
　　　　　コ　ヒコ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　コ
　　イカッコ　ウミノ　ウエニ　サンバシテーシャバ、ソチューが

　　行力・ずに　海の　kr．　　按榔艀場。てい⑰が
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　　　コ
ポッカイドーノ

　北海直n
ド　コ　　　　　　コ

ヨッテ　 ヨッテ

酔。て　酔。て

マデ　イッタラ

　手で’　　そ守っ　τ＝ら

　r　　　　1
　　　　　　　ヘ

ミヨ7ニモ
体あブ＝あに毛

　ド　　　　　マ
ソレカ。

　　お　コ　コ　　　　　ヒ　　　コ　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ド

アッテナー　ソコオ　テーシャバノ　シタオ　コー　マルタオ

あってね　　　そこを　　　イ亭車場の　　　下を　　 こう　　九太を

ズーットハ「ケテ元テソワウェ言容初・アッデーや

す馳’うっと　　並べ・てあって　　その上に　　　琢尺かご　　　あってさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　フ　　　　　　　ド　　　　　　コ
（Tホー）　サンバシテーシャバッテユ、t／テ　（丁　7一ン）カウニゼ

　　　　　　　栽榔屠場。て四て　　　　　貿う瞬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア（Tフーン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×κ

　ド
ナヨOマデ

名寄手て・　ゆ

　じ　　コ　　　　ド
ナンニモ

何に毛

じ　コ　　　　　　　コ

ナニカ　 タベニャー

イ励・　食く旧くてゆ

　　　コ　　　　ドマ
　　　　　　ソバー

　　　　　　そ【ゴを
「rr　■　　　r　1

カッタッ’／ガ

貝つた，1すウぐ

タベラレナンダしか

・食くこられ芽が．T：ウぐ

　　　　　　イカントモッテ

　　　　　　いけ曽ないと虐・って

　　　　トッテイテナー

それ0・棲バていてね　　そ1－9　“．て・う

　　　　　　　　じ　コ　　　　　　　　　ヨ
キモ　チカ．ッテ　イーモンダ　，ホヤ

黒毛　変ワて　　　いい毛ん丁ゴ　　そワや

　r一　1

ノ＼フー

腹1？

　　　　　　イ・ソパイ

　　　　　　｛，杯

　　　　　　　コソバッチュー　モノワ

　　　　　　　も副才

ド　コ　　　　　　　　ド　　　　　　　ヨ　　　ドヘ

ドーダエッカンカカッ9エー
　どうrごねいいかげん　　かかっ衣ね

じ　コ

イクンチモ

　何日も
　　じ　コ　　　　　ド　　　　　　　　　　コ　　　に　　コ

アーソーダォソヤー　ナンデ　アレワ

　ああそうτご　　イ奄捲　　　どうして　　あれ爵

　　　　コ　　　　　　　　ド　ヨ
ユー　エキダカデマドデ　ノゾイタう

いう駅τ緬て・　窓て・　司見いア・ら

一221一

（sエー）

　じ　　コ　　　ドコ

ナニー　アオモソ

何へ　青森

ヘラン　アノ

〈り長戸いし　 あの

　　　　　コ　カツテ　トルト

　買。て　・食べろと

　　　　　ジヲ
　アノ　ハケル

　あ《　吐ける

　　ド　コ
ホ、ソカイドーマデ

うし海道，享で

ド　　　　　コ　　　　ジコ
シゾーカケンノ　ナンテ

静岡県め　　　．何と

　ド　　コ
　　　ししアノジフンニャー

あの頃に博



T

　ヒ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ド　　ユ　　　　　　　　　　コ

デンシャデ　ネーモンダデ　セキタンオ　タィタモンダデ　アノ

　電車で　三戸で　　石炭を　　焚いア・ので
　ド　　　　　　 コ　ヂ　て　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　ド　ブ　　　　　じ　　コ

コーヤッテ　マドオ　アケテ　ノゾイテ　ミタラ　メーセキタンノ

　こうや。て　　窓を　　あけて　　覗いて　　みτ二ら　目へ　石炭の

　　　　　コ　　　　　　　ド　コ　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ド　コ　　　　　　　コ

ススガハイ、ソナ　サー　イタクナ　イタクテ　サ、ソバソ　ショー

　す了力ぐ　入って　　ざあ　痛くて　　痛くて　　てrっ1？。tl　し」う

　　　　　ド　　　　り　ド　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　　ド
　リカナイ　アソコデ　ナンテユー　工串ダッタナー　ユーメーナ
　がない　あそこで’　イ弓という　　　馬尺ブごつたかず・ダ　　　：有・名†‘ヂ

　マ　　　　　　　　　ド　　　　　コ　ド　マ　　　　　　　　　　　　　　　　ドコ　　　　　　　ザ　　　　　つ

エキグガ　アソ〕デ　イタクテ　シヨーガネ一一デ　トマ・ノテ　ソレ

　馬尺τZ“ウ〈’　あそこて一一　　痛ぐて　　 し」うわぐ芽いから　　泊って　　それ

　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　「　　　　　　　　　1
カラ　アクルヒニ　トーキョーマデ　イッナ　テーシャバニ　マン

　幅　翌酬・　票京参て・　　行。マ　停車勘・　享τ・い
　　　　　　　　　ド　　　　　　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ユ
ダ　1一一㌔一ノ　ナニガ　ジンソヰガ　ターヘン　アッテナー

　　　東脳　　伽・　入力車・・τ×乱　あ。てね

尿L

　i7う

　　ザ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　つ

ヒッテキテクレタデ　テーシャバマデ　オソヤー　ジンリ寄ナラ

曳いてきてく蘇から　イ弾三教・・働｝　　人力卑ず朽
　　　　　r、　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　　　r　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソレー　 ノ、ソテツイデニ　　　　　ノーシャイ　　　　　　　　　　　　　　イートモ．／テ　　　　　　　　　　　イクニ

　ついで　　 眼医者に　　行くのに　　良いと思。て　　それへ　　乗って

「ド，カデギンジ，ノオボェタγ一シャイツしテッテク　。コ

　どこがへ　酒所・　知，7・　眼1焔1・　9Nい．τ＜れ

ッチよッテナL爵・八ニア㌧タッケデ

　っていって名｝　　　じ’き　　そt？”li　　あっ1こカ、ら

じ　コ

ホー

　ほう
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　ド　　　　　　　　り　　　じ

ツレテクしテ　オレガ
　連れマ’い，てくれて　イ奄かご

ダモンダデ　．ぐ一　アワシュLワ

　アこから　　もう　あの衆ロ

　　　　　ド　　　コ　　　　　　　　　　ド
コトワ　スバシーンダデ　：ユンナ

　こと｛才　　　毎気し・のブゼか、ら　　　 ・こ入ノず’

尿L蔚ヶ㌧ブツシテヤツデ
　方々　　　　見ノ≠勿してやって

　　コ　　　　　　　　　じ　コ　　　　　　　ドブ
オモーモンダテ　マンダ・

　思うもんだから　　多τ＝“

マデ　イ㌧ゾナランガ『アン「夕　「

　まて“　　？ラか、1こや†♂ら人ノウぐ　　　］んノτこ1？

ヤマガカラデ

山村からa

　　　　　　　ド　コ
ラッチューデし　キタコター

　アゴろうっ¶てし・うb、ら　米7しここと1？

　　　　　　　ドアワヤー　ヒャ・ソカテンカ．

　あれ［ま　　百賃店厨

　ド　　　　　コ
マツザカヤカ

　舩坂、屋ウ・

　　　ド　コ　　　　　　　　　フ
ォー　ヨック　シランケド

　みお　　’＜　　知ら亨いけど

ド　　　コ　　　　　　　　　　じ　コ

ナンショ　ヒャ・ソカテンガ

　と｛こ0、〈　　　 百’ ﾝ店　Ox・

　　　　ド　コ　　　　　　　　　り
チャッタゾマツザカヤガ
　ちゃ。τこぜ’　茅公岐屋が・

　ド　コ　　　　つ

ンダデ　ミタガ　ソレカラ

　ので　　みτこけど　それから

　コ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　コ

　　トビダシノオ・ソチョコチョイ

　　とし｛L1出し6ろ　 王）・っちょこちチし・

「　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ニンゲンノ　ナニョー　　ミヌク
／く＼　｝『β雪　　〃ヘ　　　　　　　　イ再　　を　　　　　　　　　見；ヂノ女、く

ヤ1 bオ　「ト㌧ッヵマイテ　赤，ト

ヤっを　　とフつかまえ！て　　　！少し

　　　チット

　　　少し

ポッカイドー

北海直へ

　　ト㌔一山
　　東京ヘ
ミコ

不一ッタラ

†’い。てい。τ巧

コ

モトノ　ユ一審ー

もとの　有名な

コ

ァッタ．．タゼ

あっアこつtT＄

オレワ

俺ぼ
　ド
ココが

ここかく’
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ド　コ　　　　　　　コ
ゼニョー　　トラット

戯を　　取ろうと

イクニャコー　ウエノ　ノ

行くに縫　　上野　　め

　　　コ　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　ヘ　　　キタ⊃夕一　不一
　　　来でここと｛チ　　　ぐ，ρし・

ド　コ　　　　ド　コ　　　　　　　り

マンダ　ナンナユーナー

i1：v　　 イ『「というb、　V．

　　　　ド　　　　　　　　コ
　　　マツザカヤジャー

　　　肱坂屋で鱒儒い）

じ　コ　ド　　　　　　　　　　コ

　　　シンサイントキ　ヤケ

　　　震災の時　　　焼げ
コ　　り　　　　　ド　　　　　　　コ

アノトキ　／ボッテ　ミ9モ

あのとき　　上って　　見τこ

　　コ　　　　　　　　じ　マ　　　　　コ
ガイムショーデ　　イーカモン

外務省で・　摺綿喜時
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ホー　7ソナー

　　　そんで’ら　　　東京見物

じ　コ　　　　　コ

オ’一　　ソータ“

　うん　そうマ』ゴ

　ヂ　　コ

ジンリキシャデ

k力車で1
　ド　　コ　ド　コ　つ　　　　　　　　　　　ドソンワキデナー　ソィデカネワ

人力車τ富　 それて一金け

ケンブツダモンダデ

　　　　　　　ヒ　コ〕ロサレタトカ　ナントカ

　　　　　　　　何とか
　　　　　　　　　　　　じ　マ
トーキa　一ケンブツヤッタダェ　

T

S

　見物だから
ダ　コ

ソーダラー

　そうア＝’ろう

　　　ド　コ　　　　　　　　　　　　　ド
ソーヤッテ　　シメーニ　ウエノノ

　そうやって　　し暑いに　　上野の

　　　　　じクしテ　キ、ソプオ’　カッテクレテ

　くれて　切符を　買。てくれて

ドコ　　　　り
イーカモダ・ソタ

　良い明鳥　てゴっτ＝

　　　　　　　ド　　コリンソ午シャノ　　シャフカ。

　入力車の　　　 車犬かぐ

フ㌦ン

　ふうん

　ダ　　　　コ　　　ド　　コ　　　　　　コ　　　　ツ

オソヤー　アオモソマジャー

　俺；？　　青森まで1？

やつ1こんかね

　コ　　　　ザ　コ

トラレタソ㌧

とら才へ・τ＝そい

ド　　　コ

リンリキノ

，《力車め、

テ
　
て
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ド　　コ　　コ
トーイトモツテ

飽いと思，て

ダ　コ

ウチデ

家で



　じ　　　ヨ　　　　　　　　　　ド　　コ　　　じ　コ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　　ダ

カンがエルニ　イ、ソタラ　オモッタヨリ　アオモリマジャー　トーイ

　考え勧に　い，τ・ら　思，τ・増　　青森享で瀞　　塵い

トーイトモ㍉タモンデワ＼7ヤク　（Tホー）　ツ1イタッツカ．マー

　鼠いと思ア，thて・　早く　　　　　着いτ・．tすが噛　緬
　ド　　　　　コ　　　ド　コ　　　　　　　　　　じ　　　　　コ　　　　　ザ　ミ　　　　　　　　　　　　　　じ　ミ

ソワヨー　アオモソカラ　ムコーガ　ホ、ソカイドーワ　ナニ　ワズ

　そFれを　　　 青森Lb、ら　　　　むこうb＼ss　　　づ浸乙海直「1｝　　　　　イEア　　　わず

　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　り　　　ド　　　　　　　　　コ
カダトモッテ　イッタト〕ガ　アクルヒニ　しンラクセンデ

　か・ア艶思．て．行っ1こところウぐ　翌ゆ＝　　毘絡船で’

　ド　　　　　　 コ　　　　ド　　　　　　 つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　コ　　　　　　　　　ド　　 コ

ハコグテノ　サンバシテーシャバイ　（丁ホー）ツイテ　ソ・ソカラ

函／館あ　　　孝菜禍イ苧車玄易に　　　　　　　　　　　着いて　　そこから

　に　コ　　　　　　　　　　　　ゼ　フ　　　じ　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　イマ　ナンジニ　タツデッチ訓ソア　デンポーオ艦バーン1一コイ

　知ゴ祐撹呂へ今　何時ド　発つカ・腸てい．て　電報
　コ　　　　　ドコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　ヒ　コ
ウ・ソ　トィテナ　（TホL一）　ソィカラ　　ノッチッタ、ソ・ソカ。　ヨ、ソピF4

　うっといて亨　　　　　　　　 それから　　衆って行’っア＝っ煤が’　　一一夜中

　じ　　　コ　　　　　　　　　　ド　　　　　　コ　　　ド　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ダコ　　　マ

ノソヌイテッテ　アクルヒノ　ナヨルイ　ツイタ／が　ハチジハン

劇っゲ・すて・、。て　丁丁　 鯖一　着・、ア・徳　 卵斜
　　　　マ　　　　　　　セコ　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　コ
ダカ　7ジジブン　7ジコイツ、ソタラ　オバモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドーカ／　マチカ．

　τご”b、　　9H寺ヒ頁　　　 9ヨ寺1二来いってし、っア：ら　お！ゴも　　 と一一うカ、m　　 寺ちかe’い
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　ザ　マ　　　　　　コ　　　　　　　　 じ　　　　　　　コ　　ギ　コ　　　　　　ヤ　

オジー　イマー　ハチジュー　イクツダエ
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ヤー励ゼ’爵ジ計ヒ甲ダ．ナユー壷ヤサコ㌃ラ’ト
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ノ＼ヤタオ『ジタ、ソツカ。ナー
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オカザキ／　ホーエマタ

岡碕《　方へ　手τ・

ド　　コ　　　　　　コ

イキャーシンドー
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ド　　　　　　で

オー　ソーカ

　おお　そうが
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　　ナンダ・ソタナー

　　　何アニ亀しワτこで（戸

　　　　　　　　　つテンネンキネンブッズラ

　天然：記・念物た“ろう

ド　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　コ

　ァ・ソシガ　シンダダガ　アノ　イワマッワ

　篤ゲ　　死んア・・び　 あの　岩私ぼ
　　ド　　　　　　　コ　　　　　　　　　コ
　　テンネンキネンブッン　ナ、ソテ　7ントーワ

　　天然：託・念・物ド　　　　ぐおて　　本当隠

イッタッナユー　ゴター　／＼ッ「ピョーデギンダラ

徳耗ていう　和　　発表で魯・ヂ萄

　　　　一233一



アリャー

　あ杓｝

ド　コ　　　　　　や　　ヨ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　ドコ
ソーダ　ァレワ　テンネンキネンブッン　ナッテルデエー

　そうだ　あれ隠　　天熟記念物ド　　　　↑’。てるがらね
じ　ユ　　　　　　　　　　　　　ド

エー　　ソーイ、ソタデ

　ええ　 そう客フ衣から

　ド　　　　　コ

イワシバッチュ・ソテ

　i老芝フていっマ

牙LアりホLジャ北ッジ。L乃マ房．チゴが
翻打方で瀞αう・うのここて臆　　岩私，ていうが覧

（Tソータつア「匠’リ詠デ野ヨ脅マツオイ
　　　　　　　　あれも　　立派で♂　庭．に　　岩私を
イ「 Nホンモ．ハヂー　イレテ　ソッ宍ナ　モしかζプルガ　アしデ

　二本も　　・鉢に　　入れて　　立派与　　毛あが　　あろが　あれで
　つ　　　　　　　り　　　ドコ
ガマンセソヤー　ヨカッタダガ

　我慢了れ11ド　　」がっアこんだb・”

　　　　　じ　コ　　　　　ド　コ　　　　ド　　　　　コ　　　　　　　　　　コ　　　　　ダ

ナンショ　トッテクレ　クしタヤツガ　オーキー、ソテサ

　とにがく　　耳又ッてくれ…　　〈れ春やつ｛フぐ　　夫、ヨいっマ’さ

ド　ミ　　　　ド　　　　　　　　　　　　コ　　　ヂ

　　　　　　　　　　　　　ウルダカ　シランガウン　クレルダカ　ウソ㎜
　　　　　　　　　メメズ　メ　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず

　フん　くれるあカ、　　　　　　冗るのウ・　知らんが亀

　　じ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じコ
　　　　　　　　　　　　　ウラッコシ　オッテエーウッナクレッチュー　　ト〕

　売。てくれっていう　　　とこみへ悸　売ら一丁“ド　　　いてね

エし

　ええT

　　ド　　　　コ　　　　　　　　　じ　コ　　　　ド　　　　　ミ
ウッテクレッチェッテモエー　ウラナンズッナ

　ナ　　　　　　　　　　　　　　ナ　へ　冗ってくれ．ていって毛ね・　　　　　冗り†♂が7t；”て

　　　　　　　　　　　　　一234一



s

T

s

丁

ヒ　コ　　　じ　コ

アー　ソータ

　ああ　そうだ

　　　　　　　■　　　　　rl　　　　　　　　　　　　　rn　　　　ド　ユ
ソイデホメテホメナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユート　　　　　　　　　　ホシーヨーナコー
それて“　　沢山13あて　　 、欲しいようf♂（ことを）　 いうと

　　　　コ
ツッチョー工

　い7T；そうだ扮

ひ　マ　　　　　じ　　コ　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　じ

アー　ニワニ　マー　トーキョーカ　ナゴヤィ

ああ庭1・　まあ　東京h・　k吉屋へ
　　　　ド　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

（聴∴つ『陣払ζ欝ξ認

アルトモッテ　〕ソヤー　マー

あると思って　　これi“3　　ユあ

　　　ヨ　　　　　　　　　　　ド
カザットィチャー　　クルマデ

かさ㌧といて11；（よそ渚が）　隼で

　　　　　　コ　　　　　ド　フ
モッテカしソヤー　タ　ナーニ
　　　　　　　　　ズ芋寺ッてし、カ、れ才へ1丁℃　　（とい，T；ら）イ5」

　　コ　　　ド　　　　　　　　　　コ　　　ド
ユー∴　 オ馴モスキ。テ　 ソ／

　いうaド（岩私1の重すぎτそa

　　　　ド　ヨ　　　　　　　　　ド
モンジゼネーツナ　リッパナ

もaで13亨いって（いったが）　立〉承†♂

　コ
ハチサラ

・鉢ごと

　ド　　　　　り
クレテ’ヤ♪レッ

〈れて麟る。て

　　　　　　　　　　　コ　　　　　　コノミデダシャー

　　　　　　燦チみで出弍獄’ゴ

　　　　　　　　オソヤー

　　　　　　　　掩感
　　ド　コ　　　　　　　　　　　　ド
ナンダナー　：＝〕ンナ　ミチバタニ

何7＝・な　　　ごしV　　道，端ド

コ　　　ド　　　　　　　　　　　　　　コ
キテ　：ホィ・ソトシテ　オ9イ7『

来て　　1｝いっと（’いうく“あいに）

　　　　　　　　　じアノー　オジサン　カカサカ．

あめう　みじさん　　女房籾

　　　ド　　　　　コ
　　サゲ～テケ噌し｝しヨーナ

　　　ぴ1ブて行1するようf♂

　　　　　　つモノン　アルドー

ものが　　あるぞ’

S 　ド　コ

イワマツニ

岩私lc

ツタ

し｝。τ；

ド　コ　　　　　　　　ザ　コ

コッテ　ケッコー

）疑って　 とうとう

　コイワマツニ

岩私ド

一235一

ミ　　　　　　ザコ
イノチ万　トラしチャ

命を　とられて



ダ　コ　　　　　　ド

ソーダェー

　そうだね

　　　　ヒ　　コ　　　コ

ハー @イカンナランラ　　オノ（一モ

　もう（佳亭・1つ行がte・tナれげならtalいt・”う　）お前も

じ　コ　　　　　コ　　　　　ザコ　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　フ　　　　　　じ　コ

ウン　マー　ゴハン　タベテ　イカこやー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オジーサンモ

　うん筋　ご冨ん食尺て　行む・伽…勘画。おじしづんも
　　　　マ　　　　ダ　マ
タベナカ。ラ　、メジワ

E　．〈・　tl　b〈・らど控海雌如と’うr晦e

に　コ　　　　つウン　’マンダダ　オレモ

　うん　 またマこ“　　俺も

ド　コ

イーカネー

　いいウ・ね

オー写ヤモ　　イレナシ「ネL　　ド3一モ　　スマ、ンガ

　お・茶　　　入れて“ドね　　　どうも　了まないけど

　ド　つ

ノシ｛

・飯を
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注

（D国塗矢イ飯田線．

（2）　「ヌ1こし＄う」で、ズは禾然形ドつく　「意思」《辞と思われろが、

　そう了ると、サi変動診司「する、a禾ま柔号多b〈’シラ～　aようにt，£ってい

　5　・・が不可解である．

（3）富山村佐太（佐ヌ間ダムで水没）。

（4）同じく富山村の字、

（5）帰塗あ煮・。
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　　　　たけ　ふ　　　 しもなかつ　はらちょう
四：。福井県武生市下中津原町

収録文字化担当者佐藤　 茂

　同協力者加藤和夫



！、地点名

　　　福井県武生市下中隷原町

2、タイトル

　　　思い出詰

3、録音年月B

　　　I976年11月1∠FEヨ
4，録音場所

　　　福井県武生墜下中津原町50－6　加藤和夫宅の座轍

9．話し守

　　　丁二谷ロ松樹　男　明治32年生れ

　　　　　方言はよく保肩されていうが，：話し相手のKを竜識してやや

　　　　環帯な表現がyyくなっている。話し姑きで話題も豊富であるe

　　　K：加藤和夫　男　昭和29芽生れ

　　　　　調査協力老で大学4年生（当時）。言詰紅歴的には問題ない

　　　　び，日常生沽では幾分共盈．語化が進，んでいる。予定されていた

　　　話者に代わり急遽．話をするこ乙になったtcめ、初めのうちやや

　　　　緊張がみえるが，それも次第にほぐれてくる。

6，’録音環境

　　　　担当引佐藤茂と女野営生3名が同席しすごが，全騒が騰室に控え

　　　ている。

ワ、収録地点三三・収録した方言の特色なと・t：つのマ1＊，　「方言談詰資

　　料（4）』を参照。
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思い出話

T：谷ロ松樹　　（男）　明讃3ユ葺生まれ

｝く：加藤和夫　　（男）　昭和29昇生まれ

K

丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D

　　　　　　　　　〈2）

（Tう∴虚ンイン）欝覧嘱論lll謙

ッヲカす一　ショーがッ：＝〕一ノ　ニネン7eライマデワ　ヒト　イナ

たかなあ　　　小’蓉校の　　　　　二無（頃）ぐういまでは　人　　　いらっ

　（3）

七媒鋤．（・・x

・ソセ：ンテユノ

仙というの（は）

タノ　アッコ

っtての　あそ：

エート

丁ハハーハー ハの アソコニ不

ダイブ

大分

アレデー

t3あ　tJあ　t3あ　　あそ：二にね

マエ　マエーカラ　モ　ズーット
x：詳μ　　前から　　　もう　9・つ乙

ヒトワ。

人は。

　　　Kヤツパ（ ヒトリモ

アレ　ア

あれ仏

　イナン

　いら，しゃ

　　　　　　　（4）
ダレモ　スンー…一。

ええζ　あれで　　　　やはり　ひと‘）も

シューンzンナッテカラ　シバラク
糸冬単髭’　　　　　　ナびってか、う　　　しtg”らく

窮甑乏ζご宮テ（㌦）

デナンタラ

出られ仁ら

デ
“フ
教
　
女

フ
夫

K

　アノー……。

　あのう一一…。

イナンタ　トキ

　　誰も　　イ主ん……．

　　　　　（5）
ツカ芒トサンカ。　ニネンヵ

琢オ～さんが’　　二年か

ヰ・イテ　ツカモトサンが

そして　　夕参本さん・カマ’

う

いら蝋醐∵ζ論1♂（丁勲
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　　フーフデネイナンタトキアッタカ％才ト：コノヒトトオ
　　未婦でね　　いらっしゃつな瞬　　あ，プ（じゃねt、。男の　　　人と　　女

　　ンすノ　ヒトト。

　　の　　　人乙。

丁敦岱滋滋殊藻汐誌慧がン77e（K器

　　1碧）窮認垢傷恢（㌦）弥二；赫

∵賑罷ント∵ナ（㌦）2i滋鑑揺
　　　　　　　くの
　　1需詫二一（Kアー　ああ）みさ葛1弘；蘇

　　　　　　　　　　　くヨラ

　　　翻爺ノぐう爺お競傷嚢書リンジ

　　　嬬リンつ孫（Kドコノ　ヒトヤッタカナ　ど；の　　、友拶フプくかな）麗

　　　　　　　　　　（9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GO）
　　k：N％一．一翻t＃鶴憲」（K蕩夏の哲

　　　　　　　　　　　　く　
　ナンタ　デンキョーダイが　アルン。　ソノ　イキナンタ　ヒトが

　　らッしゃつア（　弟菩兄弟が　　　　　あるの。　　その　（出て）いら。しや。た人が’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q2）
　　　（㌦）嶺ごイ蕊談ン∵ヨで綴t

　　　　　　　　　　　　　　一243一



K

T

　　　　　　　　　　　　（t3）
イテ　ソノ　ヒトカ．　ドーユー　ク’幽・ヤイヤ・ソヲカ

して　　その　 人が　　 と“ういう　　甥レ含アごっナ（カ＼

　　　　　　　　く　の
　イキナンタンテ’スカ．。

　いら．しゃつたんですよ。

アー　ア　ンミスノ

ああ　あ　 蒲フ｝くの

ぞ）砦σ
　　（t’7）

ポイテ　ソノ　ァトェ．

｛して　その　あζへ

　　　（S6）

アンジュサンツーノワ

庵主さんというのは

　　　　　（14）
アノ　ンミズエ

あの　清・Kへ

　　　　エ　エ

　　　　　　え

論：

（Ks　／　ん）属あ；㍊辰∵蔵釜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く20）
ッパリ　」コワ　オ・ノー　モー　ンユーシェン　ナッテカラ　コッ

はり　　　ここは　　その　　　：しう　　系冬戦（に）　　　なってかう　　この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2　D
テワ　ソノー　マ　ユート　ブッポーが　ウスライダ芒ンヤサケ

かたは　そのう　　ま　　いうと　　イム法が　　　 薄らいだ’ものナぐカ’う

蕩∵魏㌃・（Kスフナイネー　アッコワネ　少武びいねえ　　　あそこはね）参号

　　　　　　　　　　　　く22）

が聯評1欝スクネでウンアAeリ…笑）

オ・レカラ　コンドワ　ソノー

それか‘う　　・今覆は　　　そのう

少ない。　　　うん　 上が’）…

アンデラグレーデワ

ノ魔寺ぐらいでは

一244一

ンサンがネ

資産が　ね



誘（K彬 アソコー’ワ　チョット……〉 ザイ　ンデ

テクチュー

そう≠ご’ね　　あそこでは　　　ちょっと一一…一

べていくという

ジプンノネ

自分のね

ワケニワ

わけには

（K，L’）

イカンン　マイリカ0

いかねいし　 参’）カN”

ソノー　ソラ　ホンノ

その　　それは本当の

　　　　　ノ　オモリニ　マー

　　　　　　　あ・守りに　　きあ

　　　（ユs
　　　　　　　　　ジフンが

　　　　　　　　　　白分が

　　麟産で　　食

ネーデ。　ホンデ

ないかう。　　それて’＋

　　　　　　　　（23）
　コンポンノチュー

　巧稼本のという

　コトワ　’ノノー　ホトケサンノ

　：とは　　　　　そ。）　　　　　イム1蒙m

　　　　　　（24）
才ハイりすシテ　イナサルンジャケドカヤネ

あ・．入りにね。て　　　いうっしゃるA■　tごけれと’・し　ti’ね

ツが　デキンチュ　コトン　ナルトヤネー　ソノ

　　　でき拒いという　こと．に　　なるとだね　　　その

　　　　　　　　　　　　　　　（26）
ッテ7チューン”“　’一ンニ　　ケ“カ　　　ッパリ

ソノー

その

ホトケサン

ンェー写

生冷が

　　　ホ

っていくというので’（は）　fS　t）んだけれども　　　や15り

リ　（笑）　ホトケサン　ホッタラカンテ　ヤ・ソバ

イム才峯　（9）　　　　　；方女

’　K運
　　　ね　　　やはり

糊）i窮グ

　ホトケサンノ　オモ
　イムネ兼の　　　　　　　　～b・ty

（

K

　　　　　　イムネ柔（を）　　　ほっナ：らカ、して

ンェーカツが　デキンチュ　コトン

生シ告カベ　　　　　　　ででiねいという　　こと．tこ

　　　　　　（27）
ンド7　ハルエー　イキナンタン。

ノ嚢は　　　春》工へ　　　 いらっしゃつナこ。

ハルエ　イキナンタンヤネ　タンカネ。

着・シエ（へ）　いうっしゃつ仁ん・tご’ね　　k窪かね。

カ　ホラ　ワリキナンカ　ツミニキタ

　　ほう　　割ネなんか（を）　績みに来rこ

ナルト

なる乙

　ホ、ットケ……（笑）

一245一

方莱つとC）’一一一一一・

）憂

（㌃貌）認鵜

T工一　工一　L∠〈
　ええ　ええ　　そう　そ



丁

K

T

K

丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈28）

　　　　　　（79）
篠ネ鳶1∴（Tアー　ああ）篇熟二〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くso）
1鵡ネ／払で弘慰マぞ惚∴ll諾f一ノ｝．

　　　　　　　　　　　　　　　（3り
逝　ダレモ　イすハラン芒ノ。
もう　あれかう　　誰・し　　いb。しゃう裕いものね、

力　ナントカ　ソノー　ノー　．オテラデブカッタラ。

　　イ可こか　　　その　　　ねえ　　～b・・寺でゴ♂かったら。

イマ　ヤッテケンワネ。

／ラ’　　　やっていけね：いよね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
ラッチ　マー　インデスナー　テラデナンニ　イン。　テラデモ

て　　　　きあ　　院ですねえ　　吾でねくて　　　P完。　　寺でも

　　　　　　（33）
チーサイノヤワ　ソノ　ケーエーカ㌧　モチマセンノヤケド　ト7

小さいのは　　　　　その　　経営が　　　　　もちき・じんのですけれご　　　特

　　　　　　　　　　　　　一246一



K

二～　アーユー　プッシェンイントカ　インノ　ツィター　オテラ

に　　　　あ、あいう　　　イムイぬP完：か　　　　　　　　F完の　　　ついfこ　　　お・寺で

デワ　チーサイモンデッサカイナ　ンサンモ　アリマンェンンF・

は　　　小さいものて嫡からね　　　　　　凌産も　　　ありきeんしね。

　　　　　　　　　　　　　　（34）
　ホレデモ　ハルエナンカンテニネ　ソノ　オッキー　トコデネ

　それでも　　着’シエね：んかのよう｛こね　　　その　　大きい　　　♪㍍でね

テラヤラ　ジャ　ナンカッチュト　マ　ユート　オー　ガンガケト

寺や　　　　た’　　なんかだどいうと　　ま　1｝うと　　　　瀬掛けとか

カ　ソノー

　　その

シカラノ

かうの

　　　（35）

ニャカラ

アごか’う

ナンジャッチューテ
んだと．い，て

カ　ナンカンナケナ

　　イ弓かで●なけれ｛9”

　アソコノ　オテラワ　コーユー　ソノ　ァノー　ムカ

　あそこの　　お寺は　　　こういう　　その　　あのう　　昔

レキ　レキ　アノー　フルイ　しキンカ．　ナンンタノレン
メ♪くKメ麟メ　　）く2くメ二色♪く

　　　　　　（あのう　　 一吉’い　　　歴史力寸　　　イ輯してある《／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
：コノー　オテ　アノ　ヰ・トケサンワ　トフニ　コーダイ
　　　　メメメメメメ
：のう　　　　　あの　　イムネ葬は　　　　特に　　効ブ文な

　　　　　ソノー　ナニカ　ユインヨノ　アル　オテラ

　　　　　そのう　　何か　　由．＄老の　　 ある　～b・寺か

　　　（37）

　　　　　ンサンが　オーイカンナケナ　ホトンドノア

　　　　　資産が　珍いかでプ川れは覧’彫んどの庵

トー　ハ　ハルエ
　　　メメメ
（そうする）と

。㌫㌫）

　　　　K竜∴儲）∵一

　　　　イキナンテ　オテラ　ヤッパ　ヤッテナハルノ。

三江（へ）　05。しゃつて　　6’寺（匙）　や【凄り　　や。てら．しゃうの。

　　　　　　　　　　　　（詔）

　　　　　㌫㌻；議ぞ．（丁㌫）㍍．
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丁　アノー　マー　ソノ　カンフーフカンケーワ　ナンデン急　アノ
　　　　　　　　　　　　メズメメメメ
　　あのう　　まあ　　その　　　　　　未婦関イ系は　　　　ねんでしょう　　あの

　　一　ワカレナサランノレンヨーケケロネ　オテラーワ　アノー　ア
　　　　　　　　　　　　　　　　メメメ
　　うお別れにねら六寂、のでしょうけど’ね　 あ’寺は　あのうあ

　　1雪ご∵、∵再訴（Kアー　アー　ああ　ああ）誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
　　三一　’ノノー　アンジュサンノ　ホーワ　ハルエノ　モトエフタ

　　え一　そのう　庵主さんの　　　方は　　蒼江の　　元へ　　ふた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C40）　　　　　　　　　　　（4D

多旛㌫識∴∴篇∴ワ（K志1読ン（笑））

K

丁

ナンカ　ソノ　アノー　チがウ　オテラデ

イ可か　　その　　あのう　　蓋う　　　お寺で’

ノレエノ　一一一一一。　　　　　　　　　　）K

ラエの一一一一。

ナニ　ンラナサ1レカ　ソレマデワ

イ可（乞）　していらっしゃるカ・　　それまで・は

アノ　じト．ニ　チーサィ　コロ

あの　　／＜に　　　小さい　　　頃

1ぞ一（T貌貌）斐賠

ド　アノ　ヒトダケワ　ナンカ。

ど’　あの　　人≠ごけは　　　ねんか、

アノ　ヒトワ　ナカナカ　マー　ソノー

あの　　／くは　　　ねかだか　　まあ　　そのう

チカフテ　ドッカ　ハ
並くて・・　　　　とr・：カ・　　春

　ゾンジマシ　3Lンケドー。

　存じまセんけれど’。

ツリザオ　｛ロタ　才ポエが

’釣竿（勧　　もら。な　覚え，が『

ツノし。　ヨー

釣る。　よく

ア
あ

オボエテルンヤケ

覚えているんだけれ

ホンシsクノ　ァノー

挙職の　　　あのう

一248一



K

　　　　（42）　〈43）
オテラサントンテノ　ナニワ　マー　ワンラ　ワカリマンェンシノ

あ・寿さんと，しての　　　　何1さ　　3あ　　秘ねご箪　わかり3tんし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（軒）

丁

　　　　　　　　　　　　　（ヰ5）
　アー　モ：ノンリデ’スサケナー。

　ああ　　物知りですからねえ。

アー。　ヤサンー　ヒトヤッタノワ　ヨー　才ポエテルンネー

ああ。　　イ憂しい　　 人た’㌧たのは　　　　よく　　・覚え．てvる　　　ねえ

すンカ。　シ∋一がッコーニネンプライ　タンカ　ニネソプライマ

なんか・　　小誉ネ交二薯ぐうい　　　　　　　確力・　　二昇ぐういまでだ

　　　　　　’才モウンヤケド　アトワ　モー　：オポエテエンノヤケ

　　　　　　思うんブご’けれご　　　あとは　　もう　　覚えていないんプぐσれ

テ’ヤッタト

つたと

ド。

ど’。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（妬）
アノ　オタクサンラノ　コノ　スイ　アノ　ウチラモ　ナカマノ
　　　　　　　　　　　　　　メベ　べ
あの　あ咤さん鑑の　　二の　・K　あの　うちプ♂ども仲闘の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尋7）　　　　　　　　（48）

　　　　　　　　　　　　併『）

㍍1（K篇）鷲享論ノX」t；K／（K留器）］

㌶錨潔：て，盗ニシヨ（K∴1わ瀦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50）
才　ハルエノ　アノ　才ッサンワヤネ　アノ　才ミヤサンノ　アソ

乞　　倉江の　　あの　　お。さん・13　fご’ね　　　あの　　お宮さんの　　　あそ

一249一



K

T

　　　　　　　　　　（51）
コエ　ァゲヲラ　ァカント。

こへ　　あげてt9　　いけ好い乙。

ナンデ。

プびぜ。

　　　　　　　　　　　　（52）　　　　　　　　　　　（協）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄4）
　アノ　コー　アノー　スイト㌧ノ　モトノ　イソクチオ
　×メxメ×メ　　　XメメXメX
　　　　　　　あのう　水直の　　　元の　　入m芝
　（55）

ζ∵織（Kアー　ああ）㌫㌃『菰
　　　　　　くS6）
ミズが　ホソテ　アカント。

・1〈カv　　　糸憲くて　　いけねいと。

（K蕩）㌫∵
ント。　ン　ホンデ　ソノwt

ナ（∫いと。　　　うん，　それて一t　　　そのう

　　　　（Y7）
アノ　ナニオ

あの　何左　　曲が’り坂δり

（壕）弘／

ノ　スイドー才

の　・ド蕊乞

　（53）
ウチノ　イエト

うちの　家乙

　　　　　　　（∵）竜㌶ン

　　　　　　ソノ～　ンタエ

　　　　　　　そaう　Tヘ

　　　　　　ヨースルニ　アノー

　　　　　　　！要するに　　　 あのう

マガリサカ：ヨソ　アノ　ヤマオ　デハイリ

　　　　　　　　あの　　山と　　出入り

　　　　　　　　　’（K量⊃　　ナユーカンノ不

　　中間のね

震エテ儒）
　　　　　　　　（59）
7ラトノ　アワサイオ

倉との　　間左

一250一

ホイテ

そして

アノ

あの

芒ッテコナ

孝ξ，てこ．ナびくては　pけ’

　　スイドーノ

　　・k適の

　　　　　ヘ　　　　　　　ヘ
　　　　　ソル不

　　　　　するね

　　アソ：コエソ

　　あそこへ　そ

　ソノー　アノ

　そのう　あの

ミチニ　ソーテ

蕊に　ラ昏て

］ッン

つくり

ナツ

襲

サゲテ

下げて

　アカ



K

丁

K

丁

K

r

　アノ　トール　ミチエ　ソノー　オロンテ　イカナ　アカント．

　あの　通しる　　蓮．へ　　そのう　　下ろして　　いかだくてはいけねいと：。

アー　すルホドネー。

くああ　　ねる｛3と”ねえ．。

　　　　　　　（60）　　　　　　　　　　　　　　　　　（61）
　ノ†・イテ　アラヤサンノ　アソコェ　才ロイタルンアスプ・

　そして　　あうやさんの　　あそこへ　　下ろしてあるんで’すね・

ホヤネ　ウーン．

そうナごね　 う一人ノ。

ホイト　ソノー三三オクノ　ホーデスイドーオ　アノーシ土ン

そうするU　そのう　　　　輿の　　 方で’　・1くiilli．9　　　・あのう　しなくて

ヨ縞乙∵爵穀（K棄1協）豪罷、
オミヤサンエ　アゲヨート　ンルト　才7デ　ンェナ　ァカンサケ。

お冨さんへ　　　上げ’ようと．　　すると　　奥で　　　しねくては　いσ六∂いか・ら．

ホヤネ　　ソワヤ　ソー　工之』∠。

そうτごね　　）それ，t3　　そう　　　うん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（62）
アン　オ・ンデ　ソノー　アノ　コ　ナンジャ　オ・ン　7チマデ　デ
　　　　　　　　　　　　　　メメ遵
うん　それで　そのう　　あの　　　なんブご　　13んの　旧きでレ　　出

　　　　　　　　　　　　　一251一



K

丁

　　　（63）

ンカッテ　ソノ　スコシ丑スコンサがレバ　ェーンジヤツア・

ねくても　　その　少し　　　もう少し　　下がれtδ”　いいんアご。て。

　オ・ジャ7ドカ　アソコエ　ヒクト　ツツイッパイマデ　ソノー

　≠ぐσご・も　　あ哲へ　引く乙　つつい。、さ・いまて・　そのう

モー　コノー　コーテーノ　メー　アノー　：コノー　タカサ才　ハ
　　　　　　　　　　　　　　ズメメメメメ
もう　　このう　　島低の　　　　　　　あのう　　このう　　高さ宮　　ヲ則

カッテ　ソノー　　アソ：コマデ　モッテッヲ　モン茜カラ　ナツ

って　　　　そのう　　　　あそこ3て・・　　符っていっk　　ものすでから　　　東に

ンナノレトモ皿ソノー……。
　　毎ると　　もう　　そのう一一一一。

謡∴ンノ㌃∴粥歪謡：（Tξ5奪碁：）詳孫

　　ニ　　ルデンヨ。ンー。
　谷（が●）　あ’るて”し♂つ。　　　うん。

需｝鷺や巨篇エン∵尋晶∵ン（

㌦）蝋！審黒∴累な∴モ㌔1こ13な
　　　　（醗）
タモンヤケ　モー　ソノ　：オッサンニ　マカンテ　オッサンが　ナ

たもんだから　　もう　　その　　わ’。さん1こ　　イ壬セ：て　　　ま）’7さんがv　　何

　　　　　　　　（65）

ご認諮∴ケ（㌃）肱翻闘悲㌃㌶
ノー　タニノ　モー　ホンノ　’フチー　デテ　モー　コレデ　硯こ

のう　　唐の　　　もう　　博んの　　ym（へ）　　出て　　もう　　こ．れZ●　谷が

　　　　　　　　　　　　　　一252一



K

T

が　オワリジャッチュー　トコマデ　デテ　ソコデ　チョット　ハイ

　　系冬わり†ごという　　　　♪丘きで　　　劣て　　そこで’　ちsつと　　　入っ

1、タ累τ酵（Kンりん）抗窟冨霧ク燕沃証

詞貌茗・Z弘垢藁藁諾ノ∵’三ぴ、

タモ．ンジャカラ　ミス「が　ハンプン・巳　コンノヤケドカ　ナ’ソン

ものk’かう　　　　水が　　半分b　　　こねし、のだけれこも　肇iZ

　　　　　　　　　　　　　　　（66）

な証1計メ躍ク蕊計（k篇）兜ヨぼ斎

ズプア　ツタッテ　タ㌧ット　ナカ。レテルンニャケドカ　　（K笑）

が’　　伝ゲて　　　サ㌧ッと　　ラ託れているんfでけれご’も

言ワ謡諾（㌦）竜；佑蘇劣ン竜；
　　　　　　　（67）　（68）

　　　　　　　　　　　　　　　（研）
タンカ　アノー　ホラ　マチンRヨラノ　ホート　コ・，チワ　タン

確か　　　あのう　　侍ら　　3ちんき♂鑑，の　　　方と，　　　tちらは　　タン

ク　ベツデンs。

フ　別でしめ。

工一　ソー　ソー。

えk　そう　そう。

　　　　　　　　　　　　　一253一



いツヤネ・ iT工一　之k）㍊輸

丁

K

丁

別rビね。

工一。

ええ。

カ7ッアeタモネー
’輩：わってしま。なものねえ

ボ　ムカンノ

ぼ　噛の　　　金然

ゼンビン

　　　　　　　　　（ワ。）
モー。　）一チセーワ

もり。　　薪児軽理

　　ワカランモネー。

　　わかう裕いものねえ。

ンタデモー　タン
しtくかう　 もう　　田ん／

畜tYi｛）輩ナ誌憂りi，lkg．e

トニ　ド■ニ　ジアンノ　タンポ　ドンナ

に　　　どこに　　　臼分の　　　田んぼ（が）どんな

　　　　　　　　　　（70
トンド　オモイ9サレンノ。　（K・丁笑）

とんど’　　麗・い出t土ないの。

　　　　　　　　　　　　　　（ワ2）
ケド　ホントニ。　オ’ジチャンラ　イマ

れど’　漆当に。

概計．（T工）

　（73）

ウラデスカ

尭ムて■一すカ、。

　　　　　　　　　　タン’ギ　デナハルノ

おじいちゃん’fJんかqの’今　田んぼ’（tz）出られるの

イマデモ　クンボ　デナハルノ

・今でも　　田んぼ（へ〔の＄られるの

．（K抗）㍍麦£

一　マー　モーチ召一　ンリツ

　　まあ　　萄腸（9）　　手術

アノー

あのう

アノー
xxメXP監査Pt〆♪ぐ

シマンタデー

　しましr；カ、ら
（74）

アキマンェナンダケド
、＄Pt　lヨでしtこしJれど「

モー　ゼンゼソ　ホン

もう　・全然　　　本当

カラチ　シテタカ　ホ

葺多（芝）　　　していT；カ、　（5

　　ラクンプッテモタ

　　i葉にな．てしま。たけ

　　　　　　　　　イ

　　　　　　　　　今

　　　　　オジチャン9

　　　　　おじいちゃん。

　　アノー　コトンワ

　　あのう　今耳は

（㌃ソ紛

マアノーナンジャ
ま　　あのう　　ねんだ

ぞうだね

コンナ

こんな

一254一



K

丁

K

T

　チョーンヤッチュートー　マ　マー　タンボト　ハタケト　マー
　　　　　　　　　　　　　メメメ
　二伸だというと　　　　　　　　　まあ　　田ん｛ポと　　こ畑と　　　　きあ

　・ノノ　ジェンプ　マワノレッチュー　ワゲニ．　イカンデスケドカ。

　その　企gp　　回るtいう　　　わけM；（tE；）いかなllでむケれこも。

（Kアー　ああ）㌫（K鵬）

　　　　　（75）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ワ6）

キンニョモンノ　オジジ丑　三田イネ。　キョネン　キテ芒ロター

きんによもんの　　　おじv　，”．’sんも　元気≠ごね　　iS　＃　　　来てもらっア（

　キンニョモンノ　才ジジ　カタイノナンノッテ　三一　アンナ

　きん｛慧もんの　　　おじいさん元気なのねんの．て　　　もう　　あんな

ジョーブナ　ヒト丑　インノデナインカト　才モウケド。　キン

回天な　　　メ、も　　　いないので（t9）ts　Vかと，　　思うけれご。　　きん

　　　　　　　　（77）　　　　　　　　　（ワ8）

謙，釘ノ菰ζん評密て鉱懲ヨ島：（

T勲葱誌竜器ノ嘉∵諄鷲蕊呈漆霧1

㌃毛；て乱婚民商∴（K塩’E；認

闘う嘉繍∴訳ζ∴三無∴ザ｝か
　モー　オーカタ　イキナシタカ芒　シワマンェン』左。

　もう　　ゐ’そらく　　いう。しゃつr（かも　　しりませんね。

　　　　　（79）

エニアラヤサンラモ　イッテルノ。
ああ　　あらやさんなんかも　行。てるの。

イヤ　アラヤサンノワ　アート　ン＝ンゲツノ　1ツキジマイニ　イ

いや　あらやさんのは　　う璃と　先月の　　　　月末に　　　い

　　　　　　　　　　　　　一255一



K

丁

K

T

キナンタンデンヨ。

りっしゃつたんで’しょフ。

嶽㌃浪に）∴卵紅乳（Tζ；）㌃：㌃蔵
　（80）

オジチャンヲモ三　ダイブサカヤ　イキナシヲ　トキァッタンデショ。

あ・じいちゃん・捲んか・し太分　　酒屋　　 いら。しゃつた　臼寺　あフたんでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（gi）
ウラワモ uKη7祈ヤンワイカン）ナンデス
私は　　　もう　　　　あ9り　　　おじいちゃんは　　イテかない　　何ですよ

モ　アノー　ソート　了ッデー　サカヤ　ヤメラカラ　モー　∋ン

　　あのう　　う一んと　　あれで　　 酒屋　　 ヤ‘めてから　　もう　　40

　サン矛ンニ　プワマッンマロー。
　3’i｝‘1こ　　　　　　なりますて”しaう〉。

ヤッパ　キョート　キB一トノ　ホー　イッテナン9ノ。
ヤ19り　　　『三者昏　　　　　京者昌4）　　　　　　方　　　　そイ雪ってらっしゃつプくの9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
カラ　カイッテ　アノ　サカヤエ　ナンンヨート　オ丑｝タノho

　　　帰。て　　あの　　酒屋へ　　何し‘，tう乙　　　思ったのが聖

（K工）ゑ賠キでス㌘（K誌）蟹ぞ二三∫芸

一256一



K

T

ンジャ　サカヤエ

んτご　　酒屋ヘ

オ　ソノー　丑一

　　そのり　　もう

ノー　キッテ

のう　切。て

モンニ理

　　　　して

　　　（g3）　cs4）
ナンンタラ　ンェッカク　ヤア7レ・ゾチューノ

何しなら　　　旧く　　　　　干てくれと霊うの左

二霧1諮lil（

ホイテ　ソノ

そして　　その

クチュータ　ヒニ

〈と右フた　　　日に

コトワうしテ丑タン

毬㍍られてしまつナ；。

ホイテ　コンダ

そして　今毒は

モー　アンマワ

もう　あん9t）

（K篇

ヤジ

♂
、ナ

ノ
の
ラ
良

Kスミノ　ホー才　ア　

　　　　　　　炭の

　　　　　イコート　三三テ

　　　　　行こうと　　甦って

イカナンダラ　ヒトオ

有かraか。なら　人Z

。（笑）

　　　　　（g7）
フンミ　ソワ

伏昆　　すぐ
　　　（gs）

ナンシテモ．コン｛ンヤケ

伺してb、

方9　　ああ
　　　　　　　（g6）
　　　ナンンタノ

　　　何しなの

）看～

イ
行

イレテンマイマンテ。

）＼れてしまい，窒して。

　　キテクレ・ソタ　ト：コ　イッタラ

　　来てくれ乙言。な前（へ）イむたう

　　　　　　　　　　　　　　　（89）
　　　　　　　ヒト　イレタンニャト。

来ナ♂いものだかう　人（を）入れなんだと。

　　　　ホレデ　ナラノ　　）

　　　　それで　　奈良の

　　　　　　　　　（9di
ア1レンデッチー　・．．一テネ。

あるのでと言ってね。

カツラギグン

葛賊郡

ナラノe　カツラギク．ン　　モー

コーユー　トコネ　アノー　ナン

こういう　　　所に　　あのう　　f3ん

ナラシーノ　カツラギプンノ　アノー　二一ト
奈良申の　　　：葛夕成下Pの　　　　　あのう　　　え．えこ

　　　　ソート　ミナミモトマチ・ゾチュタンカ

　　　　う一んと　　南元町tい・たのか

） アノー。

ナラシー

奈回申

　Kパー（
　　はあ

奈良の。　葛城郡 bう　あのう。

ノテ’アノー　ソコ

のて■’　あのり　　そこ

一257一



t“鉱晦エ垢4（K翻）

llツラ（∵瓢競二二）蜘奪ぞ（へ謡

　アノー　ナンジャ　モー　サカヤ　ヤメテ
　あのう　　　ノ♂ん≠ご

　　　　　　　　（91）
ウチニ　ナンンテタラ

家に　伺して“tc　5

アノー　ソノ

あのり　　その

タ　ヒトが

ナく人が

　ナラノ

　奈良の

ナラ

イッテミンカッチューナ

イ舌ってみナ♂いカ’とま）㌧しゃつ

⊥
越
の

　
　
、
k
」

＼
ー
ー
ノ
（

（Kg

ホイテ

そして

　　　　　　　　　ヤメテ　イマジョーノ

　　　　　　捺良（9）やあて　今なの

ζデ（K㌃ンゾ㌶言らア／一

ノ　エー　ヒトがオEワシーノが

の　いい　　人力v　　適当tsのが　　　 裕いので　　来てくれと宅ってね。

テネ。　ホイテ　アノー　イマジダエサンネンイキフンテネ。

　　　　そして　あaウ　今庫へ　　34　　イ辞きしてね・

　　　　　　　　　　　　　　　ホイテ

もう　　　ラ酌屋．　　一や《めて　　　　　　　　　　：そして

　　　　　　　　　　　　く9D
：］ンドァ　アノ　イマソB一ノ　アネー
　　　　　　　　　　　　　　　×メxメ凶メxメメ
今摩は　あの　今底の
　　　　　　　　　　　　（93）

馬射（K羽）1孫職工ぴ

　　　　　　　　　ホーエ　カワンナッタ

　　　　　　　　　カへ　　喰わられ六の
　　　　　　　　　　　　　　　（鱗）
　　　　　　　　アノーヤ7ビトノア

　　　　あのうあのうイ蒙人あ
　　　　　　ネーンデ　キテクレッチュー

　ホイタラ　アノー　サンネンメーノ　トンニアノー

　そうしf（う　　あのう　　 3坪目の　　　　　　 」手に　　　あのう

ノ　トンデスワ　アノー　コノー　チゴジエン

の　　年ですよ　　　あのう　　二aう　　中耳炎（9）

ソノ
xx〆×メX

ワズローテ
患．て

ソ
そ
ー
ア
あ

ホンデモー
それで　も）
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T

　　　　　　　　　〈95）
　ハイラレントシモテ。

　入れないで●しまって。

ソレカラ　モー　ポトンド　イキナハランノ。

それから　　もう　はとんど　　いら。しゃらねいの。

ソレデ　モー　ソレカラ　モーサカヤ　ヤメタンヤ。　パー。

｛れで　もう　　それから　もう　酒屋　　やめ仁んだ。　はあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く96）

ヤンワ　スミヤキ　デイブンー一一…。エ∠エ⊥＿ぬ∠。

ちゃんは　炭焼　　　六分……。　　あ3り　　し仙、の。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（91）
ウラワ　スミヤキワ　モー　アカンヨン　ナルマデ……．丁

私は　炭焼は　　もう　駄凱こ　　な萄で一…一一e

奄ろ∴ト六七識z（Tエウン　え　うん）㌃鶏”

タ写プン……。

六分……。

ホンデ　サカヤ　イッタノァ　ソンナモンァ　ァノ　ブユダケデッ

それで　　酒屋（へ）　術つむのは　　　そんねもの1さ　　　あの　　冬アでけで寄か

芸箭㎜・（K葦諺崇㌘篇）呈ヨ話蕩生

唾門論款㌦㌃瑞同工蘇需ニナ1
ンデスサ興一．助ヤエイ朴到）イ。タンデナ挙撃勃

のですからねえ。　　　酒屋へ　　省きたくて　省・たのでもナ♂けれ1ポ　酒屋
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　　　　　　〈tOl）
　ヤカ．ボロテ　ィッタンデァ　ネーンデスサケ。　ウン。

　　が●　lg”6＜て　竹昇（のでは　　to　t】のですから。　　　うん・

K　センジチューワ　ダィプン：コノ　アタリァ　ヨーケ　アッヲラン

　　戦瞬才は　　　六分　　この　あfのは　す：く3ん　あ。≠（うしV

　　　　　　　　　　　　　（tO2）
　一ヤッタランーネ　：ココラアタリ。

　　アご’っ　fcらしいね　　　　ここうあアの。

　　あi窯1窟∵（K認）憶烈嘉ノ0（K盆

　の三｝4あ夏み隔～無（駐留7鳳ぞテ

　　ジェンモーケ　ンヨート　オモテ。　ン、

　　　’金イ諸lt　　　　しょうと　　思。て。　　うん．

K　キカイッテ“ノワ　ナンノ　キカイ。

　　機ネ成というのは　　　 イ町の　　　機オ戒。
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丁
　　　　　　　　　　　　　q⑮
アノー　コー　アノ　テッサクデ　アノ　キーダン　ンルデンヨイ

あのう　　　こう　　あの　　　塵夫索で　　　あの　　木出し（と）　するでしδうが。

q⑲
ネ。

アー　シマス　ンマス　ウーン。

ああ　　します　　しきす　　うん。

㌶『モ（K貌）イ霧訂㌘∴窟7竃
　　　　　　　くま　

　　　　　　　　　　　　（to6）
　コンドァ　アノー　コッチー　フユノ　アイダ　モッテ　カエッ

　今度は　あのう　こ，ち（へ）冬の　間　　醤・て　帰。て

　　　　　　　　GOの　　　　　　　　　　　（to8）
ウン。　ホージョーカラ　キューシロサンノ　ヤマオ　アノー　ダ

うん。　　方丈かう　　　　　きゅうしろさん・の　　　山回　　　あのう　　出

アノー・　ヰ・カノ　アノー　アノー　ナンジャ　ザェモクノ　ナカカ．

あのう　　ほかの　　あのう　　あのう　　ねんプで　　層ネ・の　　　イ中賢

義）設㌃ぴ1嘉∫留〆契（ズ劉裳尉f（
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K

ユ（Kアー　ああ）七7』認こテ。（Kl∬）属訂綱

工テーダサントキャ∋カッタモンオ。
へ　手（“c）出さ六げければ　よか。tzもの1！1。

アー　ンデャ　ソレカラ　コー　ザイモ7カンケー　イキナシタノ。

ああ　　それτは　それから　　こう　　：材ネ関イ糸（へ）　　　いらッしゃつナ（の。

ソヤケドカ　モー　ソレカ。モー　ンバラ7ヤツ9ンデスケドネ。

けれども　　　もう　　それが　　もう　　ししぎらくすご㌧tcんで窃けれご脅もね・

（∵）佑藩ノ4謡lkkl？　，，イ

線7ンデ芸心誤鵬怖ヨ1、y◎）

タインテ　ジシ・エツニ　才一テインチュ：コトワ　モー　シバラ7デ

対して　　　時節に　　　　あ・ていなのということは　　もう　　しi3“らくでレ

　イカーイ　ソノ　ケーザイテキニ　シッパイ　シマンヲワノ。

　大きい　その　経斎的に　　　失敗　　しき口ζわね・

アー．　イ、ソカイ　才ジチャン　弄＿キー　ケガ　ンナシタデシ、

ああ。　　1回　　　　ぜyじいちゃん’　大きい　　けカN一　されたでしsう
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T

K

（T．工一　ええ）㍍藁鍍r．

一ンヤ　キタノ　才ポエテルケド

　　　　来鳶の　覚えているt1＊しご

　　　　　　ダイブ　ロッコツアノ

あの　時

イマデモ　アノ　キューキュ

　珍でも　あの　三三亀車（が）

（K・丁　笑）　アノ　トキネー。

　　　　　　あの　時ねえ。

木分　　月力骨

1∴（T工　え）

〈Tアレサエ　シェナ

7ンデンヨ　アノ

六んでしょり　あの

篇ぎ’（T工一　又，凡）㌃㌃・

アレサエ

あれさえ

カンノデスッテ

目tJんて”すって

シエーナ

しノ♂けれ1ポ　A7どき

刊K器）

あれさえ　　し六訥ナれi9

　オツ
・
）　　訴っ

ロッコツ　ダイプンオ上＝

肋畳　　　．）尺分　　　勃障れ

キゴビ O二（K鑑）弘；
　　　　　　紹）
　　　　イワイデエーンデスケドナ。

　　　　一言わねくて　いいのですけど「ね。

ラダカ．カタインソヤケドカ

カv　　　　丈《なん≠ごけれご「も

忽4（K㌃ン）耽『

オジチャン

おじいちゃん　大分

ソノー　ヨースノレニ

凌のう　　要するに

（K㌃つ

ダイプン　ナンカイモ。

ア
駄

僧
体

（K等量

ソノー　ウン。

そのう　　うAi　e

丁ケカ．ンタ

けカvしな

何回も。

ホネン　トコワ　ナオッタンヤケド　コノ　スジカ。毛

子の　酢1さ　直”・tcの≠ごけど　　＝m　簿あが　も

一　ナオラン。

う　　 直らtJい．

K　アー。　ネー。　アーユー　ン」σトワ　ヶがシタラ　モ：一　ナンヤ

　　ああ。　　ねえ。　　ああいう　　イ土争は　　　けが’し六ら　　もう　　なんだ’
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　　　（SIO）

ネー・

ね■。
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　　　　　　　　　　　　　　　5主

（D　下中津原の村外れにあるお｛li一の名称．普通はブッシェン，ブッセン

　と呼ばれる。かつて，隣村の少林野の尼寺として建てられ，照和30坪

　代半ばまでは定・住の僧がいたが、その犠：無人とな’），現在は村が管理

　する集会場乙なっている、今も年に叡回少杯寺の住職歯招いて法禦が

　営まれている。

（2）　〔bUi∬iniN］　プッシェンインのシェの母音が後接のe野管Ll〕の影

　響で5央め　られナてrくめカ＼。

（3）　尊敬の補助勤詞（鋤勤言司的に爾いられる）ナサノレの淫，用形。イナサ

　ラン，イナンタ．イナサル，イナサルヒト，イナシヲラのように浩用

　する。イナシタ、イナンタラはそれぞれイナッタ、イナッffうともな

　ろ。イナサワマスの形もあまり争〈tgないが用いられる．

（4）　スンデナンダノ（住ん・でいtJかったの）とでも名おうとしての’言い

　よごみ。

（ち）　イムイ山院の僧の名前。

（6）相寺に同竜を求める意の文末詞。これと同様の竜で，アッタゲノ（

　ケ。は　しge］　。　ゲ／　も文1末詞）　という表王昆も嗣い・うれろ。

（ワ）　［○むeエa“　｛”：’〕　rは上界調，■は下記調X表わオ。独得のゆGリイ

　ントネーション（rうね’）音調」とも）。当地方言でも，老年・層かう

　i岩坪層まで，広く、観療される豫立った三二とねっている。；の独得の老

　調は圭に越前・加賀地方に分布している。本稿でも随所に二の音調が

　；潤われている。

（8＞　下中津ノ原の隣（上）の集蕩にある曹洞宗の寺院。現下は檀家の数こ

　そそう9S＜旭）が，その歴史は古く，文献IZよれば1422簿（応永2管）

　の建立と’ある。14ワ2’年（丈明4・年）には戦匡！大名として有名ヨな，越前

　一．象浩の潮倉氏の祈塔寺と回り栄えた。しかし、修80耳（天正8卸）

　8月織田イ盛暑の越前攻めのUt，羽柴灸壱に焼き払われ，その復も何回

　かの実災にあい、今の丁丁寺はそれかうず．とあとの再建であるe

（『）　旧国名としての若狭。現在の福井県の西幽半分，三方郡美渓町3り

　西の地域。芽ヌ賀布以東は越：前。

　　　　　　　　　　　　　　　一265一



（｛o）　寺で修業中の小イ曽の二乙。尊敬の竜の三頭斜「huのついむ形・

（tt）　いわゆる兄・弟弟・E＞一（hこ，乙。

〈12）　新しい柱職・cして世話8しての覧。二の＃重の竜左森わすシンパイス・

　ルi3中・老昇二二中喧に、当地旧記ではしげしば用Pられる。

（13）　こd◎二JUA・り

㈱　地名。武生申。）すぐ南に拷する南条郡南舞町病・1〈。

（t5）　注（6）乙違P軽い意を添える文末詞力．。

（f6）尼僧の；乙左当地では一般にアンジュサンという。

（17）　ソシア→ソイテ（サ行イ音便化）一→才・イテの・愛化によるものカ㌔

　’ノーホへの同様の現象は一ノノー→・Ptノ（その）一ノヤー→オ・ヤ（

　そうだ），ソレカラ→ポレカラ（それから），ソヤサケー→ホヤサ

　ケ（そうだから），ソシタラ→ホイタラ（そうしたら）tGどに，i3
　｛3”夫昆則的にラ昆牽つれる。

〈i　g）　［　mJ　oo：vas］

（tg）　ホイタラと言あ・うとしてホヤサカイのサカイが出てし9っkか。玄

　聖）誤り。

⑫o）　当地方言では、中・老尋層に広くEse3のロ蓋化音［Se〕が現われ

　る。　〔∫en∫e：コ（先生）。

（21）　イ「きi（9F　iViわ？薄らいfミ：カ・ら（7）意力・。

（22）　お布施の二と。

iC3）　僧侶の挙象の閉的（4±亭）はの意。

（24）　注（3）参照。

in5）　当地方寸にみいては，指定・断定の助勤詞はヤド三一されつつある

　が、老弄層のys〈，中年層の一部ではジャも用いられている。

（25＞　「～げれども」にあ㍑る拷続助詞ケドカ。ケドとともによく用Pう

　れる。

（27）sve名．福井申の北のナ餅郡蒼ヲエ町の二と。

㈱　当地では，山の雑木を一定の表さ（：切り細かく割ったもの客象にし

　て業老に売る：．乙がかつて盛んだった。その業老のひとりtして来て

　のア（こと，匙「謬っている。
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餌）　ホーーユートが’短，音化してホユ・ト［h。」蛎◎3tなり、さらに［　tU　3の

　聞こえが弱〈tGつたものカ、。　c　hoj　es　t◎1。

㈱〉　住んでいるの竜。

（3D　：尊筍文の助動詞ナハノレの未然形。イナハラン，イナハリマス，イナハ

　・ソタ，イナハル、イナハルヒト，イナハッタラ〃）ように浩胴育る．ナ

　サルよ1）も新しい形式と思われる。

㈱
ω
㈱
㈲
岡
㈱

（3g）

（39＞

（4b）

㈹
㈲
㈹
㈲
㈲
㈲
㈲

『～でねくて」に相当する表現として～デすンニが＄く甲いられる。

チーサイノワの言い誤り。

～ンテニは「～みブくいに」「～のsうに」の竜の表現。

あるのプでからの意。

；．’ ?，益が六きし｝の意かe

～デ（ン）ナケナは「～でなければ」　r～でts＜ては3の意の表現。

　アノ　triトデナケナ　デキン　ンゴトヤ　（あの人でなくてはで

　　きね：いイir事だ）

　オィワイワ　アタラシー　センエンサツソナケナ　アカソ　（み

　　ネ旧いはi新しい千四札でねければいけねの）

〔ho二dgsuukaコ

最初K移りGんだお寺にの意。

男性への一般的呼騎・とか卑弁ふで｛さねく，お奢のお坊さんヤ和尚さん

苞さすロ乎和・、ネ畠1キ県で匡よかrsつ、なも、華も囲で旧いうれるSうて“ある、

才ッサン9男性への三三と臨f歌めの笑し｝。

あ坊さん（僧侶）の叡辱、ト，

能力・門門の意か。

とやかく苫うわけではの意。
if　，maono　Si£idesrg　sa　kenar］

ウチi3谷ロ氏の家11Yさ育。

；の地域は申の水適が来ていな のて”何軒かが共同で簡易＊蓮・を作

　フている。それをさす，

㈲　下中津ン原地籍の字・名．

（49）　加藤氏’の親戚で旧試生申街に住む穂袴・家の屋号。ナカソにどついつ
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　「ISiが当てられるかは不明a

（50）下中津原の村社である神明ネ申社きさす。拝殿がふたつあ1）左に天照

　大神・右に藻師如来が舞られる神仏温矯の神社である。

（5D　・｝ぐヲ壕夕田力’う’きく蓮，管乞ネ申S月ネ申ネエの境［丸に3｝き，そこにタンク左つくろ

　つといり計画が麟臼だtの・意。
㈱谷の上流（かみ上）の方での意。

（53）　イム4thへ・｝〈が象ねくなるというのかと言おうとしてのき；いtON　1ケ。

（54）　7ド蓮鴛への取・｝く口のこと。

（55）　つくる意の動き司：ッンェル。＝コシェルと：も，。＝〕iンラエノレカ’ら褒’イとし

　れものか。コッンユン（3シェン）、コッシェマス（コシェマス）、

　コ・ソンェ1レ（〕シェル）．コ・ソシエ1レヒ．ト（コンエルヒト），コツン

　ェタラ（コンェタラ），コッンェヤ（コシェヤ）のように造嗣ずる。

㈲・kの流れが細くての竜。

（t17）　タンク9の一意。

G8）　谷こ】氏の容乞さす。

（ぢ9）　ザあいだ（物と物の間の育きま）」・の意の狸言。

（60）　谷ロ家の少し下にある下出寡の屋号。アラヤは元々「分参」を表わ

　ずイ里言。

㈲　オロイは才mス（下うす）のサ行イ昔便形。タルはテアルからの渡

　化形。

僻）　谷の，＼日の意e

（63）　～カツラはザ～て：も」の章の表現。

　　　イキトネンニャデ　イカンカッ＝テ　イー　（行き六くないんだか

　　　　ら4F｛「カ、プー』癖く　一て：＝｛三ノし｝L、）

　　　ホ・ンナコト　キカンカッラ　ワカッテル　（そんなこ乙聞かねく

　　　　マもわかってる）

（64）　簡易・｝〈適の属じイキ間にがつたものだからの意。　r　natOa　rn◎h論鎗ke3

　のじsaコが’箔ち仁形。

（S5）　殺曼き：しても｝たとでもいう二乙か。

（66）　　　フ3ぐ｛こ　困　　ら　ね　‘｝　グ）意　o
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（67）　日照りの。と。

（69）　フ｛くを止めに・行つなりの・意。

㈱）　下中ラ孝原の高木家の屋．号。カ、つてマッチという屋号の雰力’うインキ

　ョ（！分寡）しなからマチンキ3とだったといわれる。

（7Q）　大規模震業主2：ぎ’して圖0）；補勘の下に行わ；れる，土蛇疎良畢業のO

　と．小さ毎田の寄t，集まりt一；’　7た当地伽ド田の祥｛勤覧れにより一愛

　した。

（ワ1）　：オモイダサレンは，動詞オ丑イダ又の未然形に可能の助勤詞レルの

　未然形と舌癌の助塗力詞がつ吋て形、当艶方三三詞能霧現の場合，一l11．．

　段勤詞で19，読メノレ，書ケ1レ得uの再能勤弓形よ匡）も、二の4列めよう

　に読マレ’レ．警告レルとなる場合が珍い。また一一段鋤詞の可能表現の

　夕易含も」　中・1彪葬ノ薯乞中1¢に，昆ラレル、寝ラレノレという形がネ艮強く

　甲t｝うれている。もっとも側近は、若芽層と中・Cに言売メ1レ、書ケ1レぢ

　どの可能勧詞形，そして毘しル，薯レルf6どの形も広がフているよう

　である。

（ワ2）台詞の老・年男性への史劇。祖父に対して使う再能性もあるが．当地

　における祖父の一壷的呼糊まオジジであるe垂尾辞うは二こで瞬嚢惣

　な表わすのではねく、「「　・v裕ど」「～なんか」の竜琶軽〈添えるもので’

　あろ。

（73）　ウラは自称代名詞。

C74）アキマンェンは院駄目」の竜のアカソのτ墨形。

㈲下向孝隙の山本仁本郎氏の家の屋号．先祖の金右衛門の名にts　＊す

　る。

（76）　カタイはr丈夫τごA「元気な」の意の形容詞cr

㈲　i主（72）疹照。ここでは他家の密葬男性への呼赫としてオジジが用いら

　れている。

（78）　当地は稽雪地帯2しいうこと．もあり，冬の農閑：期に灘や伏昆の造り酒

　屋へ出職ぎに行く人が少ねくrsか。な。；こで・は，その造り適屋豊さ

　している。

（79）　〉主（6（力珍照。屋号。
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（ge）

（gD

ig2）

（83）

⑱尋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，「早〈」と

　かザ亀いで．」の慧で副詞的に爾いられ’る。

（gs）炭にした分だ’けちゃんと始末乞しての意。

（86）　　イtカ・tssカ・っ　ナての（に）の意。

（8り　スプの言｛｝誤りか。それと：も’ノワ（即）の’憶い誤りか。

（99）　特ってもの意か。

（99＞　　　ニャ　（さ才一定　　・　断定の　鐸力牽力言司　ジ　ャ　　，　ヤ　1＝　鯵】じ’。　　鳶勺　｛こ　　〔　n〕　力寸　〈　ると二　き　lC

　理．われる．　⊂｛£et翻Ja〕→［itetapra］。　ヤ〔ja⊃の異彰態（aレ

　lomorph）とβナることカs‘できる。

（qo）　求人があるので二二，てねの竜。

（ql）　家で＼3ζら〉・ぶらしていならと二で’・しいう意か。

（92）　艶名。三生申の南t国鉄北陸緯沿い北陸トンネ1レの入口にあkる，

　幽二君斉・今，庄町。

（93）　トージ（社氏）は酒芝つくる列記人のこと。

㈲酒乞つくる職人は三役とい。Z大きく三つの役に／nXかれるという．

　麹一つくる人、酒2イ土必む人、できあがった面目瓶に言吉める人の三つ

　である。これら三つの役に従亭する、く．．・畜Zr役、く、」という。

（qs）　ハイラレンのレは司能の助冠詞レルの未然形．注（ワ1）参照。トシ丑テ

　igトシ三一テの愛化しな形．

（q6）　ケは疑闘の竜を・表わす終助詞。

（97）　イ漆が馬太臼にプdるまて」の竜，。

ig9）　～サケは～サカイ乙同じ拷続帥詞。当箆お苫でtg～サケの方が，圧倒

　的に9Sく甲いられる。

（eg）　イキトテの～トテはr～たくて」の意．本来はトー・テと思われるが

　当SE　）i言では短者化しt：トテが間いられる。

◎OD）　注（37）二参照。

　　　　　　　　　　　　　　　一270一

丁字辞うについては注（ワ2）参PF．。

イキナハうンとも聞：える。
も・う一ノ＝斐イ雪こ．う乙の元竜。

箆絶し存らとでもいう竜かe

「新品」であろう。当地力葱では本来の意味が’変イヒし



6の　金がたくさん入っ’て割力vいいという；とでといったようね’意。

Ge2）下中ラ孝原乞’含めた｛日蘭象鋸昏娠ロ村ぎさす。

Go3）　鉄の太いく針虚・左よ’）！盆わせた綱。

（1（粉　相手に理解色求めるようナ♂意を：ラ添える。～デシ3イネ。

　　　ホンナコト　シタラ　アカンテ　ユータデショイネ　（そん得：

　　　　としてはい（t　taいって圏乞つむでしょうが’）

（to9）　木出しのイt亭一左やワまし　たんですの意。

ao6）　　　　下　　中　　ラ孝ノ葬蔓　乞　さ　　一す　　。

⑳7）　下中う孝贋1艶籍の字名。

Q・S）下船鞭の蓮端正樹氏の家の屋＆先neの久四郎の名に由来する・

ao9）　動詞の未然形にイデ（モ）が擁続して「～なくて」の意9表わす。

　　　ホンネ　　イソイデ　　セーデモ　　イー　　（そんねに急いでしねくて

　　　　もいい）

（＃o）　躰目だねえの意。

一271一
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八丈島の雷語調査
奮　語　生　活　の　実　態
一潮河毒および付近の農村における一

現代語の助詞・助動詞　　　一期法と夢芝｛列一

婦入雑誌の用語　　一一iN代語の語彙講査一一

地域社会の言語生活　　一鶴認における実態調査一

三　 年　 と　 新　 聞

一一 ｬ学生・中学生の新聞への桜近と現解一

入門期の隠語能力
談話語の実態読みの実験的研究一春読にあらわれた読みあやまりの分析一一

低学年の読み書き能力
敬　語　と　敬　語　意　識
総合雑誌の臆語Gl繍の一現代語の語彙調査一

総：合雑誌の用語（後編〉一現代語の語彙｝調査一

中学年の読み書き能力
明治初期の穀聞の用語
挺本方需の記述型麟究
高学年の読み書き能力
話しことばの文型（1）　　一対話資料による研究一一一一

総合雑誌の用字同　　音　　語　　の　，研　　究

現代雑誌九十種の用語用字（1＞
　　一総記および語彙表一

現代雑誌九十種の用語用字（2）
　　　一漢　字　表一

語しことばの文型（2）　　一独話資料による研究一一

横組みの字形に関する研究
現代雑誌九牽種の罵語用字（3）
　　　一分析一
小学生の言語能力の発達

共通語化の過程　一一北海道における親子三代のことば～

類義語の研究戦後の国民各層の文字生活
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電子計算機によ　国語研究
社会構造と蘭語の関係についての棊礎的研究〈1）

　　　　一親族語彙と祉会構造一一

家庭における子どものコミュニケーション意識

電子計算機による国語研究（王1＞
　　一一新聞の網語用字鯛査の処理組織一一

社会構造と画論の関係についての基礎的研究②

　　　一一マキ・マケと親族呼称一

中学生②漢字翌得に関する研究
電子計鱒：機による帳面の語彙調査

電子計算機による新聞の語彙調査（王1）

電子計算機による附語研究（1至1）

送りがな意識の調査
待遇表現の実態　　　一松江24時間調査資料から一t

電子計算機による新聞の語彙調査（III）

動詞の意味・罵法の記述的研究
形容詞の意瞭・用法の記述的研究

幼兇の読み書き能力
電子計糞機による国語研究（W）
社会構造と言語の閣係についての基礎的研究㈲

　　　　一一性向語彙と価値観一

電子計算機による薪聞の語彙調査（IV）

電子計算機による圏語研究（V）

幼児の文構造の発達　　　　一3歳～6歳児の場合一一

電子計算機による国語研究（W＞

地域社会の言語生活　　一鶴岡における20年龍との比較一

欝語使用の変遷（1）　　　一期島県北部地域の面接調査一

電子計算機による国語研究（瓢）

幼児語の形態論的な分析
　　　一動詞・形容講・述語名詞一一

現　　代　　i新　　聞　　の　　漢　　字

比喩表現の理論と分宿

幼児の文法能力電子計算機による園語研究イ樋）

X線映画資料による爆音の発音の研究
　　　　一フォネーーム研究序説…

電子計糞下による国語研究（王X’ r
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国立国語研究所研究部資料

　玉　　幼児のことば資料（1）砲畿・3歳誕生ヨのことばの言己奎剥

　1　一2幼児のことば資料②一轍誕生日のことばの雲己録一

　！－3幼児のことば資料（3）～1歳児のことばの記録～

　1　一4　幼児のことば資料（4）一2歳児のことばの記録一

　1－5幼児のことば資料（5＞一3歳前半のことばの記録一

　1　一6　幼児のことば資料（6）一3歳後半のことばの記録一一

国語関係刊行書§（昭和17～24年）

語　彙　調　査　一現代新聞用語の一例一

送り仮名法資料集
明治以降国語学関係刊行書穏

分　　　類　　　語　　　彙　　　表

動詞・形容詞欄題語用三二
現代新聞の漢字調査（中間報告）

慧安愚楽鍋用語索引
方言談話資料（1）一山形・群馬・長野一

方言談話資料（2）一奈良・高知・長編卜一一

方言談話資料（3）一一青森・新潟・愛知一一

方醤談話資料（4）一禰艸・京都・島根一

方欝談話資料（5）一岩手・富城・千葉・静岡一

方書談話資料（6）一一鳥取・愛媛・宮崎・沖縄一

日本言語地図語形索引
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　1昭和24年度　品切れ

　2　　Ees一025年度　　　　 〃

　3昭和26年度　　160円
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　5昭和28年度　品切れ
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　7昭和30年度　品切れ

　8昭和31年度　　〃
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　11　H回議［134年度　　　　ノ1
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15　翻裂示038年度

16昭和39年度

17昭和40年度

！8昭和4！年度

19昭和42年度

20　H召矛［i43年度
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昭和43年版　　〃
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28昭和51年度　魂三売品

29昭和52年度　　〃

30　日嗣考…ll　53年度　　　800円

31　日召孝B54年度　1，200円

32昭和55年度1，300円

33　H召鼻翼56年∫斐　1，300Fq
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fi目零057年点画　5，500円

ヨ裟孝［158年版　5，500円

高校生と薪聞転嫁雲海蜘秀英出版1・l」28・円

辞・マ・・…ニケー・・ン顯露引回霧嬬金融店刊撒・

　国立国語研究駈三十年のあゆみ一研究業績の紹介一秀英出版：Flj　1，500F：］

藍本語教育教材

1躰識躰語教職姻泰斗共編大灘醐刊
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　　一一発音・表親編一

N本語と日本語教育一文字・表現編一

陰本語の文法（上）一B本語教育指導参考書4一

日本語の文法（下〉一　　〃　　5一

日本語教育の評価法一　　 11　　6一

中・上級の教授法一　　 〃　　7一
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　7　日　本　語　の　指　示　詞一El本語教育指導参考書8一一大蔵省剛li燭干1　500円

　8　B本語教育基本語彙比較対照表一　　　　〃　　　　9一　　　〃　　　1，000円

　9　日本語教育参考文献一覧一一　　　〃　　　IO一一　　〃　　ユ，400円

H本語教育教柑映爾一覧（各巻16ミリカラー，5分，日本シネセル祉販売〉

　〈　巻　　　　　題　　　　　名　〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈プリント無i格〉

　第1巻“これは　かえるです　一「こそあど」＋「は～です1－　　　　30，000Fj

第2丁零さいふは　どこにありますか　一一「こそあど」一F「が～ある」一

第3巻車やすくないです，たかいです　一形容詞とその活用導入一

第4巻＊なにを　しましたか　～動詞一

第5巻’しずかなこうえんで　一形容動詞一

第6巻＊さあ，かぞえましiう　一助数詞一

第7巻＊うつくしいさらに　なりました　一「なる」「する」一

第8巻寧きりんは　どこにいますか　一一「いる」「ある」一

第9巻＊かまくらを　あるきます　一移動の表現一

第10巻　おかねを　とられました　一受身の衰琉！一

獺！巻＊どちらが　すきですか　一比較・程度の表現一

第ユ2巻＊もみじが　とてもきれいでした　一「です∫でした」fでしょう」一

第ユ3巻＊きょうは　あめがふっています…「して∫している．］　E’していた」一

第14巻牢そうじは　してありますか一「してある」「しておく」「してしまう」一

第15巻＊おみまいに　いきませんか　一依頼・勧誘の衰現一

第i6巻＊なみのおとが　きこえてきます　一「いく」「くるr

第i7巻　みずうみのえを　かいたことがありますか一経験・予定の表現一

第ユ8巻’あのいわまで　およげますか　一可能の袈現一

第王9巻

第20巻

第2！巻

第22巻

第23巻

第24巻

第25巻

第26巻

第27巻

第28巻

よみせを　みに　いきたいです　一意志・希望の表現一

てんきがいいから　さんぽを　しましよう　一源因・理由のr表環～

さくらが　きれいだそうです　一伝聞・様態の表現一

あめに　ふられて　こまりました　一受身の表現2…

おけいこを　みにいっても　いいですか　一許可・禁止の表現一

あそこに　のぼれば　うみが　みえます　一条件の表現1一

いえが　たくさんあるのに　とてもしずかです　一条件の表瑳2一

このきっぷを　あげます　一「や1）　」「もらい」の表現．1一

にもつを　もってもらいました　一一「やF）　」「もらい」の表現2一

てつだいを　させました　嘱吏役の表現一

第1巻～第3巻は，文化庁との共岡企函

VTR緬格ユ／2インチオープンリール2！，000円，3／4インチカセット20，000円

＊印については日本語教材映画解説の欝子がある。
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